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はじめに 
 
 
 「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は，国立国語研究所の基幹型共同研
究プロジェクトとして 2009 年 10 月にスタートしました。2010 年度からは毎年１回，共同
研究者や若手研究者が１カ所に集まって共同で調査を行う合同調査を実施しています。こ
れまで，４回の合同調査を行いました。それは，次のとおりです。 
  第１回合同調査 鹿児島県喜界島方言調査（2010 年９月） 
  第２回合同調査 沖縄県宮古方言調査（2011 年９月） 
  第３回合同調査 東京都八丈方言調査（2012 年９月） 
  第４回合同調査 鹿児島県与論方言・沖永良部方言調査（2012 年 12 月） 
 本書は，このうち，第３回合同調査 東京都八丈方言調査の調査報告書です。 
 
 調査の折りには，たくさんの方にお世話になりました。暑いなか，また，お忙しいなか，
公民館まで足を運んでくださり，親切に八丈のことばを教えてくださった方々に深く御礼
申し上げます。みなさんのおかげで，このような報告書を作成することができました。ま
た，佐藤誠教育長をはじめとして，教育委員会のみなさんには，調査の準備から，調査の
実施，調査の報告会「島ことば調査のつどい」に至るまで，大変お世話になりました。特
に，教育委員の茂手木清氏，林薫氏には，地元の方々のご紹介や日程調整などで，お世話
をおかけしました。深く感謝申し上げます。 
 この報告書の内容は，八丈のことば全体から見ると，ごく一部のわずかなものにすぎま
せんが，八丈のことばの研究や記録・保存の資料として，少しでも多くの方々に使ってい
ただけると幸いに存じます。また，国立国語研究所ホームページの「消滅危機方言の調査・
保存のための総合的研究」のページで，本書のPDF版を公開しています。こちらもぜひ，ご
覧ください。 
 
2013年10月9日 
 
国立国語研究所 木部 暢子 
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プロジェクトの概要 
 
 
１ プロジェクトの目的 
 
 「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」は，国立国語研究所の基幹型共同研究プロ
ジェクトとして2009年にスタートした。プロジェクトの目的は以下のとおりである。 
 
 グローバル化が進む中，世界中の少数言語が消滅の危機に瀕している。2009 年 2 月のユネスコ
の発表によると，日本語方言の中では，沖縄県のほぼ全域の方言，鹿児島県の奄美方言，東京都
の八丈方言が危険な状態にあるとされている。これらの危機方言は，他の方言ではすでに失われ
てしまった古代日本語の特徴や，他の方言とは異なる言語システムを有している場合が多く，一
地域の方言研究だけでなく，歴史言語学，一般言語学の面でも高い価値を持っている。また，こ
れらの方言では，小さな集落ごとに方言が違っている場合が多く，バリエーションがどのように
形成されたか，という点でも注目される。 
 本プロジェクトでは，フィールドワークに実績を持つ全国の研究者を組織して，これら危機方
言の調査を行い，その特徴を明らかにすると同時に，言語の多様性形成のプロセスや言語の一般
特性の解明にあたる。また，方言を映像や音声で記録・保存し，それらを一般公開することによ
り，危機方言の記録・保存・普及を行う。 
（国立国語研究所ホームページより） 
 
２ 研究方法 
 
 消滅危機方言の調査は緊急を要する。そのため，フィールド調査に実績を持つ国内外の研究者
を組織化し，調査研究を効率的に進める必要がある。また，質の高いデータを残すために，これ
まで，必ずしも統一的でなかった方言（言語）の調査方法や記述方法に統一性を持たせる必要が
ある。さらに，将来の方言（言語）研究を担う若手研究者の育成も必要である。以上を踏まえて，
本プロジェクトでは次の２種類の調査をベースとして研究を進めている。 
  (1) 共同研究者が各自のフィールドで行う各地点調査研究 
  (2) 共同研究者が一同に会して行う合同調査研究 
 (1) はそれぞれの共同研究者がそれぞれのフィールドで行う調査研究で，共同研究者はその成
果をプロジェクトの共同研究発表会で発表し，自分の調査研究を発展させるきっかけとしている
（共同研究発表会では，若手研究者の研究を支援するために，共同研究者以外の若手研究者が発
表を行うこともある）。 
 (2) は調査地点を定め，その地点の音声・アクセント・文法・基礎語彙・談話等を総合的に記
述する調査である。この調査には，共同研究者だけでなくポスドク，学振特別研究員，大学院生
といった若手研究者も参加し，参加者が共同で調査・データ整理・報告書の作成を行っている。
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これまで， 
  鹿児島県喜界島方言調査（2010 年９月），沖縄県宮古方言調査（2011 年９月）， 
  東京都八丈方言調査（2012 年９月），鹿児島県与論方言・沖永良部方言調査（2012 年 12 月） 
の４回の調査を行った。 
 
３ 共同研究者 
 
 本プロシェクトの構成員は，以下のとおりである（2013年10月1日現在）。 
 
研究代表者：木部暢子（国立国語研究所） 
共同研究員：五十嵐陽介（広島大学大学院），井上文子（国立国語研究所），ウエイン・ローレ
ンス（オークランド大学），上野善道（国立国語研究所客員教授），大西拓一郎（国
立国語研究所），荻野千砂子（大分大学），金田章宏（千葉大学），狩俣繁久（琉
球大学/国立国語研究所客員），久保智之（九州大学），窪薗晴夫（国立国語研究
所），熊谷康雄（国立国語研究所），クリス・デイビス（琉球大学），小林隆（東
北大学大学院），重野裕美（広島経済大学），下地賀代子（沖縄国際大学），下地
理則（九州大学），田窪行則（京都大学/国立国語研究所客員教授），竹田晃子（国
立国語研究所），ダニエル・ロング（首都大学東京），トマ・ペラール（フランス
国立科学研究所），中島由美（一橋大学），仲原穣（琉球大学），西岡敏（沖縄国
際大学），新田哲夫（金沢大学），日高水穂（関西大学），ブガエワ・アンナ（国
立国語研究所），又吉里美（岡山大学），町博光（広島大学大学院），松浦年男（北
星学園大学），松本泰丈（別府大学），松森晶子（日本女子大学），三井はるみ（国
立国語研究所）（五十音順） 
プロジェクト研究員：小川晋史（プロジェクト PD），乙武 香里（プロジェクト PD），三樹 陽介（プ
ロジェクト非常勤研究員） 
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調査の概要 
 
 
１ 八丈島の概要 
 
 八丈島は，東京の南方海上287キロメートルに位置し，面積69.52平方キロメートルのひょうた
ん型をした島である。富士火山帯に属する火山島であり，南東部に三原山（標高700.9メートル）
と北西部に八丈富士（標高854.3メートル）の２つの山がそびえている。 
 人口は 8,231人（平成22年現在），主な産業は農業（花，観葉植物栽培，焼酎，くさや加工），
沿岸漁業，伝統的工芸品の黄八丈織，観光業などである。（八丈町ホームページ http://www.to
wn.hachijo.tokyo.jp/gaiyo/gaiyou.html（2010年10月1日）を参照した）。 
 
八丈島
 
２ 調査の概要 
 
２．１ 調査日程，調査地点，調査内容，調査担当者 
 調査は2013年9月6日～9月8日に行った。調査地点と調査内容，調査担当者は以下のとおりであ
る。 
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日時 地区名 調査内容 調査担当者 
9 月 6 日（木） 
  午前 
末吉 基礎語彙 a 上野，大槻，町，仲原 
基礎語彙 b ローレンス，久保薗，松浦，川瀬， 
文法（前半） 金田，平子，ペラール，山田 
文法（後半） 狩俣，下地，徳永，中澤 
  午後 中之郷 基礎語彙 a 上野，大槻，仲原，町 
基礎語彙 b 川瀬，久保薗，松浦，ローレンス 
文法（前半） 金田，平子，ペラール，山田 
文法（後半） 狩俣，徳永，下地，中澤 
9 月 7 日（金） 
  午前 
三根 基礎語彙 a 川瀬，平子，松浦，ローレンス 
基礎語彙 b 中澤，ペラール，町，小川 
文法（前半） 大槻，金田，狩俣， 徳永 
文法（後半） 久保薗，下地，仲原，山田，金田，大槻 
  午後 大賀郷 基礎語彙 a 川瀬，平子，ローレンス，ペラール 
基礎語彙 b 中澤，町，松浦，小川 
文法（前半） 大槻，金田，狩俣， 徳永 
文法（後半） 久保薗，下地，仲原，山田，金田，大槻 
9 月 8 日（土） 
  午前 
樫立 基礎語彙 a 大槻，木部，松浦，ローレンス 
基礎語彙 b 仲原，中澤，平子，小川 
文法（前半） 久保薗，町，川瀬，ペラール，金田 
文法（後半）  狩俣，徳永，金田 
  
２．２ 調査者 
 
共同研究員：上野善道（国立国語研究所客員教授），金田章宏（千葉大学），狩俣繁久（琉球大
学），川瀬卓（弘前大学），下地賀代子（沖縄国際大学），Thomas Pellard （フランス国立科
学研究所），仲原穣（琉球大学非常勤講師），町博光（広島大学大学院），松浦年男（北星学
園大学），Wayne Lawrence（Auckland大学） 
日本学術振興会PD，大学院生：大槻知世（東京大学大学院生），久保薗愛（九州大学大学院生），
中澤光平（東京大学大学院生），平子達也（京都大学大学院生），山田真寛（京都大学・日本
学術振興会PD） 
スタッフ：木部暢子（代表，国立国語研究所），小川晋史（国立国語研究所プロジェクト PD），
盛思超（同非常勤研究員），徳永晶子（同非常勤研究員） 
 
２．３ 話者 
話者は以下の方々である（敬称略）。 
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末吉 浅沼幸光，浅沼道一，沖山國子，沖山慶孝，沖山尚昭，沖山東一，沖山みと子， 
菊池すま子，玉置邦光 
中之郷 大澤ちづ子，大野鏡子，金田哲哉，川上清福，菊池吉扶，小坂武宏，福田栄子， 
山下芙美子 
三根 大澤幸一，大沢孝子，沖山彰，沖山操，奥山ヱキ子，金川津屋子，川上絢子， 
喜田孝，佐々木逸郎，持丸のり子，吉森豊美 
大賀郷 新井功明，奥山明和，奥山和則，奥山日出和，河野洋一，菊池國仁，菊池幸子， 
菊池寛，菊池百合子 
樫立 伊勢崎富治，磯崎巧，佐々木豊茂，笹本和邦，笹本久美代，菅原安世，矢田美津， 
山下保孝 
 
謝辞 
 お忙しい中，調査に協力してくださった話者の方々に深く感謝申し上げます。また，教育委員
会関係者の方々にも大変，お世話になりました。特に，教育長の佐藤 誠氏，教育課課長の福田高
峰氏，教育課生涯学習係係長の菊池 良治氏，教育委員の茂手木清氏，林薫氏には，準備段階から
お世話になりました。深く感謝申し上げます。 
 
３ 60年前の八丈島の言語調査 
 
 国立国語研究所は，今から約60年前の1949（昭和24）年に八丈島の言語調査を実施している。
国立国語研究所が創設されたのが1948（昭和23）年だから，八丈島の調査は，研究所が最初に行
った地域言語の調査ということになる。当時，日本語の研究は日本語史の研究が主流で，現代日
本語を対象とした研究はあまり行われていなかった。そのような中，国立国語研究所は，その時々
の生きた日本語の実態を科学的に解明することを目的の一つと掲げ，その実現のために，チーム
を組んで調査研究を行う共同研究体制をしいた。 
 では，なぜ，最初の調査地点として八丈島が選ばれたのだろうか。調査報告書『八丈方言の言
語調査』(1950) には，次の４点があげられている。 
 
(ⅰ)八丈島は，この調査のおもな目的――共通語を話す度合を決定する要因を調べること―
―を達するのに適した地点であると考えられる。つまり，八丈島は社会的条件が比較的単純
であり，その上、島だけで独立の生活体をなしているので，この種の調査をはじめておこな
うのにはきわめて扱いやすい地点であると考えられる。 
(ⅱ)八丈島固有の言語は，共通語とかなり違った言語であるから，共通語を話す度合を見る
ことは比較的たやすいと考えられる。 
(ⅲ)八丈島固有の言語は，従来の報告によると，かなり特殊な構造をもち，その系統もまだ
不明として残されている。 
(ⅳ)八丈島の言語については，幸に，江戸時代からの報告が比較的多いので，八丈島の言語
を歴史的に研究することも不可能ではない。     （『八丈方言の言語調査』3頁）  
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 次に，この時の調査の概要を簡単に紹介しておこう。詳細については，国立国語研究所(1950)
『八丈方言の言語調査』（http://db3.ninjal.ac.jp/publication_db/item.php?id=100170001 でPDFを公開
している）を参照されたい。 
 
調査の日程 
 1949年6月28日（火）17時，月島から八丈島へ船で向かう。 
 6月29日（水）13時，大賀郷村八重根港に上陸。支庁，警察署，大賀郷役場へ挨拶。 
 6月30日（木）５カ村の役場を訪問。調査の打合せ。 
 7月 1日（金）大賀郷の調査実施。 
 7月 2日（土）三根の調査実施。 
 7月 3日（日）樫立，中之郷の調査実施。 
 7月 4日（月）中之郷，末吉の調査実施。 
 7月 5日（火）大賀郷，三根の調査実施。 
 7月 6日（水）「円翁交語」「音韻取調書」「口語取調書」を借用し，筆写する。 
7月 7日（木）～7月10日（日）３グループ（大賀郷三根グループ，中之郷樫立グループ，
末吉グループ）に分かれて調査。 
7月11日（月）支庁，警察署，大賀郷役場，南海タイムス，富士中学校，大賀郷小学校
へ挨拶廻り。18時，八重根港から出港。 
 7月12日（火）6時，月島上陸。 
調査項目 
 ａ) 共通語を話す度合に影響を及ぼすと考えられる，個人の社会環境 
 ｂ) 同じく，個人の行き来の状況 
 ｃ) 他村の言語と共通語とに対する態度および意見 
 ｄ) ある場面において共通語を使うか非共通語を使うか 
 ｅ) 言語構造的特徴について，共通語で反応するか非共通語で反応するか，ならびに５か村の
言語はいかに違うか 
 ｆ) 外来者との初対面の際に話す共通語の，調査者による判定 
言語調査 
◇ハシ（橋）とハシ（箸）の区別，◇大根（灰，大工），◇来年，◇俵，◇かわら，◇あわも
ち，◇てぬぐい（すいか），◇草履（ざる），◇うぐいす，◇先生，◇ろうそく，◇かえる，
◇数字の数え方，◇苗植え，◇ていねい（命令，衛生），◇こごえる，◇しかる，◇歩く（歩
かない），◇仲間にしてくれ（仲間にする（入れる）），◇くも（虫），◇額，◇末っ子，◇
西南風，◇そてつ，◇死んだ（人）（遊んだ（時）），◇急いで（来た），◇遠いか，◇（も
し）行くなら，◇（さあ）行こう（勧誘），◇（山の）上に（ある）（場所），◇（山の）上
へ（行った）（方向），◇赤いけれど，◇下駄を（はく），◇ここへ（来い） 
調査参加者  
大間知篤（班長，国立国語研究所職員），柴田武（国立国語研究所職員），飯豊毅一（同），
北村甫（同），石川咲子（同），島崎稔（同），山之内るり（同），青木千代吉（長野県派遣
研究生），丸山文行（統計数理研究所職員） 
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八丈方言の音韻
 
松浦 年男 
 
 
１ はじめに 
 八丈方言は 5 つの集落（旧 5 ヶ村）それぞれに言語的特徴があり，特に，三根，大賀郷からな
る坂下と，樫立，中之郷からなる坂上，そして末吉と青ヶ島が単独で異なるグループに属する（金
田 2001）。 
 
(1) 八丈方言の分類 
           三根 
       坂下 
           大賀郷 
 
           樫立 
 八丈方言  坂上 
           中之郷 
       末吉 
 
       青ヶ島 
 
 本章では 2012 年 9 月に行った八丈方言の調査データに基づき，青ヶ島を除く各地域について，
その音韻，音声的特徴を概観する。特に，標準日本語との対応関係を見て行く。 
 用例の表記は調査票に記載された簡易音声表記を用いるが，誤解が生じないであろう範囲にお
いて改変を加えた。また，古形とされたものについても掲載している。なお，基本的にある単語
に現れた語形は全て記載したが，語種による違いや極めて小さな音声的違いと判断したものなど
一部は省略した。詳しくは巻末の調査データ一覧を参照されたい。 
 八丈方言の音韻，音声については国立国語研究所(1950)，馬瀬(1961)，金田(2001)をはじめ多く
の研究者により検討がなされている。これらの結果との異同についても考察を加える必要はあろ
うが，それは別の機会に譲ることにして，本章では基本的に調査データにのみ基づいた考察を行
う。 
 
２ 母音 
 この節ではまず短母音について概観し，母音連続や長母音に見られる方言間対応について検討
する。 
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２.１ 広母音 
 広母音は/a/の 1 種類で，平唇前舌広母音[a]である。標準日本語の/a/に対応している。 
 
表 1：母音/a/ 
項目番号 H-325 H-047 H-229 H-350 H-363 
単語 油 踵 田 穴 綱 
三根 DEXɾD DNNHː〜DNNHL WDEDɾD DQD WVXQD
大賀郷 DEXɾD NDNDWR WDEDɾD DQD WVXQD
樫立 DEXɾD NDNDWR WDEDɾD DQD WVXQD
中之郷 DEXɾD DNNLː WDEDɾD DQD〜GRPD WVXQD
末吉 DEXɾD DNNHː WDEDɾD DQD WVXQD〜QDː
 
２.２ 半狭母音 
 半狭母音は/e/と/o/の 2 種類で，平唇前舌半狭母音[e]と円唇後舌半狭母音[o]である。標準日本語
の/e/，/o/に対応している。 
 
表 2：母音/e/ 
項目番号 H-076 H-147 H-053 H-284 H-315 
単語 枝 雄山羊 涙 着物 酒 
三根 HGD MDɡLPH PHQDGD KHELɾD VDNH
大賀郷 HGD MDɡLPH PHQDGD KHEHɾD
〜NLPRQR
VDNH
樫立 HGD MDɡLPH PHQDGD KHEHɾD
〜PDGDɾD
〜NLPRQR
VDNH
中之郷 HGD〜MHGD MDɡLPH men̞ada KHEHɾD VDNH
末吉 HGD MDɡLPH PHQDGD KHELɾD VDNH
 
表 3：母音/o/ 
項目番号 H-135 H-029 H-294 H-357 H-502 
単語 魚 腰 緒 井戸 一人 
三根 MR NRɕL RED LGR WRɾL
大賀郷 MR NRɕL KDQDR LGR WRɾL
樫立 MR NRɕL KDQDR LGR oLWRɾL〜WRɾL
中之郷 Mɔ〜LMR NRɕL R〜KDQDR LGR oLWRɾL
末吉 MR〜VDNDQD NRɕL KDQDZR〜KDQDR LGR oLWRɾL〜oWRɾL
２.３ 狭母音 
 狭母音は/i/と/u/の 2 種類で，[i]は平唇前舌狭母音[i]である。一方，/u/は厳密には平唇中舌狭母
11
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」八丈方言調査報告書 
 2013 年 10 月 国立国語研究所 
11 
音であるが，[u]や[ɯ]を用いている。標準日本語の/i/，/u/に対応している。無声子音が前後する
環境では無声化が起こりやすいという点についても標準日本語と同様である。表 4，表 5 に例を
示す。 
 
表 4：母音/i/ 
項目番号 H-034 H-055 H-143 H-414 H-232 
単語 肘 息 ヒトデ 網 肉 
三根 çi ʑͩL〜oLʑL LNL oit̥ode DPL QLNX
大賀郷 çi ʑͩL〜oLʥL LNL oit̥ode DPL QLNX
樫立 oLʑL LNL oWRGH DPL QLNX
中之郷 oLGʑL LNL oLWRGH DPL QLNX
末吉 oLʑL〜oLGʑL LNL oLWRGH DPL〜joːami QLNX
 
表 5：母音/u/ 
項目番号 H-283 H-297 H-015 H-038 H-052 
単語 夢 裏 歯 指 ほくろ 
三根 MXPH XɾD QXNDED MXEL〜LEL ku̥sube
大賀郷 MXPH XɾD QXNDED〜KD MXEL〜LEL KRNXɾR
樫立 MXPH XɾD QXNDED MXEL Nɯ̥VɯEH
中之郷 MXPH XɾD QXNDED〜ɸŭa MXEL〜LEL KRNXɾR
末吉 MXPH XɾD〜RɕLɾR QXNDED〜KD MXEL KRNXɾR
 
２.４ 長母音，二重母音 
２.４.１ 長母音 
 /uː/，/aː/，/iː/はいずれも短母音の持続時間が長くなったもので，標準日本語の/uː/，/aː/，/iː/にそ
れぞれ対応している。 
 
表 6：/Xː/，/aː/，/iː/ 
項目番号 H-072 H-097 H-461 H-458 H-457 
単語 灸 胡瓜 夫婦 祖母 祖父 
三根 kʲuː NʲXːɾL ɸuːɸX baːtɕDɴ〜EDPED GʑiːtɕDɴ
大賀郷 RNʲXː NʲXːɾL ɸuːɸX EDːWɕDɴ GʑLːWɕDɴ
樫立 kʲuː NʲXːɾL ɸuːɸX REDːWɕDɴ RGʑiːWɕDɴ
中之郷 kʲuː NʲXːɾL ɸuːɸX EDːWɕDɴ〜EDEED GʑiːtɕDɴ
末吉 Rkʲuː NʲXːɾL ɸuːɸX EDːWɕDɴ〜EDPED GʑiːtɕDɴ
 
 中世日本語のオ段開音に対応する音は[oː]で現れるが，オ段合音に対応する音は坂下では[ei]や
[eː]，坂上，末吉では[iː]で現れる。 
 
12
松浦年男「八丈方言の音韻」 
12 
表 7：/oː/，/eː/ 
項目番号 H-311 H-316 H-256 H-257  
単語 砂糖 麹 今日 昨日  
三根 satoː koːdʑL NHL NLQHL 
大賀郷 satoː koːʑL keː kineː 
樫立 satoː koːGʑL NLː NLQLː 
中之郷 satoː koːdʑL NLː〜kʲoː NLQLː〜kineː
〜kinʲoː

末吉 satoː koːdʑL〜koːʑL kiː kiniː 
 
２.４.２ 標準日本語の/iɾa/，/iwa/，/awa/に対応する音 
 標準日本語の/iɾa/や/iwa/という音連鎖には[ja]が対応している1。表 8 に挙げたものの他にも，大
賀郷において「白飯」を[ɕDPHɕL]としていた。ただし，これは比較的古い語彙においてみられる
対応で，「韮」のように新しい語彙はどの集落でも[QLɾD]となっている。 
 
表 8：標準日本語の/iɾa/，/iwa/に対応する音 
項目番号 H-005 H-168 H-175 H-356  
単語 白髪 虱 鶏 庭  
三根 ɕDɡa ɕDPPH nʲattoɾLPH Qʲaː 
大賀郷 ɕDɡa〜ɕLɾDɡa ɕDPPɛ
〜ɕDPPH
nʲattoɾLPH nʲaː 
樫立 ɕDɡa ɕDPPH nʲattoɾLPH nʲaː 
中之郷 ɕoăɡa ɕDPPH nʲattoɾLPH nʲaː 
末吉 ɕDɡa〜ɕLɾDɡa ɕDPPH nʲattoɾLPH nʲaː 
 
 標準日本語の/awa/には坂下では[oː]が対応するが，坂上や末吉では[aː]や[ʊ̯D]が対応する。ただ
し，同じ/kawa/でも「川」では上記の対応を見せるものの，「皮」ではそれを見せない。 
 
表 9：標準日本語の/awa/に対応する音 
項目番号 H-361 H-425 H-195 H-051 
単語 縄 俵 川 皮 
三根 noː toːɾD NDZDakoː NDZD
大賀郷 QDZD WDZDɾD〜toːɾD NDZD〜NRː NDZD
樫立 QDZD〜Qʊ̯D WʊD̯ɾD〜WDZDɾD NDZD NDZD
中之郷 QRD〜nʲaː WDZDɾD〜G]XNNX NDː〜NDZD〜NDːɾD NDZD
末吉 naː taːɾD taːda NDZD
                                                        
1 ただし，「庭」は[nʲaː]という長母音になっている。「鶏」では[nʲaːtoɾi]ではなく[nʲattoɾi]と重音節
になっていることから，[nʲaːttoɾi]という超重音節を避けたものと解釈できる。 
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２.４.３ 標準日本語の/ae/，/ai/に対応する音 
 標準日本語の/ae/には坂下（三根，大賀郷）及び末吉では[eː]が，坂上（樫立，中之郷）では[jaː]
が対応している。ただし，「前」は坂上において[mʲaː]とはならず[PDH]である。 
 
表 10：標準日本語/ae/に対応する音 
項目番号 H-164 H-162 H-485 H-083 H-243 
単語 蠅 蛙 名 苗 前 
三根 KHːPH NDHɾXPH
〜kʲaːɾXPH
QD〜QDPHː QHː〜QDH meː
大賀郷 KHːPH NDHɾXPH QDPDH〜QDPHː QHː meː〜PDH
樫立 oDːPH NDHɾXPH
〜kʲaːɾXPH
〜kʲaːɾRPH
QDPDH QʲDː〜QDH PDH
中之郷 oDːPH NʲDːɾɯPH namʲaː Qʲĭa PDH
末吉 KHːPH NDHɾɯPH QDPHː QHː〜QDH meː
 
 次に，標準日本語の/ai/も坂下（三根，大賀郷）及び末吉では[eː]が，坂上では[jaː]が対応してい
る。標準日本語の/wai/に対応する音として，[wja]という音連鎖が出てくる点は興味深い。 
 
表 11：標準日本語/ai/に対応する音 
項目番号 H-265 H-375 H-486 H-017 H-008 
単語 来年 たらい お祝い 口蓋（あご） 額 
三根 ɾDLQHɴ WDɾDL〜WDɾeː juweː RWRɡeː
〜RWRɡei
çit̥eː
大賀郷 ɾDLQHɴ〜GHːQHɴ WDɾDL〜WDɾeː MɯZH〜RLZDL RWRɡeː çit̥eː
樫立 ɾʲaːneɴ
〜Gʑaːneɴ
〜ɾDLQHɴ
WDɾʲaː LZDL RWRɡʲaː〜DɡR oʨaː〜oLʨaː
中之郷 ɾʲaːneɴ
〜Gʑaːneɴ
WDɾʲaː juwjaː
〜MXZDL
〜RLZDL
RWRɡĭaˑ〜DɡR çit̥ĕaˑ
末吉 deːneɴ WDɾeː MXweː〜MXHː RWRɡeː〜DɡR çit̥eː
 
一方，「貝」や「櫂（船のカイ）」のように，上記の対応を見せず，どの集落も[kai]で実現した
ような単語もある。「貝」に関しては標準語をそのまま発話したと見るべきだろう。なぜなら，
「貝殻」に対して[NHːɡRː]と[NʲDːɡoː]といった形式が，トコブシに対して[NʲDːɡRPH]といった形式が
対応し，また，貝の総称がないと答えた話者もいるからである。 
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表 12：標準日本語/kai/に対応する音 
項目番号 H-131 H-413 (H-131)   
単語 貝 カイ 貝殻類   
三根 NDL NDL NHːɡRː  
大賀郷 NDL NDL 15  
樫立 NDL NDL NHːɡRː
NʲDːɡRPH（トコ
ブシ）
 
中之郷 NDL NDL NʲDːɡRː  
末吉 NDL NDL 15  
 
 上記の他にも，坂上，末吉では[eː]，坂下では[jaː]が対応する単語として「桑（の葉）」がある。
この語は坂上，末吉では[kabeː]，坂下では[NDEʲDː]ないしは[kabĭa]であった。 
 
２.４.４ 標準日本語の/oe/，/oi/に対応する音 
 標準日本語の/oe/は中之郷では[iː]が対応している。また，/oi/は坂下では[oi]が対応していたが，
坂上，末吉では[ui]ないしは[iː]が対応している。ただし，「甥」の場合，どの方言でも[oi]で実現
した。また，「おととい」に関してはオトツイに由来している可能性がある。この場合，標準日
本語で対応する音は/oi/ではなく/ui/ということになる。2.4.5 節でも指摘しているように，標準日
本語の/ui/は坂上，末吉では[iː]も見られ，これと並行的である。 
 
表 13：標準日本語の/oe/，/oi/に対応する音 
項目番号 H-054 H-258 H-465 
単語 声 おととい 甥 
三根 NRH〜NRL RWRWRL RL
大賀郷 NRH RWRWRL〜ɯʦɯʦHː RL〜PHLMRːɕL
樫立 NRH XWɕLWɕiː〜RWRʦXL RLNNR
中之郷 kiː XWɕWɕi(ː)〜RWRWRL RL〜PHLMRːɕL
末吉 NRH XWɕit̥ɕiː〜RWRWRL RL
 
２.４.５ 標準日本語の/ui/，/uo/，/ue/，/io/に対応する音 
 標準日本語の/ui/は坂下では[ui]だが，坂上，末吉ではそれに加えて[iː]も見られた。標準日本語
の/uo/は地域に関係なく[Xː]で対応している。 
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表 14：標準日本語の/ui/，/uo/に対応する音 
項目番号 H-306 H-424 H-299 H-139 
単語 雑炊 篩（ふるい） 手ぬぐい 鰹 
三根 ]RXVXL ɸXɾXL WHQHɡHː
～WHQXɡHL
NDʦXː
大賀郷 dzoːsui ɸXɾXL WHQHɡHː
～WHQXɡXL
NDʦXː
樫立 ʣoːɕiː〜ʣoːsei 15 WHQHɡLː
～WHQXɡXL
NDʦXː〜NDʦXR
中之郷 Gʑoːɕiː ɸXɾiː〜ɸXɾXL WHQHɡLː
～WHQXɡXL
NDʦɯː
末吉 dzoːɕiː ɸXɾiː〜ɸXɾXL WHQHɡLː NDʦɯː〜NDʦɯR
 
標準日本語の/io/に対応する音は，坂上，末吉では[jo]や[ijo]といった形で現れた。/ue/は，坂上，
末吉では[ue]のほかに[we]も見られた。 
 
表 15：標準日本語の/io/，/ue/に対応する音 
項目番号 H-309 H-328 H-247 
単語 塩 匂い 上 
三根 ɕLR QLRL XH
大賀郷 ɕLR QLRL XH
樫立 ɕLR〜ɕR QLRL XH〜weː
中之郷 ɕLR〜ɕR QLMRL〜QLRL XH〜
wed̥da〜ZHQGD
末吉 ɕR QLMRL〜QLRL XH〜XZH〜ʋH
 
２.４.６ /ao/，/ei/ 
 標準日本語の/ao/や/ei/にはそのまま[ao]，[ei]が対応している。 
 
表 16：標準日本語の/ao/，/ei/に対応する音 
項目番号 H-403 H-465 
単語 竿 姪 
三根 VDR PHL
大賀郷 VDR PHL〜PHLMRːɕL
樫立 VDR PHLNNR
中之郷 VDR PHLNNR
〜meːjoːɕL
末吉 VDZR〜VDR PHL
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２.５ 対格形に関わる交替 
 対格形は名詞の語末の音により様々な形式で現れた。以下では調査票に記録されていた対格形
を地域ごとにまとめる。なお，名詞語末の母音を網羅的にするために，一部を文法調査のデータ
より補い，データに#を付す。 
 まず，三根では，名詞語末母音が/i/の場合は[jo]，/a/の場合は[oː]，/o/の場合は[ou]または[oː]，
/u/の場合は[uː]になった。 
 
表 17：三根における対格形の分布 
項目番号 単語 辞書形 対格形 
H-087 籾 PRPL PRPʲR
H-057 唾 WVXED WVXERː
H-067 怪我 NHɡa NHɡoː
H-076 枝 HGD HGRː
H-080 草 NXVD kusoː
H-235 坂 VDND sakoː
H-423 篭 NDɡR NDɡRX
NDɡRː
H-356 荷 QLPRʦX QLPRʦXː
 
 大賀郷では，名詞語末母音が/i/の場合は[jo]，/e/の場合は[eː]または[eo]，/a/の場合は[Rː]または
[Dː]，/o/の場合は[Rː]，/u/の場合は[Xː]で現れた。 
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表 18：大賀郷における対格形の分布 
項目番号 単語 辞書形 対格形 
H-233 道 mitɕi #mitɕo
H-520 これ NRɾH NRɾHR
H-521 それ VRɾH VRɾeː
H-522 あれ XɾH Xɾeː
H-514 だれ GDɾH GDɾeː
H-067 怪我 NHɡa NHɡoː
H-222 泡 DZD aoː
H-080 草 NXVD kusaː
H-515 どこ GRNR dokoː
H-524 そこ VRNR sokoː
H-311 砂糖 satoː satoː
H-525 あそこ XNX ukuː
H-304 粥 RNDMX okeːo2
 
 樫立では，名詞語末母音が/i/の場合は[jo(ː)]，/a/の場合は[aː]，/o/の場合は[oː]，/u/の場合は[uː]
で現れた。 
 
表 19：樫立における対格形の分布 
項目番号 単語 辞書形 対格形 
H-331 ご飯 PHɕL PHɕR
H-365 荷 QL Qʲoː
H-302 茶 ｔɕD ｔɕaː
H-135 魚 MR joː
H-301 湯 MX juː
 
 中之郷では，名詞語末母音が/i/の場合は[jo]，/e/の場合は[iː]，/a/の場合は[eː]，/o/の場合は[o-wo]，
[Rʊ]，[oː]，/u/の場合は[uː]または[uo]で現れた。 
 
                                                        
2 H-304「粥」の交替については*okaju+o>*okai+o>okeːo と推測される 
18
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表 20：中之郷における対格形の分布 
項目番号 単語 辞書形 対格形 
H-518 なに DQL DQʲR
H-393 筆 ɸXGH ɸudiː
H-520 これ NRɾH NRɾiː
H-521 それ VRɾH VRɾiː
H-540 真似 PDPH mamiː
H-522 あれ XɾD Xɾeː
H-423 篭 NDɡR
NDɡRZR
NDɡoʊ
NDɡoː
H-193 水 PLG]X PLG]Xː
PLG]XR
 
 末吉では，名詞語末母音が/i/の場合は[jo]，/e/の場合は[iː]または[ja]，/a/の場合は[ajoː]，/o/の場
合は[oː]，/u/の場合は[uː]で現れた。 
 
表 21：末吉における対格形の分布 
項目番号 単語 辞書形 対格形 
H-394 神 NDPL NDPʲR
H-402 箒 hoːki hoːkʲR
H-518 なに DQL DQʲR
H-522 あれ XɾH Xɾiː
H-283 夢 MXPH jumiː
H-393 筆 ɸXGH ɸXGʑiː
H-514 だれ GDɾH GDɾiː
H-516 どれ GRɾH GRɾiː
H-520 これ NRɾH NRɾiː
H-521 それ VRɾH VRɾiː
H-540 真似 PDPH mamiː
H-255 傍 VRED sobajoː
H-515 どこ GRNR dokoː
H-541 うそ RVR osoː
H-193 水 PL]X PL]Xː
 
                                                        
3 別の話者で「あれ」の対格形として[XɾʲD]も記録されていたが，これは XɾH+wa に由来する可能性が
ある。そう考えると末吉で標準日本語の/iwa/が[jaː]に対応することと整合性がとれる。 
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 集落による違いを表 22 にまとめる。5 つの母音のうち，集落による差が小さいのは/i/，/o/，/u/
で，名詞語末が/i/の場合は[jo]，/o/の場合は[oː]，/u/の場合は[uː]で現れた。一方，名詞語末母音が
/e/，/a/の場合は集落による差が大きい。名詞語末母音/e/の場合に関しては文法調査も含めてデー
タが揃わなかったので詳細は分からない。 
 
表 22：集落による対格形の違い 
名詞語末母音 三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 
/i/ jo #jo jo(ː) jo jo 
/e/ --- eː(eo) --- iː iː 
/a/ oː oː~aː aː eː ajoː 
/o/ #ou~oː oː oː #oːaRʊaRZR oː 
/u/ #uː uː uː #uːaXR #uː 
 
２.６ 母音体系 
 以上の結果をまとめる。 
 
(2) 母音体系 
 a. 短母音 [ i， e， a， o， u (ɯ)] 
 b. 長母音 [ iː， eː， aː， oː， uː (ɯː)] 
 
 標準語の母音連続と八丈方言の音対応をまとめる。 
 
表 23：集落による標準語との対応関係（Vː） 
標準日本語 三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 
/iː/ iː iː iː iː iː 
/eː/ --- --- --- --- --- 
/aː/ aː aː aː aː aː 
/oː/（開音） oː oː oː oː oː 
/oː/（合音） ei eː iː iː〜eː〜joː iː 
/uː uː uː uː uː uː 
 
表 24：集落による標準語との対応関係（VCV） 
標準日本語 三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 
/iɾa/ ja ja ja ja ja 
/iwa/ ja ja ja ja ja 
/awa/ oː oː ʊ̯D～awa aː aː 
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表 25：集落による標準語との対応関係（VV） 
標準日本語 三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 
/io/ io io LR～MR io～jo jo 
/ei/ ei ei HL ei ei 
/ai/ eː eː MD jaː eː 
/ae/ eː eː MDː jaː eː 
/ao/ ao ao DR ao ao 
/oi/ oi oi RL oi oi 
/oe/ oe～oi oe RH iː oe 
/ui/ ui ui Lː iː iː 
/ue/ ue ue XH～ZHː ue～we ue～uwe～ʋH 
/uo/ uː uː Xː uː uː 
 
３ 音節頭の子音 
 本節では音節頭の子音について，その分布をまとめる。 
 
３.１ 破裂音 
 破裂音は無声，有声合わせて 6 種類あった。両唇破裂音は[p， b]の 2 種類で，標準日本語の/p， 
b/にほぼ対応している。[b]は分布上の制限が見られないのに対して，ほとんどの[p]は促音もしく
は撥音の後ろにのみ現れる（そのため語頭に現れることはない）という制限が見られる点も共通
している4。ただし，例外的なものとして，「囲炉裏端5」[GʑLɾRSXWɕL]（末吉），H-417「鋤」[SXɾDR]
（中之郷）がある。 
 
表 26：両唇破裂音 
項目番号 H-075 H-326 H-038 H-057 H-140 
単語 葉 天ぷら 指 唾 飛魚 
三根 KDSSD WHPSXɾD MXEL〜LEL WVXEDNL〜WVXED WRELMR
大賀郷 KDSSD WHPSɯɾD MXEL〜LEL WVXEDNL〜WVXED WRELMR〜WREL
樫立 KDSSD WHPSXɾD MXEL WVXEDNL〜WVXED WREL
中之郷 KDSSD WHPSXɾD MXEL〜LEL WVXEDNL〜WVXED WRELMR
末吉 KDSSD WHPSXɾD MXEL〜LEL WVXEDNL〜WVXED WRELMR
 
 歯茎破裂音は[t， d]の 2 種類で，それぞれ標準日本語の/t， d/に対応している。 
 
 
                                                        
4 もちろんこれは調査票が和語，漢語がほとんどであったことに由来するものであろう。 
5 調査項目 H-348「いろり」の関連語として出ている。 
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表 27：歯茎破裂音 
項目番号 H-022 H-114 H-271 H-053 H-517 
単語 肩 竹 朝 涙 なぜ 
三根 NDWD〜NHːQD WDNH WRPPHWHL PHQDGD
〜QDPHGD
DQGH〜DGGH
大賀郷 NDWD〜keːna WDNH WRPPHWH
〜DVD
PHQDGD DQGH
樫立 NDWD〜NHːQD WDNH WRPPHWH PHQDGD
〜QDPLGD
andeː
中之郷 NDWD WDNH WRPPHWH PHQDGD DQGH
末吉 NDWD〜NHːQD WDNH WRPPHWH PHQDGD
〜QDPLGD
DQGH
 
 軟口蓋破裂音は[k， ɡ]の 2 種類あった。それぞれ標準日本語の/k， ɡ/に対応している。 
 
表 28：軟口蓋破裂音 
項目番号 H-019 H-121 H-352 H-292 H-419 
単語 毛 ミカン クギ 下駄 鎌 
三根 NHEHɕR
〜NHELɕR
PLNDɴ NXɡL ɡHWD〜SXNNXɾL PDɡDPD
大賀郷 keˑ〜NHEXɕR PLNDɴ NXɡL ɡHWD〜ERNNXɾL PDɡDPD
樫立 NH〜NHELɕL PLNDɴ NXɡL ɡeta〜DɕLGD PDɡDPD
中之郷 NL PLNDɴ NXɡL ɡHWD〜ERNNXɾL PDɡDPD
末吉 NH PLNDɴ NXɡL ɡHWD PDɡDPD
 
 破擦音は[ts， dz]の 2 種類である。それぞれ標準日本語の/ts， z/に対応している。[ts， dz]は
母音/i/の前では口蓋化した[Wɕ， Gʑ]で現れる。いわゆる四つ仮名の区別はなく，語中では摩擦音
[z， ʑ]と自由変異の関係にある点も共通している6。 
 
                                                        
6 Maekawa (2010)が指摘するように，標準日本語の[z]と[dz]は完全な自由変異というよりも，むしろ
子音の調音への時間配分の問題である。八丈方言についても同様の分析ができる可能性は高いが，本
稿ではこれ以上の分析は行わず，指摘にとどめる。 
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表 29：破擦音 
項目番号 H-003 H-370 H-206 H-209 H-228 
単語 旋毛（つむじ） 鉢 風 地震 溝 
三根 ʦumu ʑͩL
〜ʦXPXʑL
KDWɕL ka zͩe〜ND]H ͩʑLɕLɴ PLʑR
大賀郷 ʦXPXGʑL
〜ʦXPXʑL
KDWɕL NDG]H〜ND]H GʑLɕLɴ PLʑR
樫立 ʦɯ̈PXʑL KDWɕLQDPPH ND]H GʑLɕLɴ PL]RPD
中之郷 ʦXPXGʑL
〜ʦXPXʑL
〜X]X
KDWɕL NDG]H〜ND]H GʑLɕLQ PLGʑR〜oLGD
〜PLʑR
末吉 ʦɯPɯGʑL KDWɕL ND]H ʑLɕLɴ〜GʑLɕLɴ PLG]R
 
なお，標準日本語の和語，漢語には見られない[tse]や[tso]が一部の語彙で見られた。ただしこれ
らの分布は極めて限定的であり，地域も限られる。これらがどの程度規則的に見られるかは改め
て検討する必要がある7。 
 
表 30：[tse]，[tso] 
項目番号 H-172 H-258    
単語 とんぼ 一昨日    
三根 KHWWɕRPH〜KHWWVRPH RWRWRL   
大賀郷 WRPERPH ɯʦɯʦHː   
樫立 WRPERPH RWRʦXLXWɕLWɕiː   
中之郷 KHWWɕRPH XWɕWɕi(ː)〜RWRWRL  
末吉 WRPERPH XWɕit̥ɕiː〜RWRWRL   
 
 また，一部の歯茎破裂音で，後ろに/i， u/が続く場合に破擦音にならず[GʲD]で現れることがあ
った。ただしこれは通方言的な特徴というわけではなく，中之郷の話者に限られた。しかし，中
之郷に有声破擦音素がないなどといった音韻体系の問題ではない。実際，「肘」などは中之郷で
も[oiʤL]が現れることから，おそらく形態音韻論的な過程での違いを反映しているのだろう。 
 
                                                        
7 馬瀬(1961: 112)では各地点で[tso]や[tsa]が見られるとしていたが，今回の調査データでは地域的に
も限定的であった。 
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表 31：[dʲa] 
項目番号 H-100 H-475    
単語 大根 大工    
三根 GHːNR〜Gʑaːko deːku   
大賀郷 GHːNR deːku〜GDLNX   
樫立 Gʑaːko GDLNX   
中之郷 dĭaˑNRɴ GʲaːNX〜deːku   
末吉 GHːNR deːku〜GDLNX   
 
３.２ 摩擦音 
 標準日本語のハ行に対応するものとして，[ɸ， o， K]の 3 種類がある。標準日本語と同じく，
以下の分布をしている。 
 
(3) /h/の分布 
 /h/ 
  →[o]/_i 
  →[ɸ]/_u 
  →[h]/その他 
 
表 32：摩擦音[ɸ， o， K] 
項目番号 H-004 H-018 H-025 H-327 H-334 
単語 雲脂（ふけ） 髭 腹 灰 昼食 
三根 ɸu̥ke oLɡH〜KHɡH KDɾD heː KLɾXPHɕL
〜oRXɾD
大賀郷 ɸu̥ke oLɡH〜KHɡH
〜KRːoLɡH
KDɾD〜χaɾD KDL〜heː çoːɾD
樫立 ɸNH oLɡH KDɾD KDL〜çaː oLɾXɡe
〜oLɾXPHɕL
中之郷 ɸu̥ke oLɡH ɸDɾŏa çaː çoːɾD
末吉 ɸu̥ke oLɡH KDɾD heː çoːɾD
 
 歯茎摩擦音として[s， z]の 2 種類があり，標準日本語の/s， z/に対応している。また，[z]は語
中において破擦音[dz]と自由変異の関係にある。 
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表 33：摩擦音[V，]] 
項目番号 H-056 H-080 H-468 H-034 
単語 咳 草 家族 肘 
三根 VHNL ku̥sa〜NXVR ND]RNX
〜ɕoteː
çi ʑͩL〜oLʑL
大賀郷 VHNL NXVD ND]RNX çi ʑͩL〜oLʑL
樫立 VHNL NXVD NDG]RNX oLʑL
中之郷 ɕLNL〜VHNL ku̥sa ND]RNX〜NDQʲaː oLGʑL
末吉 VHNL ku̥sa QDNDPD
〜ND]RNX
oLʑL〜oLGʑL
 
３.３ 共鳴音 
 鼻音は[m， n]の 2 種類があり，標準日本語の/m， n/に対応している。 
 
表 34：鼻音[P， Q] 
項目番号 H-006 H-007 H-050 H-319 H-365 
単語 目 眉 骨 糠 荷 
三根 PDQDNR PDPLɡH〜PDPL KRQH QXND QL〜QLPRWVX
大賀郷 PDQDNR PDMXɡH〜PDPL
〜PDPLɡH
〜meːɡH
KRQH QXND QLPRWVX
樫立 PDQDNR PDMXɡH
〜PDPLɡH
KRQH QXND QL
中之郷 PDQDNR PDMX〜PDMXɡH
〜PDPLɡH
KRQH QXND niː〜QL
末吉 PDQDNR PDMX〜PDMXɡH
〜PDPL
KRQH QXND QL
 
 流音は[ɾ]の 1 種類があり，標準日本語の/ɾ/に対応している。従来，/ɾ/は語頭には立たず，/d/に
なるとされてきた（馬瀬 1961: 114）。実際，表 11「来年」では語頭が[d]で実現している地域も
あった。しかし，今回の調査データではこのような傾向はほとんど見られず，標準日本語の/ɾ/は
[ɾ]で実現していた。 
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表 35：流音[ɾ] 
項目番号 H-297 H-514 H-507 H-087 H-424 
単語 裏 だれ 六人 瓜 篩 
三根 XɾD GDɾH〜GDL ɾRNXQLɴ XɾL ɸXɾXL〜PL
大賀郷 XɾD GDɾH〜GDL ɾRNXQLɴ XɾL ɸXɾXL〜PL
樫立 XɾD GDL ɾRNXQLɴ XɾL ɸXɾXL〜ɸXɾiː
中之郷 XɾD GDɾH ɾRNXQLɴ XɾL ɸXɾXL〜ɸXɾiː
末吉 XɾD GDɾH ɾRNXQLɴ XɾL ɸXɾXL〜ɸXɾiː
 
 接近音は[j， w]の 2 種類があり，それぞれ標準日本語の/j， w/に対応している。ただし， [w]
に関して一部の語彙で[e]が後続しうる点が標準日本語と異なる（表 11「お祝い」，表 15「上」
参照）。 
 
表 36：接近音[M， Z] 
項目番号 H-415 H-204 H-264 H-051 H-479 
単語 槍 露 横 皮 私たち 
三根 MDɾL WVXMX MRNR NDZD ZDLɕaː〜ZDLɾaː
〜ZDLɾD
大賀郷 MDɾL〜tsukimboː WVXMX MRNR NDZD ZDɾHɾD〜ZDLɾD
樫立 MDɾL WVXMX MRNR NDZD ZDɾeːɕaː〜ZDLɕaː
中之郷 MDɾL〜PRɾL WVXMX MRNR NDZD ZDɾHɴɕaː
〜ZDɾHQWɕaː
末吉 MDɾL〜PRɾL
〜tsukimboː
WVXMX〜MRWVXMX MRNR NDZD ZDɾHQWɕeː~aɾHQWɕeː
 
３.４ 子音体系 
 音節頭に現れた子音を以下にまとめる（口蓋化したものは除く）。 
 
表 37：子音体系 
 両唇音 歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門音 
阻害音 
破裂音 S E W G   N ɡ  
破擦音   WV G]      
摩擦音 ɸ  V ] o    K 
共鳴音 
鼻音 P  Q       
はじき音    ɾ      
接近音  Z    M    
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４ 音節 
 調査の中で確認された音節の種類は，以下のとおりである。 
 
(1) C(S)V /se/（[se] 背丈 H-49），/ke/（[ke] 毛 H-19），/ha/（[ha] 歯 H-15） 
 /cja/（[ʨa] 茶 H-302），/cjo/（[hettɕoɡo] へそ H-028） 
(2) C(S)VV /sei/（[sei̭] 背丈 H-49），/’oi/（[oi̭] 甥 H-465）， 
 /sjoa/（[ɕoăɡa] 白髪 H-005） 
(3) C(S)VQ /naQ/（[nappa] 菜 H-99），/baQ/（[battame] バッタ H-173） 
 /sjoQ/（ [ɕoppakʲa] しょっぱい H-310）， /heQ/（[hessoɡo] へそ H-028） 
(4) C(S)VN /teɴ/（[tempuɾa] 天ぷら H-326），/niɴ/（[ninniku] にんにく H-320） 
 /mjaɴ/（[omʲaɴɕaː] あなたたち H-481），/cjaɴ/（[toːtɕaɴ] 父 H-450） 
(5) C(S)VR /seR/（[seː] 背丈 H-49），/koR/（[koːʥi] 麹 H-111） 
 /njaR/（[nʲaː] 庭 H-356），/mjaR/（[omʲaːwa] お前は 文法 43）， 
(6) C(S)VVR /kɯ̆aR/（[kɯ̆aː] 皮 H-51），/soaR/（[josoaːsɯɾɯ] 相互扶助 H-490） 
 
 この他に次のような音節が予想されるが，今回の調査の中では該当単語が存在しなかった。調
査語彙を増やせば，今後，これらの音節が確認される可能性がある。 
 
(7) C(S)VVQ 未確認 
(8) C(S)VVN 未確認 
(9) C(S)VRN 未確認 
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５ 音節末の子音 
 音節末に子音が現れる例として，促音（重子音）と撥音を採り上げる。 
 
５.１ 促音 
５.１.１ 音韻分布 
 無声促音として[pp， tt， kk， tts]がある。 
表 38：無声促音 
項目番号 H-099 H-173 H-341 H-028 H-494 
単語 菜 バッタ 台所 臍（へそ） 三つ 
三根 QDSSD EDWWDPH NRNNXED KHWWɕRɡR PLWWVX
大賀郷 QDSSD EDWWDPH NRNNXED
〜RNDWWH
KHVR PLWWVX
樫立 QDSSD EDWWDPH NRNNXED
〜RWHPD
〜GDLGRNRɾR
KHWWɕRɡR PLWWVX
中之郷 QDSSD EDWWDPH NRNNXED KHWWɕRɡR PLWWVX
末吉 QDSSD EDWWDPH NRNNXED
〜NRNXED
KHVVRɡR〜KHVR PLWWVX
 
 地域によって有声促音が見られた。有声促音は[bb， dd]の 2 種類で，[ɡɡ]は末吉の[ɕLɡɡHWD]の 1
例のみであった。また，有声促音が他の地域や話者においては [mb]や[nd]に対応するなどの特徴
が見られた。 
 
表 39：有声促音 
項目番号 H-030 H-274 H-458 H-517 H-059 
単語 尻 夜 祖母 なぜ 涎 
三根 ɕLPEHWD MRɾX baːtɕaŋ
〜EDPED
DQGH〜DGGH MRQGDɾH
大賀郷 ɕLPEHWD MRɾX〜MRPEH EDEED
〜REDːVDɴ
DQGH〜DGGH MRQGDɾH
樫立 ɕLɾLSSHWD
〜ɕLEEHWD
MREEH obaːtɕaŋ andeː MRdd̥DɾH
〜MRGDɾH
中之郷 ɕLEEHWD MREEH (o)baːtɕDɴ
〜EDEED
DQGH MRGDɾH
〜MRGGDɾH
末吉 ɕLɡɡHWD〜ɕLɾL MRɾX〜MREEH
〜MRPEH
EDːWɕDɴ
〜EDPED
〜XPPD
DQGH MRQGDɾH
〜MRGDɾH
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５.１.２ 音声実現 
 日本語の促音の音響的特徴としては，持続時間を第一に挙げることができる。八丈方言におい
ても同じで，促音（重子音）の狭窄部分の持続時間は非促音（単子音）の狭窄部分に比べ長く実
現していた。たとえば，図 1 の/t/と/tt/の持続時間はそれぞれ 80msec.と 135msec.であった。 
 
図 1：/butame/（豚；左）と/battame/（バッタ；右）の音声波形とスペクトログラム 
0
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 次に有声促音の音声実現について検討する。日本語東京方言では，有声促音は外来語に限られ，
音声的にも半無声（half-devoicing）になる（Kawahara 2006）。一方，天草本渡方言では有声促音
は完全有声で実現する（松浦 2012）。 
 八丈方言では集落間でも個人間でも差が見られた。まず，樫立では有声促音は完全有声で実現
した。 
 
図 2：樫立における/tabbo/（手；左）と/joddaɾe/（よだれ；右）の音声波形とスペクトログラム 
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 一方，中之郷では個人間で差が見られた。ある話者は樫立と同様，狭窄部分も完全有声で実現
している（図 3 左）。ところが別の話者では，狭窄部分はほぼ無声となって実現している（図 3
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右）8。 
 
図 3：中之郷における/babba/（祖母；左）と/jobbe/（夜；右）の音声波形とスペクトログラム 
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５.２ 撥音 
 音節末の鼻音（撥音）として[m， n， ŋ]などが見られた。語末（発話末）では[ɴ]や[ŋ]で現れた。 
 
表 40：撥音の分布 
項目番号 H-326 H-342 H-064 H-320 H-095 
単語 天ぷら 天井 たんこぶ にんにく さつまいも 
三根 WHPSXɾD WHQGʑoː〜DPD taŋkobu QLQQLNX NDPPR
大賀郷 WHPSXɾD WHQGʑoː〜DPD taŋkobu QLQQLNX NDPPR
樫立 WHPSXɾD WHQGʑoː〜DPD taŋkobu QLQQLNX NDPPR
〜VDWVXPD
中之郷 WHPSXɾD WHQGʑoː〜DPD taŋkobu QLQQLNX NDPPR
〜NDQɕR〜GʑLNLː
末吉 WHPSXɾD WHQGʑoː〜DPD taŋkobu QLQQLNX VDʦXPD
〜NDQɕRː
 
６ アクセント 
 馬瀬(1961)などで指摘されているように，八丈方言では弁別的なアクセントを確認することは
できない。調査データを見る限り，単独でのピッチパターンは第 1 モーラが高，第 2 モーラ以降
が低となるものが多く見られた。 
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八丈方言における新たな変化と揺れをめぐって 
 
金田 章宏 
 
はじめに 
2012 年 9 月 6 日～9 日の 4 日間にわたり，国立国語研究所「消滅危機方言の調査・保存のため
の総合的研究」プロジェクト(プロジェクトリーダー；木部暢子)による八丈方言調査が東京都八
丈町でおこなわれた。この調査は，2010 年の奄美喜界島方言調査，2011 年の宮古方言調査につ
づくもので，八丈方言調査につづいて 2012 年の 12 月はじめには奄美の与論島方言と沖永良部島
方言の調査が実施された。 
今回の八丈方言調査では基礎語彙調査と文法調査がおこなわれたが，本発表ではそのうちの文
法調査1の結果から，この方言における新たな変化やさまざまな揺れを中心にとりあげる。 
なお，以下の説明のなかの方言表記は例文の一部もふくめて簡易音声表記とするが，例文自体
の表記は調査票のままとする。(調査者の提出した調査票を第三者が入力したものをそのまま使用
した。したがって，調査者の記入ミス，および入力者の入力ミスが存在する可能性はある。)例文
の頭の数字は調査票の例文番号，末尾は地区名と調査者 2～4 名の頭文字である。また，地区名
のあとに該当箇所の伝統方言形をイタリック体(斜体)でしめした。 
本稿では，「標準語」を話しことばに対する規範的な書きことばと位置づけ，話しことばのなか
でより規範的なものとして「共通語」を使用する。単に共通語といえば標準語に近似した日本共
通語であり，そこまでの規範性はないにしても，たとえば沖縄県内でおおよそ理解可能な沖縄共
通語(首里・那覇方言)があり，その下層には，さらに規範性は希薄になるが八重山地方の八重山
共通語(石垣四箇字方言)がある，というような階層性もみられる。たとえば八重山の西表
いりおもて
島祖
そ
納
ない
の話者は，とくにメディアの影響もあって沖縄共通語をおおよそ理解し，また八重山共通語の知
識もある程度あるが，沖縄本島や石垣島の人びとのほとんどは，祖納の方言を理解できない。八
丈方言にそこまでの階層性はみられないが，後述する坂下地区のほうがおそらく，坂上地区より
も互いに対する影響力は大きいだろう。 
 
１．リ形強変化動詞過去形のタリ形化 
上代中央語の動詞アスペクト形式のうち，リ形(ノメリ)とタリ形(ノミタリ，ミタリ)については，
強変化動詞ではその両方が，弱変化動詞ではタリ形のみが使用されたが，中古になるとリ形は消
滅し，すべてタリ形になって現代語の過去形シタに連続していく。 
一方，この方言ではタリ形への一本化が中央語に千年ほども遅れて，まさにいま起ころうとし
ている。すなわち，この方言では強変化動詞過去形がリ形(「行った。」ikara＜＊ikaro-wa＜＊
ikiaro-wa)，弱変化動詞がタリ形(「見た。」mitara＜＊mitaro-wa＜＊mitearo-wa)であらわれるの
が基本であったが，そこへ新たに強変化動詞のタリ形 iqtara があらわれるようになったというも
のである。こうした現象がいまになって起こっていること自体，この方言の文法的な古さをしめ
                                                  
1文法班の話者の数は，三根地区 6 人，大賀郷地区 4 人，樫立地区 4 人，中之郷地区 4 人，末吉地区 3
人の計 21 人。 
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すものであるが，さらに，強変化動詞がこれまで基本的にリ形のみだったことに注目するなら，
強変化動詞にリ形とタリ形が混在する上代中央語よりも古い姿を保っていた可能性さえ指摘でき
る。 
この新たな変化については，金田 20122などでもとりあげたが，そこで例としてあげたのは樫
かし
立
たて
地区の 1950年代生まれの女性 1名のものと大賀郷
お お か ご う
小学校の方言劇の台本からのものだけだった。
八丈島は人口の集中する坂下
さかした
地区(三根
み つ ね
，大賀郷)と，三原山の中腹に分散する坂上
さかうえ
地区(樫立，
中之郷
な か の ご う
，末吉
すえよし
)に大きくわかれるが，今回の調査により，末吉以外の全地区でこの語形の使用が確
認された。傾向としては，坂下の三根と大賀郷，坂上では大賀郷寄りの樫立で多く観察された。 
 
32 kono uwaɡiwa konomeː okinawade ɲisen ende {kattoːʒa/ kattaraː}(この上着はこのまえ沖
縄で二千円で買った。) 三根 KO (kao:zja/kawara) 
53 備考；「なった」nattouʒa (去年いとこが中学の先生になった。) 三根 KO (naro:zja) 
65 juweːno tokinja bammamade odottara (お祝いのときにはばあさんまでおどった。) 三根 KO 
(odorara) 
50 moː kamo(ː)monowa minna kande {ʃimattara / ʃimatta(joː) / ʃimoːraraː}(もう食べられる
ものは全部食べた。) 大賀郷 YK (sjimo:rara。なお，kamoːmonowa は「食べたものは」の意味。) 
58 wagaeno dannawa(noː) takedenoː  kagoo ́ {tsukurara / tsukuttarodara(作っている) / 
tsukuttara / tsukuttarowa(作っている)}(夫は竹でかごをつくった。) 大賀郷 YK (cukurara) 
69 kaːtʃan wa misegeː kaimononi {itoːdʒaː / ittaraː / ikaraː / ittadʒaː}(かあさんは市場へ買
物に行った。) 大賀郷 YK (iko:zja/ikara/iko:zja。itoːdʒaːは ittoːdʒaːか) 
70 mitʃide (noː) gakkoːno senseːni {attaraː / awaraː / aoːdʒa}(道で学校の先生に会った。) 大
賀郷 YK (awara) 
31 nimotsɯga omokente ɸutaɾide {mottaɾa / motoː daɾa}(荷物が重かったので，二人でもった。) 
大賀郷 KT (motara) 
82 sakkimade nonde aɾoːga dokogeː itteʃimattoː. (あの人，さっきまでここで「飲んでいたけ
ど」どこに行ったかな，といった意味で，「ノンドロガ(あるいは，ノマットロガ，ノマラットロ
ガ)」といいますか。) 大賀郷 KT (iqte sjimo:ro:) 
53 kjonen itokoɡa ʨuːɡakuno senseːni nattaɾa (去年いとこが中学の先生になった。) 樫立 KP 
(narara) 
58 uʨino çitowa takede kagoː{ tsukuɾaɾa/ tsukuttaɾa}(夫は竹でかごをつくった。) 樫立 KP 
(cukurara) 
69 okkaʨaŋwa miseni kaimononi {ikaɾa/ ittaɾa}(かあさんは市場へ買物に行った。) 樫立 KP 
(ikara) 
70 miʨide ɡakkoːno senseːni {awaɾa/ attaɾa}(道で学校の先生に会った。) 樫立 KP (awara) 
70 mitʃide gakkoːno seɴseːni {butsɯkwatte / butsɯkwattaɾa}(道で学校の先生に会った。) 樫立
KT (bucuko:rara) 
32 kono hebiɾawa kono mjaː okinawade niseŋeŋde {kattaɾa/ kattekitaɾa}(この上着はこのまえ
沖縄で二千円で買った。) 中之郷 YT (kawara) 
                                                  
2「八丈方言における新たな変化と上代語」『言語研究』142 号 2012.9 pp.119-142 
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２．動詞活用型動詞否定形の形容詞活用型化 
 共通語の動詞否定形は形容詞型の活用をするが，この方言では形容詞非過去形が上代東国方言
の流れを受け継ぐ e 連体形(akake「赤い」，nake「ない」)をもとにした，「赤い。」akakja＜＊
akake-wa，「ない。」nakja～naqkja＜＊nake-wa であるのに対して，動詞の否定非過去形は，動
詞とおなじ o 連体形をもとにした nomi(N)naka＜＊nomi-nako-wa のような活用をする。動詞の
o 連体形も同様に上代東国方言の流れを受け継ぐものであるが，そこに共通語の影響を受けた形
容詞型の新たな動詞否定形が発生している。 
これには段階があり，～naka を形容詞的に拗音化して，jomiNnakja(読まない。)にするだけ
のものから，形容詞 nakja(ない。)よりも一般的な(おそらく新しい)促音のはいった語形 naqkja(な
い。)にあわせて促音を挿入し nomiNnaqkja にしたり，動詞型の o 連体形ではなく，形容詞型の
e 連体形で jomiNnakedara のようなノダ形をつくったり，jomanakja のように動詞語根の母音
も共通語的な a にしたり，さらには語尾を共通語的に～nakaqta にするものまである。その一方
で，否定ズがズになる以前の要素をふくむ可能性のある nomiNzjarara(大賀郷)，jomiNzjarara(樫
立)のように，とくに坂下で一般的な語形である jomiNnakarara よりもさらに古い語形も併用さ
れている。 
なお，nomi(N)naka の撥音 N はのちの挿入によるもので，坂上であらわれにくく，坂下であ
らわれやすい。 
 
62 warewa kinoː ʃimbun o {jominna(k)ja / jominnakedara / jominnakarara} jominnaka／
jominnakodara (おれはきのうは新聞をよまなかった。) 大賀郷 YK (jomiNnaka/jomiNnakodara。
jominna(k)ja は jominnak(j)a のあやまりか) 
76 今でも使う。nomindʒarara / nominnakkja (きのうはだれも「飲まなかったよ。」といった意
味で，「ノミンジャララ」といいますか。) 大賀郷 YK (nomiNnaka，ただしこれは非過去形) 
45 sakeseː areba aɲɲimo irinnakkja (酒さえあればなにもいらぬ。) 大賀郷 KO (iriNnaka) 
45 sake{ɡa/ɡaseː } aɾeba anɲɲimo { iɾinnaka(いらない)/iɾinnakkja(強い表現)}.(酒さえあれば
なにもいらぬ。) 大賀郷 NS (iriNnaka) 
62 waɾaː kiniːwa ʃimbuɴo {jominnakaɾaɾa/ jominakatta}(おれはきのうは新聞をよまなかっ
た。) 樫立 KT (jomiNnakarara) 
62 waɾewa kinoː ɕimbuŋ {jominʥaɾaɾa/ jominnakaɾaɾa/ jomanakja}(おれはきのうは新聞をよ
まなかった。) 樫立 KP (jomiNnaka，ただしこれは非過去形) 
49 {ara / wara} {saʦumanʃaːjowa / kammonʃaːjowa} {tabenakja / kaminakja}.(おれはさつまい
もなんか食べないぞ。) 中之郷 SN (tabenaka/kaminaka) 
77 kinnakatta /kinnakaɾaɾe /minnakaɾaɾa (「来なかった，見なかった」は，キンジャララ，ミ
ンジャララですか。) 中之郷 KT (kiNnakarara。つぎの kinnakaɾaɾe はコソ強調形の結びのかた
ちであり，コソ強調辞とともに使用される。) 
 
３．動詞のｏ連体形関係 
共通語などでは動詞の「連体形」と「終止形」が同音になっているが，この方言では「終止形」
にふたつの意味がある。ひとつは「連体形」に終助辞がついて文末で使用される nomo-wa とい
34
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う「終止形」で，この終助辞はこの語形にとって義務的である。もうひとつは，「旧終止形」とも
いうべきもので，単独では使用されずに推量形 nomu-nou-wa などにのみあらわれる nomu であ
る。もともとは連体非過去形 nomo と終止非過去形 nomu の対立があったと思われるが，現代方
言では nomu は特定の語形の内部にのみ存在する。 
以下の連体非過去形の例では連体形のみが～u になり，第 2～第 4 例の終止形のほうは～o-wa
のままだが，つぎの終止非過去形の例では終止形が～u-wa，～u-zja であらわれ，さいごの｢ノダ｣
形でも～o-dara，～o-do:zja となるところが～u-dara，～u-do:zja になっている。 
 
・連体非過去形 
50 moː kameru monowa zeːnbu kamaraː (もう食べられるものは全部食べた。) 三根 YK 
(kamero) 
64 ameno ɸuru çiniwa baːtʃanwa jede terebibakkari {mitaːrowajo / mitaːrowaː}(雨のふる日
にはばあさんは家でテレビばかり見ている。) 三根 YK (huro) 
64 {amega ɸuɾu tokiwa / ameno  çinja} baːsaɴwa jede teɾebi bakkaɾi mitaɾowa (雨のふる日に
はばあさんは家でテレビばかり見ている。) 大賀郷 KT (huro) 
64 ameno ɸuɾuçi wa baːtʃaɴwa ede teɾebibakkaɾi {mitaɾowajo / miteaɾowa}(雨のふる日にはば
あさんは家でテレビばかり見ている。) 中之郷 KT (huro hiwa) 
50 hara taberareru monoʊ̯wa minna tabetara. (もう食べられるものは全部食べた。) 中之郷 SN 
(taberarero) 
・終止非過去形 
34 maɡowa manʒuːjo koːbedake kamuwa (孫はまんじゅうを皮だけ食べる。) 大賀郷 KO 
(kamowa) 
3 oː ʃoɡeːwa waga ikuwa(うん，畑へはおれがいく。) 大賀郷 KO (ikowa) 
16 waː, itoko-no ɸutoŋ-ɡa jane-no we-ni hositʲaɾu ͩʒa. (いとこの布団がやねの上にほしてある。) 
中之郷 KH (hosjitearozja) 
18 maɕɕiɾo dʷa toɾi-ɡa soɾʷa tondjaɾu ͩʒaː  (真っ白な鳥が空を飛んでいる。 ) 中之郷 KH 
(toNdearozja) 
23 maɡo-ɡa kjonen-kaɾa kuni-ni aɾu ͩʒa. (孫が去年から東京にいる。) 中之郷 KH (arozja) 
34 maɡo wa man ͩʑuːjo kaːbe dake kamuwa (孫はまんじゅうを皮だけ食べる。) 末吉 KPYH 
(kamowa) 
・｢ノダ｣形 
47 sono mizuːwa nomuna. nomudaːba kono mizuː nome (その水はのむな。のむならこの水を
のめ。) 三根 KO (nomoda:ba) 
68 iʃaga ketoː kusuri o nomeba {naorudoːdʒaː / naorunoːwa}(医者がくれたくすりをのめばな
おるだろう。) 大賀郷 YK (naorodo:zja) 
27 oːsaka kaɾa toːkjoːmadeno kiʃatʃiɴwa {ikuɾadoː / ikuɾa suɾudoː}(大阪から東京までの汽車
賃はいくらだろうか。) 大賀郷 KT (sodo:～sjodo:) 
44 sakiːwa komekaɾa tsukuɾu do ͡a ͩʒa. (酒は米からつくる。) 中之郷 KH (cukurodoazja) 
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４．疑問詞＋ka 
 共通語では疑問詞の有無と述語形式のあいだに呼応的な関係はないが，この方言では疑問詞の
ある WH 疑問文では述語が「連体形」になり(anjo nomo? なにを飲む？)，疑問詞のない YN 疑
問文ではそれが「連体形」＋終助辞 ka (sakei nomoka? 酒を飲む？)になる。新たな傾向として，
疑問詞の有無にかかわらず，述語が「連体形」＋終助辞 ka であらわれる。伝統方言形ではすべ
て ka は不要である。 
 
48 ande omeːwa {kamin˹noː/ kaminnoː˹ka}.(なぜおまえはたべないのか。) 三根 NS  
48 ande omaewa {tabennoːka / kaminnoː(ka)}? (なぜおまえはたべないのか。) 大賀郷 YK 
48 adde {omiwa / omjaːwa(目上の人)} {kaminn ͜oakaː / agannoːka /agan n͜oakaː} agari? (なぜ
おまえはたべないのか。) 樫立 KT (筆者注：さいごの agari は意味不明) 
48 ande omjaːwa {kaminai / kaminakoka}(なぜおまえはたべないのか。) 中之郷 KT 
 
５．疑問詞引用句 
 YN 疑問文の述語は「連体形」＋終助辞 ka であり(sakei nomoka? 酒を飲む？)，WH 疑問文の
述語は「連体形」のみである(anjo nomo? なにを飲む？)。しかし，WH 疑問文を ka 引用句にい
れるばあい，ka のまえは～o 連体形ではなく～u 終止形で，anjo cukuruka kaNgeːte (なにを作
るか考えて)のようになる。新たな傾向としてその混用がみられる。 
 
43 sakeːwa {doɡan-jatte/ doɡanɕite} ʦukuɾoka omeːwa ɕittaː˹ɾuː. (酒はどうやってつくるかお
まえは知っているだろう？) 三根 NS (cukuruka) 
43 sa ̥kiːwa adaɴʃite tsɯ̥kuɾoka omiwa obiːtaɾoː (酒はどうやってつくるかおまえは知っている
だろう？) 樫立 KT (cukuruka) 
 
６．形容詞語彙の動詞代用 
 八丈方言で「知っている／知らない」は動詞ではなく，形容詞語彙の sjo(q)kja (知っている)／
sjoku na(q)kja (知らない) が使用される。この語彙は古代語の形容詞シロシ(白し，著し)に由来
し，方言形の連体形＊sjiroke＞sjoke に終助辞 wa が融合してできているが，ここに共通語の「知
っている」がシッテアルのかたちで入り込んできたものである(この方言のイルは「居る」ではな
く「座る」の意味で，人にもものにもアルを使用する)。ただし，3 例目以下では形容詞語彙も併
用されている。なお，この調査ではこの語形は坂下地区にのみあらわれている。 
 
41 omeːwa kono jono nameːo ɕittaːɾokaː. (おまえはこの魚の名まえを知っているか。) 三根 NS 
(sjokeka) 
43 sakeːwa {doɡan-jatte/ doɡanɕite} ʦukuɾoka omeːwa ɕittaː˹ɾuː. (酒はどうやってつくるかお
まえは知っているだろう？) 三根 NS (sjokeka) 
43 sakewa adanjatte tsukurudaroːnoː , omeːwa {ʃittoːdʒaroka / ʃokoːdʒarokaː}(酒はどうや
ってつくるかおまえは知っているだろう？) 三根 YK (sjokuozjaroka) 
35 hakono nakaniwa mandʒuːga ikutsɯ aɾoka{ʃittaɾoka / ʃokeka}(箱の中にまんじゅうがいく
つあるとおもうか。) 大賀郷 KT (sjokeka) 
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41 omaewa kono sakanano namaeo {ʃokeka / ʃittaɾoka}(おまえはこの魚の名まえを知っている
か。)大賀郷 KT (sjokeka) 
43 sakewa dogan{ʃite / jatte} tsɯkuɾuka omaewa {ʃittaɾoka / ʃokeka}(酒はどうやってつくるか
おまえは知っているだろう？) 大賀郷 KT (sjokeka) 
 
７．弱変化動詞過去形の強変化動詞化？ 
 この現象は 1 でみたのとは逆に，弱変化動詞の過去形が～タラではなく，強変化的な～ララと
なっているもので，これまで確認されていなかったものである。こうした変化はこの方言の大き
な変化の流れに逆行しているようにみえる(再確認が必要か)。ただし，同一地区の同一話者にの
みあらわれているので，孤立的な現象とみてよいかもしれない。あるいは，「調査」という状況の
なかで生じた過剰な「方言回帰」という可能性もないとはいえないか。 
なお，強変化動詞の～ララは東北方言のシタッタ形(＝タリタリ形)に対応するアリアリ形で，
現在から切りはなされた (アオリスト的な)過去をあらわす。八丈方言ほどではないが，東北方言
で存在動詞イルのタリ形＝過去形(イダ)がアクチュアルな現在テンスをあらわし，シタ形(＝タリ
形)，シタッタ形というふたつの過去形をもつことも，タリ形がまだ過去テンス形式になりきって
いないことのあらわれである。 
 
58 wageːnowa takede kagoː koseːɾaɾa (夫は竹でかごをつくった。) 大賀郷 KT (kose:tara) 
60 sabuɾoːwa dʒiɾoːni boːde {bunnaguɾaɾetaɾa / bunnaguɾaɾeɾaɾa}(三郎は次郎に棒でなぐられ
た。)大賀郷 KT (buNnaguraretara) 
61 dʒiɾoːwa dʒiːtʃanni {soːgaɾetaɾa / soːgaɾeɾaɾa}(次郎はじいさんにしかられた。) 大賀郷 KT 
(so:garetara) 
 
おわりに 
 以上，八丈方言にあらわれたいくつかの新たな現象をとりあげた。全体をみると坂上の末吉地
区の例がきわめて少なかった，つまり，末吉地区には新たな現象が少なかったということになる
のだが，その理由として，今回の話者の数がほかの地区よりも少なく，調査班も末吉以外が 4 班
なのに対して 2 班で，結果として資料の数自体が少なかったことがあげられる。それに加えて，
つぎのようなことも考えられるだろう。 
 坂上と坂下を結ぶ大坂トンネルは明治期に開通したもので，それ以前は三根から三原山の周囲
を大坂トンネル方向とは逆の時計回りで末吉に行くか，三原山のなかをとおって末吉に行くかが
主たるルートだった。したがって，その当時は樫立がもっとも奥まった地域であり，それゆえに
民話「人捨て穴」の舞台とされたのも樫立と大賀郷のあいだの伊
い
郷名
ご う な
(大坂トンネルの樫立寄り)
というところだった。このように，伝統方言では大まかにいって坂下～末吉～中之郷・樫立のよ
うに連続していたものが，大坂トンネルの開通後は坂上地区の入り口が樫立になったため，それ
以降，坂下から発信される方言の新たな変化も，乗り合いバスのルートと同様に樫立・中之郷を
経由して末吉へ，という流れに変わってしまったのである。 
 今回のデータはけっしてじゅうぶんな量とはいえないが，いずれにしても，島の中心部である
坂下地区に新たな語形が多くみられ，坂下からもっとも離れた末吉にそれがわずかしかみられな
かった点は，周圏分布的な解釈を許容するだろう。坂上地区のなかでも，伝統方言としてはより
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古い状態を保っていた樫立・中之郷のうち，大賀郷に近い樫立に新たな語形が比較的多くみられ
た点も，二次的な周圏分布として，大坂トンネル開通後の坂下からの直接の影響とみることがで
きそうである。 
 しかし，共通語の影響を受けた新たな語形はまだ古いタイプの語形と共存していて，語形交替
の途上にある。したがって，方言の継承・再活性化のためには，方言使用者に語形の新旧を認識
して自覚的に使用してもらうことで，より古いタイプの語形の延命(～継承)をはかることはまだ
じゅうぶんに可能であると考える。 
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八丈方言の語彙 
－1950 年調査との比較－ 
 
木部 暢子 
 
 
１ 1950年の語彙調査 
 1950年の国立国語研究所「八丈島の言語調査」では，八丈方言の語彙に関して，２つの調査が
実施されている。一つは，八丈島に関する各種の文献から八丈島方言に関する単語を抜き出し，
語彙集としてまとめるという調査，もう一つは，大田南畝（1748－1823）著「一話一言」所載の
「八丈方言」の語彙207語の追跡調査である。 
 まず，八丈関係の文献に現れる単語調査では，建武２（1335）年の「八丈年代記」から昭和23
（1948）年の「八丈方言の研究」（北条忠雄）にわたる47の文献を対象として調査が行われ，そ
れらの中から約4700語の八丈方言の単語が集められている。元資料となった47の文献は，それぞ
れ成立年代や成立の背景を異にし，方言語彙の収録態度や表記法もまちまちで，集められたデー
タも様々な性質のものが混在しているが，江戸時代から昭和にかけての八丈島方言の語彙の状況
をまとまった分量で把握することができるデータとして，貴重なものである。これらは『八丈島
の言語調査』(1950) の巻末に90頁にわたって紹介されている。 
 次に，「一話一言」の語彙の追跡調査について。「一話一言」は大田南畝の著作であるが，そ
の中の「八丈方言」の部分は，「八丈島俗通志」から転載したものだという（原典の著者，作成
年代は不明という）。1950年の調査では，「一話一言」収録語210語のうちの207語について，各
村４名ずつ（70代以上，50~60代，30～40代，10～20代の各１名）に，それらの語を現在も使う
か，使わないかを記入してもらうという調査を実施している。各集落，207語の調査結果は，『八
丈島の言語調査』の218－260頁に掲載されているので，詳しくはそれを参照されたい。全体的な
傾向としては，207語のうち163語（78.8％）が島のどこかで使用されている，逆に言うと，「一
話一言」から1950年の調査までの150年の間に約20％の語彙が使用されなくなったという結果が出
ている。 
 
２ 2012年の基礎語彙調査 
 1950年の調査結果を受けて，今度は2012年の調査までの60年間に語彙がどのくらい変化したか
を見てみることにしよう。ただし，2012年の調査は，基礎語彙550語についての調査が目的で，「一
話一言」の追跡調査を行ったわけではない。したがって，比較の対象となる語は，2012年調査の
基礎語彙調査項目と「一話一言」所載語彙に共通する単語，54語だけである。また，2012年の調
査では，「一話一言」の語形を示し，それを使うかどうかを尋ねるという調査方法をとっていな
い。もし，このような聞き方をしたとしたら，あるいは「一話一言」と同じ語形がもっと出てき
たかもしれない。この点で「一話一言」，1950年調査の結果，2012年調査の結果の３者を単純に
比較することはできないが，この60年間の変化のおおまかな傾向はつかめるのではないかと思う。
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それを示したのが，以下の表である。 
 表では左から３列目に「一話一言」の語形を，その右の列に八丈の各集落の語形をあげている。
八丈の各集落の語形の欄は，上段と下段に分けてあり，上段に1950年調査の結果を，下段に2012
年の調査の結果を記入している。表の記号の読み方は以下のとおりである。 
 
凡例 
○：「一話一言」と同じ語形を使う。 
●：多少ちがった語形を使う。 
×：別の語を使う。 
△：聞いたことはあるが使わない。 
 
上段：1950年調査の結果。「一話一言」に掲載されている語が使用されているかどうかを上記
の記号で示したもの。○と●の二つの記号が入っている欄は，集落内で使用語形に年齢
差があることを表す。（『八丈島の言語調査』223～234頁より引用） 
下段：2012年調査の結果。「一話一言」に掲載されている語が使用されているかどうかを上記
の記号で示したもの。また，調査で得られた具体的な語形を記号の後にあげておく。 
 
番号 語 一話一言 大賀郷 三根 樫立 中之郷 末吉 
H-030 尻 シンゲタ ● ○ ● ○ ●○ 
●シンベタ ●シンベタ ● シ ッ ベ タ ，
×オシリ，シリ
ッペタ，シッペ
タ 
●シッベタ ●シッゲタ，×
シリ 
H-053 涙 メナタ ● ● ●○ ○● ●○ 
○メナダ，ナ
ミダ(新) 
○メナダ ○ メナ ダ ，×
ナミダ 
○メナダ ○メナダ，ナミダ 
H-135 魚 ヨ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ヨ ○ヨ ○ヨ ●イョ，イヨ，
×サカナ 
○ヨ，サカナ 
H-145 雄牛 ソウメ ● ● ● ○ ● 
×ウシメ ●ゾクメ ×ウシメ ×ウシメ ×ウシメ 
H-145 雌牛 バメ ○ ○ ○ ○ ○ 
○バメ ○バメ ○バメ ×ウシメ ×ウシメ 
H-145 老牛 ゾク × ○● ●○ ●○ ● 
●ゾクメ，ゾ
ック，ゾックメ
(雄牛) 
○ゾク，ゾクメ ●ヅォック，ヅ
ォックメ(雄牛) 
×ウシメ ×ウシメ 
H-145 子牛 ヲシヨ，コ
コメ 
●○ ○ ● ●○ ●○ 
×チョンコメ × ×チョンコメ ×ウシメ ×チョンコメ 
H-152 猫 カ ワ フ ク
ロ ， 常 々
はネツコメ
× × × × × 
×ネッコメ ×ネコ，ネッコ
メ 
×ネッコメ，コ
ネッコ(子猫) 
×ネッコメ ×ネッコメ 
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番号 語 一話一言 大賀郷 三根 樫立 中之郷 末吉 
といふ 
H-158 蜘蛛 クボナ × × ○ × × 
×クモメ，ト
ン ヂ ャ ル メ
( 蜘 蛛 の 一
種) 
×トン ヂャル
メ，トージンヅ
ァル，トージン
ヂャル 
×クモ ×テンコ゜メ ×テンゴメ， 
H-160 蝶々 ヒイル × ● ○ ○ ○ 
×チョーチョ
メ，ヘッチョ
メ 
×チョーチョ，
チョーチョーメ 
×チョーチョ，
チョーチョメ 
×チョーチョ ×チョーチョメ，
チョーチョ 
H-170 蚕 コナ ○ ○ ○ ○ ○ 
○コナサマ ○コナサマ ○コナサマ ○コナサマ ○コナサマ(尊
敬語) 
H-171 カマ
キリ 
ベゝメ × × ○ × ○ 
×カマキリ ×カマキリ ×カマキル × ゲン ビ ー
メ 
× カ マ キ リ (- メ
は付かない) 
H-172 トンボ ヘツ，ソメ × ○ ●○ ●○ ● 
×トンボメ ●ヘッチョメ，
ヘツォメ 
×トンボ，トン
ボメ 
●ヘッチョメ ×トンボ，トンボ
メ 
H-177 雀 ツゝメ ●○ ● ●○ ○ ●○ 
×スヅメ～ス
ズメ 
×ス，ヅメ，ス
ズメ 
×スズメ～スィ
ズィメ 
×スヅメ ×スヅメ，スズメ
メ 
H-178 鳩 シャートメ ● ○● ○ ○ ● 
●ショートメ
(古)，×ハッ
トメ，ハトメ，
ハト 
×ハトメ ×ハトメ ×ハトメ ×ハトメ 
H-192 火 ヒノヒボ × ○ ○ ○ ○ 
×ヒ ×ヒ ×ヒ ×ヒ ×ヒ 
H-217 洞窟 トウフ × × × × × 
×ドークツ，
ホコラ，ホラ 
×トーラ(小さ
いもの，俵も，
トーラ)，ホラ 
×ドークツ，ホ
ラアナ，トーラ
～ドーラ(木の
うろ) 
×ホラˀアナ ×ホラ，ドークツ 
H-236 頂上 トンツムリ ● ● ● ●○ ●○ 
● ト ン ツ ベ
(低い山)，×
テッペン 
● ト ン ツ ベ ，
×テッペン 
●トンツィブラ
(低いところの
～)，×テッペ
ン 
×テッペン ●トンブ，●トン
ツブリ(古)，×チ
ョーヅォー(新) 
H-245 跡 コカウテ × × × ●○ × 
×アト，アシ
アト 
×アト ×アト ×アト ×アト 
H-271 朝 トンメテ ○ ○ ○ ○ ○ 
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番号 語 一話一言 大賀郷 三根 樫立 中之郷 末吉 
○ ト ン メ テ
(古)，×アサ 
○トンメテイ ○トンメテ(早
朝。強調して
言うとトーンメ
テ)，×アサ 
○トンメテ(8
時頃まで)，
×アサ 
○トンメテ 
H-273 夕方 ヤアヨウ ● ● ● ●○ ● 
× ユ ー ガ
タ，クレガタ
(古) 
×クレーガタ ×ユーガタ，
クレヤ 
× ユ ー ガ
タ ， ク レ ヤ
(日が落ちる
頃 ) ， ク レ ガ
タ ， ヨ ン ベ
(夕べ) 
×ユーガタ，ク
レー(古)，クレイ
ェー 
H-276 暇 ヨマ ○ ● ●○ ○ ○ 
×ヒマ ×ヒマ ×ヒマ(「合間」
はヨマ) 
×ヒマ，○ヨ
マ(合間)，ヨ
マシ.キ 
×ヒマ(「合間」
は○ヨマ) 
H-284 着物 ヘヒラ ● ● ● ●○ ● 
● ヘ ベ ラ
(古)，×キモ
ノ 
●ヘビラ ●ヘベラ，×
マ ダ ラ ， × キ
モノ 
● ヘ ベ ラ ，
×マダラ(よ
そ行き) 
○ヘビラ 
H-288 帯 ヨヒ × × ● ● × 
×オビ ×オビ ×オビ ×オビ ×オビ 
H-334 昼食 ヒヨウ ● ●○ ● ●○ ●○ 
●ヒョーラ ●ヒョウラ，×
ヒルメシ 
×ヒルゲ(古)，
ヒルメシ(新) 
●ヒョーラ ●ヒョーラ 
H-419 鎌 マカマ ● ●○ ● ●○ ● 
○マガマ ○マガマ ×カマ，×ヒラ
テガ(草刈り道
具) 
○ マ ガ マ ，
×カマ 
○マガマ 
H-423 篭 タカタラ ● ● ● ● × 
×カゴ ×カゴ，×ヅ
ァル 
×イメンゴ(小
さい背負う篭) 
×カゴ，×イ
メミゴ,ユメム
ゴ(里芋洗い
に使うかご) 
×カゴ，×イメミ
ゴ(里芋洗いに
使用) 
H-431 長男 タロウ × ● ○ ○ ○ 
× チ ョ ー ナ
ン，チョウナ
ンメ 
× チ ョ ー ナ
ン ， ボ ー ヤ ，
△タロー(使わ
ないが知って
いる) 
×チョーナン × チ ョ ー ナ
ン 
×チョーナン 
H-432 二男 ジロウ × ●○ ● ○ ○ 
× ヂ ナ ン ，
ヂナンメ 
●ヂョウメ，×
ヂナン 
×ヂナン ×ヂナン ×ヂナン 
H-433 三男 サボウ × ○ ○ ○ ○ 
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番号 語 一話一言 大賀郷 三根 樫立 中之郷 末吉 
× サ ン ナ
ン，サンナン
メ 
○サボウ ×サンナン ×サンナン ×サンナン 
H-434 四男 シヨウ × ○ ○ ○ ○ 
×ヨンナン ○ショウ，×ヨ
ンナン 
×ヨンナン ×ヨナン ×ヨンナン 
H-435 五男 ゴロウ × ○ ○ ○ ○ 
×ゴナン ○ ゴ ロ ウ， ×
ゴナン 
×ゴナン ×ゴナン ×ゴナン 
H-436 六男 ロクロウ × ○ ○● ○ ○ 
×ロクナン ○ロクロウ，×
ロクナン 
×ロクナン ×ロクナン ×ロクナン 
H-437 七男 ヒッテウ × ○ × ○ ○ 
×シチナン ×シチナン ×シチナン ×シチナン ×シチナン 
H-438 八男 ハッテウ × ○ × ○ ○ 
×ハチナン ×ハチナン ×ハチナン ×ハチナン ×ハチナン 
H-441 長女 ニョコ × ○ ○ ○ ○ 
× チ ョ ー ジ
ョ，チョーヂ
ョメ 
○ニョコ，ニョ
コメ，×チョー
ヂョ 
×チョーヂョ ×チョージョ △ニョコメ(古)，
×チョヂョ～チョ
ージョ， 
H-442 二女 ナカ × ○ ○ ○ ○ 
×ヂジョ，ヂ
ヂョメ 
×ヂヂョ，△
ナカ ( 聞 いた
ことがある)，
テゴメ(?) 
×ヂーチョ ×ヂジョ ×ヂヂョ，ニジョ 
H-443 三女 テコ × ● ● ● ● 
×サンヂョ，
サンヂョメ 
×サンヂョ ×サンヂョ ×サンヂョ ×サンヂョ 
H-444 四女 クス × ○ ○ ○ ○ 
×ヨンヂョ，
ヨンヂョメ 
×ヨンヂョ，△
クス(聞いたこ
とがある) 
×ヨンヂョ ×ヨンヂョ ×ヨンヂョ 
H-445 五女 チイロウ × ● ● × × 
×ゴジョ ×ゴヂョ ×ゴヂョ ×ゴジョ ×ゴヂョ～ゴジ
ョ 
H-446 六女 アッパ × × ● ● ○ 
×ロクジョ ×ロクヂョ ×ロクヂョ ×ロクジョ ×ロクヂョ～ロク
ジョ 
H-450 父 テテ × × ○ ○ ○ 
× オ ト ー サ
ン，トーチャ
ン(古)，オヤ
ヂ 
△テテオヤ，
×オット，オヤ
ジ，トーチャン 
×オトーチャ
ン，オトチャン 
△テテ(古)，
× オ ト ー チ
ャン，オヤジ 
× オ ト ー チ ャ
ン，トーチャン，
トッチャン(古) 
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番号 語 一話一言 大賀郷 三根 樫立 中之郷 末吉 
H-450 父 トゝウ， × ○ × × ○ 
× △トトウ(古) × × × 
H-451 母 ハア × ● ● × ○ 
× △ホー(古) × △ホヮワ(古) × 
H-451 母 カゝア × ● ○ × ○ 
×オカーサ
ン，カーチャ
ン(古)，オフ
クロ 
× オ ッ カ ， カ
ーチ ャン ， ホ
ー(古) 
×オカーチャ
ン ， オ カ チ ャ
ン 
×オカーチ
ャン，オフク
ロ 
× オ カ ー チ ャ
ン，カーチャン，
オッカ(古) 
H-452 兄 アセイ × ● ● ○ ● 
×オニーサ
ン，アンチャ
ン(古) 
×アニ，アン
チ ャ ン ( 「 年
上 ， 目 上 の
人」はアセイ) 
×オニーチャ
ン ， ア ン チ ャ
ン ， △ ア セ イ
は聞いたこと
あり 
× ア ン チ ャ
ン，アニキ 
△アシー(古)，
×アンチャン，
ニーチャン 
H-453 姉 アネイ × ○ ○● ○ ● 
×オネーサ
ン，ネーチャ
ン(古) 
× ネ ー チ ャ
ン，ネイヤ，ネ
イチャン(「年
上 の 女 性 」
は，インネ) 
×オネーチャ
ン，アンド 
×ネー チ ャ
ン(呼ぶとき
は 〇 〇 ( 名
前)ニーチャ
ン) 
×ネーチャン， 
H-454 弟 ゼイ × × × × × 
×オトート，
シ タ ノ， キョ
ーデー 
×オトウト ×オトウト ×オトート ×オトート 
H-457 祖父 ヲゝジ × × × ○ ○ 
×オジーサ
ン ～ ， オ ヂ
ーチャン，ヂ
ーチャン 
× ヂ ー チ ャ
ン ， ヂ ー サ
ン， オ ウサ マ
(古) 
×オヂーチャ
ン，オーサマ
(古)，オーチ
ャマ 
×ヂーチ ャ
ン ， オ ヂ ー
チャン，オー
サマ(古) 
×ヂーチャン 
H-465 姪 メ イ ， ヨ ウ
シ 
○ ○ ○ ○ ● 
○メイ，○メ
イヨーシ 
○メイ ●メイッコ ○ メ ー ヨ ー
シ(甥と合わ
せて)，● メ
イッコ 
○メイ 
H-542 小 さ
い 
ネツコヒ ○ ○● ●○ ○ ○ 
●ネッコケ，
ネッコキャ 
○ ネ ッ コ イ ，
●ネッコキャ 
× チ ッ チ ャ
ケ，チッチャキ
ャー 
○ ネ ッ コ イ
(子供，ねず
み)，チンゴ
イ(芋) 
●ネッコキャ，ネ
ーコケ(連体) 
H-543 大 き
い 
ボヲイ ●○ ○ ○ ○ ●○ 
● ボ ー ケ ，
×コーキャ 
○ボウィ，ボウ
ィ ー ， ● ボ ウ
● ボ ー キ ャ
ー，×デカキ
○ ボ ー イ ，
×デッカイ 
●ボーキャ，ボ
ーケ(連体) 
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番号 語 一話一言 大賀郷 三根 樫立 中之郷 末吉 
キャ (「大きい
もの」はボウケ 
モノ) 
ャ，デッカキャ
ー 
H-544 低い ミジヤイ ○ ○ ○ ○ ●○ 
×ヒクキャ ●ミヂカイ，ミ
ヂカキャ(キャ
で 終 わ る と
「－よ」のニュ
アンス。) 
×ヒクキャー ×ヒ.クイ ● ミ ジ ャ キ ャ
( 古 ， 床 が 低
い)，×ネッコキ
ャ (背が低い )，
×ヒクキャ(床が
低い) 
H-549 寒い コゴヘル ● ○ ● ○ ● 
●カゲール ●コゲイル(コ
ゲイロヒ寒い
日) 
×サムキャー ●コギール ●コギール(「凍
える」かも？ )，
×サムキャ 
 
 
３ 60年の変化 
 先に述べたように，「一話一言」，1950年調査の結果，2012年調査の結果の３者を単純に比較
することはできないが，2012年の調査で「一話一言」や1950年調査と同じ，あるいは類似の語形
が回答された項目に関しては，この60年間の間にほとんど変化が起きなかったと考えてよい。そ
のような語は，次のようなものである。以下には，2012年調査で回答された語形とその使用地域
を示した。ただし，それ以外の地域でも聞き方によっては，その語形が回答される可能性がある。 
 
  「一話一言」 〈2012年調査の語形と使用地域〉 
 ・シンゲタ「尻」  シンベタ(大賀郷・三根)，シッベタ(樫立・中之郷)，シッゲタ(末吉) 
 ・メナタ「涙」   メナダ（各集落） 
 ・ヨ「魚」     ヨ（大賀郷・三根・樫立・末吉），イョ（中之郷） 
 ・ゾク「老牛」   ゾック，ヅォック（大賀郷・三根・樫立） 
 ・コナ「蚕」    コナサマ（各集落） 
 ・トンツムリ「頂上」トンツベ（大賀郷・三根），トンツィブラ（樫立），トンツブリ（末吉） 
 ・トンメテ「朝」  トンメテ（各集落） 
 ・ヘヒラ「着物」  ヘベラ（大賀郷・樫立・中之郷），ヘビラ（三根・末吉） 
 ・ナカマ「鎌」   ナガマ（大賀郷・三根・中之郷・末吉） 
 ・ネツコヒ「小さい」ネッコケ，ネッコイ，ネッコキャ（大賀郷・三根・中之郷・末吉） 
 ・ボヲイ「大きい」 ボーケ，ボウイ，ボーキャ（各集落） 
 ・コゴヘル「寒い」 カゲール（大賀郷），コゲイル（三根），コギール（中之郷・末吉） 
 
 逆に，2012年の調査で「一話一言」と同じ語形が出にくかったのは，「長男，次男，……」，
「長女，次女，……」，「父，母」，「兄，姉」，「弟」といった親族に関することばである。
「父，母，兄，姉」に関しては，2012年の調査では名称ではなく呼称としての回答である。「一
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話一言」の「父，母，兄，姉」が親族名称なのか親族呼称なのか，はっきりしないが，親族名称・
親族呼称は，他の方言でも変化しやすい傾向があり（木部近刊），おそらく，八丈方言でも呼称，
名称ともに変化が早かったのではないかと思われる。 
 
 
文献 
木部暢子（近刊）『じゃっで方言はおもしとか』岩波書店 
国立国語研究所(1950)『八丈方言の言語調査』 
 （PDFの公開サイト http://db3.ninjal.ac.jp/publication_db/item.php?id=100170001） 
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八丈語の古さと新しさ1 
 
平子 達也・トマ ペラール 
 
１ はじめに 
八丈語は，東京都八丈町（八丈島）と青ヶ島村（青ヶ島）で使用される言語である。本稿では，
このうち 2012 年 9 月の合同調査（以下，本調査）で調査を行った八丈島にある５集落の方言の
みを扱う。以下，八丈語といった場合，それは八丈島で話される諸方言の総称である。 
八丈語と日本語本土諸方言および琉球諸語との関係は必ずしも明らかではない。本稿の主たる
目的は，従来から指摘のあった八丈語の「古さ」と「新しさ」について今一度整理をしなおし，
現代の八丈語が歴史的には複数の層が重なり合って形成されたことを示すことにある。データは
主に本調査によって得られたものを用いる。 
以下，表記については調査報告書や先行研究にあるものはそのまま引用し，通常「 」内に東
京方言の形で（漢字仮名交じりで）その意味を記す。現段階では十分な形態素分析ができていな
いが，形態素境界を示す場合にはハイフンを用いる。なお，文献資料や方言のデータの出典につ
いては本稿末尾を参照。 
 
２ 先行研究2 
八丈語と本土日本語諸方言および古代日本語（上代東国方言含む）や琉球諸語との関係に言及
のある研究のうち，特に本稿に関わると考えられるものを中心にまとめておく。なお，ここにい
う上代東国方言とは，『萬葉集』の巻 14 および巻 20 にある東歌・防人歌と呼ばれる歌謡に反映
される当時の東日本に分布していたと考えられる言語のことである。 
 
２．１ Dikins and Satow (1878) 
八丈語の文法記述で最も古いものである。その中に，八丈語による「ウイデ祝い」の話のロー
マ字書きとその英訳，音声・文法の解説があるという。八丈語の形容詞連体形 -ke が『萬葉集』
の東歌・防人歌にも見られるものことはその後も多くの研究者によって指摘されてているが，は
じめてその事実を指摘したという点で，この Dikins and Satow の研究は評価されるべきもので
ある。 
                                                        
1 本稿は，主に 2013 年 9 月 9 日に八丈町保険福祉センターで行われた国立国語研究所セミナー・第 6
回八丈方言講座『八丈・島ことば調査のつどい』（主催：国立国語研究所・八丈町教育委員会）で筆
者ペラールおよび平子が行った講演内容をもとにしている。 
2 本節の執筆にあたっては，金田(2001; 2012 など)の記述を参考にした。 
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２．２ 北条忠雄 (1948 など) 
北条 (1948)は，八丈語の動詞連体形が-o で終わることおよび既に述べた形容詞連体形-ke につ
いて，それらが上代東国方言にも見られる特徴であることを指摘した。さらにそれが単なる中央
語の方言的「訛」ではなく，古形の保存であると主張した他，名詞や代名詞など上代東国方言と
八丈語との関係性を積極的にとりあげる。 
その後，主に上代東国方言に関する研究である北条 (1966)や，琉球語に関する歴史的考察を
中心とした北条 (1977)の中で，上代東国方言と琉球諸語との比較も試みている。北条は，「上代
の東国語の成立以前に八丈島方言はすでに成立していた」と推論し（北条 1948b: 88），また，上
代東国方言のいくつかの特徴が「国語（筆者注：日本語本土諸方言）と琉球語とが分岐する以前
の日本語の姿である」（北条 1977: 150）と考える。つまり，ここから推して測るに北条は，日本
語本土諸方言と琉球諸語との共通の祖語（日琉祖語）に対立する，その姉妹言語（の末裔）とし
て八丈語を位置付けているのである。管見の限り，北条自身は八丈語と琉球諸語との関係には直
接言及していない。しかし，八丈語を日本本土諸方言および琉球諸語と対立する一言語としてと
らえ，それら三者の歴史的関係について，間接的・部分的であれ自らの見解を示した最初の研究
者は北条だと思われる。 
いま一つ北条の主張の中で重要なのは，八丈語が単に上代東国方言に見られる形式を保存して
いるだけでなく，そこに中近世の中央方言の影響や八丈語固有の特徴が見られることを指摘して
いることである。これは服部らによって改めて強調されるところでもある。 
 
２．３ 服部四郎 (1968 など) 
服部は，「八丈島方言は東歌東国方言の系統をひく非日本祖語的方言が現在の（日本祖語系の）
本州東部方言の同化的影響を著しく受けつつ成立したもので，まだいくたの非日本祖語的特徴を
保存している」とした（服部 1968:93）。 
ここでいう「日本祖語」とは現代の近畿方言と琉球諸語との共通の祖語と概ね同じだと考えて
よい。既に服部 (1959: 89)では，東国方言が日本祖語と分岐したのは，近畿方言と琉球諸語とが
分岐した年代より古いという仮説を提出している。服部 (1976:26)では，その日本祖語と上代東
国方言および八丈語の共通の祖語として「日本曾祖語」なるものを想定している。ただし，同じ
服部 (1976: 29)では「奈良朝東国方言，同中央方言，琉球方言の三者は，日本祖語からそれぞれ
別々の方向に変化発達したもの」と述べている。なお，服部は「三者が同時に分岐した確証はな
い」とし，三者が分かれ出た「日本祖語」には相当の年代的な幅を想定しなくてはいけない，と
している。 
仮に服部が考えたように上代東国方言・同中央方言・琉球諸語の三者が日本祖語からそれぞれ
分岐したものだとするならば，中央方言と琉球諸語とに，八丈語や上代東国方言に見られない共
通の改新が見られるはずである。しかし，服部自身はそれを示しておらず，説得力に欠ける。八
丈語と琉球諸語，本土諸方言との系統的関係については，なおよく考えるべきであろう。 
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さて，服部は予てより「東歌・防人歌の東国方言」の残存的特徴を含む非日本祖語的特徴を現
代の東日本の諸方言に見い出すことを目指してきたといい（服部 1968: 93），1967 年 7 月に八丈
島樫立にて現地調査を行っている。 
服部は，北条らによって既に指摘のあった形容詞連体形の語尾-ke や動詞連体形-o を，八丈語
の「非日本祖語的特徴」とした。さらに，動詞の「過去の終止形」に見られる接尾辞[-(t)ara]
（「行った」[ikara]，「起きた」[okitara]など）について，それが非日本祖語的特徴の残存である
可能性を指摘している。この形式については，それが伝統的な方言では単純な過去ではなく結果
状態を表す形式であったという指摘が金田 (2001; 2012)にある。 
 
２．４ 金田章宏 
金田章宏の一連の研究によって，八丈語の記述的研究は大きく進展した。その膨大な量のテキ
ストと記述からは八丈語と上代東国方言や中央方言との関連について多くの示唆を得ることがで
きる。直近の研究としては，強変化動詞の過去・完了の形式（例「飲んだ」）が，ノモーからノ
ンドーという形式に移行しているという八丈語における最近の変化を記述し，それが中央方言で
上代から中古にかけて起こったノメリからノミタリという形式への移行と並行的な現象であるこ
とを指摘した金田 (2012)がある。 
 
２．５ その他：八丈語の方言学的位置づけに関する先行研究 
東條 (1934)は，八丈語を「関東方言」の「伊豆諸島方言」の一つに位置付けている。しかし，
以下に見るとおり，明らかに八丈語は現代の関東方言とは大きく異なる特徴を有しており，単に
その地理的位置から「関東方言」の一つとするわけにはいかない。その後，金田一 (1955)が八丈
語を東日本方言の中の「東部」「北部」に対立する一方言とするという考えを示すが，これも八
丈語の特異性からすれば十分ではないだろう。ただし，金田一 (1955: 215)では既に「八丈島の方
言は，語頭に著しい特色を有し，特色の幾つかは，全国の他のすべての方言に対して対立する」
と明言している点は注目に値する。 
平山 (1958)は，八丈語を東部・西部・九州と並ぶ大区画の一つとして位置づけた。これは方言
学史上大きなことで，後の金田一 (1967)や上村 (1971)などもこの方言区画に基本的に従っている。 
柴田 (1961[1978])は，八丈語にあるいくつかの語彙について，それらが琉球諸語も含めた日本
語のどの方言と一致するかどうかという点から，八丈語がどの方言とどの程度近いのかというこ
とを考察している。柴田は，八丈語が東部方言とよく一致する一方で，西部方言や九州方言さら
には琉球諸語とも共通する性格があること，東部方言の古い層をよく保持している可能性を指摘
している。全体として柴田は，平山らのように東部・西部・九州とならぶ一大方言として八丈語
を位置付けることに対して慎重な姿勢を示している。 
後に述べるように八丈語には古い層と新しい層が混在しており，その方言学的位置づけを明確
にするのは非常に困難である。このような困難に自覚的であるにせよ，そうでないにせよ，総じ
50
平子・ペラール「八丈語の古さと新しさ」 
50 
 
て上記の方言学的研究は「共通の改新」を基準とした系統的な位置づけに対する考察を欠いてお
り，方法論上の大きな問題をはらんでいると言わざるを得ない。 
 
３ 八丈語の古さ（１） 八丈語と上代日本語（東国方言含む）との比較 
以下，今回の合同調査で得られたデータから，八丈語の「古さ」と「新しさ」を示す諸特徴を
あげ，その史的解釈を示す。 
 
３．１ 八丈語に見られる上代東国方言の特徴の残存 
既に指摘したように上代東国方言には動詞連体形 -o や形容詞連体形 -ke の例がいくつか見ら
れる3。 
 
(1) 可美都氣努 伊可抱乃祢呂尒 布路与伎能 遊吉須宜可提奴 伊毛賀伊敝乃安多里 
「上毛野伊香保の嶺ろに 降ろ雪の 行き過ぎかてぬ 妹が家のあたり」（『萬葉集』 14:3423） 
(2) 比登乃兒乃 可奈思家之太波 波麻渚抒里 安奈由牟古麻能 乎之家口母奈思 
 「人の児の 愛しけ時は 浜渚鳥 足悩む駒の 惜しけくもなし」（『萬葉集』14: 3533） 
 
八丈語の例を本調査のデータからあげる。（ ）内は当該の形式が観察された集落名。 
 
(3) ame-no ɸuɾo-çi-nja teɾebi bakkasi mitjaɾowa 
 「雨の降る日には（ばあさんは家で）テレビばかり見ている」（中之郷） 
(4)  uno me no boːke iɾo no ɕiɾoke otoko-wa daɾe {dakanaː/ daɾoː} 
 「あの目の大きい，色の白い男は誰だろう」（末吉） 
 
八丈語では，この動詞連体形や形容詞連体形に終助詞-wa がつき，前の連体形と融合をした形
式（もしくは終助詞 -ͩʒa のついた形式）が文末形式として用いられる（金田 2012: 124, 132）。 
 
(5) waɡeː-no çi̥to-wa take-de kaɡoː ʦukurara 
 「夫は竹で籠を作った」（大賀郷） 
(6) jo-joɾi niku-no hoː-ɡa takakja 
「魚より肉の方が高い」（末吉） 
                                                        
3 北琉球諸語にも*-o と再建される連体形の形跡が見られることは，服部 (1976: 28-29)や Pellard (2008: 
141-143)にも指摘されるところである。服部は，これを以て八丈語（東国方言），琉球諸語および中
央方言の三者を「日本祖語からそれぞれ別々の方向に変化発達したもの」と考えた（服部 ibid.）。    
51
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」八丈方言調査報告書 
 2013 年 10 月 国立国語研究所 
51 
 
(5)の tsukurara は注目すべき形式である。動詞「作る」tsukur-に補助動詞「あり」ar-が続い
た形式の連体形として tsukuraro がある。それに終助詞-wa がつづいた形式が tsukurara で，そ
の意味としては，現在の結果の状態を表すものである（金田 2012: 125。本稿２．３節も参照）。
上代東国方言に(7)のような例があり，(5)の tsukurara(← tsukuraro-wa)もまた上代東国方言の形
式を保存しているものと考えられる。 
 
(7) 安乎楊木能 波良路4可波刀尒 奈乎麻都等 西美度波久末受 多知度奈良須母 
 「青柳の 張らろ川門に 汝を待つと 清水は汲まず 立処平すも」（『萬葉集』 14:3546） 
 
上代東国方言との関連から言えば以下の例に見られる推量形，現代標準語「だろう」にあたる
形式も注目したい。(8), (9)はいずれも「医者がくれた薬を飲めば治るだろう」という意味である。 
 
(8) iʃa-ɡa ketoː kusurjo nomeba naoru-noː-wa （三根） 
(9) isja-kara muro͡a ku̥surjo {nome-ba / noma-ba} naoru-nuː-wa （樫立） 
 
金田 (2012: 131)によれば，この(naoru-)noː(-wa) 5【三根】，(naoru-)nuː(-wa) 【樫立】という
形式は，上代東国方言に見られる推量の助動詞ナムの連体形ナモに遡ると考えられるという
（ *namo > nawo > nowo > nou）。以下に東歌から例をひく。 
 
(10) 可美都氣努 乎度能多抒里我 可波治尒毛 兒良波安奈美奈毛 比等里能未思弖 
 「上毛野 乎度の多抒里が 川路にも 児らは逢はなも 独りのみして」（『萬葉集』14: 3405） 
 
以上，既に先行研究によって指摘されてきたことばかりではあるが，これらのことから八丈語
が東歌・防人歌に反映されている上代東国方言特有の諸特徴を保持していると言える。 
 
 
                                                        
4 金田 (ibid.: 125)など先行研究でも指摘されるように，この東国方言の形式に対応する上代中央方言
の形式はハレル（ハレリの連体形）で，それは動詞連用形「ハリ」に補助動詞「アリ」が続いたもの
と考えられている。実は，上代中央方言の共時態においては，例えば《張りあり》や《咲きあり》と
いう非融合形は実証されない。少なくとも文献上は《咲けり》（サケ甲リ）という融合形があるのみで
ある。ただし，この所謂「リ完了形」を「動詞連用形＋アリ」とすることは，「詒」オクレリ《上上
平上》・「除愈」アサレリ《上上平上》（以上『図書寮本類聚名義抄』からの例）などの平安時代資料
にある声点表記から支持される（早田 1997: 42 なども参照）。 
5 古くは三根では nou であった（金田 2001: 194 など）が，本調査のデータからは ou と oo の区別は
既に失われつつあると見られる。 
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３．２ 上代中央方言との共通点 
八丈語の古さは上代東国方言との共通点（動詞連体形や形容詞連体形）から語られることが多
いが，実際には上代中央方言との共通点も多くある。ここでは中央方言において中古・中世以降
には見られなくなった諸現象で八丈語に残存しているものを取り上げる。 
 
３．２．１ 人称代名詞 
八丈語では，一人称代名詞では ware などとともに are が用いられることがある。 
 
(11) aɾa kiː-wa isoɡaɕi-kja 
 「おれは今日は忙しい」（中之郷） 
(12)  waɾja keː-wa isoɡaʃi-kja （大賀郷） 
 
一人称のア系は，上代では中央方言に限らず東国方言でも散見されるが，中古以降はほとんど
文献資料に例がない。『日本国語大辞典』で「アレ」を検索すると，最も新しい例が大鏡（12 世
紀前半）の例である。以下には，『古事記』（712 年）から上代語の例をひく。 
 
(13) ・・（前略）・・多和夜賀比那袁 麻迦牟登波 阿礼波須礼抒 ・・（後略）・・ 
 「・・・手弱腕を 枕かむとは 我はすれど・・・」（『古事記』） 
 
この一人称ア系の代名詞については，琉球諸語にも対応する代名詞が存在するという6。琉球
諸語では例えば沖縄古語で「あん」，沖縄語今帰仁与那嶺方言 aga（「我々の」），宮古語大神方
言・与那国語 anu7，宮古語多良間方言・伊良部方言 aN という形式が見られる。一人称ア系の
代名詞は，上代語中央方言および東国方言（八丈語）そして琉球諸語が分派する以前の段階に遡
ると考えられる。 
八丈語の二人称代名詞には ome:（後述）などともに nare がある。金田 (2001: 71-74)によれば，
nare という形式は主に口論や喧嘩の場面で用いられるが，現代ではあまり使われないという。 
 
(14) nare-wa jama-ɡeː ike 
 「お前が畑へ行け」（大賀郷） 
                                                        
6 上代東国方言特有の一人称代名詞「和奴・和努」に対応する形式が琉球諸語に散見されるが（岡前
waŋ，与那国 banu など），それは上代東国方言の末裔と考えられる八丈語には未だ見いだされない。 
7 南琉球宮古語大神方言に「俺は」が ara:という形式で現れる。基本形は anu であり，これは不規則
的な形式だが，この大神方言 ara:という形式と八丈語の are / ara との関係は不明である。 
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nare も上代の中央・東国両方言に例がある。しかし，中央方言では中古以降急速にそれは失
われたと見える。以下に『日本書紀』（720 年）と『源氏物語』（11 世紀初頭）から中央方言の例
を，『萬葉集』東歌から上代東国方言の例をひく。 
 
(15) ・・（前略）・・於夜那斯爾 奈礼奈理鶏迷夜 
 「・・・親無しに 汝生りけめや」（『日本書紀』推古紀 104） 
(16) 恋ひわぶる 人のかたみと 手ならせば なれよ何とて なく音なるらむ（『源氏物語』若菜下） 
(17) 許乃河泊尒 安佐菜安良布兒 奈礼毛安礼毛 ・・（後略）・・ 
 「この川に 朝菜洗ふ児 汝も吾も・・・」（『萬葉集』14:3440） 
 
八丈語の nare が口論・喧嘩の場面に多く用いられ，基本的に対等もしくは目下のものにしか
使われないというのは，上代・中古における二人称代名詞ナ（レ）が対等の相手や目下のもの・
動物に対して用いられていたことを引き継いでいると言えよう。しかし，上代語の「ナ」には一
人称の用例もある (Whitman 1999 も参照)。また，北琉球諸語では，対応する形式が尊敬の代名
詞として用いられ，南琉球では，再帰代名詞や話者指示的代名詞として用いられる。これらの
「ナ（レ）」（に対応する諸形式）が，琉球語・八丈語の共通の祖語に遡るものだとして，その各
語派・各方言での消長・意味変化などは興味のある問題である。 
 
表 1 二人称の「ナ（レ）」 
 二人称 再帰・話者指示 
奄美（喜界島）・上嘉鉄 naːmi  
奄美（大島）・大和浜 naŋ  
奄美（加計呂麻）・諸鈍 nam  
奄美・与論 naːni  
沖縄古語 なあ  
沖縄・与那嶺 naː  
沖縄・首里 naː  
宮古・大神  naɾa 
八重山・石垣  naɾa 
八重山・竹富 naː(ɾə) 
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３．２．２ 係結び 
上代以降のいわゆる「古典語」における一特徴である係結びが八丈語に残存している。本調査
で観察された例をあげる。 
 
(18) so-no hanaɕi-wa(sa) jome-ni dake-ka kikase taɾe-ɡa 
 「その話は妻にだけ聞かせた」（中之郷） 
(19) u-no çito-ɡa-ka hontoː-no kanemotɕi daɾe. 
「あの人こそ本当の金持ちだ」（大賀郷） 
 (19’)  u-no çito-ɡa hontoː-no kanemotɕi daɾa. （同上） 
 
両例とも助詞-ka に呼応して，文末の動詞が-[r]e で終わる「已然形」になっている。助詞-ka
がない場合，文末の動詞は連体形＋終助詞（-ro+wa）の形式などで現れる[=19’]。この-ka は，
金田 (2001: 184)などによれば，古典語の係助詞コソに遡るという。『日本書紀』歌謡から上代語
の例，源氏物語から中古語の例をひく。 
 
(20) 瀰致儞阿賦耶 鳴之慮能古 阿母儞擧曾 枳擧曳儒阿羅毎 
「道に闘ふや 尾代の子 母にこそ 聞こえずあらめ」（『日本書紀』雄略紀 82） 
(21) なみなみの人ならばこそあららかにもひきかなぐらめ（『源氏物語』帚木） 
 
疑問文などで助詞-ka が現れた場合，それに呼応する形で，上代東国方言の助動詞ナムに遡る
形式 -noːや-nuːが義務的に現れる（金田 2001: 195）という記述もあるが，そういった現象は本
調査の範囲ではほとんど観察されなかったようである。ただし，以下の例があった。 
 
(22) sakeː-wa adan ʃi-te ʦukuru-ka nare-wa ʃokan-noː-ʒa 
 「酒はどうやって作るか，お前は知っているか」（大賀郷） 
 
金田 (2001: 195)から，助詞-ka に対して -nou で終わる典型的な例をあげておく。 
 
(23) dokoN-ka cjoucukaN-nou 
 「どこに置いただろうか」 
 
この-ka は，前述した已然形に由来する形式を結びの形式として要求する助詞-ka とは由来が
異なり，古典語における係助詞「カ」に遡ると考えられている（金田 2001: 195）。 
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３．２．３ その他：過去の「キ」と存在詞 
本調査では，一部の話者から「（むかしよくあの人と）飲んだっけなぁ」という場合に「ノマ
ッチガー」という言い方をすることがある，という回答を得た。これは，上代・中古における所
謂過去の助動詞「キ」を用いた「ノミアリシ」に遡る形式であると考えられる（金田 2012: 126
など）。中央方言では鎌倉時代以降この「キ」は衰退し，過去を表す形式としては「-タル（＜-
テ＋アル）」および，その後代の変化形である「-タ」が発達する。 
現代の八丈語でも，この「キ」に遡る諸形式は既にあまり使われなくなっているようで，本調
査でも調査例文に対する答えとしては得られず，こちらから「「ノマッチガー」と言いますか？」
というような質問をしなければ引き出せなかった。また，「飲んだとき」という意味で「ノマッ
チトキ」という言い方をする話者は本調査の範囲ではおらず，既に消えつつある表現だと考えら
れる。このことについては，上記で指摘した金田 (2012)に詳しい記述がある。 
 また，人や動物のような有生物の存在を「アル」で表現する。中央方言では，18 世紀以降に
なると次第に有生物の存在を「イル」で表すように変化していく。これもまた八丈語に残る「古
さ」の一端と言えよう（金水 2006 も参照）。 
 
４ 八丈語の古さ（２）八丈語と琉球諸語との比較  
北条 (1966)以来，八丈語と琉球諸語との比較というのは，間接・直接問わずまとまった形では
なされていない。現段階では未だ両言語の記述が十分でなく，比較するだけの材料がないかもし
れないが，ここでは八丈語と琉球諸語との共通点を若干指摘しておきたい。 
 
４．１ 語彙 
４．１．１ 「一」 
 本土諸方言においては管見の限り「一つ」と「一人」で「一（ひと）」の部分が互いに異なる
発音になることはない。しかし，八丈語では「一つ」は tetsɯ，「一人」は toɾi であって（三根），
接尾辞「つ」の前かそうでないかで両者の形式が異なる。琉球諸語においても八丈語と同様であ
る（服部 1976: 30-32; 1979: 111-113. なお，Pellard 2008: 143 の Table 6 も参考になる）。 
 
表 2 「一つ」と「つ」の前以外の「一」 
 「一つ」 「一」（「つ」の前以外） 
上代日本語 ヒ甲ト乙ツ ヒ甲ト乙 
中古日本語 ヒトツ（ヒテツ） ヒト- 
奄美（喜界島）・上嘉鉄 tˀi-tu tsˀu- 
奄美（大島）・大和浜 tˀɨː-tsɨ tɕˀu- 
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奄美（加計呂麻）・諸鈍 tˀɨ-t tɕˀu- 
奄美（徳之島）・岡前 tˀɨː-tɕi tˀɕu- 
奄美・与論 tiː-tɕi tɕu- 
沖縄古語 ふてつ ひと 
沖縄・伊江島 tʰiːtsi tɕʰu- 
沖縄・与那嶺 tˀiː-tɕi tɕˀu- 
沖縄・首里 tiː-tsi tɕˀu- 
宮古・大神 pstiː-ks pstu- 
宮古・西原 çiti-tsɨ çitu- 
八重山・石垣 pˢɨtiː-tsɨ pˢɨtu- 
琉球祖語 *pite(e)-tu *pito- 
 
 八丈語と琉球諸語との共通の祖語の段階には，「一つ」の「一（ひと）」にあたる形式と「つ」
前以外に現れるそれとでは異なる形式として再建する必要がある。その対立は本土諸方言では失
われ，八丈語と琉球諸語とで保存されたのである。なお，『枕草子』（10 世紀終）に以下のよう
な記述がある。これは，少なくとも当時の中央方言において「ひてつ」という形式は「標準的な
言い方」ではなく，既に失われていたことを示唆する。 
 
(24) 「ひてつ車に」など言ふ人もありき（枕草子 262） 
 
４．１．２ 「土・地面」 
 本調査では樫立で「地面」を miʑa といい，「古い言い方」として大賀郷でも miʥa という形
式を得ている。琉球語では，この miʑa / miʥa に対応する形式が「土」を表す形式として見られ，
琉球諸語と八丈語との共通の祖語の段階に*mita のような形式が再建されることが示唆される8。 
 
表 3 琉球諸語の「土」   
 「土」 
奄美（喜界島）・上嘉鉄 mitɕa 
奄美（大島）・大和浜 mitɕa 
                                                        
8 なお，民間語源として「御（み）座（ざ）」がある。 
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奄美（加計呂麻）・諸鈍 mitɕaˑ 
奄美（徳之島）・岡前 ntɕaː 
奄美・与論 nitɕa 
伊江島 ntɕaː 
沖縄・与那嶺 mitɕaː 
沖縄・首里 ntɕa 
宮古・大神 mta 
宮古・西原 nta 
八重山・石垣 nta 
八重山・竹富 ntə 
与那国 nta 
琉球祖語 *mita 
 
４．１．３ 「蚯蚓」 
 本調査では「蚯蚓」を意味する形式として以下のような形式が観察された。 
 
表 4 八丈語の「蚯蚓」 
三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 
meme ͩzume memedzu(me) nenezɯ̈me neneʣɯme mimizume 
 
末吉で観察された形式は，標準語の形式に八丈語でよく使われる指小辞-me がついた形式であ
ろう。その他の形式では，総じて第一音節と第二音節の母音が[e]になっている。管見の限り
「蚯蚓」がメメズというような形式で現れる方言は本土にないようである。一方，琉球諸語では
その祖語の段階で*memezu と再建される形式が見られる9。 
次頁の表 5 中で奄美語に見られる中舌母音 ɨ は琉球祖語の*e に由来する。また，南琉球諸語で
は第一・第二音節の母音が消失していない。このことから，その母音が琉球祖語の*i ではなく*e
に由来すると言える。 
                                                        
9 樫立・中之郷で第一・第二音節の音節初頭子音が n になっている理由は不明。なお，江戸時代初期
に出版された言葉直しを目的とする安原貞室の『片言（嘉多言）』（1650 年京都刊）には「蚯蚓をめ
めず」という記述が見える。 
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表 5 琉球諸語の「蚯蚓」 
 蚯蚓 
奄美（喜界島）・上嘉鉄 mimidaː 
奄美（大島）・大和浜 mɨmɨdzɨ 
奄美（加計呂麻）・諸鈍 mɨmɨt 
奄美・与論 miːmidʑi 
沖縄古語 みみず 
沖縄・伊江島 mimizi 
沖縄・首里 mimidʑi 
宮古・大神 mimikɯ 
八重山・石垣 mimidzɨ 
与那国 dimimi 
琉球祖語 *memezu 
 
４．１．４ 「魚」 
 「魚」を表す jo（三根・末吉・樫立・大賀郷）や ijo（中之郷）という形式は，文献上見られ
る「いを」に対応する。中央方言では現在「いを」に遡る言い方をしないが，琉球諸語には「い
を」に対応する形式が見られる。つまり，八丈語の jo/ijo や琉球祖語の*ijo は，その共通の祖語
の段階に遡る形式なのである。 
 
表 6 琉球諸語の「魚」 
 魚 
奄美（喜界島）・塩道 ʔiju 
奄美（大島）・大和浜 ʔjuː 
奄美（加計呂麻）・諸鈍 ʔjuː 
奄美（徳之島）・岡前 ʔjuː 
奄美・与論 ʔjuː 
沖縄古語 いゆ 
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沖縄・伊江島 ʔjuː 
沖縄・与那嶺 ʔjuː 
沖縄・首里 ʔiju 
宮古・大神 ɯu 
宮古・西原 zzu 
八重山・石垣 idzu 
八重山・竹富 idʑu 
与那国 iju 
琉球祖語 *ijo 
 
この*ijo にあたる上代中央方言の確実な例はなく，上代語文献では専ら「うを」（『日本書紀』
継体紀 97 「美那矢駄府紆鳴謨」 水下ふ魚も）が用いられている。その後，平安時代になって
「いを」という形が多く見られるようになるが，「うを」が「いを」に取って代わられることは
ない。むしろ，現代の中央方言では（より一般的な「さかな」を除けば）「うお」が用いられる
ようになっている（「魚市場（うおいちば）」など）10。ただ，「いを」に対応する形式が八丈語
と琉球諸語に見られるという事実からは，実際には「いを」という形式が上代以前から中央方言
にもあって，たまたま文献上にないだけだと考えるべきである。 
 
４．１．５ 「朝」・「頭」 
ここまでに挙げた語の他にも，八丈語と琉球諸語とで共通してみられるものの，現代の本土諸
方言ではほとんど見られない語はままある。例えば「朝（特に早朝）」は，八丈語では tommetei
（三根）もしくは tommete（末吉など）であるが，琉球語でも対応する形式が見られる。 
 
表 7 琉球諸語の「朝」 
 朝 
奄美（徳之島）・岡前 ɕitɨmuːtɨ 
沖縄古語 すとめて 
                                                        
10 岩崎本『日本書紀』推古紀（巻第二十二）に「即化ナリ少チヒサキ魚以ヲ以挟ハサマレリ樹枝」がある。この
ように『日本書紀』の訓などには「いを」という形式はある。しかし，これらは後代（例えば岩崎本
推古紀ならば平安中期）の加点であり，上代における確例としては扱えない。『時代別国語大辞典 
上代編』の「いを」の項にあがっている『新撰字鏡』や『倭名類聚抄』の例も同様である。 
60
平子・ペラール「八丈語の古さと新しさ」 
60 
 
沖縄・与那嶺 ɕitimiti 
沖縄・首里 sutumiti 
宮古・大神 stumuti 
宮古・西原 sɨtumuti 
八重山・石垣 sɨtumudi 
八重山・竹富 ɕituũti 
与那国 tˀumuti 
 
「頭」にあたる八丈語 tsubuɾi（各方言）という形式も，琉球諸語に対応する形式が見られる
一方，本土諸方言では「おつむ」などに化石的に残されているのみである。これら「朝」や「頭」
などを表す諸形式はどれも八丈語と琉球諸語との共通の祖語の段階に遡り，対応する祖形が再建
されうる11。 
 
表 8  琉球諸語の「頭」※一部の方言では「頭蓋骨」の意 
 頭 
奄美（喜界島）・塩道 tˀubuɾaː 
奄美（大島）・大和浜 tsɨbuɾu 
奄美（徳之島）・岡前 tɕibuɾu 
奄美・与論 tɕibuɾu 
沖縄古語 つぶる 
沖縄・伊江島 sibuɾu 
沖縄・与那嶺 tɕimbu 
沖縄・首里 tsibuɾu 
八重山・石垣 tsɨbuɾɨ 
八重山・竹富 suːɾu 
                                                        
11 また，「若い娘」を指して八丈語諸方言では menarabe，琉球語でも似たような形式が見られる。し
かし，これは元々me「女」+warabe「童」という語構成であったと考えられ，八丈・琉球それぞれで
独立に生じた複合語とも考えられるゆえ，ここでは八丈・琉球に残る共通の「古層」として扱わない。 
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４．２ u-系の指示詞 
八丈語では遠称の指示詞として u-系が用いられる（ure・uno）。 
 
(25) uno me-no boː-ke iɾo-no ɕiɾo-ke otoko-wa daɾe {dakanaː/ daɾoː} 
 「あの目の大きい，色の白い男は誰だろう」（末吉）[(4)再掲] 
(26) uɾjaː noː12 ɡakkoː dekaːɾe, jakuba-de-wa nakkjaː 
 「あれは（ね），学校だ。役場ではない」（末吉） 
 
一方，琉球諸語では対応する形式が中称で使われる（表 9）。 
 
表 9 琉球諸語に見られる u-系の指示詞・代名詞 
 「それ」 「その」 「そこ」 「お前」 
奄美（喜界島）・塩道 ʔuɾi  ʔuma ʔuɾa 
奄美（徳之島）・岡前 ʔuɾɨː ʔuŋ ʔumaː ʔu-kkja (PL) 
奄美・与論 uɾi unu, uŋ uma uɾa 
伊江島 ʔuɾi ʔunu, ʔuŋ ʔmaː ʔɾaː 
沖縄・与那嶺 ʔuɾi ʔunu, ʔuŋ ʔmaː  
沖縄・首里 ʔuɾi ʔunu ʔmma  
宮古・大神 uɾi unu uma ʋʋa 
宮古・西原 ui unu uma vva 
八重山・石垣 uɾi unu uma waː 
八重山・竹富 uɾi unu, uŋ umə, mmə waː, woː 
与那国 u unu uma nda 
琉球祖語 *ure *uno *uma *ura 
 
そもそも琉球諸語における指示詞の体系は必ずしも全体としては明らかになっていない。また，
中央方言史上指示詞のア系の出現は中古以前には遡らない。各語派・各方言における指示詞体系
                                                        
12 この no:という形式は間投助詞の一種と見られ，談話中に非常に多く現れる。それは，前後の文
節・単語と切れ目なく発音される。筆者（平子）は一度聞いただけではそれが間投助詞であるとは気
づかなかった。 
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の詳細な記述にもとづく，史的研究が俟たれる。いずれにせよ八丈語と琉球諸語の共通の祖語の
段階における指示詞の体系中に*u-系の指示詞が再建されうると言ってよい。 
この u-系の指示詞に関連していえば，それと後に述べる八丈語の二人称代名詞 unu との関係
も考える必要があるだろう。琉球諸語や八丈語では二人称代名詞にも u-系が見られるのだが，
これは u-系指示詞が中称すなわち聞き手の領域（にあるもの）を指示することと関係している
可能性もあるのである。八丈語の二人称 u-についてはこの後の５．１を参照。 
 
５ 八丈語の新しさ 
上記で指摘したように八丈語には古い特徴が見られる。一方で，八丈語には中央方言において
中古以降に発展した新しい特徴もいくつか見られる。八丈語の歴史を考える場合，これらの史的
位置づけを明らかにする必要がある。 
 
５．１ 二人称代名詞 
八丈語において二人称代名詞として nare が用いられることは既に指摘した（3.2.1）が，二人
称代名詞には他にも待遇表現とかかわって多様な形式が存在している。 
まず，尊敬語であり，目上の人に対して一般的に使われる（金田 2001: 71）ome:もしくは
omja:という形式がある。また，それらと似た形式の omi がある。omi は ome: / omja:と違い，
目下や同等のものに使われる。以下の omja:と omi の例は同一話者からのものである。 
 
(27) 「お前（あなた）は畑へ行け（御行きください）」（樫立）  
 a) omjaː-wa jama-e oʥare-joː（対目上） 
 b) omi-wa jama-e ike（対目下）  
 
(27a)の例では omja:という尊敬語があるために，述語動詞も尊敬動詞 oʥar- 「いらっしゃる」
が用いられることに注目したい。 
さて，ome: / omja:は，音対応からすれば中央方言の「オマヘ（＞オマエ）」にあたる。『日本
国語大辞典』に挙例がある中で，中央方言の文献資料上「オマヘ」の最古の例になるのは，『蜻
蛉日記』（974 年頃）にある以下の例である。しかし，これが実際「オマヘ」と読まれたかは分
からない。いずれにしても「オマヘ」は中央方言では上代に遡らない。 
 
(28) 御まへにもいとせきあへぬまでなむ，おぼしためるを，見たてまつるも，ただおしはかり
たまへ                       （『蜻蛉日記』中・天祿二年） 
 
omi については，それが同等もしくは目下のものに用いられることから，中央方言のオミ（御
身）にあたる形式だと考えられる。ただし，中央方言の文献で 17 世紀以前にオミの用例はない。 
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さらに，八丈語では unu という形式も二人称代名詞として用いられる。文献資料上ウヌが中
央方言で用いられるようになるのは 18 世紀頃になってからのことである。これが中称の指示詞
*u-と関連がある可能性については４．２で触れた。 
 
(29) uɲaː kono jo-no namee-jo ɕoke-ka. 
 「お前はこの魚の名前を知っているか」（末吉） 
 
また，注目すべきは以下の omai という形式である。 
 
(30) omai-wa kono jo-no nameː-jo ʃoke-ka. 
 「お前はこの魚の名前を知っているか」（末吉。ただし(29)とは別の話者） 
 
omai は特に同等以下のものに対して使用される形式であるという。金田(2001: 73)によれば，
この omai という形式は omi や ome: / omja:に比して新しく，現代八丈語では omi や unu にとっ
てかわろうとしているという。unu と対象がほぼ重なり，unu が失礼な言い方として敬遠され
た結果，中央方言の目下に対する言い方であったオマエを方言的な発音にして取り入れた形式が
omai だとされている（金田 ibid.）。 
通常，中央方言の ae に対しては，八丈語では方言によって異なるものの e:もしくは ja が対応
する。ここで，中央方言オマエが（ome: / omja:となっておらず）omai となっているのは，既に
八丈語においては尊敬語として ome: / omja:という形式があったために，同音衝突を避けて
(omae >) omai として取り入れたからだという（金田 2001: 405 注 29）。なお，中央方言において
オマエが同等もしくは目下に対して使われるようになったのは，江戸時代後半（18 世紀後半以
降）になってからのことである。 
以下に八丈語における二人称代名詞の諸形式とそれに対応する中央方言の諸形式の歴史をまと
めてみる。この二人称代名詞の様相からだけでも，現代八丈語の成立が上代語以前からの古層の
継承と中世以降にあった流刑人などを通じての中央方言との接触の結果であることが示唆される。 
 
表 10 八丈語の二人称代名詞の様相 
八丈語の形式 対象 （八丈語） 
対応する 
中央方言の形式 文献に見られる時期 
八丈語での 
成立時期（推定） 
nare 同等・目下 ナ（レ） 上代語～中古語 上代以前 
ome: / omja: 尊敬 オマエ 中古語以降 中世以降 
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unu 同等・目下 ウヌ 18 世紀以降 江戸時代以降？13 
omi 同等・目下 オミ（？） 17 世紀以降 江戸時代以降 
omai 同等・目下 オマエ（？） 18 世紀後半 近代以降？ 
 
５．２ 疑問詞 
疑問詞「誰」は，上代中央方言で「多例」（『日本書紀』仁徳紀 44）と語頭音節に清音を表す
文字があてられていて，実際[tare]というような発音であったと考えられる。一方，八丈語では
語頭音節が清音の tare という形式ではなく，濁音の dare という形式が現れる。中央方言で語頭
音節が濁音となったことがはっきりと確認されるのは早くとも近世初期の資料からで，この八丈
語の dare という形式も，近世以降の中央方言から取り入れられた形式だと考えられる。 
 
(31) uno me-no boː-ke iɾo-no ɕiɾo-ke otoko-wa daɾe {dakanaː/ daɾoː} 
 「あの目の大きい，色の白い男は誰だろう」（末吉）[(4)再々掲] 
 
また，他の疑問詞「どれ」「どこ」などについても同様のことが指摘できる。すなわち，上代
や中古の中央方言ではイヅレ・イヅク（もしくはイヅコ）で，ドレやドコが文献上に現れるのは
11・12 世紀からである。以下の例に見られる八丈語の「どれ」「どこ」にあたる形式も中世以降
の中央方言から取り入れられたものと考えられる。 
 
(32) doi-ɡa nː-ɡa kasa-doː 
 「どれがお前の笠だ」（三根） 
(33) a-ɡa teɡa-wa {dokon/ dokodoː} aroː 
 「俺の鍬はどこにある」（三根） 
 
６ 八丈語の位置づけ（まとめ） 
３節・４節で述べたことからは，本土諸方言（のうち，少なくとも中央方言）および琉球諸語
に対立する日本語系の一言語（の末裔）として八丈語を位置付けられることが分かる。一方で，
八丈語には中央方言において比較的新しく発達したと考えられる形式も散見される。５節で指摘
したものがそれであり，現代の八丈語は，上代以前・日琉・八丈祖語に遡る古い特徴を残しなが
らも，その後本土方言の影響を強く受けて成立したものと考えられる。この言語上の事実を八丈
                                                        
13 unu については琉球諸語をも含めて比較すると，その史的位置づけについてはなお考える余地
があるゆえ，ここでは「？」とした（４．２節参照）。 
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島の地理的・歴史的背景をも考慮に入れて解釈すれば，以下のようなシナリオを描くことができ
るだろう。 
まず，八丈語（の基盤になった言語：先八丈語）は，本土諸方言祖語（特に中央方言系統）と
琉球祖語と姉妹関係にある言語として成立したと考えられる。あるいは中央方言と琉球諸語との
共通の祖語である日琉祖語と姉妹関係にあったかもしれない。少なくとも，中央方言と琉球諸語
と対立する言語であったことは間違いなく，その痕跡が形容詞連体形や動詞連体形，東歌の「ナ
モ」に遡る推量形などの諸形式に見られる（３．１節）。 
かつては，先八丈語のように中央方言とも琉球諸語とも対立する言語（東国方言）が東日本に
広く行われていた。例えば長野県秋山郷の方言などでも形容詞連体形-ke や動詞連体形-o といっ
た上代東国方言固有の特徴が見られることはこのことを示唆する（馬瀬 1980, Pellard 2008）。そ
の後，当時京都・奈良を中心に話された中央方言の影響を強く受ける中で，東国方言は衰退して
いった。 
現代の東日本方言の大部分では往時の東国方言の痕跡は限定的に見られるに過ぎない。例えば，
動詞命令形 -ro や，上代東国語のナフに遡ると言われる打消の-nai などがそれである。しかし，
八丈島や秋山郷は周辺地域から隔絶されており，中央方言の影響を受けにくい環境にあった。八
丈島の場合，同じ伊豆諸島に属す三宅島など，より北に位置する有人島との間に黒潮が流れてお
り，このため古くは本土との人・物の交流がなかった，もしくは，あったとしても限定的であっ
たと考えられる。 
その後，室町時代以降になって八丈島に当時の幕府の機関が置かれ，江戸時代以降には流刑地
となる。このころには既に本土諸方言は中央方言の強い影響を受けていた。八丈語はこの中央方
言によって侵食された本土方言からの影響を受けて，徐々に東国方言的特徴を失っていったもの
と考えられる。人称代名詞や疑問詞の在り方からすると，本土方言の八丈語への影響は非常に強
く，また，かなり長く続いたのだろう。 
もちろん，本土方言からの影響による変化の他にも八丈語内部での変化もあった。八丈語各方
言で盛んに見られる母音融合などの音変化や，金田 (2012)に指摘されるテンス・アスペクトのシ
ステムの変化などがそれである。 
このような史的背景を経て成立したのが現代の八丈語であると考える。その史的な性格からし
て，八丈語は日本語史研究にとって非常に重要であるのだが，考えるべき問題は多く，その詳細
な位置づけは難しい。 
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ママをたずねて三千里 
―八丈方言の系統的位置について― 
ローレンス・ウエイン 
 
１ はじめに 
 本稿では，一つの単語を中心に，八丈島の方言の系統的位置を考察する。 
 八丈方言が東日本方言 (= 東部方言) の一つであるとする考え方 (東條 1954: 47-51; 柴田 1961: 
97) のほかに，八丈方言は奈良朝東国方言の系統を引きながらも，現代の東日本方言と別系統の
ことばであるという考え方 (服部 1968; Kupchik 2011: 9) もある。 
 本稿で問題にする単語は ｢まま｣ と発音する語形で，八丈島の五つの地区で ｢崖｣ という意味
で使われる (内藤 1979: 186 では ｢土手 (土のままのがけ地)｣ となっている)。民話の中の使用例 
(三根地区) は金田 (2002: 34 (§18)) にみられる。なお，八丈島の五地区以外に，八丈小島と青ヶ
島でもこの ｢まま｣ が使われているという (山田 2010: 101)。 
 
２ ｢まま｣ は東日本方言形か 
 ｢まま｣ という単語は崖の意で八丈方言にみられるが，おなじ ｢まま｣ は類似の意味で広く東日
本の諸方言に見出せる。『日本方言大辞典』(徳川 1989: 2280) に掲載されている例は以下の通り
である。 
 
がけ：山形県，茨城県，栃木県，群馬県佐波郡，東京都伊豆諸島，神奈川県鎌倉，新潟県，
長野県上高井郡・諏訪，静岡県，愛知県北設楽郡 1 
山地の断層：愛知県北設楽郡 
急傾斜地：群馬県勢多郡，新潟県東浦原郡，山梨県南巨摩郡，長野県 
段をなしている傾斜地：東京都利島，山梨県南巨摩郡，2  静岡県 
あぜ：岩手県気仙郡，宮城県玉造郡，栃木県，神奈川県中郡，新潟県東浦原郡，長野県佐久 
畦の大きなもの：山形県，福島県，茨城県 
土手：山形県，福島県，茨城県久慈郡・真壁郡，群馬県利根郡・吾妻郡，埼玉県秩父郡，千
葉県安房郡，東京都三宅島・御蔵島，神奈川県中郡，新潟県中越，長野県，静岡県田方
郡・庵原郡 
石垣：山形県米沢市，群馬県山田郡，東京都伊豆諸島，新潟県東浦原郡 
岸：秋田県平鹿郡，山形県米沢市 
川岸や土手の崩れたような所：山形県庄内，新潟県中浦原郡・東浦原郡 
山などの土の崩れた所：静岡県榛原郡 
崖などに横に抉られてできた穴：長野県北安曇郡 
                                                        
1  これに秋田県の例として男鹿市脇本大倉方言の mama ｢崖｣ (北条 1968: 38) が加えられる。秋田県教
育委員会 (編) (2000: 403) によると，ママを ｢崖。特に土砂を採る崖｣ の意味で使うのは山本地方・河
辺地方・仙北地方の方言であるという。 
2  この中に山梨県奈良田 (深沢 1957: 126) が含まれる。 
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海岸の岩が抉られて魚の隠れ場所になっている所：静岡県榛原郡 
崖状の砂浜：新潟県佐渡，静岡県浜名郡 
海岸の砂丘：新潟県中頸城郡 
 
｢まま｣ は愛知県東北部以東に分布しているので，東日本の方言形としてみることができ
よう。 
 通時的には，江戸時代の方言集 『物類稱呼』 には土堤のことは ｢上總及信濃にて∘まゝと
いふ｣ (越谷 1775: 4ｳ) とあるが，これも東日本方言の例である。さらに，上代の例として
万葉集巻 14 の 3369 歌が挙げられる。 
 
 足柄の ままの小菅の 菅枕 あぜか巻かさむ 児ろせ手枕 
 阿之我利乃 麻万能古湏氣乃 湏我麻久良 安是加麻可左武 許呂勢多麻久良 
 
これは万葉集に東国の相模国の歌として記載されている。この 3369 歌の ｢まま｣ を固有名詞とす
る立場 (荷田; 澤瀉 1977: 47) と普通名詞とする立場 (松岡 1934: 53; 折口 1936: 35; 伊藤ほか 1975: 
368) とがあるが，地名とする説でも，この歌の ｢まま｣ はもともと ｢崖｣ (松岡 1934: 53 は ｢谷あ
い｣3) という意味の普通名詞に由来することを認めている。 
 上掲の 3369 歌と並んで，上代語辞典編集委員会 (1967: 689) は巻 10 の 2288 歌をも ｢まま＝崖｣ 
の例として引用している。 
 
  石橋の ままに生ひたる 貌花の 花にしありけり ありつつ見れば  
 
説明として ｢｢石橋の｣ は飛び石の間の意でママにかけた枕詞で，ママは崖の意と見てよい｡｣ (上
代語辞典編集委員会 1967: 690) としているが，次に述べるようにこれは解釈が別れるところであ
る。同じ上代語辞典である丸山 (1967: 906) はこの歌の ｢ママ｣ を ｢あいだあいだ｣ の意味として
捉えている。窪田 (1985: 502) は同様に ｢｢間間に生ひたる｣ は，その飛石のあひだあひだに生え
てゐる｣ と説明しているし，佐竹ほか (2000: 535) では ｢渡り瀬の飛び石の間々に生きている…｣ 
と解釈して，ママの解釈に関する注を設けていない。一方では，高木ほか (1960: 140) は ｢崖をマ
マという地方は，中部・関東・東北地方に多い。広島県安芸郡では急傾斜地をいう｡｣ と注記し
た上で，｢崖に咲く貌花のように…｣ とこの歌を解釈している。佐伯ほか (1974: 42) はこの歌のマ
マを土堤としている。古語辞典では中田ほか (1983: 1537) は 2288 歌の ｢ママ｣ を ｢急斜面・崖｣ 
とし，中村ほか (1999: 436, 437) は ｢崖｣ と ｢あいだごと｣ の両方の意味があるとしているようで
ある。 
 万葉集の 2288 歌は東歌ではないから，もしここの ｢ママ｣ が ｢崖｣ という意味であるなら，こ
の単語は東日本方言特有の語形でないことになる。水島 (1984: 417-25) はこの 2288 歌の ｢ママ｣ 
が ｢急斜面・崖｣ ではなく，｢あいだあいだ｣ の意味であると論じているが，本稿では水島 (1984) 
が取り上げていない表記の観点から論じて，同じ結論に到達する。 
 現存する諸写本・刊本からして 2288 歌の原表記は次のようであったと考えられる。 
                                                        
3  ｢相模方言に於て谷會又は水際の壟土をママと稱する｣ (松岡 1934: 12)。 
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  石走間 生有皃花乃花西有來在筒見者   
 
この歌の中の 生, 有, 皃, 花, 在, 見, 者 などの字は正訓表記，西 と 筒 は訓仮名 (借訓)，乃 は音仮
名として使われている。訓仮名も音仮名も，その漢字の本来の意味と関係なく，表音文字として
機能している。さて，問題の ｢間 ｣ だが，意味が ｢あいだ 〱 ｣ の場合はこれは正訓表記語で，
意味が ｢崖｣ なら訓仮名表記語になる。 
 2288 歌が入っている巻 10 の全 538 首の文字遣いを見てみると，｢間｣ の字は，2288 歌以外に
16 例あり，4  すべて正訓表記である。同じ巻に ｢ま｣ の発音を表す音訓仮名は 4 例あって，5  
｢麻｣ は三回，｢万｣ は一回使われている。また二の字点 ( ) は 14 首の中で使われ，6  そのうちの
11 例は二の字点の前の字は表意文字になっている (例えば，吾八更  (われやさらさら) [1927],  
何時  (いつもいつも) [1931],  時来  (ときはきにけり) [2013])。一例 (2089 歌) ははっきりし
ないが，衍字とする説 (小島ほか 1995: 96-7) は穏当であろう。残り 2 例 (之努 尓 (しののに) 
[1831],  等乎 尓 (とををに) [2315]) では二の字点の前の字は音仮名で，2 例ともに部分重語の副
詞である。以上のことから，2288 歌の ｢間 ｣ は ｢あいだ 〱 ｣ という意味を表し，｢崖｣ でない
ということが察せられる。 
 だが，｢まま｣ は広島県安芸郡では急傾斜地のことを言うという高木ほか (1960: 140) の指摘は
きわめて重要である。事実なら，万葉集の 2288 歌と関係なく，この単語は東日本方言特有の語
形でないということになる。高木ほか (1960) のこの指摘は 『全国方言辞典』 (東條 1951: 775) に依
拠していると思われるが，『全国方言辞典』 のこの情報はにわかに信じがたい。というのは，｢ま
ま｣ の分布をもっとも網羅的に記載している 『日本方言大辞典』 (徳川 1989: 2280) にはこの広島
県安芸郡の例はない。また 『広島県方言辞典』 (村岡 1980: 18-9) にもそれらしき語形はないこと
から，『全国方言辞典』のこの記述は誤記ではないかと考えられる。 
 
３ 結語 
 ママ ｢崖｣ という語形を八丈島と本州東部の諸方言に見出すことができる。(1) 八丈方言のママ
が借用語でない，(2) 東日本各地にみられるママが借用語でない，そして (3) 西日本方言にママ
が存在した時代はなかった，という三つの条件が成立していれば，このママは八丈島方言と本州
東部の諸方言の直近の祖語に再建でき，その祖語は東日本祖語 (現代の東日本方言と奈良朝の東
国方言の祖語) ということになる。 
 服部 (1968) と Kupchik (2011: 9) は八丈方言のみが奈良朝の東国方言の系統をひく言語で，そ
の他の東日本方言は奈良朝の中央語の系統で，現代東日本方言に見られる東国方言的な特徴は基
層言語の影響によるという。｢まま｣ の場合，その使用の広がりが本州東部のほぼ全域を覆って
いることから，服部・Kupchik の仮説が正しいとすれば，その基層言語は東国方言になると考え
られ，東国方言の祖語 (服部 1968 の考えでは，これは日琉祖語と姉妹関係にある言語) にママが
                                                        
4   1838, 1851, 1864, 1876, 1890, 1898, 1899, 1971, 2042, 2054, 2059, 2125, 2166, 2196, 2287, 2344 の各首に
一例ずつ。 
5   1937 歌に三例，2018 歌に一例。 
6   1831, 1927, 1931, 1932, 2013, 2089, 2108, 2168, 2241, 2266, 2270, 2315, 2323, 2349 の各首。 
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再建できることになろう。 
 以上のことから，八丈島方言は東国方言の系統をひくであろうが，服部・Kupchik が考えるよ
うに，八丈方言が現代東日本方言の一つでなくても，東日本方言は八丈方言と共通の基盤を有し
ていると考えられる。 
 東国方言の祖語に *mama が再建できると思われるが，この語形のアクセント範疇の再建は今
後の課題として残ることとなる。 
 
  
参考文献 
秋田県教育委員会 (編) (2000)『秋田県のことば』秋田市：無明舎.   
伊藤  博・中西  進・橋本達雄・三谷栄一・渡瀬昌忠 (編) (1975)『萬葉集事典』東京：有精堂.   
澤瀉久孝 (1977)『萬葉集語釋  巻第十四』東京：中央公論社.   
折口信夫 (1936)  ｢萬葉集  巻第十四｣  齋藤清衛・折口信夫『萬葉集総釋第七』1-269.  東京：楽浪
書院.   
荷田春満 (講). 享保年間.『萬葉集童蒙抄』 
金田章宏 (2002)『八丈方言のいきたことば   民話・伝説・談話』東京：笠間書院.   
窪田空穂 (1985)『萬葉集評釋  第六巻』東京：東京堂.   
越谷吾山 (1775)『諸国方言  物類稱呼 巻一  天地・人倫』大坂屋.   
小島憲之・木下正俊・東野治之 (校注・訳) (1995)『新編 日本古典文学全集 8  萬葉集 ③』東京：
小学館.   
佐伯梅友・藤森朋夫・石井庄司 (校註) (1974)『日本古典全書  新訂萬葉集 三』東京：朝日新聞社.   
佐竹昭広・山田英雄・工藤力男・大谷雅夫・山崎福之 (校注) (2000)『新日本古典文学大系 2  萬
葉集 二』東京・岩波書店.   
柴田  武 (1961)  ｢東部方言の語彙｣  東條  操 (監)『方言学講座  第 2 巻』64-98.  東京：東京堂.   
上代語辞典編集委員会 (1967)『時代別国語大辞典  上代編』東京：三省堂.   
高木市之助・五味智英・大野  晋 (校注) (1960)『日本古典文学大系 6  萬葉集 三』東京：岩波書店.   
土屋文明 (1954)『萬葉集私注  第十四巻』東京：筑摩書房.   
東條  操 (1951)『全国方言辞典』東京：東京堂.   
東條  操 (1954)『日本方言学』東京：吉川弘文館.   
徳川宗賢 (監) (1989)『日本方言大辞典  下巻』東京：小学館.   
内藤  茂 (1979)『八丈島の方言』私家版.   
中田祝夫・和田利政・朝倉篤義 (編) (1983)『古語大辞典』東京：小学館.   
中村幸彦・岡見正雄・北原保雄 (編) (1999)『角川古語大辞典』東京：角川書店.   
服部四郎 (1968)  ｢八丈島方言について｣『ことばの宇宙』3.11: 92-5.    
深沢正志 (1957)  ｢奈良田方言語彙｣ 稲垣正幸・清水茂夫・深沢正志 (編)『奈良田の方言』山梨民
俗の会.   
北条忠雄 (編) (1968)『秋田県男鹿市脇本大倉方言』方言録音資料シリーズ 6.  東京：国立国語研
究所.   
松岡静雄 (1934)『萬葉集論究  第二輯』東京：章華社.   
水島義治 (1984)『萬葉集東歌の國語學的研究』東京：笠間書院.   
75
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」八丈島方言調査報告 
2013 年 10 月 国立国語研究所 
75 
 
丸山林平 (1967)『上代語辞典』東京：明治書院.   
村岡浅夫 (1980)『広島県方言辞典』広島市：南海堂.   
山田平右エ門 (2010)『消えていく島言葉 ― 八丈語の継承と存続を願って』東京：郁朋社.   
Kupchik, John E. (2011)  A Grammar of the Eastern Old Japanese Dialects.  Unpublished PhD 
dissertation, University of Hawai’i.   
 

77
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」八丈方言調査報告書 
2013 年 10 月 国立国語研究所 
 
77 
八丈町の「八丈方言」継承の取り組み 
 
茂手木 清 
 
 
 「『八丈語？消滅危機言語』のリストに加わる」と 2009 年 2 月の朝日新聞に掲載された記事は，
八丈島に住む島民にとっては，少なからず驚きだった。記事では「ユネスコの調査によれば，日
本では沖縄の言葉など 8 言語が消滅危機言語リストに挙がった」と報じた。これは，昔から話さ
れてきた故郷の言葉が，何もしなければ近い将来，消滅してしまうということを意味している。 
 この記事を受けて，八丈町教育委員会が中心になって「八丈方言を知り，伝える活動」を始め
たのは，2009（平成 21）年度からである。以下 4 年半の取り組みを記す。 
 
１．学校教育での取り組み 
①実態調査（全小・中・高校生） 
 ユネスコのリストに挙がった理由のひとつが「子どもが話さない」ということであったので，
島の子どもたちの実態を知る必要があると思い，アンケート調査を行った。島の全小中高校生
（2010 年 9 月 758 人）を対象に，八丈方言語彙調査を実施した。12 の比較的よく使われる名詞，
形容詞，動詞などの言葉を選び「知っているか」「使っているか」を問うた。この調査は，2013
年 10 月にも同様な調査を行い，比較とともに，その後の活動の参考にした。 
 次ページがその結果の表とグラフである。人数は 2010 年（758 人）2012 年（748 人）である。
調査の「知っている」の項では，2010 年の調査より，2012 年の方が数値はどの言葉も増えている。
これは取り組みの反映である。特に比較的％の低かった「あっぱめ」（赤ん坊）「たこうな」（竹の
子）が，2012 年の調査では，それぞれ＋３８％，＋２３％と増えている。この二つの言葉は「島
ことばカルタ」の中の言葉にでてくる言葉であり，学校や家庭等で取り組み始めた成果といえる。
逆に，「ねっこけ」（小さい）や「まじける」（なくす）などの形容詞や動詞については，伸びが少
ない。この結果，カルタに書かれた言葉は認知度が高くなるが，そうでない言葉については，相
変わらず低いのである。 
 次に「使っている」（表２・グラフ２）の項では，どの言葉も 2010 年次の調査でも低く，１０％
台の言葉がたくさんある。これは，八丈方言は知っていても，実際の生活の場（家庭・地域・学
校）では使っていないことを意味している。このままでは，次の世代に継承していくことは，不
可能であり，ユネスコの指摘の通り，八丈方言は「危険」というランクになっているのはうなず
ける。 
 また，取り組みを始めてからの，2012 年の調査でも「使っている」については，数値は上がっ
ていない。特に，動詞，形容詞の類は死語に近いと考えられ，「でえじけ」などは，マイナスの数
値になってしまっている。 
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表１ 「知っている」比較 
グラフ１ 「知っている」比較 
調査八丈語 21年 24年 増減
かんも 57% 67% 10%
あっぱめ 19% 57% 38%
たこうな 19% 42% 23%
どんご 76% 77% 1%
あび 46% 47% 1%
ちょんこめ 59% 78% 19%
でえじけ 30% 40% 10%
ねっこけ 41% 45% 4%
かむ 46% 53% 7%
ひっかする 37% 38% 1%
まじける 29% 32% 3%
おじゃりやれ 89% 93% 4%
小中高　総合計　比較
「知っている」 748名
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  表２「使っている」比較 
グラフ２「使っている」比較 
調査八丈語 21年 24年 増減
かんも 27% 32% 5%
あっぱめ 3% 14% 11%
たこうな 7% 16% 9%
どんご 37% 38% 1%
あび 29% 27% -2%
ちょんこめ 26% 31% 5%
でえじけ 12% 10% -2%
ねっこけ 9% 12% 3%
かむ 17% 17% 0%
ひっかする 11% 12% 1%
まじける 7% 9% 2%
おじゃりやれ 21% 42% 21%
小中高　総合計　比較
「使っている」 748名
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 以上の分析から「八丈方言を伝える活動」の前途は，相当厳しいものが予想される。特に，30
歳代～40 歳代の子どもをもつ親世代への継承がない現状では，一層厳しいと感じざるをえない。 
②「八丈・島ことばカルタ」の作成 
 方言を次世代に継承する方法として，「方言カルタ」が有効であるとの考えから，2010 年に手
製の「八丈・島ことばカルタ」を作成した。絵札は，島在住の人に描いてもらった。2011 年には，
小学校の全家庭に無料で配布した。家庭の中で，カルタ遊びをしながら，自然に覚えることをめ
ざすとともに，方言を知っている高齢者との交流をめざした。また，当初作成したカルタの読み
札は，島の一地域の言葉を載せたのだが，別の地域の人から「自分の地域の言葉が載っていない」
との指摘があり，島の五地域のすべての言葉を載せて，改訂版のカルタを作成した。読み札の表
には，共通語と三根，大賀郷の 2地域の言葉，裏には樫立，中之郷，末吉の言葉を載せたのであ
る。そして，島内の本屋・みやげ屋などで販売を始めた。ちなみに，1 セット 850 円（＋消費税）
である。下の写真が五地域の言葉が載っているカルタである。各学校や保育園や家庭でカルタで
遊ぶ姿が見られ，カルタ遊びの中から，言葉を覚えるという子どもたちが増えてきている。 
 
 
 
③「八丈方言１００」を作成し，覚える取り組み 
 方言を覚えるにはゲーム感覚で，覚えるのが，良いとのことで「八丈方言１００」を作成した。
10 級から 1級まで級を設け，各級１０の言葉を選んで作成し，学校等に提示し，遊びながら覚え
ることをめざした。10 級は比較的よく使われる八丈方言にし，だんだん級が上がることにつれ，
今はあまり使われなくなってしまった言葉をのせている。各級の言葉には，名詞や動詞，形容詞，
文を級ごとに 10 個配して作った。 
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④「今週の島ことば」の作成，掲示・・日常的な取り組み 
 八丈方言を日常的に意識化するために，各小中学校と町
役場などに一週に一言ずつ作成し，掲示してもらっている。
2010 年 10 月からスタートして，2013 年 3 月末現在９８の
言葉を掲示している。 
 各学校では，廊下等で掲示にし，児童・生徒・ 教職員
が日常的に目に触れる機会をふやすとともに，学校を訪れ
る保護者，地域の人にも見てもらう場として活用されてい
る。 
 
⑤方言劇（小学校の学芸会での発表） 
 八丈方言を声に出して覚えるには，八丈方言を使った劇
が良いと考え，小学校の学芸会で取り組んだ。小学校の地
域の話者に協力してもらい，台詞を方言に直した。また，
台詞のイントーネーションなどを祖父母に聞いたりして，方言劇をなかだちとする交流が図れた。
学芸会当日は，方言劇に観客から，笑いとともに
「懐かしい！」の言葉が聞かれ，八丈方言の入っ
た劇に，会場はなごやかな雰囲気になるばかりで
なく，出演した子どもたち教員も貴重な体験を積
んでいる。 
 この写真は，2013年 2 月に行われた三原小学校
での学芸会の一シーンである。台詞の言い回しは，
担任の教員ではできないので，保護者や祖父母に
聴いてもらい，児童は練習に励んできた。この劇
は八丈民話からヒントを得た「桃次郎」である。
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すべてが，八丈方言の台詞で演じられ，観客にとって好評であった。2009 年度から今までに，島
内の小学校で４本の方言劇を行ってきている。 
 
⑥八丈町教育研究指定校制度の導入で行った八丈町立三原小学校の研究 
 八丈町の教育課題に取り組む制度として，教育研究指定校制度を設け，2012 年度から発足した。
その制度の第一に取り上げたのが「八丈方言」の指導カリキュラム化である。2012 年度は，八丈
町立三原小学校が 1 年かけて研究を行い，その成果を 2013 年 2 月 27日発表した。島内の教員，
保護者，地域の人に呼びかけ，約 130 人ほどが出席し，公開研究発表会を開いた。講師に国立国
語研究所の木部副所長を招請して，示唆の富んだ助言をいただき，密度のこい研究発表会ができ
た。町教育委員会も全面的支援して成果は多かった。この成果を受けて，2013年度は小学校の全
校で１学年，年間 3 時間ほど八丈方言の学習を行うことになった。 
     左の写真は，当日のパネルディスカッション
の様子で，パネラーには，地域のゲストティ
ーチャーや保護者も入って，学校側だけでな
い立場からの意見も出されて，三原小学校の
成果や課題も確認できた。  
 小学校なので，難しい理論より「島ことば
は楽しい」という遊び感覚で方言を学習する
という研究姿勢が成果をあげていた。また，
研究テーマに「八丈方言の学習を通して，島
や地域に関心をもつ子供の育成」を設定した
ので，三原小学校では，この研究を深めるに
つれて学校と地域の距離が近づき，その敷居が低くなっていった。当初，八丈方言を話せない，
理解できない教員の意識にも変化が生じてきた。地域の人と一緒に学んでいくことが大切であ
ることをつかんだようであった。 
  2013 年度には，中学校の一校が教育研究指定を受けて，中学校での方言学習を研究し，成果
を発表する。以降は島の全小中学校で，各学年 3 時間程度，実施することになる。島の全小中
学生は，9 年間で合計 27時間学習するということである。 
 
⑦教職員研修会 
  島に赴任するほとんどの教員が，東京や本土からなので，八丈方言については全く知らない
状態である。そこで，教職員対象に，都の教育庁八丈出張所と共催して，毎年夏に希望者向け
の研修会を行っている。内容は，理論編と実施編を設け，講師には，方言話者を招いて，実際
に声に出して学ぶ研修内容であり，八丈方言を身近に体験する機会となっている。 
 
２．社会教育（生涯学習）での取り組み 
①八丈方言講座（４年間に６回実施） 
 八丈方言の貴重さを知り，広めるために，島民向けに「八丈方言講座」を開催してきた。講師
には八丈方言研究者金田章宏千葉大学教授をはじめ，専門的な人とともに，島の方言話者にも話
してもらった。第４回には，同じ消滅危機言語地域の与論島から講師を招いた。毎回，島の方言
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話者にも話をしてもらったことが，講座の参加者にとって身近であり，親しみやすい雰囲気をつ
くっている。島民の関心も高く，毎回平均 100 人～150 人程度受講している。しかし，地元出身
の若者層（30 歳代～40歳代）の参加者が少ないのが課題である。 
尚，下の写真は，講座の時の写真である。   
 
 
②八丈・島ことばカルタ大会（２年間に２回実施） 
 島ことばカルタを作成したので，家庭や小学校，保育園で遊び感覚でカルタを楽しむ子どもた
ちの姿がみられた。そこで，小学生から高齢者を交えたカルタ大会を企画した。当日は，小学生
の参加者が多かったが，保育園生，中学生，大人，高齢者も入り，なごやかに実施された。ルー
ルは八丈島ルールで，絵札だけでなく読み札も並べ，絵札とともに取れるルールで，年齢別の部
と交流の部と行っている。読み手には，各地域の人を呼び，その言葉で詠んでいる。小学生から
高齢者まで同じ会場に集まり，楽しめるカルタ大会になっている。 
 高齢者の参加者からは「小学生と一緒になってカルタができて，楽しかった」という感想がよ
せられている。２回目からは，参加賞や賞品を用意した。 
 
                   
              カルタ会の様子 
 
③島ことば教室 
 実際の八丈方言を声に出して体験しようという企画で，方言話者を講師として招き，2012 年度
に 3 回連続で実施した。各回ともに 20 人ほどの参加者があった。特に，島外から来て島に住み
ついた人たちにとっては，初めての体験ができ，好評であった。 
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 2013 年度には，30 歳代～40 歳代の親と子ども（祖
父母と孫）との「親子島ことば教室」を企画した。 
 
④八丈方言文法講座 
 八丈方言研究者の金田章宏氏（千葉大学教授）に，
島民のために八丈方言の特徴である文法について，
２回にわたり講座を開講していただいた。島の人向
けに平易に解説していただき，２日間 6 時間の講義
であったが，のべ 30 人ほどの参加者があった。 
 
⑤八丈島の代表的な民謡「ショメ節」の歌詞 100 句
の収集，作成 
 八丈島に昔から伝わる代表的な民謡「ショメ節」
には，たくさんの八丈方言が入っている。この民謡
は，かつては宴会の席上や盆踊りなどには，必ず歌
われていたものであるが，最近はカラオケの普及等
で歌われなくなってしまっている。そこで，八丈方
言が入っている歌詞を収集して，１００句にまとめ
た。「ショメ節」は７・７，７・５形式の歌詞なので，上の７・７，下の７・５の言葉に分けて詠
むゲームとして考えた。いわゆる百人一首のルールである。老人会などで何回か開催したが，懐
かしさのあまり一緒に歌いだす高齢者もいた。 
 
⑥広がりをみせる取り組み 
 2009 年度からスタートした八丈方言を知り・広める活動であったが，島民に少しずつ知られよ
うになり，理解者が増えてきると共に，島民の間に八丈方言を話すことが恥ずかしいという意識
はなくなってきていることを感じる。 
・高齢者劇団「かぶつ」（八丈方言 ダイダイの意）の方言劇の上演高齢者の芝居好きの素人の人
達が集まり，八丈方言による芝居を上演している。高齢者演芸会や保育園・小・中学校で上演
してきた。中でも，八丈民話の「ベニ皿（じゃら）・カケ皿（じゃら）」は，東京での公演を実
現した。2013 年 6 月には，「不思議なきのこ」という演目で山梨県の南アルプス市で行われた交
流発表大会で演じた。 
・マスコミが注目して取り上げてくれる機会が増えて，島民外にも活動が知られるようになった。
活動を始めて４年経過するが，この間，数多くのマスコミが注目してくれて，メディアで八丈
方言のことを取り上げてくれた。活動の様子を島だけでなく，島外にも知られるようになった。
ＮＨＫ，朝日新聞，東京新聞，ラジオ，雑誌などで紹介された。また，島の週刊ミニコミ紙「南
海タイムス」にも，度々ニュースとして取り上げて，島民に取り組みを知らせてもらっている。 
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 劇団「かぶつ」公演 
 
 
 
  
     「中日新聞」記事 
 
３．これからの取り組みと課題 
①「危機言語サミット」（仮称）の実施 2014年度予定 
 日本の 8 地域の言語が消滅の危機にあるという発表をうけて，その地域の人たちが集まり，そ
の地域の実態を知り，これからの活動をお互いに支援しながら，横の連携とりあいながら，継承
運動を進めていこうという会を 2014 年に八丈島で開こうと考えている。これまで，活動が八丈島
という点であったのを，日本全体の面に広げるという発想である。その際には，文化庁，国立国
語研究所，沖縄県，鹿児島県，北海道の関係者，各方言の研究者とともに開催できることを願っ
ている。 
   ＊開催予定時期 2014 年 12月 
   ＊場所   八丈島 
   ＊招請する地域 消滅危機言語の認定を受けた 8地域 
   ＊招請する予定者 １地域 3 人程度，各方言研究者（1 人）  
   ＊2013 年度は，準備，広報活動。2014 年度は，実施に向けての具体的な活動を行う。 
 
②「島ことば（八丈方言）冊子」（全 12 ページ）作成，島民に全戸配布 
 2013 年度 八丈方言の価値を全島民に知ってもらい，その文化を後世に伝えるために「島こと
ば（八丈方言）冊子」を作成，配布し，全島民の意識の向上を図る。 
 
③課題 
＊次世代に八丈方言を継承するための取り組み 
 「子ども世代が話さない」ということが，消滅にいたる道であるが，現状では，若い人（30歳
代～40 歳代の親世代）の意識がそんなに高くない。これらの世代が方言継承に関心を持ち，積極
的に継承する担い手になっていく必要がある。そのためには， 
１．親世代への関心を呼び起こす活動の提起 
２．現在八丈方言を話せる祖父母世代から，若い人や子どもたちへの継承 
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３．子ども世代が，学校で習ってきたことを，家庭・地域に広める。 
＊島民への意識の向上 
 「こんなことをするのは，懐古趣味である」「なくなってしまうのは，どうしようもない」とい
う意見をもっている人に，八丈方言の価値と活動の意味を伝える活動を展開する必要がある，と
同時に新しいアイデアを取り入れ，島民誰もが楽しめる企画を考えるとともに，日常的に島民が
触れる機会をもうけられたらと思っている。 
 
おわりに 
 八丈町の学校教育において，小学校では 2013 年度より 1学年年間 3時間，中学校では 2014 年
度より 1 学年 3 時間 方言学習を始める予定である。八丈島で学んだ児童・生徒は合計 27 時間，
学習することになる。学校から，家庭や地域に発信する体制ができるので，大いに期待するとこ
ろである。家庭と学校と地域の中で，学校の役割が果たす役割は大きい。学校で学んできた八丈
方言（島ことば）を子どもたちが父母に話し，分からない言葉などは，祖父母に聞く。そこで，
祖父母の力を借りて，また子どもに環元させる。そのような循環が実現することは，可能である
と思う。学校で学んだことを，家庭や地域で交流することにより，八丈方言のみならず，郷土を
愛する児童・生徒に育っていくことを願っている。 
 最後に，八丈方言を知り・伝える活動のめざすことは，単に，方言の知識を増やすのではなく，
島を愛することにつながり，島民に誇りをもつきっかけになると考えている。 
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八丈語と八丈島の歴史 
 
林 薫 
 
 
 八丈語は，他のどの地域にもない文法構造をもっている言語で，日本では古い日本語の要素を
含んでいると言われている。この八丈語を歴史的に位置づけることは，他の地域の言語も同様だ
と思われるが，困難なことと言わざるを得ない。一般的に言って，普通の人が話す音声言語が記
録に残ることは極めて稀である。また，記録が可能になったのは，文字が使われるようになって
からであり，その場合，八丈島が記録に出てくるのはかなり遅く，それも稀だからである。従っ
て，あまり要領を得ない，憶測の多い内容になってしまうが，言語的な観点を意識しながら，八
丈島の歴史を綴ってみたいと思う。 
 
１ 八丈島の縄文・弥生と古代 
 
１．１ 八丈島に存在する遺跡 
 八丈島における先史時代の遺跡には，分っているものとして，次のようなものがある。 
＜湯
ゆ
浜
ばま
遺跡＞ 八丈島で一番古い人間の足跡と言えば，湯浜遺跡である。約７０００年前の縄文
時代のもので，竪穴式住居跡４（写真は１号住
居跡），石斧・叩き石・石皿・神津島産の黒曜石
剥片などが出土した。土器は，原料の粘土が八
丈産と思われる無紋厚手で脆い丸底深鉢形の物
であり，本土との系統が分らないため，南方系
ではないかなどと言われたが，はっきりはして
いないものである。ある程度の集団で渡って来
たものと思われる。                              
＜倉
くら
輪
わ
遺跡＞ 約６０００年前のもので，住居
跡２以上，人骨３体分（写真参照），近畿関東系の
土器，神津島産の黒曜石で作った矢じりや剥片，蛇
紋岩製の装身具，大量のイノシシの骨，釣り針，
その他石器類が大量に出土した。約２００年間
居住し，丸木舟で船団を組んで，他の島などと
往来していたとも考えられている。 
＜南方系石器の出土地＞ 出土地がはっきりし
ないため発掘調査もできないでいるが，島内各
所から出土した，次のような石器群がある。す
べて，弥生時代前期の物と考えられている。 
①大型円筒石斧群で，琉球列島・五島列島・鹿児島県南部，そして，
本州の太平洋沿岸地域に分布するものと共通性をもつ物（写真参照）。
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②小笠原・マリアナ諸島に多数存在するタガネ状石斧（これは八丈から移民した人が持ち帰った
可能性もある）。③屋根型石斧で八重山諸島に特徴的に発見される物。これらは，意図的にやって
来た者，漂流して来た者などによって持ち込まれた物であったであろうが，良く分かっていない。 
＜八重根遺跡＞ 漁港の拡張に伴って，調査された遺跡である。第一文化層は，弥生時代後期か
ら古墳時代前期のもので，掘立小屋の集落をつくり，地元の安山岩・玄武岩を使った多くの剥片
石器を用い，魚介類の調理を行っていたと考えられる。また，多数の炉跡があることから，火熱
を利用して魚介類の加工を行っていた可能性が
高い。第二文化層は，古墳時代から奈良・平安
時代のもので，神奈川県の海岸部から来島し，
百基近い炉を作って本格的な鰹加工工場を建設，
地元の粘土を使って八重根式と言われる多数の
煮沸用鉢形土器を製作し，鰹節製造等に利用し
ていた。これらの産物がどのように流通したの
かははっきりしないが，大量であることから島
内消費のみだったかは疑問である。中国銭（太
平通宝，天禧通宝）や糸紡ぎ用の紡錘車も出土
している。第三文化層は，中世・近世のもので
あるが，ふいごの羽口などが出土している。ま
た，江戸時代のものと思われる，大地震と大津
波による，白い海砂が挟まった地割れも出てい
る。 
＜火の潟遺跡＞ 平安時代の製塩遺跡である。
使われた土器はバケツ形の物（図版参照）で珍し
いことに西日本系ではなく，能登半島，佐渡島，
津軽海峡，東北地方太平洋岸を通り，房総半島に
達し，そこからの渡来集団によって持ち込まれた
ものと思われる。生産した人々や生産された塩が
どうなっていったのかは，不明である。 
 これらの遺跡は，そのほとんどが三原山（東山）
の地域に存在する。八丈島を構成している火山は
２つあり，古い三原山は１０数万年前から活動し
ていたことが分っている。新しい八丈富士（東山）
の活動は，約１万前から慶長 10（1605）年まで
であり，八丈島はこの二つの火山が接合してでき
ている繭形の島である。八丈島で活動していたこ
れらの古代人たちは，八丈富士の噴火活動が盛ん
な時代に活動しており，溶岩地帯で水もなく，噴火活動真っ盛りの八丈富士には近寄らず，三原
山の地域で活動していたと思われる。 
さて，これらの遺跡が，八丈島の遺跡を網羅しているとは考えられないものの，以上のことか
ら，次のようなことが言えるであろう。八丈島は，かなり古い時代から，黒潮を乗り越えて，本
 
91
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」八丈方言調査報告書 
2013 年 10 月 国立国語研究所 
 
91 
土などからの渡来人があった。縄文時代などは断絶した形での渡来であったが，弥生時代ぐらい
からは，かなり定住的に生活していたのではなかったかと思われる。人の通常的な移動は，直接
本土まで行ったとは思えないが，他の島との交流は一定程度あったのではなかろうか。 
また，弥生時代以後でも，ある時期にまとまって渡来し，鰹節製造や製塩などを行っている事
例もある。しかし，この人たちが残存したのか，移動していったのか，一部残存したのかは，不
明である。 
 
１．２ 縄文・弥生が残る島，八丈島 
 八丈語は日本語のルーツの一つと言われ，縄文時代の言葉の流れを汲んでいると言われている
が，八丈島は，次のような，縄文・弥生の痕跡が残っている珍しい島ではないかと考えている。
こんな小さな島に，こんなに多くの要素が残っている所はないのではないかと思うのである。 
① 八丈にある高倉（写真参照）は，奄美や沖縄の高倉のように床から柱を立てる形式とは全く
違い，柱が直接地面から屋根まで伸びるもので，弥
生時代の登呂遺跡と同じ形式であると言われている。 
② 八丈島にある，古代織と言われるカッペタ織りは，
アイヌのアツシ織や沖縄のミンサー織と同様，機台
をもたない古い形式の織物である。環太平洋の国々
などで残っている所もあるようだが，日本ではこの
３地域だけに残るのみである。ただし，現在のカッ
ペタ織は，多綜絖
そうこう
で二重織になっているなど，後に
付加されたと思われるものがあるので，かなり複雑
な織物になっている。 
③ 丹那婆
た な ば
伝説と言われるものがある。海津波や山津波
によって，ただ一人女性が生き残り，生まれた自分の
子どもと夫婦になって，島の始祖になったという，母
子交合伝説である。末吉地域は山津波で長い髪の毛が
木の枝に絡んで生き残ったとし，他の地域は櫓に掴ま
って海岸に流れ着いたことになっている。日本に残っ
ている始祖伝説できちんとした母子交合伝説は，八丈
島だけだと言われている。沖縄などには兄弟婚は残っ
ているが，母子婚の話はないようである。婚姻規制が
強まる前の最も原始的な結婚形態を伝えるものであり，
これは，東南アジアなどには残る伝説だということで
ある。日本で最も古い婚姻譚と言える。（写真は明治
時代に作られた丹那婆の墓） 
④ きちんとした文献記録では読んでいないが，八丈
島の玉石垣（写真参照）や石場様信仰などは，古い
南方系の遺産であるということを聞いたことがある。
また，小田原北条氏の時代にわざわざ女性を差し出
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して送ったという史実があるぐらい，八丈島は昔から美人が多いと言われているが，それは人
種の系統が違うからだとか，八丈人の骨格を昔調べたら，古代人的な要素が強かったというよ
うな話もあるが，文献的には確認はしていない。 
⑤ これは，単なる伝説かも知れないが，八丈には徐福伝説がある。秦の始皇帝の時代に，不老
不死の薬を求めて，皇帝の命を受けた徐福が船団を組んで船出し，途中難風に遭って四散，５
００人の女児を乗せた船は八丈島に，５００人の男児を乗せた船は青ヶ島に辿り着いた。しか
し，男女同棲は許されず，年に１度男が船で八丈島に渡って来て夫婦の契りを結んだという。
この習慣を打ち破ったのは，大島に流された源為朝で，八丈まで侵出して来て男女同居の法を
身をもって教えたという。 
 
 これらのことから言えるのは，海のもつ多様
性・可能性・拒絶性である。海は，人や物の交流
を促進するという側面と阻止するという側面をも
っている。特に，世界最速と言われる黒潮（日本
海流。図版参照）が流れ，御蔵島からの途中には
島が存在しないという地理的条件の影響を強く受
ける八丈島は，本土との行き来を制約する面が大
きかったと思われるのである。現代であればエン
ジン付きの船であるが，古代などは丸木舟である
から，渡ってくるには，かなりの苦労があったも
のと思われる。こうした絶海の孤島であった八丈
島は，その故に，日本では珍しい，「縄文・弥生が
残る島」になったのである。（図版の N が通常の黒潮の流路。A～D は大蛇行の流路を表す）言
葉は人とともに伝わって来るもので，文書などとともに伝わり流布するものではない。八丈語の
基礎はいつごろ築かれたものであるかよく分らないが，定住性を考慮すると，多分，縄文末か弥
生時代ごろなのかもしれない。 
 
２ 八丈島への人々の流入の歴史・・・八丈語に与えた影響は？ 
 
 八丈語の基礎が縄文末・弥生時代にでき，また，八丈語の文法的な基礎は変化しにくかったと
しても，語彙が，流入してくる人々によって影響を受けることは，当然考えられることである。
これを時代に沿って見てみたい。 
 まず，中世以前で，八丈島が文献などに出てく
ることは非常に少ないが，次のようなものがある。 
 延喜式（延長５（927）年撰進，康保４（967）
年施行）に，八丈の優
ウ
婆
バ
夷
イノ
命
ミコトノ
神社，許
コ
志伎
シ キ ノ
命
ミコトノ
神
社が載せられている。両者は，事代
ことしろ
主 命
ぬしのみこと
の妃と
子どもされていて，丹那婆伝説の丹那婆（種婆と
も書かれる）とその子に比定され，過去には別々
であったが，現在は優婆夷宝明神社（写真参照）
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として合祀されている。同じく，延喜式の記載によれば，朝廷の行事として，亀の甲羅を焼いて
吉凶を占う亀卜
き ぼ く
が行われていたが，卜部は対馬から 10 人，壱岐から５人，伊豆から５人出仕し
ていたという。伊豆というと伊豆半島も含む広い地域になるのだが，江戸時代であっても文献で
亀卜が出てくるのは，八丈島だけなので，あるいはこの伊豆は八丈島のことかもしれない。幕末
まで，樫立・中之郷地域では，亀卜が行われていたという。亀卜は，朝鮮系ではなく中国系の占
いであると言われている。従って，これもまた，黒潮文化の産物であるのかもしれない。これら
から，八丈島と中央政府との関係性があったことは分るのだが，中央語と八丈語との関係性がど
うだったかは，よく分っていないのである。多分，ほとんど関係性がなかったのではなかろうか。 
 次に，八丈島の島名由来になったと言われる，八丈絹に関係して考察してみたい。八丈絹とは
長さが曲尺
かねじゃく
８丈（２４メートル）の絹織物ということであり，平安時代末から鎌倉時代にかけて
各地に現れてくるものである。従って，そのころに，八丈島も長さ８丈（通常の織物は長さが４
丈）の絹を産出していたと思われるのである。八丈絹というのは，特殊な価値の高い絹織物を言
うのであり，八丈島に絹織物の高い技術があったことを意味することになる。奈良時代には，朝
鮮から帰化した秦氏（織物が得意だったという。服部氏等の祖）などが武蔵の国などに入植させ
られ，絹織物を発達させたと言われている。例えば，埼玉県高麗神社は高句麗国（667 年に滅亡）
の高麗若光王を祭神とするが，日本の中央部（近畿圏）には受け入れてもらえず，神奈川県の大
磯（大磯の高来神社の祭礼はそれを模したものという）に上陸し，先行した韓人が多くいた武蔵
の国に入ったという。これは，当然，一定の人数の集団だったのである。また，奈良朝廷などは，
絹織物の生産量を上げるために，地方の桑の木の植栽目標を立てたり，国衙で絹織物の生産を行
わせたり，そのための技術指導員を地方に派遣したりしている。そうしたグループが，八丈に遭
難して上陸したようなことがあったのではないか，と思われるのである。一定の人数の技術の高
い集団がくれば，言語的に一定の影響は出てきてもおかしくないし，専門用語は当然そのまま定
着すると思われる。 
さらに，鎌倉時代以後は，鎌倉幕府や神奈川
（今の横浜）の奥山氏，小田原北条氏などが八
丈島を支配した。宗主地との交流や支配者とし
て派遣された神主や代官，また僧侶などの影響
である。支配者として派遣された人々は，人数
としては多くなくとも，支配者として来ている
ので，当然影響はあったはずである。江戸時代
にあっては，八丈島のみ寛文９（1679）年まで
派遣された代官が島を支配していたが，遭難な
どが多いため，代官手代が派遣されるようになり，その後享保８（1723）年から島人の有力家に
地役人として支配させるようにした。本土から代官や手代が派遣されて来ていた時は，そうした
人々の言語的影響はあったであろうと思われる。（写真は，江戸時代の支配者がいた陣屋跡） 
よく，流人の影響が言われるが，あまり影響していないのではないかと思われる。八丈島の，
慶長 11（1606）年から明治４（1871）年までの流人総数は２０００人弱であるが，一番多い時
の在島数は幕末で３５０人ほどである。流人はあまり尊敬の対象にはなっておらず（宇喜多秀家
でさえ，尊敬の対象にはなっていない），初期の流人は極端に少なく，また，同じ地域から集団で
来ているわけでもない。影響が考えられる具体的な事例や語彙もよく分っていないので，憶測で
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あるが，そのように思う。ただ，本土への憧れのようなものはあったようであるから，一定の影
響はあったのかもしれない。 
漂流民は非常に多いのだが，ずっと島にいない例が多いので，どの程度影響があったであろう
か。八丈に残る民謡などは，流人より漂流民の影響の方が大きいと思われる。ちなみに，元禄 14
（1701）年の八丈島の人口は，３０６５人である。大賀郷・中之郷と郷のつく集落は古代らあっ
たであろうが，三根村・樫立村・末吉村などは，江戸時代に分村したと言われるので，当然，中
世以前の人口はもっと少なかったであろう。どれぐらいの母集団に対して，どれほどの集団が来
ると影響が出てくるのだろうか。単純な数の問題ではないと思うが・・・。源平の争いや南北朝
の対立などの時にも，八丈に移動・漂着した人たちがいたようだが，どういう影響があったのか，
なかったのかは，よく分らない。 
ただし，特徴的なことでは，コック場（台所）
やカノー（カヌーの八丈方言。写真参照）といっ
た言葉が入って来ていることである。これは，明
治９年から始まった小笠原の開拓に，八丈島から
多くの人々が参加し，その人たちが明治時代末や
大正時代に小笠原の文物を持ち帰ったものの中の
一つであると考えられている。このような事例か
ら考えると，ケース・バイ・ケースで，何かのき
っかけで残る語彙もあるということである。関連
して言えば，小笠原や南大東島の開拓には八丈島の人々が大きく関わっており，そうした所にも
八丈語の残滓が現在でも存在する。 
明治時代末ぐらいから房総半島などより，春のトビウオ漁に大勢（500 人とも言われる）出稼
ぎに来たり，そのまま住みついたりしたことがあった。漁業者の中に，その言語的な影響はある
ようだが，一般の人々への影響はあまり感じられない。漁具の一種・すかりなどは，一般化して
いるが，これなどは，こうした導入語になるのであろうか。 
なお，一般家庭で八丈語がほとんど使われなくなってしまった現在では考えられないが，東兵
エじい（大酒飲みの人），運
うん
祐
すけ
じい（大声の人），清兵エじい（大食いの人）など，特徴のある人
の個人名が方言になり，他地域でも使われるといった事例もある。狭い社会だからありえるのだ
と思うが，面白いことだと思っている。現在八丈島に生きている人でも知っているレベルの言葉
であるが，こうした言葉が，出て来ては消え，出て来ては消えしていたのであろうか。地名など
でも，個人名のついた浜や大石，土地の名前があるが（例えば，郵便局長が事故にあったから，
局長浜
ばま
とか），そういった個人の事件等にからんだ名称だと思われる。これも一種の方言になるの
ではなかろうか。 
方言の定義をどう考えるかによるが，共通語と違うことを言うのか，あるいは，八丈だけで使
われていることを言うのか，様々な考え方がありうると思うが，共通語と違うという観点で考え
るならば，他地域との共通性はかなりあることになり，語彙などの伝播はそれによって推測でき
ると思うが，いつ・どのようにということを知るのはかなり難しいのではないかと思われる。 
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八丈方言調査データ 
 
八丈方言基礎語彙データ（音声記号表記） 
番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-001 頭 (あたま) 
ʦɯbɯɾi (里芋の
種イモも)  
ʦɯbɯɾi ʦɯbɯɾi / atama 
(新)  
ʦɯbɯɾi 
ʦɯbɯɾi～
ʦübɯɾi (頭脳、
里芋の種イモ) 
H-002 髪の毛 
ʦɯbɯɾinoke / 
ʦɯbɯɾinokebɯ
ɕo 
kebiɕo atamanoke / 
kaminoke 
ʦɯbɯɾinoke kaminoke / ʦübɯɾinoke 
H-003 つむじ 
ʦɯmɯʥi～
ʦɯmɯʑi 
ʦɯmɯ ͩʑi～
ʦɯmɯʑi 
ʦɯmɯʑi / 
ʦɯmɯʥi / ɯzɯ ʦɯmɯʥi 
ʦɯmɯʑi～
ʦümɯʑi 
H-004 ふけ ɸɯ̥ke ɸɯ̥ke ɸɯ̥ke ɸɯ̥ke ɸɯ̥ke 
H-005 
白髪 (しら
が) 
ɕaɡa / ɕiɾaɡa ɕaɡa 
ɕaɡa (ɕaɡa ni 
naɾɯ 白髪にな
る) / ɕiɾaɡa 
ɕoăɡa 
ɕaɡa (ɕaɡaɡa 
ɕikkaɾidaɡano 
白髪が多いね) 
H-006 目 (め) 
mentama / 
manako 
manako manako 
medama (全体
を指す) / 
manako 
manako 
(manakoɡa 
jamekʲa 目が痛
い) 
H-007 眉 (まゆ) 
majɯɡe / mami / 
mamiɡe / meːɡe 
/  
mamiɡe / 
mami 
majɯ / majɯɡe / 
mami 
majɯ/ majɯɡe/ 
mamiɡe 
majɯɡe 
(mamiɡe まつ
げ？) 
H-008 額 (ひたい) çi̥teː çi̥teː çi̥teː çi̥tĕaˑ çiʨaː 
H-009 鼻 (はな) hana hana hana hana hana 
H-010 鼻血(はなぢ) hanaʥi hanaʥi / 
hanaʑi hanaʑi / hanaʥi hanaʥi hanaʑi 
H-011 耳 (みみ) mimi mimi mimi mimi mimi 
H-012 口 (くち) kɯ̥tɕi kɯ̥ʨi kɯ̥ʨi  kɯ̥ʨi kɯ̥ʨi 
H-013 
唇 (くちび
る) 
kɯ̥tɕibiɾɯ kɯ̥ʨibiɾɯ kɯ̥ʨibiɾɯ kɯ̥ʨibiɾɯ kɯ̥ʨibiɾɯ 
H-014 舌 (した) ɕi̥ta / beɾo (古) beɾo / ɕita kɯ̥ʨibeɾo / beɾo / ɕi̥ta 
ɕi̥ta/ kɯ̥ʨibeɾo 
(昔こう言ったか
も) 
ɕi̥ta / beɾo 
H-015 歯 (は) 
ha / nɯkaba (抜
けている歯) 
nɯkaba ha / nɯkaba ɸɯ̆aˑ/ nɯkaba 
(全ての歯) 
nɯkaba 
H-016 
歯茎 (はぐ
き) 
haɡɯ / haɡɯki haɡɯːba / 
haɡɯki haɡɯ / haɡɯki haɡɯki haɡɯki 
H-017 顎 (あご) 
aɡo / otoɡeː (あ
ご先) 
otoɡeː / otoɡei 
(アゴ全体のこ
と) 
otoɡeː / aɡo aɡo/ otoɡĭaˑ 
otaɡʲaː / aɡo / 
aɡɯ (aɡɯɡa 
haɾete あごがは
れて) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-018 髭 (ひげ) 
çiɡe / heɡe (古) / 
hoːçiɡe çiɡe / heɡe çiɡe çiɡe çiɡe 
H-019 毛 (け) keˑ / kebɯɕo kebeɕo / 
kebiɕo ke 
ki (髪の毛も体
毛も) 
ke / kebiɕi (脇毛
や陰毛) / 
kebɯɕo (とうもろ
こしのひげ)  
H-020 顔 (かお) ʦɯɾa (古) ʦɯɾa ʦɯɾa (古) / kao kao kao / ʦɯɾa (乱
暴な言い方)  
H-021 首 (くび) kɯbi / nodo (前) kɯbi kɯbi kɯbi kɯbi 
H-022 肩 (かた) kata / keːna  kata / keːna kata / keːna kata kata / keːna (古)
H-023 胸 (むね) 
mɯne / 
mɯneɯʨi mɯne 
mɯnaita (～が厚
い,～が痛い,全体
に使う。心臓・胃
などにも) / mɯne 
mɯnada mɯne 
H-024 乳 (ちち) tɕi̥tɕi / oppai oppai ʨi / oppai oppai / ʨiʨi 
oppai (「牛の搾
乳」は 
ʨiʨiɕiboɾi とい
う) 
H-025 腹 (はら) χaɾa～haɾa haɾa haɾa ɸaɾŏa haɾa 
H-026 
背中 (せな
か) 
keːna / hedaka hedaka hedaka / hadaka 
(古) /senaka (新) 
hedaka (背中全
体：肩から腰ま
でを指すか) / 
kʲaːna (背中上
部を指すか「－
ヲ モム」) 
senaka / hedaka 
H-027 肝 (きも) 
kimo / ɸɯɡi (内
蔵全体) 
kimo 
kanʣoː / kimo (魚
の肝,人間には言
わない) 
kimo 
kimo / ɸɯɡi (魚
のはらわた) 
H-028 臍 (へそ) heso hettɕoɡo heso / hessoɡo hetʨoɡo heso / hettɕoɡo 
(古) 
H-029 腰 (こし) koɕi koɕi koɕi koɕi koɕi 
H-030 尻 (しり) ɕimbeta ɕimbeta ɕiɡɡeta / ɕiɾi ɕibbeta 
oɕiɾi / ɕibbeta / 
ɕiɾippeta / 
ɕippeta 
H-031 
肛門 (こうも
ん) 
keʦɯnoana / 
koːmoɴ (新) 
kikɯnoɡomoɴ 
/ koːmoɴ 
kɯ̥somaɾi 
( kɯ̥somaɾi 
jameɾɯ 肛門が痛
い) / koːmoɴ 
NR koːmoɴ 
H-032 手 (て) 
te / temboː / 
tamboː te 
 teː / çiɾaː (拳) / 
tabboː (物をもらう
ときの手の形) 
te 
te / tabbo～taboː 
(手の平) 
H-033 腕 (うで) ɯde ɯde ɯde ɯde (手首まで) ɯde 
H-034 肘 (ひじ) ɕidʑi～çiʥi çi ͩʑi / çiʑi çiʑi ～çiʣi çiʥi çiʑi 
99
国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」 
『八丈方言調査報告書』2013 年 10 月 国立国語研究所 
99 
番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-035 力 (ちから) 
ɯdeppɯɕi / 
tɕikaɾa tɕikaɾa NR ʨikaɾa 
ʨikaɾa / 
ɯdeppɯɕi ɡa 
ʦüjoi (力がある)
H-036 拳 (こぶし) 
ɡeŋkoʦɯ / 
ɡeŋko 
ɡeŋkoʦɯ / 
kobɯɕi 
kobɯɕi / ɡeŋko / 
ɡeŋkoʦɯ 
ɡeŋko (こぶしそ
のもの) / 
ɡeŋkoʦɯ 
kobɯɕi / 
ɡeŋkoʦü 
H-037 筋 (すじ) sɯdʑi sɯʑi sɯʑi～sɯʥi / ɕizɯ  sɯʥi sɯʑi～süʑi 
H-038 指 (ゆび) jɯbi / ibi (古) jɯbi / ibi jɯbi jɯbi / ibi jɯbi 
H-039 爪 (つめ) ʦɯme ʦɯme ʦɯme ʦɯme ʦɯme～ʦüme 
H-040 足 (あし) 
aɕi / aɕinokeːna 
(足の甲) 
anaçita (足のう
ら) / açi / aɕi 
aɕi / akkeː (靴を
履く部分) (akkeː 
boʑi 大きい足) 
aɕi aɕi (aɕi で全体)
H-041 腿 (もも) 
ɸɯ̥tomomo / 
ɸɯtohaɡi / 
momo 
ɸɯ̥tomomo / 
ɸɯ̥tohaɡi / 
momo 
momo / 
ɸɯtomomo momo 
momo / 
ɸtomomo 
H-042 股 (また) mata mata mata / mataɕita mataɡɯɾa mata 
H-043 膝 (ひざ) çiʣa～çiʣa çi ͩzakabɯɾa / ʦɯɡɯme çizakabɯ / çiza 
çiʣa / 
çiʣakambɯɾi 
(古) 
çiza / 
çizakabɯɾa 
H-044 くるぶし 
keːbɯɕi / 
kɯɾɯbɯɕi kɯɾɯbɯɕi 
keːbɯɕi / 
kɯɾɯbɯɕi kiːbɯɕi kɯɾɯbɯɕi 
H-045 脛 (すね) sɯne / akkeː sɯne haɡi / sɯne / 
akkeː (古) haɡi/ sɯne sɯne～süne 
H-046 ふくら脛 
komɯna / 
ɸɯkɯɾahaɡi ɸɯ̥kɯɾahaɡi 
hɯ̥kɯɾahaɡi / 
Φɯkɯɾahaɡi NR 
kobɯɾa 
(kobɯɾaɡa 
çikkatamatta 足
がつった) / 
ɸkɯɾahaɡi 
H-047 踵 (かかと) 
kḁkato (akkeː ア
キレス腱) 
akkeː / akkei akkeː/ boʑi / 
kakato 
akkiː kakato / akkei 
(古) 
H-048 体 (からだ) kaɾada kaɾada ɡakeː / kaɾada kaɾada kaɾada / taikakɯ
H-049 
背丈 (せた
け) 
seː / setake setake se sei 
ɯwaze 
(ɯwazeɡa aɾɯ 
背が高い) 
H-050 骨 (ほね) hone hone hone hone hone 
H-051 皮 (かわ) kawa / koːbe kawa / koːbe kawa / kaː kɯ̆a (果物の皮
も) 
koaːbe / kawa 
H-052 ほくろ hokɯɾo kɯ̥sɯbe 
hokɯɾo (「あざ」
aza は幼児の尻に
あるもの) 
hokɯɾo (「あざ」
は aza～azŏa) 
kɯ̥sɯbe 
(kɯ̥sɯbeɡa 
ɕikkaɾi aɾoʑa 
(ほくろがたくさ
んあるね) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-053 涙 (なみだ) 
menada / 
namida (新) 
menada me̞nada / namida me̞nada 
menada / 
namida 
H-054 声 (こえ) koe koe / koi koe / koi kiː koe 
H-055 息 (いき) iki iki iki iki iki 
H-056 咳 (せき) seki seki seki ɕiki/ seki seki 
H-057 唾 (つば) ʦɯbaki / ʦɯba ʦɯbaki / ʦɯba ʦɯba / ʦɯbaki ʦɯba/ ʦɯdaki 
ʦɯba / ʦɯdaki 
(古) 
H-058 あくび akɯbi akɯbi akɯbi / akɯbiː akɯbi akɯbi 
H-059 涎 (よだれ) jondaɾe jondaɾe jondaɾe / jodaɾe jodaɾe / joddaɾe 
(古) 
jodaɾe / jodd̥aɾe 
H-060 屁 (へ) he he 
çiːɾi / çiːɾiː (古) / 
onaɾa (新)  çiːɾi 
heːɾi / çiːɾi 
(çiːɾjo heɾɯ 屁
を放る) 
H-061 糞 (くそ) 
ɯŋko / kɯso / 
hedda (鳥の糞) 
ɯŋko/ kɯ̥so kɯ̥so / ɯŋko nitto 
nitto (nittoo 
maɾɯ 糞をす
る) 
H-062 尿 (にょう) 
ɕombeɴ / 
jombaɾi 
ɕombeɴ / 
jombaɾi ɕombeɴ 
ɕombeɴ / jobbaɾi 
(古) 
ɕoːbeɴ / ɕombeɴ 
/ jobb̥aɾi 
(jobb̥aɾio sɯ̥ɾɯ 
おしっこをする) 
H-063 おでき 
jombe / jambe 
(すりきずがうん
だもの) 
jambe NR jabbe kizü 
H-064 たんこぶ taŋkobɯ taŋkobɯ taŋkobɯ taŋkobɯ taŋkobɯ 
H-065 汗 (あせ) ase ase ase ase 
ase (hotoːɾɯ「暑
くて」) 
H-066 垢 (あか) aka aka aka aka aka 
H-067 怪我 (けが) 
keɡa (keɡoː 怪
我を) 
keɡa (keɡoː 
ɕitaːno (ケガを
したの) 
keɡa keɡa keɡa 
H-068 病気 
jonde (動詞) / 
jandaɾowa (病気
になる) 
jami / bʲoːki 
bʲoːki / jamɯː (動
詞、結核などで長
く病床にある人を 
jamihoɾoke とい
う ) 
jami / jamibʲoːki 
jamɯ (動詞,病
気になる) / 
bʲoːɕiɴ (病気が
ちの人) 
H-069 血 (ち) ʨi ʨi ʨi ʨi tɕi 
H-070 傷 (きず) kizɯ ki ͩzɯ / kizɯ kizɯ～kiʣɯ kizɯ kizɯ～kizü 
H-071 薬 (くすり) kɯ̥sɯɾi kɯ̥sɯɾi kɯ̥sɯɾi kɯ̥sɯɾi kɯ̥sɯɾi～
kɯ̥süɾi 
H-072 灸 (きゅう) okʲɯː kʲɯː okʲɯː (灸に使うモ
グサは moɡɯsa) kʲɯː kʲɯː 
H-073 命 (いのち) inoʨi inotɕi inoʨi inoʨi inoʨi 
H-074 木 (き) ki ki ki ki ki 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-075 葉 (は) happa happa 
ha ( ~oteɾɯ 葉が
落ちる) / happa 
happa happa 
H-076 枝 (えだ) eda eda 
eda / edabɯɾi (た
くましい枝につい
て)  
eda / jeda eda 
H-077 梢 (こずえ) kozɯe kozɯe NR tonʥaki NR 
H-078 実 (み) mi mi mi mi mi 
H-079 根 (ね) neː / nekko nekko nekko / nokko ne / nekko ne / nekko 
H-080 草 (くさ) 
kɯsa (kɯsaː 草
を) / tanaɾi (雑
草) 
kɯ̥sa/ kɯsoː 
(草を） 
kɯ̥sa kɯ̥sa kɯ̥sa 
H-081 花 (はな) hana hana 
hana / eːtaba (明
日葉)の呼び名：
taɾoːbana (一番良
い花) / ʑiɾoːbana 
(二番目に良い
花) / sabɯɾoːbana 
(三番目に良い
花) 
hana hana 
H-082 種 (たね) tane tane tane tane tane 
H-083 苗 (なえ) 
neː (neːjeː 田植
え) 
neː / nae neː / nae nʲĭa nae / nʲaː 
H-084 稲 (いね) tabɯ neː/ ine/ tabɯ ine / okabɯ (陸で
とれる稲) 
ine/ ine (植える
とき) / tabɯ (刈
るとき) 
ine 
H-085 穂 (ほ) ho inaho ho NR 
tabɯ か 
(tabɯkaɾi 稲刈
り) 
H-086 米 (こめ) kome jone / kome kome kome kome 
H-087 籾 (もみ) momi 
momi/ momʲo 
(籾を) 
momi (momiɡaɾa 
籾殻) 
momi (「籾殻」
は momiɡaɾa) momi 
H-088 麦 (むぎ) mɯɡi mɯɡi mɯɡi (mɯɡiɡaɾa 
麦殻) 
mɯɡi mɯɡi 
H-089 藁 (わら) waɾa / inawaɾa waɾa waɾa waɾa waɾa 
H-090 麦わら mɯɡiwaɾa mɯɡiwaɾa  mɯɡiwaɾa mɯɡiwaɾa mɯɡiwaɾa 
H-091 茅 (かや kaja kaja kaja (屋根葺き用) kaja (希) kaja 
H-092 粟 (あわ) awa (w は弱い) awa 
awa / aː (aːmeɕi 
粟飯) 
awa (希) 
awa (粟は島に
はない) 
H-093 稗 (ひえ) çie hie 粟と区別なし NR 島にはない 
H-094 芋 (いも) imo (里芋) imo (里芋) 
imo (里芋のこと) / 
ʨiŋɡoː (小振りの
里芋) 
imo (里芋) imo (里芋) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-095 
甘藷 (さつま
いも) 
kammo kʰammo 
saʦɯma / kanɕoː 
(saʦɯmaimo は内
地の人か) 
kaɴɕo / kammo / 
ʥikiː (古) 
saʦɯma～
saʦüma 
(saʦɯma 
kamoka サツマ
イモ食べようか) 
(「さとうきび」は 
kaɴɕa) 
H-096 豆 (まめ) mame mame mame mame 
mame / 
dʑikɯɡɯɾi 
H-097 きゅうり kʲɯːɾi kʲɯːɾi kʲɯːɾi kʲɯːɾi kʲɯːɾi 
H-098 蓬 (よもぎ) jomoɡi jomoɡi jomoɡi jomoɡi jomoɡi 
H-099 菜 (な) nappa nappa 
na / nappa (大根
の葉、カキナの
葉) 
nappa nappa 
H-100 
大根 (だい
こん) 
deːko deːko / dʑaːko deːko dĭaˑkoɴ dʑaːko 
H-101 
冬瓜 (とうが
ん) 
NR toːɡan NR toːɡaɴ toːɡaɴ 
H-102 かぼちゃ kaboʨa kaboʨa kaboʨa kaboʨa kabotɕa 
H-103 瓜 (うり) ɯɾi / ɕimaɯɾi ɯɾi ɯɾi ɯɾi ɯɾi (まくわ瓜) 
H-104 韮 (にら) niɾa niɾa niɾa (島にはなか
った) 
niɾa (近代的、最
近のもの) 
niɾa 
H-105 茸 (きのこ) kinoko kinoko 
kinoko (しいたけ
ɕiːtake (自生)を指
した) 
kinoko (種類で
言うのが普通) 
kinoko / ɕiːtake
「しいたけ」 
H-106 きくらげ mimidabɯ kikɯɾaɡe dabɯmimi dabɯmimi mimitabɯ / 
dabɯmimi 
H-107 とうがらし toŋɡaɾaɕi toŋɡaɾaɕi toŋɡaɾaɕi toŋɡaɾaɕi toːɡaɾaɕi～
toŋɡaɾaɕi 
H-108 にがうり NR niɡaɯɾi NR NR niɡaɯɾi 
H-109 胡麻 (ごま) ɡoma ɡoma ɡoma ɡoma ɡoma 
H-110 苺 (いちご) 
itɕiɡo / abi (野
いちご) 
itɕiɡo / abi (の
いちご) / 
deŋkiabi (のい
ちごの一種) 
abi abi abi (山いちご) 
H-111 黴 (かび) kabi  kabi kabi kabi kabi 
H-111 麹 (こうじ) koːʥi koː ʑͩi koːʑi～koːʥi (酒
造・味噌に) 
koːʑi  koːʑi 
H-112 ソテツ soteʦɯ ɕamembana soteʦɯ 
soteʦɯ / 
ɡoɕamembana 
とも 
soteʦü 
(ɕamembana ソ
テツの花) 
H-113 松 (まつ) maʦɯ maʦɯ maʦɯ maʦɯ maʦɯ 
H-114 竹 (たけ) take  take 
take (「筍」は
takoːnaː) 
take (「筍」は
takoːna) take 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-115 梅 (うめ) ɯme ɯme ɯme ɯme ɯme 
H-116 桃 (もも) momo momo momo momo momo 
H-117 桑 (くわ) 
kanoki (桑の木) 
/ kabeː (桑の葉) 
/ kanomi (桑の
実) 
kabeː / kabei kanoki (桑の木) / 
kabeː (桑の葉)  
kanoki (桑) / 
kabĭa (桑の葉) 
kabʲaː (桑の葉) / 
kabʲaːnoki (桑の
木) / 
kabʲaːbatake (桑
畑) / kanomi (～
の実 ) 
H-119 すすき sɯsɯki sɯsɯki sɯ̥sɯki maɡɯsa (牛の
餌にする) 
sɯ̥sɯki 
H-120 びろう樹 biɾoː / ɕiɾonoki kɯba biɾoː biɾoɯ biɾoː 
H-121 ミカン mikaɴ mikaɴ 
mikaɴ (種類別に
komikaɴ, ɯnɕɯː, 
bakanaɾi とも) 
mikaɴ mikaɴ 
H-122 茎 (くき) kɯ̥ki kɯki kɯ̥ki kɯ̥ki̥ kɯ̥ki～kɯki 
H-123 あおさ NR aosa 
NR (hamba 海藻
の一種) 
aosa 島にはない 
H-124 モズク NR mozɯkɯ NR (bɯdoː 海藻
の一種) 
NR 島にはない 
H-125 藻 (も) 
mo (種類に
bɯdo, hamba 
(noɾi), noɾi, 
tosaka, 
komonoha) 
mo mo / moː 
mo (希) / 
teŋɡɯsa (テング
サ) 
kaisoː (種類に
bɯdo, tosaka, 
hamba, noɾi (岩
のり), teŋkɯsa) 
H-126 イカ ika / ikame ika / ikame ika/ ikame ika / ikame ika / ikame 
H-127 タコ tako / takome tako / takome takome tako / takome 
tako / takome / 
nʲokkome 
H-128 エビ ebi / ebime ebi / ebime ebi / ebime ebime / ebi ebi / ebime 
H-129 ウニ 
ɯni / ʣaɾɯ (トゲ
がないバフンウ
ニ) 
ɯni / ɯnime ɯnime (食べな
い) 
ɯni (-me は付か
ない) 
ɯni / iɾakaʑi (ウ
ニの仲間、トゲ
ばかりで食べら
れない) / ʣaɾɯ
～ʣaɾɯzaɾɯ (ウ
ニの仲間，トゲ
が無いバフンウ
ニ、食べられる)
H-130 ウニの身 mi NR NR 
NR (食べなかっ
た) 
ɯni / nakami 
H-131 貝 (かい) 
kai (keːɡoː トコ
ブシのから) 
kai (abɯki あ
わび) 
総称はない。
mettoː (高瀬貝) / 
ɕitadami などと種
類別に言う 
kĭaːɡoː (トコブシ
の貝殻のこと。
貝の総称はな
く、種類で言う
のが普通)  
kai (keːɡoː「貝
殻」) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-134 巻き貝 
ɕi̥ttaka (岩に付
く小さいもの) / 
mettoː (ボタンを
作るのに使う) 
çi̥tadami 
NR (タニシはいな
い) / ɕitadami 
(çiɾami ミミガイ科
の一種) 
ɕitadami mettoː (ɡai) (巻
き貝の一種) 
H-132 カメ kame / kameme kameme kameme kameme / kame kame / kameme 
H-133 カニ kanime kanime 
kanime / 
ɡaɾimame kanime / ɡanime kani / kanime 
H-135 魚(さかな) jo jo jo / sakana sakana / jɔ / ijo 
jo (joː ʦɯɾi 
ikoːɡoɴ 魚を釣
りに行こうか) 
H-136 うろこ kokeʣa / ɯɾoko koke ͩza / ɯɾoko 
ɯɾoko/ ɯɾokoː / 
koke  
koke ɯɾoko / kokeɾa 
H-137 ウナギ 
ɯnaɡi / 
ɯnaɡime 
ɯnaɡi / 
ɯnaɡime ɯnaɡi / ɯnaɡime ɯnaɡi 
ɯnaɡi (nadame 
ウツボか) 
H-138 クジラ kɯdʑiɾa kɯ ͩʑiɾa / 
kɯʑiɾa kɯʑiɾa 
kɯʥiɾa / 
kɯʥiɾame kɯʑiɾa 
H-139 カツオ kaʦɯː kaʦɯː kaʦɯː (古) / 
taʦɯo (新) kaʦɯː 
kaʦɯo/ kaʦɯː
～kaʦüː漁師言
葉) 
H-140 トビウオ tobijo / tobi 
tobijo (tobime 
ʦɯɾi ikoɡoːɴ
「トビウオ釣り
に行こう」) 
tobijo tobijo tobi 
H-141 イルカ iɾɯkame / iɾɯka iɾɯka (me は
付けない) 
iɾɯka iɾɯka iɾɯka 
H-142 ナマコ 
ɯmiʥimpo (海
のチンポ) 
namako (me は
付けない) 
ɯmeʥippo namako namako 
H-143 ヒトデ çi̥tode 
çitode (me は
付けない) 
çitode çitode çtode 
H-144 ヤドカリ 
okaɡani / 
kanaɡome 
jadokaɾi (me
は付けない) 
NR kanaɡame NR 
H-145 牛 (うし) 
ɯɕime / zokɯ / 
zokɯme / 
zokkɯ / 
zokkɯme (雄
牛) / bokko / 
bokkome (大き
な雄牛) / bame 
(雌牛) / 
ʨoŋkome (子牛) 
ɯɕime / zokɯ 
/ bame / 
zokɯme 
ɯɕime / ʨoŋkome 
(子牛) 
ɯɕime 
ɯɕime / ʣokkɯ 
/ ʣokkɯme (雄
牛) / bame (雌
牛) / tɕoŋkome 
(赤ちゃん牛) / 
tɕoːsemme (朝
鮮牛？，赤い
牛)  
H-146 馬 (うま) ɯmame ɯmame ɯmame ɯmame ɯma / ɯmame 
H-147 ヤギ jaɡime jaɡime jaɡime / osɯjaɡi 
(雄山羊) 
jaɡime jaɡime 
H-148 豚 (ぶた) bɯtame bɯtame bɯtame bɯtame bɯtame 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-149 角 (つの) ʦɯno ʦɯno ʦɯno ʦɯno ʦɯno～ʦüno 
H-150 とさか tosaka tosaka 
tosaka (馬のたて
がみとしてはない)
tosaka tateɡami / tosaka
H-151 犬 (いぬ) inɯme inɯ/ inɯme inɯme inɯme inɯme 
H-152 猫 (ねこ) nekkome 
neko/ 
nekkome 
nekkome nekkome 
nekkome / 
konekko (子猫) 
H-153 ウサギ ɯsaɡime ɯsaɡi / ɯsaɡime ɯsaɡi / ɯsaɡime ɯsaɡime ɯsaɡime 
H-154 ネズミ 
neʣɯmime / 
neʣɯmi / 
joɾɯnoçito (古) 
jomedono / 
nezɯmi 
neʣɯmi / 
nezɯmime / 
jomedono (古)  
neʣɯmi/ 
jomedono 
nezɯmi 
H-155 虫 (むし) mɯɕime mɯɕi / 
mɯɕime  mɯɕi / mɯɕime mɯɕime mɯɕime 
H-156 アリ aɾime aɾi / aɾime aɾime aɾime aɾime 
H-157 蚊 (か) kabɯme kabɯme kabɯme / ka kabɯme kabɯme 
H-158 蜘蛛 (くも) 
kɯmome / 
tonʥaɾɯme (蜘
蛛の一種) 
ton ʑͩaɾɯme / 
toːʑinʣaɾɯ / 
toːʑindʑaɾɯ 
teŋɡome  teŋŋome kɯmo 
H-159 クモの巣 kɯmomenosɯ 
ton ʑͩaɾɯmeno
sɯ / 
kɯmonosɯ 
kɯmonosɯ / 
teŋɡomenosɯ aʥi kɯmonosɯ 
H-160 
蝶々 (ちょう
ちょ) 
ʨoːʨome / 
hetʨome / 
heːɾɯme (大き
なハエ) 
ʨoːʨo / 
tɕoːtɕoːme ʨoːʨome / ʨoːʨo ʨoːʨo 
tɕoːtɕo / 
ʨoːʨome 
H-161 カタツムリ 
kataʦɯmɯɾi / 
dendemmɯɕi 
kataʦɯmɯɾi / 
dendenmɯɕi 
kataʦɯmɯɾi / 
dendemmɯɕi (昔
は食べたかもしれ
ない)  
dendemmɯɕi kataʦɯmɯɾi / 
dendemmɯɕi 
H-162 カエル kaeɾɯme kaeɾɯme / 
kʲaːɾɯme kaeɾɯme kʲaːɾɯme 
kaeɾɯme / 
kʲaːɾɯme (古) 
H-163 蜂 (はち) haʨime haʨime / haʨi
haʨi / haʨime (蜂
の種類 abɯme, 
bɯjome (牛を襲
う) 
haʨime hatɕi / hatɕime 
H-164 蝿 (はえ) heːme heːme / heː heːme çaːme çaːme 
H-165 蛆 (うじ) 
ɯʥimɯɕi / 
ɯʥime ɯʥime ɯʥi / ɯʑime ɯʥime ɯʑime 
H-166 蚤 (のみ) 
nomime / 
nomme 
nomme / 
nɯmme nomi / nɯmme nɯmmi nomi / nɯmme 
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H-167 ミミズ 
memeʣɯ / 
memeʣɯme 
meme ͩzɯme
～memezɯme
mimiʣɯ / 
mimizɯme neneʣɯme 
mimizɯme / 
memezɯ / 
nenezüme 
H-168 シラミ ɕammɛ～ɕamme ɕamme ɕamme ɕamme ɕamme (me は付
かない) 
H-169 ムカデ 
ɡedʑiɡedʑi / 
mɯkadʑime / 
mɯkade 
mɯka ʑͩime～
mɯkaʑime 
mɯkade / 
mɯkademe mɯkaʥime mɯkaʑime 
H-170 蚕 (かいこ) konasama konasama 
konasama (尊敬
語) 
konasama konasama 
H-171 カマキリ 
kamakiɾi 
(keːbʲoːme とか
げ) 
kamakiɾi kamakiɾi (-me は
付かない) 
ɡembiːme kamakiɾɯ 
H-172 トンボ tombome 
hetʨome / 
hetʦome tombo / tombome hetʨome 
tombo / 
tombome 
H-173 バッタ battame batta / battame battame battame 
batta/ battame / 
battami 
H-174 鳥 (とり) toɾime toɾime 
toɾime / 「キジ」は
kiʑime (戦後入れ
た。今は害鳥) 
toɾime toɾime 
H-175 ニワトリ nʲattoɾime 
nʲattoɾi / 
nʲattoɾime / 
toːtoːme 
nʲatoɾime nʲattoɾime nʲattoɾime/ 
toːtoːme (昔) 
H-176 とさか NR tosaka tosaka tosaka NR 
H-177 雀 (すずめ) 
sɯʣɯme～
sɯzɯme 
sɯ ͩzɯme / 
sɯzɯme 
sɯʣɯme / 
sɯzɯmeme sɯʣɯme 
sɯzɯme～
süzüme 
H-178 鳩 (はと) 
hattome / 
hatome / hato / 
ɕoːtome (古) 
hatome hatome hatome hatome 
H-179 カラス kaɾasɯme kaɾasɯme kaɾasɯ / 
kaɾasɯme kaɾasɯme 
kaɾasɯme～
kaɾasüme 
H-180 ウズラ 
ɯʣɯɾa / 
ɯʣɯɾame ɯzɯɾame 
NR (子供の頃は
いなかった) 
NR 
ɯzɯɾa (me は付
かない) 
H-181 鷹 (たか) 
takame (tombi / 
tombime トビ) 
taka (tombime 
トビ) 
taka (niɕeme トン
ビ) 
niːɕemme taka (「鳶」は 
tombime) 
H-182 卵 (たまご) tamaɡo tamaɡo tamaɡo tamaɡo tamaɡo 
H-183 巣 (す) sɯ sɯ sɯ sɯ sɯ 
H-184 羽 (はね) hane hane hane hane hane 
H-185 動物 doːbɯʦɯ ikimono oːbɯʦɯ NR ikimono / 
doːbɯʦü 
H-186 空 (そら) soɾa / tenneː soɾa soɾa / tenni tenʲniː soɾa 
H-187 日 (ひ) çi çi 
çi (日付け) / 
oçisama / 
tentoːsama (古) 
çi 
çi / tentoːsama も
使う 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-188 太陽 tentoːsama tentoːsama / 
taijoː 
çi / taijoː / 
oçisama 
tentoːsama tentoːsama 
H-189 光 (ひかり) çikaɾi çikaɾi çi̥kaɾi çikaɾi çkaɾi 
H-190 蔭 (かげ) 
çi̥kaɡe / kaɡe / 
kaɡeboːɕi kaɡe 
kaɡe / çikaɡe (日
蔭) / kokaɡe (木
蔭) 
kaɡe 
kaɡe / çikaɡe / 
kaɡeboːɕi (影法
師) 
H-191 まぶしい mabɯɕi̥kʲa 
mabɯɕikʲa 
(「まぶしいで
すね」) 
mabɯɕiː mabɯɕiː 
mabɯɕiː 
(mabɯɕikʲaːnoː 
まぶしいなあ) 
H-192 火 (ひ) çi çi çi çi çi 
H-193 水 (みず) miʣɯ mi ͩzɯ / mizɯ 
mizɯ～ miʣɯ / 
海水 ɯɕo (煮炊
きに用いた) 
(ɯɕokɯmi 海水
を汲みに行く人。
桶を頭に載せて) 
miʣɯ mizɯ～mizü 
H-194 山 (やま) jama jama jama jama jama 
H-195 川 (かわ) kawa / koː (古) kawa / koː kaː / kawa / kaːɾa / 
taːda kowa kawa 
H-196 橋 (はし) haɕi haɕi haʨi haɕi haɕi 
H-197 丘 (おか) 
jama / oka/ 
tombɯ oka jama oka oka 
H-198 陸地 (りくち) 
oka (小高い) / 
ɾikɯ oka / ɾikɯtɕi oka / okaɕo oka ɾikɯtɕi / oka 
H-199 土・地面 
ʨiʨi / ʥimeɴ/ 
miʥa (古) ʦɯtɕi 
ʦɯʨi / ʨiʨi, 
ʑimeɴ ʨiʨi 
ʦüʨi / ʨiʨi (死
語) / miʑa (外の
土の上) 
H-200 星 (ほし) hoɕi hoɕi hoɕi hoɕi hoɕi 
H-201 月 (つき) 
hoɕi / ʦɯ̥ki / 
oʦɯkisama ʦɯ̥ki 
ʦɯki / 
oʦɯkisama / 
oʦɯ̥ki̥sama 
ʦɯ̥ki̥ ʦɯki～
oʦükisama 
H-202 雲 (くも) 
kɯmo / 
kɯmome kɯmo kɯmo kɯmo kɯmo 
H-203 霧 (きり) 
kiɾi / kasɯmi / 
moja 
kiɾi kiɾi kiɾi (新) / moja 
(古) 
kiɾi / moja 
H-204 露 (つゆ) ʦɯjɯ ʦɯjɯ ʦɯjɯ / joʦɯjɯ ʦɯjɯ ʦɯjɯ / ʦüjɯ 
H-205 雨 (あめ) ame ame ame ame ame 
H-206 風 (かぜ) kaʣe ka ͩze / kaze kaze kaʣe kaze 
H-207 
竜巻 (たつ
まき) 
taʦɯmaki / 
ʦɯmɯdʑikaʣe 
(小さい) 
taʦɯmaki 
/ʦɯmɯʥika ͩz
e 
taʦɯmaki (-me は
ない) 
taʦɯmaki 
taʦɯmaki～
taʦümaki 
(ʦɯʑikaze「辻
風」) 
H-208 
稲光 (いな
びかり) 
inabikaɾi / 
inaʣɯma (古) inabikaɾi 
inabikaɾi / 
inazɯma inabikaɾi 
inazɯma～
inazüma 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-209 
地震 (じし
ん) 
ʥiɕiɴ  ͩʑiɕiɴ / dʑiɕiɴ ʑiɕiɴ / ʥiɕiɴ ʥiɕin dʑiɕiɴ 
H-210 虹 (にじ) 
niʥi～niʑi / 
niʥime nɯʲi ͩʑi / niʑi niʑi / niʥi niʥi niʑi 
H-211 明かり akaɾi akaɾi akaɾi akaɾi akaɾi 
H-212 
雷 (かみな
り) 
kaminaɾi / 
kaminaɾisama kaminaɾi 
kaminaɾisama / 
ɡoɾoɡoɾosama (幼
児語) 
ɡoɾoɡoɾosama kaminaɾi / 
kaminaɾisama 
H-213 潮 (しお) ɕo ɕo / ɯɕio ɯɕo (ɯɕomizɯ 
塩水) / ɕo ɕo ɕio / ɕo 
H-214 煙 (けむり)  
kemɯɾi / kebɯ / 
kemɯ ibɯɾi/ kemɯɾi
jɯbɯɾi (jɯbɯsɯ
［動詞］) / ibɯɾi 
(古) / kemɯɾi (新)
kemɯɾi 
kemɯɾi / ibɯɾi 
(kemɯɾide 
ibɯɾoka 煙でい
ぶそうか)  
H-215 
浅瀬 (あさ
せ) 
ne asase ʥimoto asakʲa (浅いと言
う) 
asase 
H-216 
遠浅 (とお
あさ) 
toːasa toːasa toːasa toːasa toːasa 
H-217 
洞窟 (どうく
つ) 
doːkɯʦɯ / 
hokoɾa / hoɾa 
toːɾa (小さいも
の、俵も toːɾa) 
/ hoɾa 
hoɾa / doːkɯʦɯ hoɾaˀana 
doːkɯʦɯ / 
hoɾaana / 
toːɾa~doːɾa (木
のうろ) 
H-218 海 (うみ) ɯmi ɯmi ɯmi ɯmi ɯmi/ hama 
H-219 水溜り、池 
tamaɾi (水溜り) / 
ike (池) 
mizɯtamaɾi / 
ike 
ɕodamaɾi (潮だま
り) / ike (池) 
NR 
iki (水たまり、
池) 
H-220 港 (みなと) minato minato / waɴ teːboː (突堤か) / 
minato 
minato minato 
H-221 波 (なみ) nami nami nami nami 
nami / ɯneɾi (大
きな波) (「凪」は 
naɡi) 
H-222 泡 (あわ) 
awa / abɯkɯ 
(古) (aoː 泡を) abɯkɯ / awa 
awa / abɯkɯ (石
鹸) 
ɕowa (波の花の
こと) 
jota (jotaɡa 
hatteɾɯkaɾa 
kʲoːwa 
ɯmiɡaaɾeteɾɯzo
ː 泡が張ってい
るから京は海が
荒れているぞ) / 
ɕabɯki (海の泡) 
/ abɯkɯ (石鹸
の泡) 
H-223 島 (しま) ɕima ɕima ɕima ɕima ɕima 
H-224 浜 (はま) hama hama hama / sɯnahama NR hama 
H-225 珊瑚礁 saŋɡoɕoː saŋɡoɕoː NR NR saŋɡoɕoː (島に
はない)  
109
国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」 
『八丈方言調査報告書』2013 年 10 月 国立国語研究所 
109 
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H-226 砂 (すな) sɯna 
sɯna/  ʑͩaɾi 
(ɕaːɾe つちぼ
こり) 
sɯna sɯna süna 
H-227 石 (いし) iɕi / iɕikoɾo iɕi iɕi̥ iɕi iɕi 
H-228 溝 (みぞ) 
miʣo (小さい) / 
hoɾa (大きい) / 
miʥo (古) 
miʣo / miʑo çida / miʑo / 
miʣo miʥo 
mizoma (排水
用) 
H-229 田 (た) tabaɾa tabaɾa 
tabaɾa (少ない) / 
tabaɾaː (古) / 
tambo (新) 
tabaɾa tabaɾa 
H-230 畦道 (あぜ) aʣe a ͩze / azemitɕi 
/ aʑemitɕi 
aze/ azemiʨi / 
aʣemiʨi hata NR 
H-231 畑 (はたけ) 
jama / ɕo / 
jamaɕo (奥の方) ɕo / jama 
 -ɕo (地名に付け
て言う) / hatake / 
jama 
jama 
jama/ jamaɕo 
(遠くの畑) 
H-232 野 (の) noppaɾa / no no / noppaɾa jabɯ NR NR 
H-233 道 (みち) miʨi miʨi miʨi miʨi miʨi 
H-234 崖 (がけ) mama ɡake ɡake / dote/ mama 
(切り立ったところ)
ɡake/ hoɾabata mama / 
takamama 
H-235 坂 (さか) saka saka  saka saka saka 
H-236 
頂上 (ちょう
じょう) 
teppeɴ / 
tonʦɯbe (低い
山)  
tonʦɯbe / 
teppeɴ 
tombɯ / 
tonʦɯbɯɾi (古) / 
ʨoːʣoː (新) 
teppen 
teppeɴ / 
tonʦübɯɾa (低
いところの～) 
H-237 東 (ひがし) 
çiɡaɕi / 
çiɡaɕikaze (東
風) / naɾai (東北
風) 
çiɡaɕi / naɾai 
çiɡaɕi / çiɡaɕikade
～çiɡaɕikaʣe (東
風) / naɾaikade 
(東風) 
çiɡaɕi / naɾai (北
東の風。良い
風) 
naɾai (北東の
風) 
H-238 北 (きた) 
kita / saɡa (北
風) / naɾeː (北
東) / naɾeːkaze 
(北東風) 
kita / naɾai (北
東の風) 
kita / naɾeː (北風) kita / koamɯɾa 
(北風) 
NR 
H-239 西 (にし) 
niɕi (niɕipoɴ 冬
の季節風) 
niɕi / niɕikaze 
niɕi / niɕikade～
niɕikaze (西風) 
(「風」単独では 
[kaðe]。 但し [ð] 
ほどの摩擦はな
い) 
niɕi (方角) / niɕi 
(風。良い風) 
NR 
H-240 南 (みなみ) 
minami / 
minami kaze (南
風) / naɡaɕi (南
西) / naɡaɕikaze 
(南西風) 
minami / 
minamikaze 
minami / 
minamikade～
minamikaze (南
風) / hae (南風、
古) 
minami (方角) / 
minami (風) 
naɡaɕi (南風) 
H-241 右 (みぎ) miɡi miɡi miɡi miɡi miɡi 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-242 左 (ひだり) çidaɾi çidaɾi hidaɾi (ç ではなく) 
/ çidaɾi çidaɾi çidaɾi 
H-243 前 (まえ) 
mae (maeɡeː 
deɾo 前に出ろ) 
/ meː / sakkata 
(古) /  
meː mai / meː mae mae 
H-244 後ろ (うしろ) ɯɕiɾo / oɕiɾo ɯɕiɾo 
oɕiɾo / oɕiɾo (okki 
海側、jabɯɾo 山
側) 
oɕiɾo / ɯɕiɾo ɯɕiɾo / oɕiɾo 
(古)  
H-245 跡 (あと) ato / aɕiato ato ato ato ato 
H-246 横 (よこ) joko joko jokoppaɾa / joko joko joko 
H-247 上 (うえ) ɯe ɯe ʋe (歯唇接近音) / ɯwe~ɯe 
wed̥da / wenda / 
ɯe ɯe / weː 
H-248 下 (した) ɕita ɕi̥ta ɕ̩ta ɕta～ɕita ɕita 
H-249 中 (なか) 
naka (hakon 
naka 箱の中) 
naka naka naka naka 
H-250 底 (そこ) soko soko ɕiɡi (ː) / ɕimbɯ soko / dodʣoko 
(崖の) 
ɕibbɯ 
H-251 内 (うち) ɯʨi / naka ɯtɕi ɯtɕi naka ɯʨi 
H-252 外 (そと) soto soto nʲaː / soto soto (「庭」は 
nʲaː) soto 
H-253 奥 (おく) okɯ sɯmma okɯ~okɯʑi (「庭」
nʲaː) okɯ okɯ 
H-254 角 (かど) kado kado sɯmi / kado kado ʦɯnokko / kado 
(新) 
H-255 傍 (そば) soba soba 
soba / sobeː (そば
に) / sobajoː (そば
を) 
soba / sobjaː (〜
に) 
soba 
H-256 今日 (きょう) keː kei kiː kiː / kʲoː kiː 
H-257 
昨日 (さくじ
つ) 
kineː kinei kiniː kiniː / kinʲoː kiniː / kinʲoː (借
用形?) 
H-258 
一昨日(いっ
さくじつ) 
ototoi / ɯʦɯʦeː ototoi ɯtɕi̥tɕiː / ototoi ɯtɕtɕi～ɯtɕitɕiː 
/ ototoi 
otoʦɯi / ɯʨiʨiː
H-259 
明日(みょう
にち) 
asɯ / aɕita asɯ asɯ aɕt̩a～aɕita / 
asɯ asɯ 
H-260 
明後日みょう
ごにち) 
asatte / 
sannasatte (古) 
asatte asatte asatte asatte 
H-261 
明明後日(み
ょうみょうご
にち) 
ɕiasatte / 
sannasatte 
ɕiasatte ɕiɡasatte / ɕiasatte 
/ sannasatte 
sannasatte 
(ɕijasatte 明明
明後日、
janasatte 明明
明明後日) 
sannasatte 
H-262 今年 (ことし) kotoɕi kotoɕi kondo / kotoɕi kotoɕi kotoɕi 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-263 
昨年(さくね
ん) 
kʲoneɴ kʲoneɴ kʲoneɴ kʲoneɴ kʲoneɴ 
H-264 
一昨年(いっ
さくねん) 
ototoɕi ototoɕi ototoɕi ototoɕi ototoɕi 
H-265 
来年(らいね
ん) 
ɾaineɴ / deːneɴ 
ɾaineɴ / deːneɴ 
(知っているが
使わない) 
deːneɴ ɾʲaːneɴ / dʑaːneɴ 
ɾʲaːneɴ / ʥaːneɴ 
(古) / ɾaineɴ 
(新) 
H-266 
再来年(さら
いねん) 
saɾaineɴ / 
saɾeːneɴ / 
sadeːneɴ  
saɾaineɴ sadeːneɴ saɾʲaːneɴ / 
saɾaineɴ saɾʲaːneɴ 
H-267 今 (いま) maɴ / ima maɴ mani / maɴ maɴ 
maɴ / mani 
(manʲa isoɡaɕiː 
今は忙しい) 
H-268 昔 (むかし) mɯkaɕi mɯkaɕi mɯkaɕi mɯkaɕ / ɕoteːni mɯkaɕi / mʲaːni 
(以前に) 
H-269 夏 (なつ) naʦɯ naʦɯ naʦɯ naʦɯ naʦɯ 
H-270 冬 (ふゆ) ɸɯjɯ ɸɯjɯ ɸɯjɯ ɸɯjɯ ɸɯjɯ 
H-271 朝 (あさ) 
asa/ tommete 
(古) 
tommetei tommete 
asa / tommete (8
時頃まで) 
tommete (早朝。
強調して言うと 
toːmmete) / asa 
H-272 昼 (ひる) çiɾɯ çoɯɾadoki çiɾɯ~hiɾɯ çiɾɯ çiɾɯ 
H-273 
夕方 (ゆうが
た) 
jɯːɡata/ 
kɯɾeɡata (古) kɯɾeːɡata 
jɯːɡata / kɯɾeː 
(古) / kɯɾejeː 
jɯːɡata / kɯɾeja 
(日が落ちる頃) 
/ kɯɾeɡata / 
jombe (夕べ) 
jɯːɡata / kɯɾeja
H-274 夜 (よる) 
joɾɯ/ jombe (昨
日の夜、古) 
joɾɯ joɾɯ (「昨夜」は
jobbe / jombe 
jobbe jobbe 
H-275 夜中 jonaka jonaka jonaka 
jonaka / 
joɾɯjonaka jonaka 
H-276 暇 (ひま) çima çima 
çima (「合間」は
joma) 
çima / joma (合
間) / jomas̩ki  
çima (「合間」は
joma) 
H-277 時 (とき) toki toki / dʑibɯɴ toki toki ʥikaɴ / toki 
H-278 年 (とし) toɕi toɕi toɕi toɕi toɕi (年齢も) 
H-279 暦 (こよみ) 
kojomi / 
kojɯme (古) 
kojomi (コユミ
は使わない) 
koimi (３音節) / 
kojomi 
kojomi / koimi 
(3 音節) 
kojomi 
H-280 物 (もの) mono mono mono mono mono 
H-281 色 (いろ) iɾo iɾo iɾo iɾo iɾo 
H-282 音 (おと) oto oto oto oto oto 
H-283 夢 (ゆめ) jɯme jɯme jɯme / jɯmiː (夢
を) 
jɯme jɯme 
H-284 
着物 (きも
の) 
kimono, hebeɾa 
(古) 
hebiɾa hebiɾa hebeɾa / madaɾa 
(よそ行き) 
madaɾa / kimono 
/ hebeɾa 
H-285 襟 (えり) eɾi eɾi jeɾi / eɾi eɾi eɾi /jeɾi (古) 
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H-286 袖 (そで) sode sode sode sode sode 
H-287 裾 (すそ) sɯso sɯso sɯso sɯso sɯso 
H-288 帯 (おび) obi obi obi obi obi 
H-289 紐 (ひも) çimo/ çibo (古) çimo çibo 
çimo / çibo / 
nawa 
çimo /çibo (古) 
H-290 足袋 (たび) tabi tabi tabi tabi tabi 
H-291 袴 (はかま) hakama hakama hakama hakama hakama 
H-292 下駄 (げた) 
ɡeta/ bokkɯɾi 
(古) 
ɡeta / 
pɯkkɯɾi (何
か履物) 
ɡeta (aɕida 高下
駄) 
ɡeta (hoːba / 
aɕida 高下駄) / 
bokkɯɾi 
ɡeta / aɕida (高
下駄) 
H-293 草履 (ぞうり) 
ʣoːɾi / aɕinaka 
(走るの使うぞう
り、短い) 
zoɯɾi / 
aɕinaka (つま
先だけの履
物) 
dʑoːɾi / aɕinaka 
走るのに使う、前
半分しかないぞう
り) 
dʑoːɾi / ʣoːɾi 
(古) / aɕinaka 
(走るのに使う，
前半分しかない
ぞうり) 
ʣoːɾi 
H-294 緒 (お) hanao oba 
hanawo (下駄の) / 
hanao 
o / hanao hanao 
H-295 布 (ぬの) kiɾe kiɾe kiɾe kiɾe / nɯno / 
boɾo ( ボロ布) kiɾe 
H-296 表 (おもて) 
omote (「玄関」
は toboː) 
omote (「玄関」
は toboɯ) 
omote / omotɕiː 
(〜に) / sakkata 
omote (「前」は
sakkata) 
omote 
H-297 裏 (うら) ɯɾa ɯɾa ɯɾa / oɕiɾo ɯɾa  -- 
H-298 
綾,模様 (あ
や) 
ɡaɾa 
mojoɯ / mojoː 
(oɯ と oː の
区別がある人
とない人がい
る) 
mojoː ɡeɾa aja 
H-299 
手ぬぐい、タ
オル 
teneɡeː / 
teneɡɯi (新) 
teneɡeː / 
teneɡei teniɡiː 
teneɡiː / teneɡɯi 
/ tenɯɡɯi 
tenɯɡɯi / 
(古)teneɡiː 
H-300 蓑 (みの) mino 
mino ( (A) 見
たことある， 
(B)使わない) 
mino NR NR / (kappa) 
H-301 湯 (ゆ) ojɯ ojɯ jɯ jɯ / sajɯ 
jɯ / ojɯ (jɯː 
wakase 湯を沸
かせ) 
H-302 茶 (ちゃ) otɕa otɕa tɕa tɕa 
ʨa / oʨa (ʨaː 
nomoɡoɴ 茶を
飲みましょう) 
H-303 飯 (めし) 
ɡohaɴ / meɕi 
(古) (ɕameɕi 白
ごはん) 
meɕi meɕi meɕi / ɕameɕi  meɕi / ɕiɾomeɕi 
(白米) 
H-304 粥 (かゆ) 
okajɯ (okeːo 
tamooɾe おかゆ
を下さい) 
okajɯ okeː kʲa / okajɯ okajɯ 
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H-305 餅 (もち) motɕi motɕiː  motɕiː motɕiː  moʨiː 
H-306 
雑炊 (ぞうす
い) 
oʑija / ʣoːsɯi zoɯsɯi / 
odʑija ʣoːɕiː / odʑija dʑoːɕiː / ʣoːɕiː 
ʣoːɕiː / ʣoːsei 
(新?) (oʥija 残
ったご飯をみそ
汁などと混ぜて
煮直したもの) 
H-307 味噌 (みそ) miso miso miso / misɯ miso 
miso / 
tekkammiso (自
家製の味噌) 
H-308 汁 (しる) ɕiɾɯ ɕiɾɯ ʦɯjɯ / ɕiɾɯ ɕiɾɯ / ʦɯjɯ 
(「オカズ」は ɕaː) ʦɯjɯ 
H-309 塩 (しお) ɕio ɕio ɕo ɕio / ɕo ɕio / ɕo (古) 
H-310 塩辛い 
ɕoppai (ɕoppakʲa 
しょっぱいよ) 
ɕoppai ɕokkaɾake / 
kaɾakʲaː/ ɕoppai 
ɕokkaɾai / 
ɕoppakʲa (「魚
醤」は ɕɯːde)  
ɕokkaɾʲaː / 
ɕokkaɾai (新) 
H-311 砂糖 (さとう) 
satoː (satoːː keɾo 
砂糖をくれ) 
satoː  satoː satoː  satoː 
H-312 甘い ameː / amakʲa amakʲa amakʲa amai amakʲaː 
H-313 
砂糖黍 (さと
うきび) 
toːɡimi kanɕa 
kaɴɕa ( kibiɡaɴɕa 
サトウキビの種
類、toːkibiɡaɴɕa 
とうもろこし) 
kaɴɕa kanɕa 
H-314 粕 (かす) kasɯ kasɯ kasɯ ɕɯːtɕɯːdobɯ 
(酒作りの) 
kasɯ 
H-315 酒 (さけ) sake sake sake sake sake (焼酎) 
H-316 麹 (こうじ) koːʑi koːdʑi koːdʑi～koːʑi koːdʑi koːʥi 
H-317 粒 (つぶ) ʦɯbɯ ʦɯbɯ ʦɯbɯ ʦɯbɯ iʦɯbɯ 
H-318 糠 (ぬか) nɯka nɯka nɯka nɯka nɯka 
H-319 粉 (こ・こな) kona kona kona ko / kona kona 
H-320 にんにく ninnikɯ ninnikɯ ninnikɯ ninnikɯ ninnikɯ  
H-321 芽 (め) me me me me me 
H-322 クワズイモ NR NR  -- 
kɯwaʣɯimo (5
音節) 
NR 
H-323 肉 (にく) nikɯ nikɯ nikɯ nikɯ nikɯ 
H-324 
果物 (くだも
の) 
kɯdamono (「み
かん」は 
koːʑi 、小さい，
酸っぱくて種が
大きい) 
kɯdamono kɯdamono kɯdamono (「み
かん」は koːʑi) kɯdamono 
H-325 油 (あぶら) abɯɾa abɯɾa abɯɾa abɯɾa abɯɾa 
H-326 天ぷら tempɯɾa tempɯɾa tempɯɾa tempɯɾa tempɯɾa (かき
揚げ含む) 
H-327 灰 (はい) hai / heː (古) heː heː çaː çaː (古) / hai 
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(新) 
H-328 
匂い (にお
い) 
nioi ( kamaɾɯ 
動詞「匂いがす
る」) 
nioi 
nijoi (いい匂いも) 
( kamaɾowanaː 臭
いなあ) / nioi 
nijoi / nioi / 
kamaɾɯ (動詞
「臭い」) 
nioi (kamaɾɯ 
動詞「匂いがす
る」 ) 
H-329 味 (あじ) aʑi adʑi adʑi～aʑi adʑi～aʑi aʥi 
H-330 
料理 (りょう
り) 
ɾʲoːɾi 
ɾʲoːɾi / 「魚をさ
ばく」は
dʑoːɾɯ 
( boɯdʑo so 
waː 料理をし
ようか) 
ɾʲoːɾi ɾʲoːɾi 
ɡoʨi̥soː (来客向
け) / ɾʲoːɾi / 「料
理する」は 
ʥoːɾɯ (joː 
ʥoːɾowa 魚を
料理する / 
ʥoːɾoʥa ) 
H-331 ご飯 meɕi meɕi meɕi meɕi 
meɕi (meɕo 
kamoaka ご飯
を食べようか) 
H-332 
食事 (しょく
じ) 
meɕi meɕi çokɯʑi meɕi meɕi 
H-333 
朝食 (あさ
めし) 
asameɕi asameɕi asameɕi / asake̝ asake (古) / 
asameɕi 
asaɡe (古) / 
asameɕi (新) 
H-334 
昼食 (ひる
めし) 
çoːɾa hiɾɯmeɕi / 
çoɯɾa çoːɾa çoːɾa 
çiɾɯɡe (古) / 
çiɾɯmeɕi (新) 
H-335 
夕食 (ゆうめ
し) 
jɯːmeɕi joɯmeɕi joːke / joːmeɕi joːke / joːmeɕi 
joːke (古) / 
joːmeɕi (古) / 
jɯːmeɕi (新) 
H-336 膳 (ぜん) oʣen ozeɴ 
ʣeɴ / tabodai～
tabɯdai (ちゃぶ
台) 
ʣeɴ oboɴ 
H-337 食べる kamɯ 
kamɯ 
(kamowa 食
べるよ) 
kamɯ kamɯ kamowa (あまり
使わない) 
H-338 食べ物 kamimono kamomoɴ kamomoɴ kamomono kamomoɴ 
H-339 家 (いえ) 
ie / waɡae (我が
家) / omaenoe 
(お前の家)，
ɯŋɡa は目下
へ) 
e jeː / ɯtɕi 
e / waɡae (我が
家) / 
ɯŋɡaie~ɯnaɡai 
(おまえの家) 
je 
H-340 
母屋 (おも
や) 
omoja / 
boːkeɯtɕi (大き
い家) / boːe (分
家) 
boɯe 
omoja (希) (「はな
れ」は dʑiɡɯɾa 
(希)) 
boːkeɯtɕi (「は
なれ」は ɡeja / 
enoko) 
omoja / boːje 
(古) 
H-341 
台所 (だい
どころ) 
kokkɯba / 
okatte 
kokkɯba kokkɯba / 
kokɯba kokkɯba 
daidokoɾo / 
kokkɯba / 
otema 
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H-342 
天井 (てん
じょう) 
tendʑoː tendʑoː / ama tendʑoː (「天井
裏」は ama ) 
tendʑoː (「天井
裏」は ama) 
tenʥoː / ama 
(古) 
H-343 床 (ゆか) 
jɯka (miʑa「地
面」) 
jɯka jɯka 
jɯka (床) / 
midʑa～miʑa 
(床・地面) 
jɯka 
H-344 棚 (たな) tana tana tana tana tana 
H-345 竈 (かまど) 
kamado / hetʦɯi 
(ごはんを炊く釜
全体) 
kamado 
kamado (hetʦɯi 
自在鉤) 
kamado / hetʦɯi kamado / hetʦɯi
H-346 いろり iɾoɾi iɾoɾi iɾoɾi / dʑiɾopɯtɕi 
(囲炉裏端) 
kamado / dʑiɾo 
(「囲炉裏淵」は
dʑiɾobɯtɕi，「予
備の薪」の
mɯsɯkɯbi) 
iɾoɾi 
H-347 戸 (と) to to / amado to to to 
H-348 板 (いた) ita ita ita ita ita 
H-349 節 (ふし) ɸɯɕi ɸɯ̥ɕi / ɸɯ̥ɕime ɸɕi～ɸɯɕi ɸɕi～ɸɯɕi ɸɯ̥ɕi 
H-350 穴 (あな) ana ana ana doma / ana ana 
H-351 柱 (はしら) haɕiɾa haɕiɾa haɕiɾa haɕiɾa haɕiɾa 
H-352 釘 (くぎ) kɯɡi kɯɡi kɯɡi kɯɡi kɯɡi 
H-353 瓦 (かわら) kawaɾa kawaɾa kawaɾa / kaːɾa kawaɾa 
kawaɾa (ほとん
どない。普通は
トタン。) 
H-354 
便所 (べん
じょ) 
toiɾe / kandʑoː 
(古) 
bendʑo / 
kandʑoː kandʑoː 
bendʑo / 
kandʑoː (「島ア
ジサイの葉」を 
kandʑoːɕiba と
いう。これをトイ
レットペーパー
として使用した) 
benʥo / kanʥo 
(kanʥo は他地
区の言い方
か？) 
H-355 垣 (かき) kɯne「生け垣」 
iɕiɡaki (石
垣 ) / kɯne 
(生け垣) 
iɕiɡaki / oɾi (古) / 
kaki 
oɾito / iɕiɡaki kakine / oɾi (石
積の垣) 
H-356 庭 (にわ) nʲaː nʲaː nʲaː nʲaː nʲaː 
H-357 井戸 (いど) ido ido ido ido ido 
H-358 墓 (はか) hakaɕo hakaɕo hakaɕo haka / hakaɕo 
haka (精密には
無声化して
[χḁka]。) 
H-359 煤 (すす) sɯsɯ sɯsɯ sɯsɯ sɯ̈sɯ̈～sɯsɯ sɯsɯ[sz̩sɯ] 
H-360 埃 (ほこり) hokoɾi hokoɾi hokoɾi hjaːɾe (砂ぼこり) 
/ hokoɾi hokoɾi 
H-361 縄 (なわ) nawa noː naː noa / nʲaː nawa / nʊ̯a (古) 
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H-362 鎖 (くさり) kɯsaɾi kɯ̥saɾi kɯ̥saɾi kɯ̥saɾi kɯ̥saɾi 
H-363 綱 (つな) ʦɯna ɾoppɯ / ʦɯna naː / ʦɯna ʦɯna ʦɯna 
H-364 袋 (ふくろ) ɸɯkɯɾo ɸɯ̥kɯɾo ɸkɯɾo / ɸɯkɯɾo ɸkɯɾo～ɸɯkɯɾo ɸɯ̥kɯɾo 
H-365 荷 (に) nimoʦɯ ni / nimoʦɯ ni niː～ni ni (nʲoː ʦɯmɯ 
荷を積む) 
H-366 皿 (さら) saɾa saɾa saɾa saɾa / ɡoki saɾa 
H-367 椀 (わん) owaɴ 
owaɴ / ɡoki 
(聞いたことあ
り) 
waɴ waɴ waɴ 
H-368 
茶碗 (ちゃ
わん) 
meɕiʑawaɴ / 
ɡoki (古) tɕawaɴ tɕawaɴ / ɡoki (古)
ɡoki / 
meɕiʑawaɴ meɕiʥawaɴ 
H-369 壷 (つぼ) ʦɯbo ʦɯbo ʦɯbo ʦɯbo ʦɯbo 
H-370 鉢 (はち) hatɕi hatɕi hatɕi hatɕi haʨinamme 
H-371 瓶 (かめ) kame kame kame kame kame 
H-372 
水瓶 (みず
がめ) 
mizɯɡame mizɯɡame miʣɯɡame miʣɯɡame mizɯɡame 
H-373 桶 (おけ) oke oke oke oke oke 
H-374 
水桶 (みず
おけ) 
NR mizɯoke mizɯoke miʣɯoke mizɯoke 
H-375 盥 (たらい) taɾai / taɾeː (古) taɾai / taɾeː taɾeː (木製) ta̟ɾʲa̟ː taɾʲaː / kanadaɾʲaː 
(金盥) 
H-376 ひしゃく   ɕakɯ ɕakɯ çɕakɯ ɕamodʑi 
H-377 柄 (え) e / çiɕakɯnoe e / totte je / e e boː 
H-378 釜 (かま) haɡama 
okama / 
haɡama (聞い
たことがある) 
haŋɡama (ごはん
釜) / meɕiɡama / 
kama 
kama / haŋɡama 
(ご飯用) 
meɕiɡama / 
haɡama 
H-379 しゃもじ 
heɾa (ɕamoʑi お
玉) 
ɕamodʑi heɾa / ɕamoʑi heɾa / ɕaʑi ɕamoʒi 
H-380 
急須・鉄瓶 
(きゅうす) 
kʲɯːsɯ / kibiɕo 
(古) 
kʲɯːsɯ / 
teʦɯbiɴ 
kʲɯːsɯ / teʦɯbiɴ 
/ kibiɕo～kibiɕoː 
(南洋帰りの方が
使用、古) 
kʲɯːsɯ / dobiɴ / 
kibiɕo 
kibiɕo (古) / 
kʲɯːsɯ (新) 
H-381 箸 (はし) haɕi haɕi haɕi haɕ～haɕi haɕiɾa 
H-382 
包丁 (ほうち
ょう) 
hoːtɕoː hoɯtɕoː deba / hoːtɕoː hoːtɕoː hoːʨoː 
H-383 刀 (かたな) katana katana katana katana katana 
H-384 
小刀 (こが
たな) 
kiɾidaɕinaiɸɯ koɡatana koɡatana koɡatana / 
naiɸɯ koɡatana 
H-385 まな板 
maneːta / kiɾibaɴ 
(古) 
manaita / 
kiɾibaɴ maneːta / kiɾibaɴ kiɾibaɴ 
manaita / kiɾibaɴ 
(古) 
H-386 臼 (うす) ɯsɯ ɯsɯ ɯsɯ (搗き臼) / 
iɕiɯsɯ (挽き臼) 
ɯsɯ (搗き臼) / 
sɯɾɯsɯ (挽き ɯsɯ 
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臼、腰の重い
女) 
H-387 杵 (きね) kine kine 
kine (横杵) / 
teɡine (竪杵) 
kine (「ゴマすり 
(道具)」は
deŋŋine 
kine 
H-388 斧 (おの) ono 
ono (薪割り用) 
/ nata (枝落と
し用) / joki (大
工道具) 
ono (伐採用) / 
joki (薪割り用) 
masakaɾi / 
makiwaɾi / ono / 
joki (古) 
ono / nata (山
刀) 
H-389 鋸 (のこ) nokoɡiɾi noko / 
nokoɡiɾi nokoɡiɾi nokoɡiɾi 
noko (nokoɡiɾiと
も) 
H-390 鑿 (のみ) nomi nomi nomi nomi nomi 
H-391 錐 (きり) kiɾi kiɾi kiɾi kiɾi kiɾi 
H-392 箱 (はこ) hako hako hako hako hako 
H-393 筆 (ふで) ɸɯde ɸɯde ɸɯde / ɸɯdʑiː 
(〜を) 
ɸɯde / ɸɯdiː 
(〜を) 
ɸɯde 
H-394 紙 (かみ) kami kami 
kami / kamʲo (〜
を) 
kami kami 
H-395 鋏 (はさみ) hasami hasami hasami hasami hasami 
H-396 印 (しるし) 
syɾɯɕi (y は丸
めのある i) 
ɕiɾɯɕi / 
meboɕi ɕiɾɯɕi 
ɕoɕi (ɕoɕi mo 
tanemo nʲaː何も
かもめちゃくち
ゃになってなく
なる) 
ɕiɾɯɕi 
H-397 漆 (うるし) ɯɾɯɕi ɯɾɯɕi ɯɾɯɕi (希) ɯɾɯɕi ɯɾɯɕi 
H-398 鏡 (かがみ) kaɡami kaɡami kaɡami kaɡami kaɡami 
H-399 櫛 (くし) kɯ̥ɕi kɯ̥ɕi kɯɕi kɯɕ kɯɕi / toːɡɯɕi 
(半月型の櫛) 
H-400 
布団 (ふと
ん) 
ɸɯ̥ton ɸɯ̥toɴ 
ɸtoɴ～ɸɯtoɴ / 
jaɡɯː (腕を通すも
の) 
ɸɯ̥toɴ ɸɯ̥toɴ 
H-401 枕 (まくら) makɯɾa makɯɾa makɯɾa makɯɾa makɯɾa 
H-402 箒 (ほうき) hoːki hoɯki / hoːki hoːki / hoːkʲo (〜
を) 
hoːki hoɯki / hoːki 
H-403 竿 (さお) 
sao/ 
monohoɕizao 
(物干し竿) / 
saodake 
sao sawo / sao sao sao 
H-404 杖 (つえ) ʦɯemboː 
ʦɯe / 
ʦɯemboɯ / 
ʦɯkkimboɯ 
ʦɯe / ʦɯkɯmboː 
(物を突くための
棒) / ʦɯemboː 
(古)) 
tɯ̈se ʦɯe / ʦɯemboː
H-405 笠・傘 (かさ) 
kasa / koːmoɾi 
(古) 
kasa kasa kasa kasa 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-406 針 (はり) haɾi / nɯibaɾi haɾi haɾi haɾi haɾi 
H-407 糸 (いと) ito ito / nʲɯːtoɯ ito ito / tennʲoː (たこ
糸) 
ito  
H-408 
煙管 (きせ
る) 
kiseɾɯ kiseɾɯ kiɕeɾɯ~kiseɾɯ ki̥seɾɯ kiseɾɯ 
H-409 
金 (かね) 
(金属・お金) 
ʣene/ dʑene 
(古) / ʥanʲe 
kane / ʥene / 
ʥeni kanamono / kane 
kane / dʑene / 
dʑeni (お金) 
okane / kane / 
ʣeni / ʥene 
H-410 
三味線 (し
ゃみせん) 
ɕamisen ɕamiseɴ ɕamiseɴ ɕamiseɴ NR (ɕamiseɴ) 
H-411 船 (ふね) ɸɯne ɸɯne ɸɯne ɸɯne ɸɯne 
H-412 帆 (ほ) ho ho ho ho ho 
H-413 
櫂 (舟のカ
イ) 
kai 
kai / ɾo (ɾo と
kai は別物) 
kai ɾo / kai kai 
H-414 
網 (あみ) 
(魚を獲るあ
み) 
ami ami joːami / ami ami ami 
H-415 槍 (やり) jaɾi / ʦɯkimboː jaɾi ʦɯkimboː / moɾi / 
jaɾi moɾi / jas / jaɾi jaɾi 
H-416 鍬 (くわ) 
kɯwa / 
miʦɯɡɯwa (3
つに分かれてる
鍬) / hiɾaɡɯwa 
(平らな鍬) / teɡa 
teɡa teɡa (種類に 
miʦɯɡa, hiɾaɡa) 
teɡa (種類に 
miʦɯ̈ɡa / 
çiɾaɡwa) 
kɯwa / kʲaːteɡḁ 
(草取り道具) 
(「蚕」は
konasama) 
H-417 
鋤 (牛にひ
かすすき) 
sɯki sɯ̥ki s̩ki～sɯki s̩ki / pɯɾao NR 
H-418 脱穀用ゴザ ɡoza～ɡoʣa ɡoza / mɯɕiɾo mɯɕiɾo mɯɕo～mɯɕiɾo ɡoʣa 
H-419 鎌 (かま) maɡama maɡama maɡama kama / maɡama kama / hiɾateɡa 
(草刈り道具) 
H-420 鋤 (すき) sɯki sɯ̥ki  --  -- NR 
H-421 箆 (へら) heɾa heɾa heɾa heɾa NR 
H-422 笊 (ざる) ʣaɾɯ / ʥaɾɯ 
zaɾɯ～ʣaɾɯ / 
imemiɡo (竹で
編んだ壺が他
の細い笊) 
ʣaɾɯ / mi (脱穀
用) 
ʣaɾɯ ʣaɾɯ 
H-423 篭 (かご) kaɡo kaɡo / ʣaɾɯ  
kaɡo / imemiɡo 
(里芋洗いに使
用) 
kaɡo / imemiɡo, 
jɯmemʼɡo (里
芋洗いに使うか
ご) 
imeŋɡo (小さい
背負う篭) 
H-424 篩 (ふるい) ɸɯɾɯi / mi ɸɯɾɯi / mi ɸɯɾiː～ɸɯɾɯi ɸɯɾiː / ɸɯɾɯi NR 
H-425 俵 (たわら) 
tawaɾa / toːɾa 
(古) 
toːɾa    tawaɾa / taːɾa / 
sɯmidaːɾa (炭俵)
tawaɾa / 
sɯmidoaɾa / 
ʣɯkkɯ 
tʊ̯aɾa (古) 
H-426 筵 (むしろ) ɡoza～ɡoʣa mɯɕiɾo / 
moɕo  (古) / mɯɕiɾo 
mɯɕo / mɯɕiɾo 
/ ɡoza mɯɕiɾo / komo 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
ɡoza 
H-427 薪 (たきぎ) maki / ɡomi 
maki (大きい
木) / ɡomi (ち
ょっと大きめの
木、 細い木と
いう人もいる) / 
mɯsɯkɯbi 
(着火材に使う
細かい木) 
ɡomi / takiɡi / 
ʣansaɾa (古) 
ɡomi / 
mɯs̩kɯbi 
maki / ɡomi / 
mɯsɯ̥kɯbi 
H-428 人 (ひと) çito çi̥to çto～çito çto çito 
H-429 親 (おや) oja oja oja oja / ojasama oja 
H-430 子 (こ) 
ko (ɯkɯno ko 
あそこの家の子) 
/ kodomo 
ko / kodomo / 
appame (赤ん
坊) 
ko / jakkome (古) ko / kodomo kodomo 
H-431 長男 
tɕoːnaɴ / 
ʨoɯnamme 
tɕoːnaɴ / taɾoː 
(使わないが知
っている) / 
boːja 
tɕoːnaɴ tɕoːnaɴ tɕoːnaɴ 
H-432 二男 
dʑinaɴ / 
ʥinamme 
dʑoɯme / 
ʥinaɴ  dʑinaɴ dʑinaɴ dʑinaɴ 
H-433 三男 
sannaɴ / 
sannamme 
saboɯ sannaɴ sannnaɴ sannaɴ 
H-434 四男 jonnaɴ jonnaɴ / ɕoɯ jonnaɴ jonaɴ jonnaɴ 
H-435 五男 ɡonaɴ ɡonaɴ / ɡoɾoɯ ɡonaɴ ɡonaɴ ɡonaɴ 
H-436 六男 ɾokɯnaɴ ɾokɯnaɴ / ɾokɯɾoɯ  ɾokɯnaɴ ɾokɯnaɴ ɾokɯnaɴ 
H-437 七男 ɕitɕinaɴ ɕitɕinaɴ ɕitɕinaɴ ɕitɕinaɴ ɕitɕinaɴ 
H-438 八男 hatɕinaɴ hatɕinaɴ hatɕinaɴ hatɕinaɴ hatɕinaɴ 
H-439 九男 kʲɯːnaɴ kʲɯːnaɴ kʲɯːnaɴ kʲɯːnaɴ kʲɯːnaɴ 
H-440 十男 dʑɯːnaɴ dʑɯːnaɴ dʑɯːnaɴ dʑɯːnaɴ dʑɯːnaɴ 
H-441 長女 
tɕoːʑo / 
ʨoːʥome 
tɕoːdʑo / nʲoko 
/ nʲokome  
tɕodʑo～tɕoːʑo/ 
nʲokome (古) tɕoːʑo tɕoː
dʑo 
H-442 二女 dʑiʑo / ʥiʥome 
dʑidʑo / naka 
(聞いたことが
ある) / teɡome 
(?)  
dʑidʑo / niʑo dʑiʑo dʑiːdʑo 
H-443 三女 
sandʑo / 
sanʥome sandʑo sandʑo sandʑo san
dʑo 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-444 四女 
jondʑo / 
jonʥome 
jondʑo / kɯsɯ 
(聞いたことが
ある) 
jondʑo jondʑo jondʑo 
H-445 五女 ɡoʑo ɡodʑo ɡodʑo～ɡoʑo ɡoʑo ɡodʑo 
H-446 六女 ɾokɯʑo ɾokɯdʑo ɾokɯdʑo～ɾokɯʑo ɾokɯʑo ɾokɯdʑo 
H-447 末っ子 
sɯekko/ çippaɕi 
(古) / ɕi̥ppaɕi 
sɯekko / 
ɕippaɕi / 
ɕippaɕime (me
が付くと上品
でない感じが
する。) 
sɯekko / 
çippaɕime ɕi̥ppaɕi 
çi̥ppaɕi / 
çi̥ppaɕime (me
は愛情をこめた
謙遜のニュアン
ス。) 
H-448 
親子 (おや
こ) 
ojako ojako (親戚も) ojako (親戚も) ojako  ojako 
H-449 孫 (まご) maɡo / maɡome maɡo maɡo maɡo maɡo 
H-450 
父，おとうさ
ん 
otoːsaɴ / toːtɕaɴ 
(古) / ojaʥi 
otto / totoɯ  
(古) / ojaʑi / 
toːʨaɴ / teteoja
otoːtɕaɴ / toːtɕaɴ / 
tottɕaɴ (古) 
otoːtɕaɴ / tete 
(古) / ojaʑi 
otoːtɕaɴ / 
ototɕaɴ 
H-451 
母，おかあさ
ん 
okaːsaɴ / kaːtɕaɴ 
(古) / oɸɯkɯɾo 
okka / kaːʨaɴ / 
hoː (古) 
okaːtɕaɴ / kaːtɕaɴ 
/ okka (古) 
okaːtɕaɴ / hwa 
(古) / oɸɯkɯɾo 
okaːtɕaɴ / 
okatɕaɴ 
H-452 
兄，おにいさ
ん 
oniːsaɴ/ antɕaɴ 
(古) 
ani / antɕaɴ 
(「年上，目上
の人」は asei) 
antɕaɴ / aɕiː (古) / 
niːtɕaɴ antɕaɴ / aniki 
oniːtɕaɴ / anʨaɴ 
(asei は聞いたこ
とあり) 
H-453 
姉，おねえさ
ん 
oneːsaɴ/ neːtɕaɴ 
(古) 
neːtɕaɴ / neija 
/ neiʨaɴ (「年
上の女性」は 
inne) 
neːtɕaɴ  
neːtɕaɴ (呼ぶと
きは〇〇 (名
前)niːtɕaɴ) 
oneːtɕaɴ / ando 
H-454 弟 (おとうと) 
otoːto / ɕitano 
kʲoːdeː otoɯto o̝toːto otoːto otoɯto 
H-455 妹 (いもうと) 
imoːto / ɕitano 
kʲoːdeː imoɯto imoːto imoːto imoɯto 
H-456 
兄弟 (きょう
だい 
kʲoːdai / kʲoːdeː kʲoɯdeː kʲoːdeː kʲoːdai kʲoːdai / kʲoːʥaː
H-457 祖父(そふ) 
oʑiːsaɴ～ 
oʥiːʨaɴ / 
ʥiːʨaɴ 
ʥiːʨaɴ / 
ʥiːsaɴ / 
oɯsama (古) 
dʑiːtɕaɴ 
dʑiːtɕaɴ / 
odʑiːtɕaɴ / 
oːsama (古) 
odʑiːtɕaɴ / 
oːsama (古) / 
oːʨama 
H-458 祖母(そぼ) 
obaːsaɴ / 
obaːʨan / 
baːʨaɴ/ babba 
(坂上の呼び方) 
baːʨaɴ / 
bamma (古) / 
omoːsama (古)
baːtɕaɴ / bamba / 
ɯmma (古) 
baːtɕaɴ / 
obaːtɕaɴ / bab̥ba 
(古) 
obaːtɕaɴ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-459 夫 (おっと) danna / teːɕɯ 
otto / ojaʑi / 
waɡajenoçito / 
waɡeːnoçito 
danna / otto/ toː / 
waɡainoçito 
danʦɯ̈kɯ̈ (宿ろ
く) / danna (呼ぶ
時は名前で呼
ぶ) 
waɡi (ː)noçito 
H-460 妻 (つま) 
jome / waɡeːno 
çito 
jome / 
waɡajenojaʦɯ 
/ waɡeːnojaʦɯ
jome / 
waɡainoonnaɡo 
kanʲaː / jome (呼
ぶ時は名前で
呼ぶ) 
omi / 呼ぶ時は
名前で呼ぶ 
H-461 
夫婦 (ふう
ふ) 
ɸɯːɸɯ / ʦɯɾeai ɸɯːɸɯ ɸɯːɸɯ ɸɯːɸɯ ɸɯːɸɯ 
H-462 叔父 (おじ) 
oʑitɕaɴ / oʑisaɴ 
/ oʥi odʑi odʑi～oʑi odʑi o
dʑitɕaɴ / odʑi 
H-463 叔母 (おば) 
obatɕaɴ / obasaɴ 
/ oba 
oba oba oba obatɕaɴ / oba 
H-464 甥 (おい) oi / meijoːɕi oi oi oikko / meːjoːɕi 
(姪と合わせて) 
oikko 
H-465 姪 (めい) mei / meijoːɕi mei mei 
meikko / 
meːjoːɕi (甥と合
わせて) 
meikko 
H-466 
従兄弟 (い
とこ) 
itoko itoko itoko itoko itoko 
H-467 婿 (むこ) 
mɯko / 
mɯkodono 
mɯko / 
mɯkodono mɯko mɯko mɯko  
H-468 
家族 (かぞ
く) 
kazokɯ～
kaʣokɯ 
kazokɯ / ɕoteː 
(ɕoteːは「以前
に」の意味も) 
nakama / kazokɯ kazokɯ / kanʲaː kaʣokɯ 
H-469 
親戚 (しん
せき) 
ojako ojako ojako ojako ojako 
H-470 男 (おとこ) 
onokoɡo / 
otokoɡo 
otoko / 
otokoɡo onokoɡo onokoɡo otoko / onokoɡo
H-471 女 (おんな) onnaɡo 
onnna / 
onnaɡo (聞い
たことがある) 
onnaɡo onnaɡo onna / onnaɡo 
H-472 目上 (の男) 
meɯe (waɾejoɾi 
boːke çito 私よ
り年上の人) / 
toɕiɯe 
asei / sempai 
(年齢が上の
人) 
ani (呼ぶ時は ○○ 
(人名)ani / 
boːkeçito (年上) 
 antɕaɴ (呼ぶ時
は〇〇 (人名) 
aɴtɕaɴ / 〇〇
odʑitɕaɴ) 
meɯenoçito 
H-473 
目下 (弟、
妹) 
toɕiɕita NR omentɕeː/ 
koɾentɕeː 
呼ぶ時は名前
を呼び捨て 
NR 
H-474 
青年 (せい
ねん) 
seːneɴ / 
wakeːɕɯː (古) wakeːɕɯ 
wakeːɕɯ (20 歳〜
25,26 歳) / 
wakeːɕi 
wakʲaːɕɯ (17、
18 才〜27,28 才
或は結婚するま
で) 
wakakeçito 
H-475 
大工 (だい
く) 
daikɯ / deːkɯ 
(古) 
deːkɯ deːkɯ / daikɯ djaːkɯ̥ / deːkɯ daikɯ 
H-476 友だち hoːbeː hoɯbeː nakama / hoːbeː   tomodatɕi 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
(古) 
H-477 若い娘 menaɾabe menaɾabe menaɾabe menaɾabe menaɾabe (25 才
くらいまで) 
H-478 私 (わたし)  
waɾe / wai / ai / 
waɾewa (私は) / 
waɡa (私の) / 
waɾeni (私に) 
ai / wai / waɾe 
/ aɡa (?) aɡa / aɾe aɾe / aɡa waɾe / wai 
H-479 私たち waɾeɾa / waiɾa waiɕaː / waiɾaː 
/ waiɾa 
waɾentɕeː / 
aɾentɕeː 
waɾeɴɕaː / 
waɾentɕaː waɾeːɕaː / waiɕaː
H-480 あなた 
omae / omeː (対
目上、対目下と
いう人も) omiː 
(同等以上) 
omeː omeː (目上や年
上) / omi (古) 
omʲaː omʲai̞ 
H-481 あなたたち 
omaeɾa / omeːɾa 
(同等以下) / 
omiɾa (同等以
上) 
omeːɾa 
omentɕeː / 
omeːtatɕi (目上や
年上) / omiɾa (古)
omʲaɴɕaː omʲai̞ɕaː 
H-482 お前 
ɯnɯ / ɯɴ / 
ɯŋɡa (軽蔑して
いる) 
ɯnɯ / omae omeː / omai / ɯmɯ (けなし) omʲaː / ɯŋɡa omi 
H-483 お前たち ɯnaɾa / ɯnɯɾa 
ɯnɯɾa / 
omaeɾa / 
omeːɾa 
omentɕeː / omaiɾa 
/ ɯmɯɾa (けなし)
omʲaɴɕaː / 
ɯnɯɴɕa omiːɕa 
H-484 皆 (みな) 
minna / menna 
(古) 
menna menna ʣembɯ (人も) minna 
H-485 名 (な) namae /  na / nameː nameː namʲaː namae 
H-486 お祝い oiwai / jɯwe jɯweː jɯˑweː~jɯweː～
jɯeː 
jɯwjaː / jɯwai / 
oiwai 
iwai 
H-487 
結婚 (けっこ
ん) 
kekkoɴ (koɴɾei 
結婚式) 
kekkoɴ / 
kenɾeː / kenɾei
kekkoɴɕiki 
(jɯeːdaɾa 結婚
式) 
kekkoɴ / ɕɯːɡeɴ 
/ konɾeː kekkoɴ / ɕɯːɡeɴ
H-488 
結納 (ゆい
のう) 
jɯinoː jɯinoː jɯinoː / 
jɯeː~jɯweː jɯinoː NR (jɯinoː) 
H-489 
喧嘩 (けん
か) 
keŋka keŋka keŋka keŋka kenka 
H-490 
相互扶助 
(そうごふじ
ょ) 
teʦɯdai / koːjoː 
/ mitɕikoːjoː 
(古) 
mitɕiɡoːjoː (皆
で道を整備す
る ) / joɾeː 
jɯi (まれ) josoaːsɯɾɯ (手
伝う) / ɡappeː 
mitɕiɡoːjoː (道
の整備) 
H-491 
相撲 (すも
う) 
sɯmoː sɯmoɯ sɯmoː sɯmo sɯmoː~sɯmoɯ
H-492 一つ 
çitoʦɯ / teʦɯ 
(古) 
teʦɯ teʦɯ teʦɯ çitoʦɯ 
H-493 二つ ɸɯtaʦɯ ɸɯ̥taʦɯ ɸtaʦɯ～ɸɯtaʦɯ ɸtaʦɯ ɸɯtaʦɯ 
H-494 三つ mitʦɯ mitʦɯ mitʦɯ mitʦɯ mitʦɯ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-495 四つ jotʦɯ jotʦɯ jotʦɯ jotʦɯ jotʦɯ 
H-496 五つ iʦɯʦɯ iʦɯ̥ʦɯ̥ iʦɯʦɯ iʦɯʦɯ iʦɯʦɯ 
H-497 六つ mɯtʦɯ mɯtʦɯ mɯtʦɯ mɯtʦɯ mɯtʦɯ 
H-498 七つ nanaʦɯ nanaʦɯ nanaʦɯ nanaʦɯ nanaʦɯ 
H-499 八つ jatʦɯ jatʦɯ jatʦɯ jatʦɯ jatʦɯ 
H-500 九つ kokonoʦɯ kokonoʦɯ kokonoʦɯ kokonoʦɯ kokonoʦɯ 
H-501 十 (とお) toː toɯ toː to～toː toː 
H-502 一人 toɾi toɾi çtoɾi toɾi / çitoɾi çitoɾi 
H-504 二人 ɸɯtaɾi ɸɯ̥taɾi / ɸɯtai ɸtaɾi～ɸɯtaɾi ɸtaɾi～ɸɯtaɾi ɸɯtaɾi 
H-503 三人 sannin sanniɴ sanniɴ sanniɴ sanniɴ 
H-505 四人 
joniɴ/ jottaɾi 
(古) 
jottaɾi / joniɴ joniɴ / jottaɾi jottaɾi / joniɴ joniɴ 
H-506 五人 ɡonin ɡoniɴ ɡoniɴ ɡoniɴ ɡoniɴ 
H-507 六人 ɾokɯnin ɾokɯniɴ ɾokɯniɴ ɾokɯniɴ ɾokɯniɴ 
H-508 七人 ɕiʨiniɴ nananiɴ / ɕitɕiniɴ  ɕitɕiniɴ ɕi̥tɕiniɴ nananiɴ 
H-509 八人 haʨiniɴ hatɕiniɴ hatɕiniɴ hatɕiniɴ hatɕiniɴ 
H-510 九人 kʲɯːniɴ kɯniɴ / 
kʲɯːniɴ kʲɯːniɴ kʲɯːniɴ kʲɯːniɴ 
H-511 十人 ʥɯːniɴ dʑɯːniɴ dʑɯːniɴ dʑɯːniɴ dʑɯːniɴ 
H-512 いくら ikɯɾa / doidake 
ikɯɾa / ikɯjeɴ 
(金額) / 
donoɡɯɾeː 
ikɯɾa ikɯɾa ikɯɾa 
H-513 いつ iʦɯ iʦɯ / iʦɯʦɯ iʦɯ iʦɯ iʦɯ 
H-514 だれ 
daɾe / dai / daɾeː 
(～を) 
daɾe / dai daɾe / daɾiː (～を) daɾe dai  
H-515 どこ 
doko / dokoɡeː / 
dokoː (～を) 
doko / dokei, 
dokoɡeː (どこ
に) 
doko / dokiː (〜
に) / dokoː (～を) 
/ dokkaɾa (～から)
doko doko 
H-516 どれ doɾe doi / doɾe doɾe / doɾiː (〜を) doɾe doɾe 
H-517 なぜ ande / adde 
ande / adde 
( 古) 
ande ande andeː 
H-518 なに ani 
aniː / ani (聞き
返す場合) / an 
doː ( 何か？) 
ani / anʲo (～を) 
andoa (〜です
か) / ani. / anʲo 
(〜を) 
andoː 
H-519 いくつ 
ikɯʦɯ / 
doidake 
ikɯʦɯ ikɯʦɯ ikɯʦɯ ikɯʦɯ 
H-520 これ 
koɾe / koɾeo (～
を) 
koi ko̝ɾe / koɾiː (〜を) koɾe / koɾiː (～
を) 
koɾe 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-521 それ 
soɾe / ɯɾe / soɾeː 
(～を) 
soɾei / soi soɾe / soɾiː (〜を) soɾe / soɾiː (～
を) 
soɾe 
H-522 あれ 
ɯɾe/ ɯɾeː (～を) 
/ aɾe ɯɾei / ɯɾe / ɯi
ɯɾe / ɯɾiː (～を) / 
ɯɾʲa (〜は) / aɾe 
ɯɾe / ɯɾa / ɯɾeː 
(～を) 
aɾe 
H-523 ここ koko 
koko / 
kokonoʦɯ koko koko koko 
H-524 そこ 
soko / sokoː (～
を) 
soko soko soko / sokiː soko 
H-525 あそこ 
ɯkɯ / ɯkɯː (～
を) 
ɯkɯ ɯkɯ ɯkɯ attɕi / tookebaɕo 
/ okɯːdʑi 
H-526 技・仕事 ɕiɡoto ɕiɡoto ɕiɡoto  -- waʣa 
H-527 鬼 (おに) onime onime onime  -- oni 
H-528 心 (こころ) kokoɾo kokoɾo kokoɾo  -- kokoɾo 
H-529 
情け (なさ
け) 
nasake ʥoɯ nasake  -- nasake 
H-530 
言葉 (こと
ば) 
 kotoba kotoba kotoba  -- ɕimaɡo 
H-531 歌 (うた) ɯta ɯta ɯta  -- ɯta 
H-532 踊り (おどり) odoɾi odoɾi odoɾi  -- odoɾi 
H-533 鼓 (つづみ) ʦɯʣɯmi ʦɯzɯmi ʦɯzɯmi  -- NR 
H-534 宝 (たから) takaɾa takaɾa takaɾa  -- takaɾamono 
H-535 型 (かた) kata kata kata  -- kata 
H-536 形 (かたち) kataʨi kataʨi katatɕi   katatɕi 
H-537 休息 
jasɯmi / 
ippɯkɯ 
ippɯkɯ / 
jasɯmi ippɯkɯ çtoiki / jasɯmi jasɯmɯ (動詞) 
H-538 
魂 (たまし
い) 
tamaɕiː tamaɕiː tamaɕiː  -- tamaɕiː 
H-539 
刺青 (いれ
ずみ) 
iɾeʣɯmi iɾezɯmi iɾezɯmi  -- iɾeʣɯmi 
H-540 真似 (まね) mane mame 
mane / maniː (〜
を) 
mame / mami: 
(〜を) 
mane 
H-541 嘘 (うそ) 
oso (osoʦɯki 
嘘つき) 
jamaɕɯ 
oso (osoː ʦɯkɯna 
うそをつくな) / 
osoʦ̩ki (うそつき) / 
kiʦɯni̞ /  
kiʦɯne (「嘘つ
き」も) / 
kiʦɯneʦ̩ki (嘘
つき) 
teːɾen 
H-542 小さい 
nekkoke / 
nekkokʲa 
nekkoi / 
nekkokʲa 
nekkokʲa / neːkoke 
(連体) 
nekkoi (子供、
ねずみ) / 
tɕiŋɡoi (芋) 
tɕittɕake / 
tɕittɕakʲaː 
H-543 大きい boːke / koːkʲa 
boɯi / boɯiː / 
boɯkʲa (「大き
いもの」は
boɯke mono) 
boːkʲa / boːke (連
体) 
bo:i / dekkai 
dekakʲa / 
dekkakʲaː / 
boːkʲaː 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-544 低い çikɯkʲa 
miʥikai / 
miʥikakʲa (kʲa
で終わると「－
よ」のニュアン
ス。) 
nekkokʲa (背が低
い) / çikɯkʲa (床
が低い) / miʑakʲa 
(古、床が低い) 
çkɯi çikɯkʲaː 
H-545 同じ onnaɕi o (n)naʑi onnaʑi onadʑi onnadʑi 
H-546 短い 
mikkake / 
mikkakʲa 
miʑikai / 
miʑikakʲa miʑikakʲa mikkai midʑikakʲaː 
H-547 丸い 
maɾɯke / 
maɾɯːkʲa 
maɾɯi / 
maɾɯkʲa maɾɯkʲa maɾɯi mammaɾɯkʲaː 
H-548 暖かい 
nɯkɯtoke / 
nɯkɯtokʲa hotoɯɾɯ attakʲa / nɯkɯtoi nɯkɯtoi 
attakakʲaː (「暑
い」は aʦɯkʲaː) 
H-549 寒い kaɡeːɾɯ 
koɡeiɾɯ 
(koɡeiɾo çi 寒
い日) 
koɡiːɾɯ (「凍える」
かも？) / samɯkʲa koɡi:ɾɯ samɯkʲaː 
H-550 冷たい çakkoke 
çakkoi / 
çakkokʲa 
(çakkoke 
mono 冷たい
もの) 
çakkokʲa çakkoi çakkokʲaː 
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八丈方言基礎語彙データ（かな表記） 
（ . は母音が無声化していることを表す） 
番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-001 頭 (あたま) 
ツブリ (里芋の
種イモも)  
ツブリ 
ツブリ / アタマ 
(新)  
ツブリ 
ツブリ～ツィブリ 
(頭脳、里芋の種イ
モ) 
H-002 髪の毛 
ツブリノケ / 
ツブリノケブシ
ョ 
ケビショ 
アタマノケ / カ
ミノケ 
ツブリノケ カミノケ / ツィブリノ
H-003 つむじ ツムジ 
ツムンジ～ツ
ムジ 
ツムジ / ツムヂ 
/ ウズ 
ツムヂ ツムジ～ツィムジ 
H-004 ふけ フ.ケ フ.ケ フ.ケ フ.ケ フ.ケ 
H-005 
白髪 (しら
が) 
シャガ / シラ
ガ 
シャガ 
シャガ (シャガ 
ニナル白髪にな
る) / シラガ 
ショアガ 
シャガ (シャガガ 
シッカリダガノ 白
髪が多いね) 
H-006 目 (め) 
メンタマ / マ
ナコ 
マナコ マナコ 
メダマ (全体を
指す) / マナコ 
マナコ (マナコガ 
ヤメキャ 目が痛
い) 
H-007 眉 (まゆ) 
マユゲ / マミ 
/ マミゲ / メ
ーゲ /  
マミゲ / マ
ミ 
マユ / マユゲ 
/ マミ 
マユ/ マユゲ/ 
マミゲ 
マユゲ (マミゲ ま
つげ？) 
H-008 額 (ひたい) ヒ.テー ヒ.テー ヒ.テー ヒ.テ̆アˑ ヒチャー 
H-009 鼻 (はな) ハナ ハナ ハナ ハナ ハナ 
H-010 
鼻血(はな
ぢ) 
ハナヂ 
ハナヂ / ハ
ナジ 
ハナジ / ハナ
ヂ 
ハナヂ ハナジ 
H-011 耳 (みみ) ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ 
H-012 口 (くち) ク.チ ク.チ ク.チ ク.チ ク.チ 
H-013 
唇 (くちび
る) 
ク.チビル ク.チビル ク.チビル ク.チビル ク.チビル 
H-014 舌 (した) 
シ̥タ / ベロ 
(古) 
ベロ / シタ 
ク.チベロ / ベ
ロ / シ̥タ 
シ̥タ/ ク.チベロ 
(昔こう言ったか
も) 
シ̥タ / ベロ 
H-015 歯 (は) 
ハ / ムカバ 
(抜けている歯) 
ムカバ ハ / ムカバ 
ホァ/ ムカバ 
(全ての歯) 
ムカバ 
H-016 
歯茎 (はぐ
き) 
ハグ / ハグキ 
ハグーバ / 
ハグキ 
ハグ / ハグキ ハグキ ハグキ 
H-017 顎 (あご) 
アゴ / オトゲ
ー (あご先) 
オトゲー / 
オトゲイ (ア
ゴ全体のこ
と) 
オトゲー / アゴ アゴ/ オトギ̆アˑ 
オタギャー / ア
ゴ / アグ (アグ
ガ ハレテ あごが
はれて) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-018 髭 (ひげ) 
ヒゲ / ヘゲ 
(古) / ホーヒ
ゲ 
ヒゲ / ヘゲ ヒゲ ヒゲ ヒゲ 
H-019 毛 (け) ケˑ / ケブショ 
ケベショ / 
ケビショ 
ケ 
キ (髪の毛も体
毛も) 
ケ / ケビシ (脇
毛や陰毛) / ケブ
ショ (とうもろこし
のひげ)  
H-020 顔 (かお) ツラ (古) ツラ ツラ (古) / カオ カオ 
カオ / ツラ (乱
暴な言い方)  
H-021 首 (くび) 
クビ / ノド 
(前) 
クビ クビ クビ クビ 
H-022 肩 (かた) カタ / ケーナ  
カタ / ケー
ナ 
カタ / ケーナ カタ 
カタ / ケーナ 
(古) 
H-023 胸 (むね) 
ムネ / ムネウ
チ 
ムネ 
ムナイタ (～が
厚い,～が痛い,
全体に使う。心
臓・胃などにも) 
/ ムネ 
ムナダ ムネ 
H-024 乳 (ちち) 
チ̥チ / オッ
パイ 
オッパイ チ/ オッパイ オッパイ / チチ 
オッパイ (「牛の
搾乳」は チチシ
ボリという) 
H-025 腹 (はら) ハラ ハラ ハラ ファロァ ハラ 
H-026 
背中 (せな
か) 
ケーナ / ヘ
ダカ 
ヘダカ 
ヘダカ / ハダ
カ (古) /セナカ 
(新)  
ヘダカ (背中全
体：肩から腰ま
でを指すか) / 
キャーナ (背中
上部を指すか
「－ヲ モム」) 
セナカ / ヘダカ 
H-027 肝 (きも) 
キモ / フギ 
(内蔵全体) 
キモ 
カンヅォー / キ
モ (魚の肝,人間
には言わない) 
キモ 
キモ / フギ (魚
のはらわた) 
H-028 臍 (へそ) ヘソ ヘッチョゴ ヘソ / ヘッソゴ ヘッチョゴ 
ヘソ / ヘッチョゴ 
(古) 
H-029 腰 (こし) コシ コシ コシ コシ コシ 
H-030 尻 (しり) シンベタ シンベタ シッゲタ / シリ シッベタ 
オシリ / シッベタ 
/ シリッペタ / シ
ッペタ 
H-031 
肛門 (こうも
ん) 
ケツノアナ / 
コーモン (新) 
キクノゴモン 
/ コーモン 
ク.ソマリ ( ク.ソ
マリ ヤメル肛門
が痛い) / コー
モン 
NR コーモン 
H-032 手 (て) 
テ / テンボ  ー
/ タンボ  ー
テ 
 テー / ヒラー 
(拳) / タッボー 
(物をもらうときの
テ 
テ / タッボ～タボ
ー (手の平) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
手の形) 
H-033 腕 (うで) ウデ ウデ ウデ ウデ (手首まで) ウデ 
H-034 肘 (ひじ) シヂ～ヒヂ ヒヂ / ヒジ ヒジ ～ヒヂ ヒヂ ヒジ 
H-035 力 (ちから) 
ウデップシ / 
チカラ 
チカラ NR チカラ 
チカラ / ウデッ
プシ ガ ツィヨイ 
(力がある) 
H-036 拳 (こぶし) 
ゲンコツ / ゲ
ンコ 
ゲンコツ / 
コブシ 
コブシ / ゲンコ 
/ ゲンコツ 
ゲンコ (こぶしそ
のもの) / ゲンコ
ツ 
コブシ / ゲンコツ
ィ 
H-037 筋 (すじ) スヂ スジ 
スジ～スヂ / 
シズ 
スヂ スジ～スィジ 
H-038 指 (ゆび) 
ユビ / イビ 
(古) 
ユビ / イビ ユビ ユビ / イビ ユビ 
H-039 爪 (つめ) ツメ ツメ ツメ ツメ ツメ～ツィメ 
H-040 足 (あし) 
アシ / アシノ
ケーナ (足の
甲) 
アナヒタ (足
のうら) / アヒ 
/ アシ 
アシ / アッケー 
(靴を履く部分) 
(アッケー ボジ 
大きい足) 
アシ アシ (アシで全体)
H-041 腿 (もも) 
フ.トモモ / フ
トハギ / モモ 
フ.トモモ / 
フ.トハギ / 
モモ 
モモ / フトモモ モモ モモ / フ.トモモ 
H-042 股 (また) マタ マタ マタ / マタシタ マタグラ マタ 
H-043 膝 (ひざ) ヒヅァ～ヒヅァ 
ヒ ヅァカブラ 
/ ツグメ 
ヒザカブ / ヒザ
ヒヅァ / ヒヅァ
カンブリ (古) 
ヒザ / ヒザカブラ
H-044 くるぶし 
ケーブシ / ク
ルブシ 
クルブシ 
ケーブシ / ク
ルブシ 
キーブシ クルブシ 
H-045 脛 (すね) 
スネ / アッケ
ー 
スネ 
ハギ / スネ / 
アッケー (古) 
ハギ/ スネ スネ～スィネ 
H-046 ふくら脛 
コムナ / フク
ラハギ 
フ.クラハギ 
ホゥ.クラハギ / 
フクラハギ 
NR 
コブラ (コブラガ 
ヒッカタマッタ 足
がつった) / フ.ク
ラハギ 
H-047 踵 (かかと) 
カ̥カト (アッケ
ー アキレス
腱) 
アッケー / 
アッケイ 
アッケー/ ボジ 
/ カカト 
アッキー 
カカト / アッケイ 
(古) 
H-048 体 (からだ) カラダ カラダ ガケー / カラダ カラダ カラダ / タイカク
H-049 
背丈 (せた
け) 
セー / セタケ セタケ セ セイ 
ウワゼ (ウワゼガ 
アル背が高い) 
H-050 骨 (ほね) ホネ ホネ ホネ ホネ ホネ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-051 皮 (かわ) カワ / コーベ 
カワ / コー
ベ 
カワ / カー 
クア (果物の皮
も) 
コアーベ / カワ 
H-052 ほくろ ホクロ ク.スベ 
ホクロ (「あざ」ア
ザは幼児の尻に
あるもの) 
ホクロ (「あざ」
は アザ～アゾ
ア) 
ク.スベ (ク.スベガ 
シッカリ アロジャ 
(ほくろがたくさん
あるね) 
H-053 涙 (なみだ) 
メナダ / ナミ
ダ (新) 
メナダ メナダ / ナミダ メナダ メナダ / ナミダ 
H-054 声 (こえ) コエ コエ / コイ コエ / コイ キー コエ 
H-055 息 (いき) イキ イキ イキ イキ イキ 
H-056 咳 (せき) セキ セキ セキ シキ/ セキ セキ 
H-057 唾 (つば) ツバキ / ツバ 
ツバキ / ツ
バ 
ツバ / ツバキ ツバ/ ツダキ 
ツバ / ツダキ 
(古) 
H-058 あくび アクビ アクビ 
アクビ / アクビ
ー 
アクビ アクビ 
H-059 涎 (よだれ) ヨンダレ ヨンダレ 
ヨンダレ / ヨダ
レ 
ヨダレ / ヨッダ
レ (古) 
ヨダレ / ヨッダレ 
H-060 屁 (へ) ヘ ヘ 
ヒーリ / ヒーリ
ー (古) / オナ
ラ (新)  
ヒーリ 
ヘーリ / ヒーリ 
(ヒーリョ ヘル屁を
放る) 
H-061 糞 (くそ) 
ウンコ / クソ 
/ ヘッダ (鳥
の糞) 
ウンコ/ ク.ソ ク.ソ / ウンコ ニット 
ニット (ニットオ 
マル糞をする) 
H-062 尿 (にょう) 
ションベン / 
ヨンバリ 
ションベン / 
ヨンバリ 
ションベン 
ションベン / ヨ
ッバリ (古) 
ショーベン / ショ
ンベン / ヨッバリ 
(ヨッバリオ ス̥ル
おしっこをする) 
H-063 おでき 
ヨンベ / ヤン
ベ (すりきず
がうんだもの) 
ヤンベ NR ヤッベ キズィ 
H-064 たんこぶ タンコブ タンコブ タンコブ タンコブ タンコブ 
H-065 汗 (あせ) アセ アセ アセ アセ 
アセ (ホトール「暑
くて」) 
H-066 垢 (あか) アカ アカ アカ アカ アカ 
H-067 怪我 (けが) 
ケガ (ケゴー 
怪我を) 
ケガ (ケゴー 
シターノ (ケ
ガをしたの) 
ケガ ケガ ケガ 
H-068 病気 
ヨンデ (動詞) 
/ ヤンダロワ 
(病気になる) 
ヤミ / ビョ
ーキ 
ビョーキ / ヤム
ー (動詞、結核
などで長く病床
にある人を ヤミ
ホロケ という ) 
ヤミ / ヤミビョ
ーキ 
ヤム (動詞,病気
になる) / ビョーシ
ン (病気がちの
人) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-069 血 (ち) チ チ チ チ チ 
H-070 傷 (きず) キズ キ ͩズ/ キズ キズ～キヅ キズ キズ～キズィ 
H-071 薬 (くすり) ク.スリ ク.スリ ク.スリ ク.スリ ク.スリ～ク.スィリ 
H-072 灸 (きゅう) オキュー キュー 
オキュー (灸に
使うモグサは モ
グサ) 
キュー キュー 
H-073 命 (いのち) イノチ イノチ イノチ イノチ イノチ 
H-074 木 (き) キ キ キ キ キ 
H-075 葉 (は) ハッパ ハッパ 
ハ ( ~オテル葉
が落ちる) / ハッ
パ 
ハッパ ハッパ 
H-076 枝 (えだ) エダ エダ 
エダ / エダブリ 
(たくましい枝に
ついて)  
エダ / イェダ エダ 
H-077 梢 (こずえ) コズエ コズエ NR トンヂャキ NR 
H-078 実 (み) ミ ミ ミ ミ ミ 
H-079 根 (ね) ネー / ネッコ ネッコ ネッコ / ノッコ ネ / ネッコ ネ / ネッコ 
H-080 草 (くさ) 
クサ (クサー 
草を) / タナリ 
(雑草) 
ク.サ/ クソ
ー (草を） 
ク.サ ク.サ ク.サ 
H-081 花 (はな) ハナ ハナ 
ハナ / エータ
バ (明日葉)の
呼び名：タロー
バナ (一番良い
花) / ジローバ
ナ (二番目に良
い花) / サブロ
ーバナ (三番目
に良い花) 
ハナ ハナ 
H-082 種 (たね) タネ タネ タネ タネ タネ 
H-083 苗 (なえ) 
ネー (ネーイ
ェー 田植え) 
ネー / ナエ ネー / ナエ ニャ ナエ / ニャー 
H-084 稲 (いね) タブ 
ネー/ イネ/ 
タブ 
イネ / オカブ 
(陸でとれる稲) 
イネ/ イネ (植
えるとき) / タブ 
(刈るとき) 
イネ 
H-085 穂 (ほ) ホ イナホ ホ NR 
タブ か (タブカリ 
稲刈り) 
H-086 米 (こめ) コメ ヨネ / コメ コメ コメ コメ 
H-087 籾 (もみ) モミ 
モミ/ モミョ 
(籾を) 
モミ (モミガラ 
籾殻) 
モミ (「籾殻」は 
モミガラ) 
モミ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-088 麦 (むぎ) ムギ ムギ 
ムギ (ムギガラ 
麦殻) 
ムギ ムギ 
H-089 藁 (わら) 
ワラ / イナワ
ラ 
ワラ ワラ ワラ ワラ 
H-090 麦わら ムギワラ ムギワラ ムギワラ ムギワラ ムギワラ 
H-091 茅 (かや カヤ カヤ 
カヤ (屋根葺き
用) 
カヤ (希) カヤ 
H-092 粟 (あわ) 
アワ (ワのwは
弱い) 
アワ 
アワ / アー (ア
ーメシ 粟飯) 
アワ (希) 
アワ (粟は島には
ない) 
H-093 稗 (ひえ) ヒエ ヒエ 粟と区別なし NR 島にはない 
H-094 芋 (いも) イモ (里芋) イモ (里芋) 
イモ (里芋のこ
と) / チンゴ  ー
(小振りの里芋) 
イモ (里芋) イモ (里芋) 
H-095 
甘藷 (さつ
まいも) 
カンモ カンモ 
サツマ / カン
ショー (サツマイ
モは内地の人
か) 
カンショ / カン
モ / ヂキー 
(古) 
サツマ～サツィマ 
(サツマ カモカ 
サツマイモ食べよ
うか) (「さとうきび」
は カンシャ) 
H-096 豆 (まめ) マメ マメ マメ マメ マメ / ヂクグリ 
H-097 きゅうり キューリ キューリ キューリ キューリ キューリ 
H-098 蓬 (よもぎ) ヨモギ ヨモギ ヨモギ ヨモギ ヨモギ 
H-099 菜 (な) ナッパ ナッパ 
ナ / ナッパ 
(大根の葉、カキ
ナの葉) 
ナッパ ナッパ 
H-100 
大根 (だい
こん) 
デーコ 
デーコ / ヂ
ャーコ 
デーコ ディアーコン ヂャーコ 
H-101 
冬瓜 (とうが
ん) 
NR トーガン NR トーガン トーガン 
H-102 かぼちゃ カボチャ カボチャ カボチャ カボチャ カボチャ 
H-103 瓜 (うり) ウリ / シマウリ ウリ ウリ ウリ ウリ (まくわ瓜) 
H-104 韮 (にら) ニラ ニラ 
ニラ (島にはな
かった) 
ニラ (近代的、
最近のもの) 
ニラ 
H-105 茸 (きのこ) キノコ キノコ 
キノコ (しいたけ
シータケ (自生)
を指した) 
キノコ (種類で
言うのが普通) 
キノコ / シータケ
「しいたけ」 
H-106 きくらげ ミミダブ キクラゲ ダブミミ ダブミミ ミミタブ / ダブミミ
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-107 とうがらし トンガラシ トンガラシ トンガラシ トンガラシ 
トーガラシ～トン
ガラシ 
H-108 にがうり NR ニガウリ NR NR ニガウリ 
H-109 胡麻 (ごま) ゴマ ゴマ ゴマ ゴマ ゴマ 
H-110 苺 (いちご) 
イチゴ / アビ 
(野いちご) 
イチゴ / ア
ビ (のいち
ご) / デンキ
アビ (のいち
ごの一種) 
アビ アビ アビ (山いちご) 
H-111 黴 (かび) カビ  カビ カビ カビ カビ 
H-111 麹 (こうじ) コーヂ コーヂ 
コージ～コーヂ 
(酒造・味噌に) 
コージ  コージ 
H-112 ソテツ ソテツ シャメンバナ ソテツ 
ソテツ / ゴシャ
メンバナ とも 
ソテツィ (シャメン
バナ ソテツの花)
H-113 松 (まつ) マツ マツ マツ マツ マツ 
H-114 竹 (たけ) タケ  タケ 
タケ (「筍」はタ
コーナー) 
タケ (「筍」はタ
コーナ) 
タケ 
H-115 梅 (うめ) ウメ ウメ ウメ ウメ ウメ 
H-116 桃 (もも) モモ モモ モモ モモ モモ 
H-117 桑 (くわ) 
カノキ (桑の
木) / カベー 
(桑の葉) / カ
ノミ (桑の実) 
カベー / カ
ベイ 
カノキ (桑の木) 
/ カベー (桑の
葉)  
カノキ (桑) / カ
ビャ (桑の葉) 
カビャー (桑の葉) 
/ カビャーノキ 
(桑の木) / カビャ
ーバタケ (桑畑) / 
カノミ (～の実 ) 
H-119 すすき ススキ ススキ ス̥スキ 
マグサ (牛の餌
にする) 
ス̥スキ 
H-120 びろう樹 
ビロー / シロ
ノキ 
クバ ビロー ビロウ ビロー 
H-121 ミカン ミカン ミカン 
ミカン (種類別
にコミカン, ウン
シュー, バカナ
リとも) 
ミカン ミカン 
H-122 茎 (くき) ク.キ クキ ク.キ ク.キ̥ ク.キ～クキ 
H-123 あおさ NR アオサ 
NR (ハンバ 海
藻の一種) 
アオサ 島にはない 
H-124 モズク NR モズク 
NR (ブドー 海
藻の一種) 
NR 島にはない 
H-125 藻 (も) 
モ (種類にブ
ド, ハンバ (ノ
リ), ノリ, トサ
モ モ / モー 
モ (希) / テング
サ (テングサ) 
カイソー (種類に
ブド, トサカ, ハン
バ, ノリ (岩のり), 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
カ, コモノハ) テンクサ) 
H-126 イカ イカ / イカメ 
イカ / イカ
メ 
イカ/ イカメ イカ / イカメ イカ / イカメ 
H-127 タコ タコ / タコメ タコ / タコメ タコメ タコ / タコメ 
タコ / タコメ / 
ニョッコメ 
H-128 エビ エビ / エビメ 
エビ / エビ
メ 
エビ / エビメ エビメ / エビ エビ / エビメ 
H-129 ウニ 
ウニ/ ヅァル
(トゲがないバ
フンウニ) 
ウニ/ ウニメ
ウニメ (食べな
い) 
ウニ(-メは付か
ない) 
ウニ/ イラカジ 
(ウニの仲間、トゲ
ばかりで食べられ
ない) / ヅァル～
ヅァルザル(ウニ
の仲間，トゲが無
いバフンウニ、食
べられる) 
H-130 ウニの身 ミ NR NR 
NR (食べなかっ
た) 
ウニ/ ナカミ 
H-131 貝 (かい) 
カイ (ケーゴ
ー トコブシの
から) 
カイ (アブキ 
あわび) 
総称はない。メッ
トー (高瀬貝) / 
シタダミ などと
種類別に言う 
キャーゴー (トコ
ブシの貝殻のこ
と。貝の総称は
なく、種類で言う
のが普通)  
カイ (ケーゴー
「貝殻」) 
H-134 巻き貝 
シ̥ッタカ (岩に
付く小さいも
の) / メットー 
(ボタンを作る
のに使う) 
ヒ.タダミ 
NR (タニシはい
ない) / シタダミ 
(ヒラミミミガイ科
の一種) 
シタダミ 
メットー (ガイ) (巻
き貝の一種) 
H-132 カメ カメ / カメメ カメメ カメメ カメメ / カメ カメ / カメメ 
H-133 カニ カニメ カニメ 
カニメ / ガリマ
メ 
カニメ / ガニメ カニ/ カニメ 
H-135 魚 (さかな) ヨ ヨ ヨ / サカナ 
サカナ / イョ / 
イヨ 
ヨ (ヨー ツリ イコ
ーゴン 魚を釣り
に行こうか) 
H-136 うろこ 
コケヅァ / ウ
ロコ 
コケ ヅァ / 
ウロコ 
ウロコ/ ウロコー 
/ コケ  
コケ ウロコ / コケラ 
H-137 ウナギ 
ウナギ / ウナ
ギメ 
ウナギ / ウ
ナギメ 
ウナギ / ウナギ
メ 
ウナギ 
ウナギ (ナダメ ウ
ツボか) 
H-138 クジラ クヂラ 
クヂラ / ク
ジラ 
クジラ 
クヂラ / クヂラ
メ 
クジラ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-139 カツオ カツー カツー 
カツー (古) / タ
ツオ (新) 
カツー 
カツオ/ カツー～
カツィー漁師言葉)
H-140 トビウオ トビヨ / トビ 
トビヨ (トビメ 
ツリ イコゴー
ン「トビウオ
釣りに行こ
う」) 
トビヨ トビヨ トビ 
H-141 イルカ 
イルカメ / イ
ルカ 
イルカ (メは
付けない) 
イルカ イルカ イルカ 
H-142 ナマコ 
ウミヂンポ (海
のチンポ) 
ナマコ (メは
付けない) 
ウメヂッポ ナマコ ナマコ 
H-143 ヒトデ ヒ.トデ 
ヒトデ (メは
付けない) 
ヒトデ ヒトデ ヒ.トデ 
H-144 ヤドカリ 
オカガニ/ カ
ナゴメ 
ヤドカリ (メ
は付けない)
NR カナガメ NR 
H-145 牛 (うし) 
ウシメ / ゾク 
/ ゾクメ / ゾ
ック / ゾックメ 
(雄牛) / ボッ
コ / ボッコメ 
(大きな雄牛) / 
バメ (雌牛) / 
チョンコメ (子
牛) 
ウシメ / ゾ
ク / バメ / 
ゾクメ 
ウシメ / チョン
コメ (子牛) 
ウシメ 
ウシメ / ヅォック 
/ ヅォックメ (雄
牛) / バメ (雌牛) 
/ チョンコメ (赤ち
ゃん牛) / チョー
センメ (朝鮮
牛？，赤い牛)  
H-146 馬 (うま) ウマメ ウマメ ウマメ ウマメ ウマ / ウマメ 
H-147 ヤギ ヤギメ ヤギメ 
ヤギメ / オスヤ
ギ (雄山羊) 
ヤギメ ヤギメ 
H-148 豚 (ぶた) ブタメ ブタメ ブタメ ブタメ ブタメ 
H-149 角 (つの) ツノ ツノ ツノ ツノ ツノ～ツィノ 
H-150 とさか トサカ トサカ 
トサカ (馬のた
てがみとしては
ない) 
トサカ タテガミ / トサカ 
H-151 犬 (いぬ) イヌメ イヌ/ イヌメ イヌメ イヌメ イヌメ 
H-152 猫 (ねこ) ネッコメ 
ネコ/ ネッコ
メ 
ネッコメ ネッコメ 
ネッコメ / コネッ
コ (子猫) 
H-153 ウサギ ウサギメ 
ウサギ / ウ
サギメ 
ウサギ / ウサギ
メ 
ウサギメ ウサギメ 
H-154 ネズミ 
ネヅミメ / ネ
ヅミ / ヨルノヒ
ト (古) 
ヨメドノ / ネ
ズミ 
ネヅミ / ネズミ
メ / ヨメドノ 
(古)  
ネヅミ/ ヨメドノ ネズミ 
H-155 虫 (むし) ムシメ ムシ / ムシ ムシ / ムシメ ムシメ ムシメ 
135
 国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」 
『八丈方言調査報告書』2013 年 10 月 国立国語研究所 
 
135 
 
番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
メ 
H-156 アリ アリメ アリ / アリメ アリメ アリメ アリメ 
H-157 蚊 (か) カブメ カブメ カブメ / カ カブメ カブメ 
H-158 蜘蛛 (くも) 
クモメ / トン
ヂャルメ (蜘蛛
の一種) 
トンヂャルメ 
/ トージンヅ
ァル/ トージ
ンヂャル 
テンゴメ  テンコ゜メ クモ 
H-159 クモの巣 クモメノス 
トンヂャルメ
ノス / クモノ
ス 
クモノス / テン
ゴメノス 
アヂ クモノス 
H-160 
蝶々 (ちょう
ちょ) 
チョーチョメ / 
ヘッチョメ / 
ヘールメ (大
きなハエ) 
チョーチョ / 
チョーチョー
メ 
チョーチョメ / 
チョーチョ 
チョーチョ 
チョーチョ / チョ
ーチョメ 
H-161 カタツムリ 
カタツムリ / 
デンデンムシ 
カタツムリ / 
デンデンム
シ 
カタツムリ / デ
ンデンムシ (昔
は食べたかもし
れない)  
デンデンムシ 
カタツムリ / デン
デンムシ 
H-162 カエル カエルメ 
カエルメ / 
キャールメ 
カエルメ キャールメ 
カエルメ / キャ
ールメ (古) 
H-163 蜂 (はち) ハチメ 
ハチメ / ハ
チ 
ハチ/ ハチメ 
(蜂の種類 アブ
メ, ブヨメ (牛を
襲う) 
ハチメ ハチ / ハチメ 
H-164 蝿 (はえ) ヘーメ 
ヘーメ / ヘ
ー 
ヘーメ ヒャーメ ヒャーメ 
H-165 蛆 (うじ) 
ウヂムシ / ウ
ヂメ 
ウヂメ ウヂ / ウジメ ウヂメ ウジメ 
H-166 蚤 (のみ) ノミメ / ノンメ 
ノンメ / ヌン
メ 
ノミ / ヌンメ ヌンミ ノミ / ヌンメ 
H-167 ミミズ 
メメヅ / メメヅ
メ 
メメ ͩズメ～メ
メズメ 
ミミヅ / ミミズメ ネネヅメ 
ミミズメ / メメズ/ 
ネネズィメ 
H-168 シラミ シャンメ シャンメ シャンメ シャンメ 
シャンメ (メは付か
ない) 
H-169 ムカデ 
ゲヂゲヂ / ム
カヂメ / ムカ
デ 
ムカヂメ～ム
カジメ 
ムカデ / ムカ
デメ 
ムカヂメ ムカジメ 
H-170 蚕 (かいこ) コナサマ コナサマ 
コナサマ (尊敬
語) 
コナサマ コナサマ 
H-171 カマキリ 
カマキリ (ケー
ビョーメ とか
げ) 
カマキリ 
カマキリ (-メは
付かない) 
ゲンビーメ カマキル 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-172 トンボ トンボメ 
ヘッチョメ / 
ヘツォメ 
トンボ / トンボ
メ 
ヘッチョメ トンボ / トンボメ 
H-173 バッタ バッタメ 
バッタ / バ
ッタメ 
バッタメ バッタメ 
バッタ/ バッタメ 
/ バッタミ 
H-174 鳥 (とり) トリメ トリメ 
トリメ / 「キジ」
はキジメ (戦後
入れた。今は害
鳥) 
トリメ トリメ 
H-175 ニワトリ ニャットリメ 
ニャットリ / 
ニャットリメ / 
トートーメ 
ニャトリメ ニャットリメ 
ニャットリメ/ トート
ーメ (昔) 
H-176 とさか NR トサカ トサカ トサカ NR 
H-177 
雀 (すず
め) 
スヅメ～スズメ 
スヅメ / ス
ズメ 
スヅメ / スズメ
メ 
スヅメ スズメ～スィズィメ 
H-178 鳩 (はと) 
ハットメ / ハト
メ / ハト / シ
ョートメ (古) 
ハトメ ハトメ ハトメ ハトメ 
H-179 カラス カラスメ カラスメ 
カラス / カラス
メ 
カラスメ 
カラスメ～カラスィ
メ 
H-180 ウズラ 
ウヅラ / ウヅ
ラメ 
ウズラメ 
NR (子供の頃は
いなかった) 
NR 
ウズラ (メは付か
ない) 
H-181 鷹 (たか) 
タカメ (トンビ 
/ トンビメ トビ) 
タカ (トンビメ 
トビ) 
タカ (ニシェメ ト
ンビ) 
ニーシェンメ 
タカ (「鳶」は トン
ビメ) 
H-182 卵 (たまご) タマゴ タマゴ タマゴ タマゴ タマゴ 
H-183 巣 (す) ス ス ス ス ス 
H-184 羽 (はね) ハネ ハネ ハネ ハネ ハネ 
H-185 動物 ドーブツ イキモノ オーブツ NR 
イキモノ / ドーブ
ツィ 
H-186 空 (そら) 
ソラ / テンネ
ー 
ソラ ソラ / テンニ テンニ  ー ソラ 
H-187 日 (ひ) ヒ ヒ 
ヒ (日付け) / オ
ヒサマ / テント
ーサマ (古) 
ヒ 
ヒ / テントーサマ
も使う 
H-188 太陽 テントーサマ 
テントーサマ 
/ タイヨ  ー
ヒ / タイヨー / 
オヒサマ 
テントーサマ テントーサマ 
H-189 光 (ひかり) ヒカリ ヒカリ ヒ.カリ ヒカリ ヒ.カリ 
H-190 蔭 (かげ) 
ヒ.カゲ / カゲ 
/ カゲボーシ 
カゲ 
カゲ / ヒカゲ 
(日蔭) / コカゲ 
(木蔭) 
カゲ 
カゲ / ヒカゲ / 
カゲボーシ (影法
師) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-191 まぶしい マブシ̥キャ 
マブシキャ 
(「まぶしいで
すね」) 
マブシ  ー マブシ  ー
マブシー (マブシ
キャーノー まぶし
いなあ) 
H-192 火 (ひ) ヒ ヒ ヒ ヒ ヒ 
H-193 水 (みず) ミヅ ミ ͩズ/ ミズ 
ミズ～ ミヅ / 
海水 ウショ (煮
炊きに用いた) 
(ウショクミ 海水
を汲みに行く
人。桶を頭に載
せて) 
ミヅ ミズ～ミ zü 
H-194 山 (やま) ヤマ ヤマ ヤマ ヤマ ヤマ 
H-195 川 (かわ) 
カワ / コー 
(古) 
カワ / コー 
カー / カワ / 
カーラ / ターダ
コワ カワ 
H-196 橋 (はし) ハシ ハシ ハチ ハシ ハシ 
H-197 丘 (おか) 
ヤマ / オカ/ 
トンブ 
オカ ヤマ オカ オカ 
H-198 
陸地 (りく
ち) 
オカ (小高い) 
/ リク 
オカ / リク
チ 
オカ / オカショ オカ リクチ / オカ 
H-199 土・地面 
チチ/ ヂメン/ 
ミヂャ (古) 
ツチ 
ツチ/ チチ, ジ
メン 
チチ 
ツィチ/ チチ(死
語) / ミジャ (外の
土の上) 
H-200 星 (ほし) ホシ ホシ ホシ ホシ ホシ 
H-201 月 (つき) 
ホシ / ツ̥キ / 
オツキサマ 
ツ̥キ 
ツキ / オツキサ
マ / オツ̥キ̥サ
マ 
ツ̥キ ̥
ツキ～オツィキサ
マ 
H-202 雲 (くも) クモ / クモメ クモ クモ クモ クモ 
H-203 霧 (きり) 
キリ / カスミ 
/ モヤ 
キリ キリ 
キリ (新) / モヤ 
(古) 
キリ / モヤ 
H-204 露 (つゆ) ツユ ツユ ツユ / ヨツユ ツユ ツユ / ツィユ 
H-205 雨 (あめ) アメ アメ アメ アメ アメ 
H-206 風 (かぜ) カヅェ 
カヅェ/ カ
ゼ 
カゼ カヅェ カゼ 
H-207 
竜巻 (たつ
まき) 
タツマキ / ツ
ムヂカヅェ 
(小さい) 
タツマキ /ツ
ムヂカヅェ 
タツマキ (-メは
ない) 
タツマキ 
タツマキ～タツィ
マキ (ツジカゼ
「辻風」) 
H-208 
稲光 (いな
びかり) 
イナビカリ / 
イナヅマ (古) 
イナビカリ 
イナビカリ / イ
ナズマ 
イナビカリ 
イナズマ～イナ zü
マ 
H-209 
地震 (じし
ん) 
ヂシン 
シン / ヂシ
ン 
ジシン / ヂシ
ン 
ヂシン ヂシン 
H-210 虹 (にじ) 
ニヂ～ニジ / 
ニヂメ 
ムイヂ / ニ
ジ 
ニジ / ニヂ ニヂ ニジ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-211 明かり アカリ アカリ アカリ アカリ アカリ 
H-212 
雷 (かみな
り) 
カミナリ / カミ
ナリサマ 
カミナリ 
カミナリサマ / 
ゴロゴロサマ 
(幼児語) 
ゴロゴロサマ 
カミナリ / カミナ
リサマ 
H-213 潮 (しお) ショ 
ショ / ウシ
オ 
ウショ (ウショミ
ズ塩水) / ショ 
ショ シオ / ショ 
H-214 煙 (けむり)  
ケムリ / ケブ 
/ ケム 
イブリ/ ケム
リ 
ユブリ (ユブス
［動詞］) / イブリ 
(古) / ケムリ 
(新) 
ケムリ 
ケムリ / イブリ 
(ケムリデ イブロカ 
煙でいぶそうか) 
H-215 
浅瀬 (あさ
せ) 
ネ アサセ ヂモト 
アサキャ (浅い
と言う) 
アサセ 
H-216 
遠浅 (とお
あさ) 
トーアサ トーアサ トーアサ トーアサ トーアサ 
H-217 
洞窟 (どうく
つ) 
ドークツ / ホ
コラ / ホラ 
トーラ (小さ
いもの、俵も 
トーラ) / ホ
ラ 
ホラ / ドークツ ホラˀアナ 
ドークツ / ホラア
ナ / トーラ~ドー
ラ (木のうろ) 
H-218 海 (うみ) ウミ ウミ ウミ ウミ ウミ/ ハマ 
H-219 水溜り、池 
タマリ (水溜り) 
/ イケ (池) 
ミズタマリ / 
イケ 
ショダマリ (潮だ
まり) / イケ (池)
NR 
イキ (水たまり、
池) 
H-220 港 (みなと) ミナト ミナト / ワン
テーボー (突堤
か) / ミナト 
ミナト ミナト 
H-221 波 (なみ) ナミ ナミ ナミ ナミ 
ナミ / ウネリ (大
きな波) (「凪」は 
ナギ) 
H-222 泡 (あわ) 
アワ / アブク 
(古) (アオー 
泡を) 
アブク / ア
ワ 
アワ / アブク 
(石鹸) 
ショワ (波の花
のこと) 
ヨタ (ヨタガ ハッ
テルカラ キョーワ 
ウミガアレテルゾ
ー 泡が張ってい
るから京は海が荒
れているぞ) / シ
ャブキ (海の泡) / 
アブク (石鹸の泡)
H-223 島 (しま) シマ シマ シマ シマ シマ 
H-224 浜 (はま) ハマ ハマ 
ハマ / スナハ
マ 
NR ハマ 
H-225 珊瑚礁 サンゴショ  ー サンゴショー NR NR 
サンゴショー (島
にはない)  
H-226 砂 (すな) スナ 
スナ/ ヂャリ 
(シャーレ つ
スナ スナ スィナ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
ちぼこり) 
H-227 石 (いし) 
イシ / イシコ
ロ 
イシ イシ ̥ イシ イシ 
H-228 溝 (みぞ) 
ミヅォ (小さい) 
/ ホラ (大き
い) / ミヂョ 
(古) 
ミヅォ / ミジ
ョ 
ヒダ / ミジョ / 
ミヅォ 
ミヂョ ミゾマ (排水用) 
H-229 田 (た) タバラ タバラ 
タバラ (少ない) 
/ タバラー (古) 
/ タンボ (新) 
タバラ タバラ 
H-230 畦道 (あぜ) アヅェ 
アヅェ/ ア
ゼミチ / ア
ヅェエミチ 
アゼ/ アゼミチ/ 
アヅェミチ 
ハタ NR 
H-231 畑 (はたけ) 
ヤマ / ショ / 
ヤマショ (奥の
方) 
ショ / ヤマ 
 -ショ (地名に
付けて言う) / ハ
タケ / ヤマ 
ヤマ 
ヤマ/ ヤマショ 
(遠くの畑) 
H-232 野 (の) ノッパラ / ノ ノ / ノッパラ ヤブ NR NR 
H-233 道 (みち) ミチ ミチ ミチ ミチ ミチ 
H-234 崖 (がけ) ママ ガケ 
ガケ / ドテ/ マ
マ (切り立ったと
ころ) 
ガケ/ ホラバタ ママ / タカママ 
H-235 坂 (さか) サカ サカ  サカ サカ サカ 
H-236 
頂上 (ちょう
じょう) 
テッペン / ト
ンツベ (低い
山)  
トンツベ / 
テッペン 
トンブ / トンツ
ブリ (古) / チョ
ーヅォー (新) 
テッペン 
テッペン / トンツ
ィブラ (低いところ
の～) 
H-237 東 (ひがし) 
ヒガシ / ヒガ
シカゼ (東風) 
/ ナライ (東
北風) 
ヒガシ / ナ
ライ 
ヒガシ / ヒガシ
カデ～ヒガシカ
ヅェ (東風) / 
ナライカデ (東
風) 
ヒガシ / ナライ 
(北東の風。良い
風) 
ナライ (北東の風)
H-238 北 (きた) 
キタ / サガ 
(北風) / ナレ
ー (北東) / 
ナレーカゼ 
(北東風) 
キタ / ナラ
イ (北東の
風) 
キタ / ナレ  ー
(北風) 
キタ / コアムラ 
(北風) 
NR 
H-239 西 (にし) 
ニシ (ニシポ
ン 冬の季節
風) 
ニシ / ニシ
カゼ 
ニシ / ニシカ
デ～ニシカゼ 
(西風) (「風」単
独では  
[kaðe]。  
ニシ (方角) / 
ニシ (風。良い
風) 
NR 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-240 南 (みなみ) 
ミナミ / ミナミ 
カゼ (南風) / 
ナガシ (南西) 
/ ナガシカゼ 
(南西風) 
ミナミ / ミナ
ミカゼ 
ミナミ / ミナミカ
デ～ミナミカゼ 
(南風) / ハエ 
(南風、古) 
ミナミ (方角) / 
ミナミ (風) 
ナガシ (南風) 
H-241 右 (みぎ) ミギ ミギ ミギ ミギ ミギ 
H-242 左 (ひだり) ヒダリ ヒダリ 
ヒダリ (ヒ.ではな
く) / ヒダリ 
ヒダリ ヒダリ 
H-243 前 (まえ) 
マエ (マエゲ
ー デロ 前に
出ろ) / メー / 
サッカタ (古) / 
メー マイ / メー マエ マエ 
H-244 
後ろ (うし
ろ) 
ウシロ / オシ
ロ 
ウシロ 
オシロ / オシロ 
(オッキ 海側、
ヤブロ 山側) 
オシロ / ウシロ 
ウシロ / オシロ 
(古)  
H-245 跡 (あと) 
アト / アシア
ト 
アト アト アト アト 
H-246 横 (よこ) ヨコ ヨコ 
ヨコッパラ / ヨ
コ 
ヨコ ヨコ 
H-247 上 (うえ) ウエ ウエ ウウェ~ウエ 
ウェッダ / ウェ
ンダ / ウエ 
ウエ / ウェー 
H-248 下 (した) シタ シ̥タ シ̥タ シ̥タ～シタ シタ 
H-249 中 (なか) 
ナカ (ハコン 
ナカ 箱の中) 
ナカ ナカ ナカ ナカ 
H-250 底 (そこ) ソコ ソコ 
シギ (ー ) / シ
ンブ 
ソコ / ドッヅォ
コ (崖の) 
シッブ 
H-251 内 (うち) ウチ/ ナカ ウチ ウチ ナカ ウチ 
H-252 外 (そと) ソト ソト ニャー / ソト 
ソト (「庭」は ニ
ャー) 
ソト 
H-253 奥 (おく) オク スンマ 
オク~オクジ 
(「庭」ニャー) 
オク オク 
H-254 角 (かど) カド カド スミ / カド カド 
ツノッコ / カド 
(新) 
H-255 傍 (そば) ソバ ソバ 
ソバ / ソベー 
(そばに) / ソバ
ヨー (そばを) 
ソバ / ソビャー 
(〜に) 
ソバ 
H-256 
今日 (きょ
う) 
ケー ケイ キー キー / キョー キー 
H-257 
昨日 (さくじ
つ) 
キネー キネイ キニー 
キニー / キニョ
ー 
キニー / キニョ
ー (借用形?) 
H-258 
一昨日(い
っさくじつ) 
オトトイ / ウツ
ツェー 
オトトイ 
ウチ̥チー / オ
トトイ 
ウッチ～ウチチ
ー / オトトイ 
オトツイ / ウチチ
ー 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-259 
明日(みょう
にち) 
アス / アシタ アス アス 
アシ.タ～アシタ 
/ アス 
アス 
H-260 
明後日(みょ
うごにち) 
アサッテ / サ
ンナサッテ 
(古) 
アサッテ アサッテ アサッテ アサッテ 
H-261 
明明後日
(みょうみょう
ごにち) 
シアサッテ / 
サンナサッテ 
シアサッテ 
シガサッテ / シ
アサッテ / サン
ナサッテ 
サンナサッテ 
(シヤサッテ 明
明明後日、ヤナ
サッテ 明明明
明後日) 
サンナサッテ 
H-262 
今年 (こと
し) 
コトシ コトシ コンド / コトシ コトシ コトシ 
H-263 
昨年(さくね
ん) 
キョネン キョネン キョネン キョネン キョネン 
H-264 
一昨年(い
っさくねん) 
オトトシ オトトシ オトトシ オトトシ オトトシ 
H-265 
来年(らいね
ん) 
ライネン / デ
ーネン 
ライネン / 
デーネン 
(知っている
が使わない)
デーネン 
リャーネン / ヂ
ャーネン 
リャーネン / ヂャ
ーネン (古) / ライ
ネン (新) 
H-266 
再来年(さら
いねん) 
サライネン / 
サレーネン / 
サデーネン  
サライネン サデーネン 
サリャーネン / 
サライネン 
サリャーネン 
H-267 今 (いま) マン / イマ マン マニ/ マン マン 
マン / マニ(マニ
ャ イソガシー 今
は忙しい) 
H-268 昔 (むかし) ムカシ ムカシ ムカシ 
ムカ ɕ / ショテ
ーニ 
ムカシ / ミャーニ
(以前に) 
H-269 夏 (なつ) ナツ ナツ ナツ ナツ ナツ 
H-270 冬 (ふゆ) フユ フユ フユ フユ フユ 
H-271 朝 (あさ) 
アサ/ トンメテ 
(古) 
トンメテイ トンメテ 
アサ / トンメテ 
(8 時頃まで) 
トンメテ (早朝。強
調して言うと トー
ンメテ) / アサ 
H-272 昼 (ひる) ヒル ヒョウラドキ ヒル~ヒル ヒル ヒル 
H-273 
夕方 (ゆう
がた) 
ユーガタ/ ク
レガタ (古) 
クレーガタ 
ユーガタ / クレ
ー (古) / クレイ
ェ  ー
ユーガタ / クレ
ヤ (日が落ちる
頃) / クレガタ / 
ヨンベ (夕べ) 
ユーガタ / クレ
ヤ 
H-274 夜 (よる) 
ヨル/ ヨンベ 
(昨日の夜、古) 
ヨル 
ヨル(「昨夜」はヨ
ッベ / ヨンベ 
ヨッベ ヨッベ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-275 夜中 ヨナカ ヨナカ ヨナカ 
ヨナカ / ヨルヨ
ナカ 
ヨナカ 
H-276 暇 (ひま) ヒマ ヒマ 
ヒマ (「合間」は
ヨマ) 
ヒマ / ヨマ (合
間) / ヨマシ.キ  
ヒマ (「合間」はヨ
マ) 
H-277 時 (とき) トキ 
トキ / ヂブ
ン 
トキ トキ ヂカン / トキ 
H-278 年 (とし) トシ トシ トシ トシ トシ (年齢も) 
H-279 暦 (こよみ) 
コヨミ / コユメ 
(古) 
コヨミ (コユミ
は使わない)
コイミ (３音節) / 
コヨミ 
コヨミ / コイミ 
(3 音節) 
コヨミ 
H-280 物 (もの) モノ モノ モノ モノ モノ 
H-281 色 (いろ) イロ イロ イロ イロ イロ 
H-282 音 (おと) オト オト オト オト オト 
H-283 夢 (ゆめ) ユメ ユメ 
ユメ / ユミー 
(夢を) 
ユメ ユメ 
H-284 
着物 (きも
の) 
キモノ, ヘベラ 
(古) 
ヘビラ ヘビラ 
ヘベラ / マダ
ラ (よそ行き) 
マダラ / キモノ 
/ ヘベラ 
H-285 襟 (えり) エリ エリ イェリ / エリ エリ エリ /イェリ (古) 
H-286 袖 (そで) ソデ ソデ ソデ ソデ ソデ 
H-287 裾 (すそ) スソ スソ スソ スソ スソ 
H-288 帯 (おび) オビ オビ オビ オビ オビ 
H-289 紐 (ひも) 
ヒモ/ ヒボ 
(古) 
ヒモ ヒボ 
ヒモ / ヒボ / 
ナワ 
ヒモ /ヒボ (古) 
H-290 足袋 (たび) タビ タビ タビ タビ タビ 
H-291 袴 (はかま) ハカマ ハカマ ハカマ ハカマ ハカマ 
H-292 下駄 (げた) 
ゲタ/ ボックリ 
(古) 
ゲタ / プッ
クリ (何か履
物) 
ゲタ (アシダ 高
下駄) 
ゲタ (ホーバ / 
アシダ 高下駄) 
/ ボックリ 
ゲタ / アシダ 
(高下駄) 
H-293 
草履 (ぞう
り) 
ヅォーリ / ア
シナカ (走る
の使うぞうり、
短い) 
ゾウリ / ア
シナカ (つま
先だけの履
物) 
ヂョーリ / アシ
ナカ 走るのに
使う、前半分し
かないぞうり) 
ヂョーリ / ヅォ
ーリ (古) / アシ
ナカ (走るのに
使う，前半分し
かないぞうり) 
ヅォーリ 
H-294 緒 (お) ハナオ オバ 
ハナウォ (下駄
の) / ハナオ 
オ / ハナオ ハナオ 
H-295 布 (ぬの) キレ キレ キレ 
キレ / ヌノ / 
ボロ ( ボロ布) 
キレ 
H-296 表 (おもて) 
オモテ (「玄
関」は トボー) 
オモテ (「玄
関」はトボウ)
オモテ / オモ
チー (〜に) / 
サッカタ 
オモテ (「前」は
サッカタ) 
オモテ 
H-297 裏 (うら) ウラ ウラ ウラ / オシロ ウラ  -- 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-298 
綾,模様 (あ
や) 
ガラ 
モヨウ / モ
ヨー (オウ と 
オー の区別
がある人とな
い人がいる) 
モヨー ゲラ アヤ 
H-299 
手ぬぐい、
タオル 
テネゲー / 
テネグイ (新) 
テネゲー / 
テネゲイ 
テニギ  ー
テネギー / テ
ネグイ / テヌグ
イ 
テヌグイ / (古)テ
ネギー 
H-300 蓑 (みの) ミノ 
ミノ ( (A) 見
たことある， 
(B)使わない)
ミノ NR NR / (カッパ) 
H-301 湯 (ゆ) オユ オユ ユ ユ / サユ 
ユ / オユ (ユー 
ワカセ 湯を沸か
せ) 
H-302 茶 (ちゃ) オチャ オチャ チャ チャ 
チャ / オチャ 
(チャー ノモゴン 
茶を飲みましょう) 
H-303 飯 (めし) 
ゴハン / メシ 
(古) (シャメシ 
白ごはん) 
メシ メシ メシ / シャメシ  
メシ / シロメシ 
(白米) 
H-304 粥 (かゆ) 
オカユ (オケ
ーオ タモオレ 
おかゆを下さ
い) 
オカユ オケ  ー キャ / オカユ オカユ 
H-305 餅 (もち) モチ モチー  モチー モチー  モチー 
H-306 
雑炊 (ぞう
すい) 
オジヤ / ヅォ
ースイ 
ゾウスイ / 
オヂヤ 
ヅォーシー / 
オヂヤ 
ヂョーシー / 
ヅォーシー 
ヅォーシー / ヅ
ォーセイ (新?) (オ
ヂヤ 残ったご飯
をみそ汁などと混
ぜて煮直したもの)
H-307 味噌 (みそ) ミソ ミソ ミソ / ミス ミソ 
ミソ / テッカンミソ 
(自家製の味噌) 
H-308 汁 (しる) シル シル ツユ / シル 
シル/ ツユ 
(「オカズ」はシャ
ー) 
ツユ 
H-309 塩 (しお) シオ シオ ショ シオ / ショ シオ / ショ (古) 
H-310 塩辛い 
ショッパイ (シ
ョッパキャ しょ
っぱいよ) 
ショッパイ 
ショッカラケ / 
カラキャー/ ショ
ッパイ 
ショッカライ / 
ショッパキャ 
(「魚醤」はシュ
ーデ)  
ショッカリャー / 
ショッカライ (新) 
H-311 
砂糖 (さと
う) 
サトー (サトー
ー ケロ 砂糖
をくれ) 
サトー  サトー サトー  サトー 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-312 甘い 
アメー / アマ
キャ 
アマキャ アマキャ アマイ アマキャ  ー
H-313 
砂糖黍 (さ
とうきび) 
トーギミ カンシャ 
カンシャ ( キビ
ガンシャ サトウ
キビの種類、ト
ーキビガンシャ 
とうもろこし) 
カンシャ カンシャ 
H-314 粕 (かす) カス カス カス 
シューチュード
ブ (酒作りの) 
カス 
H-315 酒 (さけ) サケ サケ サケ サケ サケ (焼酎) 
H-316 麹 (こうじ) コージ コーヂ コーヂ～コージ コーヂ コーヂ 
H-317 粒 (つぶ) ツブ ツブ ツブ ツブ イツブ 
H-318 糠 (ぬか) ヌカ ヌカ ヌカ ヌカ ヌカ 
H-319 粉 (こ・こな) コナ コナ コナ コ / コナ コナ 
H-320 にんにく ニンニク ニンニク ニンニク ニンニク ニンニク  
H-321 芽 (め) メ メ メ メ メ 
H-322 クワズイモ NR NR  -- 
クワヅイモ (5 音
節) 
NR 
H-323 肉 (にく) ニク ニク ニク ニク ニク 
H-324 
果物 (くだ
もの) 
クダモノ (「み
かん」は コー
ジ 、小さい，
酸っぱくて種
が大きい) 
クダモノ クダモノ 
クダモノ (「みか
ん」はコージ) 
クダモノ 
H-325 油 (あぶら) アブラ アブラ アブラ アブラ アブラ 
H-326 天ぷら テンプラ テンプラ テンプラ テンプラ 
テンプラ (かき揚
げ含む) 
H-327 灰 (はい) 
ハイ / ヘー 
(古) 
ヘ  ー ヘ  ー ヒャ  ー
ヒャー (古) / ハイ 
(新) 
H-328 
匂い (にお
い) 
ニオイ( カマ
ル動詞「匂い
がする」) 
ニオイ 
ニヨイ (いい匂
いも) ( カマロワ
ナー 臭いなあ) 
/ ニオイ 
ニヨイ / ニオイ
/ カマル(動詞
「臭い」) 
ニオイ(カマル動
詞「匂いがする」 )
H-329 味 (あじ) アジ アヂ アヂ～アジ アヂ～アジ アヂ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-330 
料理 (りょう
り) 
リョーリ 
リョーリ / 
「魚をさばく」
はヂョール
( ボウヂョ ソ 
ワー 料理を
しようか) 
リョーリ リョーリ 
ゴチ̥ソ  ー (来客向
け) / リョーリ / 
「料理する」は ヂ
ョール(ヨー ヂョ
ーロワ 魚を料理
する / ヂョーロヂ
ャ ) 
H-331 ご飯 メシ メシ メシ メシ 
メシ (メショ カモ
アカ ご飯を食べ
ようか) 
H-332 
食事 (しょく
じ) 
メシ メシ ヒョクジ メシ メシ 
H-333 
朝食 (あさ
めし) 
アサメシ アサメシ 
アサメシ / アサ
ケ̝ 
アサケ (古) / 
アサメシ 
アサゲ (古) / ア
サメシ (新) 
H-334 
昼食 (ひる
めし) 
ヒョーラ 
ヒルメシ / ヒ
ョウラ 
ヒョーラ ヒョーラ 
ヒルゲ (古) / ヒル
メシ (新) 
H-335 
夕食 (ゆう
めし) 
ユーメシ ヨウメシ 
ヨーケ / ヨーメ
シ 
ヨーケ / ヨーメ
シ 
ヨーケ (古) / ヨー
メシ (古) / ユーメ
シ (新) 
H-336 膳 (ぜん) オヅェン オゼン 
ヅェン / タボダ
イ～タブダイ 
(ちゃぶ台) 
ヅェン オボン 
H-337 食べる カム 
カム (カモワ 
食べるよ) 
カム カム 
カモワ (あまり使
わない) 
H-338 食べ物 カミモノ カモモン カモモン カモモノ カモモン 
H-339 家 (いえ) 
イエ / ワガエ 
(我が家) / オ
マエノエ (お
前の家)，ウン
ガ は目下へ) 
エ イェー / ウチ 
エ / ワガエ (我
が家) / ウンガイ
エ~ウナガイ (お
まえの家) 
イェ 
H-340 
母屋 (おも
や) 
オモヤ / ボ
ーケウチ (大
きい家) / ボ
ーエ (分家) 
ボウエ 
オモヤ (希) (「は
なれ」はヂグラ 
(希)) 
ボーケウチ (「は
なれ」はゲヤ / 
エノコ) 
オモヤ / ボーイ
ェ (古) 
H-341 
台所 (だい
どころ) 
コックバ / オ
カッテ 
コックバ 
コックバ / コク
バ 
コックバ 
ダイドコロ / コッ
クバ / オテマ 
H-342 
天井 (てん
じょう) 
テンヂョ  ー
テンヂョー / 
アマ 
テンヂョー (「天
井裏」はアマ ) 
テンヂョー (「天
井裏」は アマ) 
テンヂョー / ア
マ (古) 
H-343 床 (ゆか) 
ユカ (ミジャ
「地面」) 
ユカ ユカ 
ユカ (床) / ミヂ
ャ～ミジャ (床・
ユカ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
地面) 
H-344 棚 (たな) タナ タナ タナ タナ タナ 
H-345 竈 (かまど) 
カマド / ヘッ
ツイ (ごはんを
炊く釜全体) 
カマド 
カマド (ヘッツイ 
自在鉤) 
カマド / ヘッツ
イ 
カマド / ヘッツイ
H-346 いろり イロリ イロリ 
イロリ / ヂロプ
チ (囲炉裏端) 
カマド / ヂロ 
(「囲炉裏淵」は
ヂロブチ，「予備
の薪」のムスク
ビ) 
イロリ 
H-347 戸 (と) ト ト / アマド ト ト ト 
H-348 板 (いた) イタ イタ イタ イタ イタ 
H-349 節 (ふし) フシ 
フ.シ / フ.
シメ 
フ.シ～フシ フ.シ～フシ フ.シ 
H-350 穴 (あな) アナ アナ アナ ドマ / アナ アナ 
H-351 柱 (はしら) ハシラ ハシラ ハシラ ハシラ ハシラ 
H-352 釘 (くぎ) クギ クギ クギ クギ クギ 
H-353 瓦 (かわら) カワラ カワラ カワラ / カーラ カワラ 
カワラ (ほとんど
ない。普通はトタ
ン。) 
H-354 
便所 (べん
じょ) 
トイレ / カン
ヂョー (古) 
ベンヂョ / 
カンヂョ  ー
カンヂョ  ー
ベンヂョ / カン
ヂョー (「島アジ
サイの葉」を カ
ンヂョーシバ と
いう。これをトイ
レットペーパー
として使用した) 
ベンヂョ / カン
ヂョ (カンヂョは他
地区の言い方
か？) 
H-355 垣 (かき) クネ「生け垣」 
イシガキ (石
垣 ) / クネ 
(生け垣) 
イシガキ / オリ 
(古) / カキ 
オリト / イシガ
キ 
カキネ / オリ (石
積の垣) 
H-356 庭 (にわ) ニャー ニャー ニャー ニャー ニャー 
H-357 井戸 (いど) イド イド イド イド イド 
H-358 墓 (はか) ハカショ ハカショ ハカショ ハカ / ハカショ ハカ 
H-359 煤 (すす) スス スス スス ス̈ス̈～スス スス[ス.ス] 
H-360 埃 (ほこり) ホコリ ホコリ ホコリ 
ホャーレ (砂ぼ
こり) / ホコリ 
ホコリ 
H-361 縄 (なわ) ナワ ノー ナー ノア / ニャー ナワ / ヌア (古) 
H-362 鎖 (くさり) クサリ ク.サリ ク.サリ ク.サリ ク.サリ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-363 綱 (つな) ツナ 
ロップ / ツ
ナ 
ナー / ツナ ツナ ツナ 
H-364 袋 (ふくろ) フクロ フ.クロ フ.クロ / フクロ フ.クロ～フクロ フ.クロ 
H-365 荷 (に) ニモツ ニ/ ニモツ ニ ニー～ニ 
ニ(ニョー ツム 荷
を積む) 
H-366 皿 (さら) サラ サラ サラ サラ / ゴキ サラ 
H-367 椀 (わん) オワン 
オワン / ゴ
キ (聞いたこ
とあり) 
ワン ワン ワン 
H-368 
茶碗 (ちゃ
わん) 
メシジャワン / 
ゴキ (古) 
チャワン 
チャワン / ゴキ 
(古) 
ゴキ / メシジャ
ワン 
メシヂャワン 
H-369 壷 (つぼ) ツボ ツボ ツボ ツボ ツボ 
H-370 鉢 (はち) ハチ ハチ ハチ ハチ ハチナンメ 
H-371 瓶 (かめ) カメ カメ カメ カメ カメ 
H-372 
水瓶 (みず
がめ) 
ミズガメ ミズガメ ミヅガメ ミヅガメ ミズガメ 
H-373 桶 (おけ) オケ オケ オケ オケ オケ 
H-374 
水桶 (みず
おけ) 
NR ミズオケ ミズオケ ミヅオケ ミズオケ 
H-375 盥 (たらい) 
タライ / タレ
ー (古) 
タライ / タレ
ー 
タレー (木製) タ̟リャ̟ー 
タリャー / カナダ
リャー (金盥) 
H-376 ひしゃく   シャク シャク ヒ.シャク シャモヂ 
H-377 柄 (え) 
エ / ヒシャク
ノエ 
エ / トッテ イェ / エ エ ボー 
H-378 釜 (かま) ハガマ 
オカマ / ハ
ガマ (聞い
たことがある)
ハンガマ (ごは
ん釜) / メシガ
マ / カマ 
カマ / ハンガ
マ (ご飯用) 
メシガマ / ハガ
マ 
H-379 しゃもじ 
ヘラ (シャモジ 
お玉) 
シャモヂ ヘラ / シャモジ ヘラ / シャジ シャモジ 
H-380 
急須・鉄瓶 
(きゅうす) 
キュース / キ
ビショ (古) 
キュース / 
テツビン 
キュース / テツ
ビン / キビショ
～キビショー 
(南洋帰りの方が
使用、古) 
キュース / ドビ
ン / キビショ 
キビショ (古) / キ
ュース (新) 
H-381 箸 (はし) ハシ ハシ ハシ ハ ɕ～ハシ ハシラ 
H-382 
包丁 (ほう
ちょう) 
ホーチョー ホウチョー 
デバ / ホーチ
ョ  ー
ホーチョー ホーチョー 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-383 刀 (かたな) カタナ カタナ カタナ カタナ カタナ 
H-384 
小刀 (こが
たな) 
キリダシナイフ コガタナ コガタナ 
コガタナ / ナイ
フ 
コガタナ 
H-385 まな板 
マネータ / キ
リバン (古) 
マナイタ / 
キリバン 
マネータ / キリ
バン 
キリバン 
マナイタ / キリバ
ン (古) 
H-386 臼 (うす) ウス ウス 
ウス (搗き臼) / 
イシウス (挽き
臼) 
ウス (搗き臼) / 
スルス (挽き臼、
腰の重い女) 
ウス 
H-387 杵 (きね) キネ キネ 
キネ (横杵) / 
テギネ (竪杵) 
キネ (「ゴマすり 
(道具)」はデン
キ゜ネ 
キネ 
H-388 斧 (おの) オノ 
オノ (薪割り
用) / ナタ 
(枝落とし用) 
/ ヨキ (大工
道具) 
オノ (伐採用) / 
ヨキ (薪割り用) 
マサカリ / マキ
ワリ / オノ / ヨ
キ (古) 
オノ / ナタ (山
刀) 
H-389 鋸 (のこ) ノコギリ 
ノコ / ノコギ
リ 
ノコギリ ノコギリ ノコ (ノコギリとも) 
H-390 鑿 (のみ) ノミ ノミ ノミ ノミ ノミ 
H-391 錐 (きり) キリ キリ キリ キリ キリ 
H-392 箱 (はこ) ハコ ハコ ハコ ハコ ハコ 
H-393 筆 (ふで) フデ フデ 
フデ / フヂー 
(〜を) 
フデ / フディー 
(〜を) 
フデ 
H-394 紙 (かみ) カミ カミ 
カミ / カミョ (〜
を) 
カミ カミ 
H-395 鋏 (はさみ) ハサミ ハサミ ハサミ ハサミ ハサミ 
H-396 印 (しるし) 
シュルシ (丸
めのあるイ) 
シルシ / メ
ボシ 
シルシ 
ショシ (ショシ 
モ タネモ ニャ
ー何もかもめち
ゃくちゃになっ
てなくなる) 
シルシ 
H-397 漆 (うるし) ウルシ ウルシ ウルシ (希) ウルシ ウルシ 
H-398 鏡 (かがみ) カガミ カガミ カガミ カガミ カガミ 
H-399 櫛 (くし) ク.シ ク.シ クシ ク ɕ 
クシ / トーグシ 
(半月型の櫛) 
H-400 
布団 (ふと
ん) 
フ.トン フ.トン 
フ.トン～フトン / 
ヤグー (腕を通
すもの) 
フ.トン フ.トン 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-401 枕 (まくら) マクラ マクラ マクラ マクラ マクラ 
H-402 箒 (ほうき) ホーキ 
ホウキ / ホ
ーキ 
ホーキ / ホー
キョ (〜を) 
ホーキ ホウキ / ホーキ 
H-403 竿 (さお) 
サオ/ モノホ
シザオ (物干
し竿) / サオダ
ケ 
サオ サウォ / サオ サオ サオ 
H-404 杖 (つえ) ツエンボー 
ツエ / ツエ
ンボウ / ツ
ッキンボウ 
ツエ / ツクンボ
ー (物を突くた
めの棒) / ツエ
ンボー (古)) 
ツィセ 
ツエ / ツエンボ
ー 
H-405 
笠・傘 (か
さ) 
カサ / コー
モリ (古) 
カサ カサ カサ カサ 
H-406 針 (はり) 
ハリ / ヌイバ
リ 
ハリ ハリ ハリ ハリ 
H-407 糸 (いと) イト 
イト / ニュ
ートウ 
イト 
イト / テミョ  ー
(たこ糸) 
イト  
H-408 
煙管 (きせ
る) 
キセル キセル 
キシェル~キセ
ル 
キ̥セル キセル 
H-409 
金 (かね) 
(金属・お金) 
ヅェネ/ ヂェ
ネ (古) / ヂャ
ニェ 
カネ / ヂェ
ネ / ヂェニ
カナモノ / カネ
カネ / ヂェネ 
/ ヂェニ(お金) 
オカネ / カネ / 
ヅェニ/ ヂェネ 
H-410 
三味線 (し
ゃみせん) 
シャミセン シャミセン シャミセン シャミセン NR (シャミセン) 
H-411 船 (ふね) フネ フネ フネ フネ フネ 
H-412 帆 (ほ) ホ ホ ホ ホ ホ 
H-413 
櫂 (舟のカ
イ) 
カイ 
カイ / ロ 
(ロとカイは別
物) 
カイ ロ / カイ カイ 
H-414 
網 (あみ) 
(魚を獲るあ
み) 
アミ アミ ヨーアミ / アミ アミ アミ 
H-415 槍 (やり) 
ヤリ / ツキン
ボー 
ヤリ 
ツキンボー / 
モリ / ヤリ 
モリ / ヤス. / 
ヤリ 
ヤリ 
H-416 鍬 (くわ) 
クワ / ミツグ
ワ (3つに分か
れてる鍬) / ヒ
ラグワ (平らな
鍬) / テガ 
テガ 
テガ (種類に ミ
ツガ, ヒラガ) 
テガ (種類に ミ
ツガ / ヒラグヮ) 
クワ / キャーテ
ガ ̥ (草取り道具) 
(「蚕」はコナサマ)
H-417 
鋤 (牛にひ
かすすき) 
スキ ス̥キ s̩キ～スキ s̩キ / プラオ NR 
H-418 脱穀用ゴザ ゴザ～ゴヅァ ゴザ / ムシ ムシロ ムショ～ムシロ ゴヅァ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
ロ 
H-419 鎌 (かま) マガマ マガマ マガマ カマ / マガマ 
カマ / ヒラテガ 
(草刈り道具) 
H-420 鋤 (すき) スキ ス̥キ  --  -- NR 
H-421 箆 (へら) ヘラ ヘラ ヘラ ヘラ NR 
H-422 笊 (ざる) 
ヅァル/ ヂャ
ル 
ザル～ヅァ
ル/ イメミゴ 
(竹で編んだ
壺が他の細
い笊) 
ヅァル/ ミ (脱
穀用) 
ヅァル ヅァル 
H-423 篭 (かご) カゴ 
カゴ / ヅァ
ル 
カゴ / イメミゴ 
(里芋洗いに使
用) 
カゴ / イメミゴ, 
ユメムゴ (里芋
洗いに使うかご) 
イメンゴ (小さい
背負う篭) 
H-424 篩 (ふるい) フルイ / ミ フルイ / ミ フリー～フルイ フリー / フルイ NR 
H-425 俵 (たわら) 
タワラ / トー
ラ (古) 
トーラ    
タワラ / ターラ 
/ スミダーラ (炭
俵) 
タワラ / スミドア
ラ / ヅック 
トアラ (古) 
H-426 筵 (むしろ) ゴザ～ゴヅァ 
ムシロ / モ
ショ  (古) / 
ゴザ 
ムシロ 
ムショ / ムシロ 
/ ゴザ 
ムシロ / コモ 
H-427 薪 (たきぎ) マキ / ゴミ 
マキ (大きい
木) / ゴミ 
(ちょっと大き
めの木、 細
い木という人
もいる) / ム
スクビ (着火
材に使う細か
い木) 
ゴミ / タキギ / 
ヅァンサラ (古) 
ゴミ / ム s̩クビ 
マキ / ゴミ / ム
ス̥クビ 
H-428 人 (ひと) ヒト ヒ.ト ヒ.ト～ヒト ヒ.ト ヒト 
H-429 親 (おや) オヤ オヤ オヤ 
オヤ / オヤサ
マ 
オヤ 
H-430 子 (こ) 
コ (ウクノ コ 
あそこの家の
子) / コドモ 
コ / コドモ 
/ アッパメ 
(赤ん坊) 
コ / ヤッコメ 
(古) 
コ / コドモ コドモ 
H-431 長男 
チョーナン / 
チョウナンメ 
チョーナン /
タロー (使わ
ないが知っ
ている) / ボ
ーヤ 
チョーナン チョーナン チョーナン 
H-432 二男 
ヂナン / ヂ
ナンメ 
ヂョウメ / ヂ
ナン  
ヂナン ヂナン ヂナン 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-433 三男 
サンナン / サ
ンナンメ 
サボウ サンナン サンナン サンナン 
H-434 四男 ヨンナン 
ヨンナン / 
ショウ 
ヨンナン ヨナン ヨンナン 
H-435 五男 ゴナン 
ゴナン / ゴ
ロウ 
ゴナン ゴナン ゴナン 
H-436 六男 ロクナン 
ロクナン / 
ロクロウ  
ロクナン ロクナン ロクナン 
H-437 七男 シチナン シチナン シチナン シチナン シチナン 
H-438 八男 ハチナン ハチナン ハチナン ハチナン ハチナン 
H-439 九男 キューナン キューナン キューナン キューナン キューナン 
H-440 十男 ヂューナン ヂューナン ヂューナン ヂューナン ヂューナン 
H-441 長女 
チョージョ / 
チョーヂョメ 
チョーヂョ / 
ニョコ / ニョ
コメ  
チョヂョ～チョー
ジョ/ ニョコメ 
(古) 
チョージョ チョーヂョ 
H-442 二女 
ヂジョ / ヂヂ
ョメ 
ヂヂョ / ナ
カ (聞いたこ
とがある) / 
テゴメ (?)  
ヂヂョ / ニジョ ヂジョ ヂーヂョ 
H-443 三女 
サンヂョ / サ
ンヂョメ 
サンヂョ サンヂョ サンヂョ サンヂョ 
H-444 四女 
ヨンヂョ / ヨン
ヂョメ 
ヨンヂョ / ク
ス (聞いたこ
とがある) 
ヨンヂョ ヨンヂョ ヨンヂョ 
H-445 五女 ゴジョ ゴヂョ ゴヂョ～ゴジョ ゴジョ ゴヂョ 
H-446 六女 ロクジョ ロクヂョ 
ロクヂョ～ロクジ
ョ 
ロクジョ ロクヂョ 
H-447 末っ子 
スエッコ/ ヒッ
パシ (古) / 
シ̥ッパシ 
スエッコ / 
シッパシ / 
シッパシメ 
(メが付くと上
品でない感
じがする。) 
スエッコ / ヒッ
パシメ 
シ̥ッパシ 
ヒ.ッパシ / ヒ.ッ
パシメ (メは愛情
をこめた謙遜のニ
ュアンス。) 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-448 
親子 (おや
こ) 
オヤコ 
オヤコ (親戚
も) 
オヤコ (親戚も) オヤコ  オヤコ 
H-449 孫 (まご) マゴ / マゴメ マゴ マゴ マゴ マゴ 
H-450 
父，おとうさ
ん 
オトーサン / 
トーチャン 
(古) / オヤヂ 
オット / トト
ウ  (古) / 
オヤジ / ト
ーチャン / 
テテオヤ 
オトーチャン / 
トーチャン / ト
ッチャン (古) 
オトーチャン / 
テテ (古) / オ
ヤジ 
オトーチャン / 
オトチャン 
H-451 
母，おかあ
さん 
オカーサン / 
カーチャン 
(古) / オフクロ 
オッカ / カ
ーチャン / 
ホー (古) 
オカーチャン / 
カーチャン / 
オッカ (古) 
オカーチャン /
ホヮワ (古) / オ
フクロ 
オカーチャン / 
オカチャン 
H-452 
兄，おにい
さん 
オニーサン/ 
アンチャン 
(古) 
アニ/ アン
チャン (「年
上，目上の
人」はアセイ)
アンチャン / ア
シー (古) / ニ
ーチャン 
アンチャン / ア
ニキ 
オニーチャン / 
アンチャン (アセ
イは聞いたことあ
り) 
H-453 
姉，おねえ
さん 
オネーサン/ 
ネーチャン 
(古) 
ネーチャン 
/ ネイヤ / 
ネイチャン 
(「年上の女
性」は イン
ネ) 
ネーチャン  
ネーチャン (呼
ぶときは〇〇 
(名前)ニーチャ
ン) 
オネーチャン / 
アンド 
H-454 
弟 (おとう
と) 
オトート / シ
タノ キョーデ
ー 
オトウト オトート オトート オトウト 
H-455 
妹 (いもう
と) 
イモート / シ
タノ キョーデ
ー 
イモウト イモート イモート イモウト 
H-456 
兄弟 (きょう
だい，しま
い) 
キョーダイ / 
キョーデー 
キョウデー キョーデー キョーダイ 
キョーダイ / キョ
ーヂャ  ー
H-457 祖父(そふ) 
オジーサン～ 
オヂーチャン 
/ ヂーチャン 
ヂーチャン 
/ ヂーサン 
/ オウサマ 
(古) 
ヂーチャン 
ヂーチャン / 
オヂーチャン / 
オーサマ (古) 
オヂーチャン / 
オーサマ (古) / 
オーチャマ 
H-458 祖母(そぼ) 
オバーサン / 
オバーチャン 
/ バーチャン/ 
バッバ (坂上
の呼び方) 
バーチャン 
/ バンマ 
(古) / オモ
ーサマ (古) 
バーチャン / 
バンバ / ウン
マ (古) 
バーチャン / 
オバーチャン / 
バッバ (古) 
オバーチャン 
H-459 夫 (おっと) 
ダンナ / テ
ーシュ 
オット / オ
ヤジ / ワガ
イェノヒト / 
ワゲーノヒト 
ダンナ / オット
/ トー / ワガイ
ノヒト 
ダンツィクィ(宿ろ
く) / ダンナ (呼
ぶ時は名前で呼
ぶ) 
ワギ (ー )ノヒト 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-460 妻 (つま) 
ヨメ / ワゲー
ノ ヒト 
ヨメ / ワガイ
ェノヤツ / 
ワゲーノヤツ
ヨメ / ワガイノ
オンナゴ 
カニャー / ヨメ 
(呼ぶ時は名前
で呼ぶ) 
オミ / 呼ぶ時は
名前で呼ぶ 
H-461 
夫婦 (ふう
ふ) 
フーフ / ツレ
アイ 
フーフ フーフ フーフ フーフ 
H-462 叔父 (おじ) 
オジチャン / 
オジサン / オ
ヂ 
オヂ オヂ～オジ オヂ 
オヂチャン / オ
ヂ 
H-463 
叔母 (お
ば) 
オバチャン / 
オバサン / 
オバ 
オバ オバ オバ 
オバチャン / オ
バ 
H-464 甥 (おい) 
オイ/ メイヨー
シ 
オイ オイ 
オイッコ / メー
ヨーシ (姪と合
わせて) 
オイッコ 
H-465 姪 (めい) 
メイ / メイヨー
シ 
メイ メイ 
メイッコ / メーヨ
ーシ (甥と合わ
せて) 
メイッコ 
H-466 
従兄弟 (い
とこ) 
イトコ イトコ イトコ イトコ イトコ 
H-467 婿 (むこ) 
ムコ / ムコド
ノ 
ムコ / ムコ
ドノ 
ムコ ムコ ムコ  
H-468 
家族 (かぞ
く) 
カゾク～カヅォ
ク 
カゾク / シ
ョテー (ショ
テーは「以前
に」の意味も)
ナカマ / カゾク
カゾク / カニャ
ー 
カヅォク 
H-469 
親戚 (しん
せき) 
オヤコ オヤコ オヤコ オヤコ オヤコ 
H-470 男 (おとこ) 
オノコゴ / オ
トコゴ 
オトコ / オト
コゴ 
オノコゴ オノコゴ オトコ / オノコゴ 
H-471 女 (おんな) オンナゴ 
オンナ / オ
ンナゴ (聞い
たことがある)
オンナゴ オンナゴ 
オンナ / オンナ
ゴ 
H-472 目上 (の男) 
メウエ (ワレヨリ 
ボーケ ヒト 私
より年上の人) 
/ トシウエ 
アセイ / セ
ンパイ (年齢
が上の人) 
アニ(呼ぶ時は 
○○ (人名)アニ
/ ボーケヒト (年
上) 
 アンチャン (呼
ぶ時は〇〇 (人
名) アンチャン 
/ 〇〇オヂチャ
ン) 
メウエノヒト 
H-473 
目下 (弟、
妹) 
トシシタ NR 
オメンチェー/ 
コレンチェー 
呼ぶ時は名前を
呼び捨て 
NR 
H-474 
青年 (せい
ねん) 
セーネン / ワ
ケーシュー 
(古) 
ワケーシュ 
ワケーシュ (20
歳〜25,26 歳) / 
ワケーシ 
ワキャーシュ 
(17、18 才〜
27,28 才或は結
婚するまで) 
ワカケヒト 
H-475 大工 (だい ダイク / デー デーク デーク / ダイク ディャーク. / デ ダイク 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
く) ク (古) ーク 
H-476 友だち ホーベー ホウベー 
ナカマ / ホー
ベー (古) 
  トモダチ 
H-477 若い娘 メナラベ メナラベ メナラベ メナラベ 
メナラベ (25 才く
らいまで) 
H-478 私 (わたし)  
ワレ / ワイ / 
アイ / ワレワ 
(私は) / ワガ 
(私の) / ワレ
ニ(私に) 
アイ / ワイ 
/ ワレ / ア
ガ (?) 
アガ / アレ アレ / アガ ワレ / ワイ 
H-479 私たち 
ワレラ / ワイ
ラ 
ワイシャー / 
ワイラー / 
ワイラ 
ワレンチェー / 
アレンチェ  ー
ワレンシャー / 
ワレンチャー 
ワレーシャー / 
ワイシャ  ー
H-480 あなた 
オマエ / オメ
ー (対目上、
対目下という人
も) オミー (同
等以上) 
オメ  ー
オメー (目上や
年上) / オミ 
(古) 
オミャー オミャイ̞ 
H-481 あなたたち 
オマエラ / オ
メーラ (同等以
下) / オミラ 
(同等以上) 
オメーラ 
オメンチェー / 
オメータチ (目
上や年上) / オ
ミラ (古) 
オミャンシャー オミャイ̞シャー 
H-482 お前 
ウヌ / ウン / 
ウンガ (軽蔑し
ている) 
ウヌ / オマ
エ 
オメー / オマイ 
/ ウム (けなし) 
オミャー / ウン
ガ 
オミ 
H-483 お前たち 
ウナラ / ウヌ
ラ 
ウヌラ / オ
マエラ / オ
メーラ 
オメンチェー / 
オマイラ / ウヌ
ラ (けなし) 
オミャンシャー 
/ ウヌンシャ 
オミーシャ 
H-484 皆 (みな) 
ミンナ / メン
ナ (古) 
メンナ メンナ ヅェンブ (人も) ミンナ 
H-485 名 (な) ナマエ /  ナ / ナメー ナメー ナミャー ナマエ 
H-486 お祝い 
オイワイ / ユ
ウェ 
ユウェ  ー
ユˑウェー~ユウェ
ー～ユエ  ー
ユウャー / ユワ
イ / オイワイ 
イワイ 
H-487 
結婚 (けっ
こん) 
ケッコン (コン
レイ 結婚式) 
ケッコン / 
ケンレー / 
ケンレイ 
ケッコンシキ (ユ
エーダラ 結婚
式) 
ケッコン / シュ
ーゲン / コンレ
ー 
ケッコン / シュー
ゲン 
H-488 
結納 (ゆい
のう) 
ユイノ  ー ユイノ  ー
ユイノー / ユエ
ー~ユウェ  ー
ユイノ  ー NR (ユイノー) 
H-489 
喧嘩 (けん
か) 
ケンカ ケンカ ケンカ ケンカ ケンカ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-490 
相互扶助 
(農作業な
ど) 
テツダイ / コ
ーヨー / ミチ
コーヨー (古) 
ミチゴーヨー 
(皆で道を整
備する ) / 
ヨレ  ー
ユイ (まれ) 
ヨソアースル(手
伝う) / ガッペー 
ミチゴーヨー (道
の整備) 
H-491 
相撲 (すも
う) 
スモー スモウ スモー スモ スモー~スモウ 
H-492 一つ 
ヒトツ / テツ 
(古) 
テツ テツ テツ ヒトツ 
H-493 二つ フタツ フ.タツ フ.タツ～フタツ フ.タツ フタツ 
H-494 三つ ミッツ ミッツ ミッツ ミッツ ミッツ 
H-495 四つ ヨッツ ヨッツ ヨッツ ヨッツ ヨッツ 
H-496 五つ イツツ イツ̥ツ ̥ イツツ イツツ イツツ 
H-497 六つ ムッツ ムッツ ムッツ ムッツ ムッツ 
H-498 七つ ナナツ ナナツ ナナツ ナナツ ナナツ 
H-499 八つ ヤッツ ヤッツ ヤッツ ヤッツ ヤッツ 
H-500 九つ ココノツ ココノツ ココノツ ココノツ ココノツ 
H-501 十 (とお) トー トウ トー ト～トー トー 
H-502 一人 トリ トリ ヒ.トリ トリ / ヒトリ ヒトリ 
H-504 二人 フタリ 
フ.タリ / フ
タイ 
フ.タリ～フタリ フ.タリ～フタリ フタリ 
H-503 三人 サンニン サンニン サンニン サンニン サンニン 
H-505 四人 
ヨニン/ ヨッタ
リ (古) 
ヨッタリ / ヨ
ニン 
ヨニン / ヨッタリ ヨッタリ / ヨニン ヨニン 
H-506 五人 ゴニン ゴニン ゴニン ゴニン ゴニン 
H-507 六人 ロクニン ロクニン ロクニン ロクニン ロクニン 
H-508 七人 シチニン 
ナナニン / 
シチニン  
シチニン シ̥チニン ナナニン 
H-509 八人 ハチニン ハチニン ハチニン ハチニン ハチニン 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-510 九人 キューニン 
クニン / キ
ューニン 
キューニン キューニン キューニン 
H-511 十人 ヂューニン ヂューニン ヂューニン ヂューニン ヂューニン 
H-512 いくら 
イクラ / ドイダ
ケ 
イクラ / イク
イェン (金額) 
/ ドノグレー
イクラ イクラ イクラ 
H-513 いつ イツ 
イツ / イツ
ツ 
イツ イツ イツ 
H-514 だれ 
ダレ / ダイ / 
ダレー (～を) 
ダレ / ダイ 
ダレ / ダリー 
(～を) 
ダレ ダイ  
H-515 どこ 
ドコ / ドコゲ
ー / ドコー 
(～を) 
ドコ / ドケ
イ, ドコゲー 
(どこに) 
ドコ / ドキー 
(〜に) / ドコー 
(～を) / ドッカラ 
(～から) 
ドコ ドコ 
H-516 どれ ドレ ドイ / ドレ 
ドレ / ドリー 
(〜を) 
ドレ ドレ 
H-517 なぜ 
アンデ / アッ
デ 
アンデ / ア
ッデ ( 古) 
アンデ アンデ アンデ  ー
H-518 なに アニ 
アニー / ア
ニ(聞き返す
場合) / アン 
ドー ( 何
か？) 
アニ/ アニョ 
(～を) 
アンドア (〜で
すか) / アニ. / 
アニョ (〜を) 
アンド  ー
H-519 いくつ 
イクツ / ドイ
ダケ 
イクツ イクツ イクツ イクツ 
H-520 これ 
コレ / コレオ 
(～を) 
コイ 
コ̝レ / コリ  ー
(〜を) 
コレ / コリー 
(～を) 
コレ 
H-521 それ 
ソレ / ウレ / 
ソレー (～を) 
ソレイ / ソイ
ソレ / ソリー 
(〜を) 
ソレ / ソリー 
(～を) 
ソレ 
H-522 あれ 
ウレ/ ウレー 
(～を) / アレ 
ウレイ / ウ
レ / ウィ 
ウレ / ウリー 
(～を) / ウリャ 
(〜は) / アレ 
ウレ / ウラ / 
ウレー (～を) 
アレ 
H-523 ここ ココ 
ココ / ココノ
ツ 
ココ ココ ココ 
H-524 そこ 
ソコ / ソコー 
(～を) 
ソコ ソコ ソコ / ソキ  ー ソコ 
H-525 あそこ 
ウク / ウクー 
(～を) 
ウク ウク ウク 
アッチ / トオケバ
ショ / オクーヂ 
H-526 技・仕事 シゴト シゴト シゴト  -- ワヅァ 
H-527 鬼 (おに) オニメ オニメ オニメ  -- オニ 
H-528 心 (こころ) ココロ ココロ ココロ  -- ココロ 
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-529 
情け (なさ
け) 
ナサケ ヂョウ ナサケ  -- ナサケ 
H-530 
言葉 (こと
ば) 
 コトバ コトバ コトバ  -- シマゴ 
H-531 歌 (うた) ウタ ウタ ウタ  -- ウタ 
H-532 
踊り (おど
り) 
オドリ オドリ オドリ  -- オドリ 
H-533 
鼓 (つづ
み) 
ツヅミ ツズミ ツズミ  -- NR 
H-534 宝 (たから) タカラ タカラ タカラ  -- タカラモノ 
H-535 型 (かた) カタ カタ カタ  -- カタ 
H-536 形 (かたち) カタチ カタチ カタチ   カタチ 
H-537 休息 
ヤスミ / イッ
プク 
イップク / 
ヤスミ 
イップク 
ヒ.トイキ / ヤス
ミ 
ヤスム (動詞) 
H-538 
魂 (たまし
い) 
タマシー タマシー タマシー  -- タマシー 
H-539 
刺青 (いれ
ずみ) 
イレヅミ イレズミ イレズミ  -- イレヅミ 
H-540 真似 (まね) マネ マメ 
マネ / マニー 
(〜を) 
マメ / マミー 
(〜を) 
マネ 
H-541 嘘 (うそ) 
オソ (オソツキ 
嘘つき) 
ヤマシュ 
オソ (オソー ツ
クナ うそをつく
な) / オソ ʦ̩キ 
(うそつき) / キツ
ニ̞ /  
キツネ (「嘘つ
き」も) / キツネ
ʦ̩キ (嘘つき) 
テーレン 
H-542 小さい 
ネッコケ / ネ
ッコキャ 
ネッコイ / 
ネッコキャ 
ネッコキャ / ネ
ーコケ (連体) 
ネッコイ (子供、
ねずみ) / チン
ゴイ (芋) 
チッチャケ / チッ
チャキャ  ー
H-543 大きい 
ボーケ / コー
キャ 
ボウィ / ボ
ウィー / ボ
ウキャ (「大
きいもの」は
ボウケ モノ)
ボーキャ / ボ
ーケ (連体) 
ボーイ / デッカ
イ 
デカキャ / デッ
カキャー / ボー
キャー 
H-544 低い ヒクキャ 
ミヂカイ / ミ
ヂカキャ (キ
ャで終わると
「－よ」のニ
ュアンス。) 
ネッコキャ (背が
低い) / ヒクキャ 
(床が低い) / ミ
ジャキャ (古、床
が低い) 
ヒ.クイ ヒクキャ  ー
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番号 語 大賀郷 三根 末吉 中之郷 樫立 
H-545 同じ オンナシ オ (ン)ナジ オンナジ オナヂ オンナヂ 
H-546 短い 
ミッカケ / ミッ
カキャ 
ミジカイ / ミ
ジカキャ 
ミジカキャ ミッカイ ミヂカキャー 
H-547 丸い 
マルケ / マ
ルーキャ 
マルイ / マ
ルキャ 
マルキャ マルイ マンマルキャー 
H-548 暖かい 
ヌクトケ / ヌク
トキャ 
ホトウル 
アッタキャ / ヌ
クトイ 
ヌクトイ 
アッタカキャー 
(「暑い」はアツキ
ャー) 
H-549 寒い カゲール 
コゲイル(コ
ゲイロ ヒ 寒
い日) 
コギール(「凍え
る」かも？) / サ
ムキャ 
コギール サムキャ  ー
H-550 冷たい ヒャッコケ 
ヒャッコイ / 
ヒャッコキャ 
(ヒャッコケ 
モノ 冷たい
もの) 
ヒャッコキャ ヒャッコイ ヒャッコキャー 
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八丈方言文法項目データ 
 
八丈方言文法項目データ（音声記号表記） 
1 共通語 おれはきょうはいそがしい 備考 
1 大賀郷 1 waɾʲa keːwa isoɡaɕikʲa   
1 大賀郷 2 {waja / waɾewa} kʲo:wa {isoɡaɕi̥kʲa / isoɡaɕikʲajoː}   
1 三根 1 aɾa keːwa isoɡaɕikʲa   
1 三根 2 waiwa ke͜iwa {isoɡaɕikɯteː / isoɡaɕikʲaː}   
1 末吉 aɾʲaː kiːwa isoɡaɕikedaɾaː   
1 中之郷 1 aɾa kiːwa isoɡaɕikʲa.   
1 中之郷 2 aɾa keːwa isoɡaɕikʲa 後に「今日」を kiːというと訂正
1 樫立 1 waɾa kiːwa isoɡaɕi̥kʲa 
※共通語形が出るのが多く、
方言形を引き出すのに苦労
した 
1 樫立 2 waɾa kʲoːwa isoɡaɕikʲajoː   
1 樫立 3 waɾewa kʲoːwa isoɡaɕikʲa   
2 共通語 おまえが畑へ行け。 備考 
2 大賀郷 1 naɾewa jamaɡeː ike (naɾe は同等以下)   
2 大賀郷 2 omaeɡa hatakeː {ike / ikebajokedʑa}   
2 三根 1 nːɡa {jamaɡeː /  jameː} ikeː nːɡa 同等の人 
2 三根 2 omeːwa jamae {odʑaɾeː / ikeː} oʥaɾeːは丁寧な形 
2 末吉 ɯŋɡa jameː {ike / ikebajoke ͩʑa}   
2 中之郷 1 omʲaː wa jamʲaː ike   
2 中之郷 2 {ɯ̃ŋɡa / ŋːɡa} jamʲaː ike   
2 樫立 1 
omʲaːwa jami͡ a ikeba joʔkeʑa. (「行けばいい (命令)」は
ike) 
  
2 樫立 2 
omiwa jamae ike. (対目下) / omʲaːwa jamae oʥaɾejoː (対
目上) 
  
2 樫立 3 omiɡa jamae ike   
3 共通語 うん、畑へはおれがいく。 備考 
3 大賀郷 1 oː ɕoɡeːwa waɡa ikɯwa   
3 大賀郷 2 
wakaɾaɾa, soidʑa waɡa {hatake ni / hatakeː} ikowa / /  oː 
waɡa {hatake ni / hatakeː} ikowa   
3 三根 1 hoiʑa aɡa jameː ikowaː   
3 三根 2 {ɯn / nː} {jamaje / jamaɡeː}wa {waɡa / aɡa} ikowaː    
3 末吉  (ɯŋɡa) jamaɡeːwa aɡa ikowa   
3 中之郷 1 jamʲaː wa aɡa ikowa   
3 中之郷 2 oː jamʲaːwa aɡa ikowa   
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3 樫立 1 waɾa jami͡ a ikowajo   
3 樫立 2 oː, waɡa jamae ikoʥa.   
3 樫立 3 oː jamaewa waːɡa ikowa   
4 共通語 おれの鍬はどこにある。 備考 
4 大賀郷 1 waɡa teɡawa dokoni aɾo.   
4 大賀郷 2 {waɡa /  aɡa} kɯwawa dokoni aɾo   
4 三根 1 aɡa teɡawa {dokon /  dokodoː} aɾoː aɡa teɡawa dokodo 
4 三根 2 {waɡa / aɡa} kɯwawa dokoni {aɾɯdaɾoː / aɾoː}   
4 末吉 aɡa maɡamawa dokoni aɾo. 鍬でなく鎌 
4 中之郷 1 aɡa kɯwawa dokoni aɾodo   
4 中之郷 2 aɡa tʰeɡawa dokoni aɾo↘↗   
4 樫立 1 waɡa kawa {dokodaʔtaɾoː / dokoni aɾɯdaɾoː}   
4 樫立 2 waɡa kɯwawa dokoni aɾo.   
4 樫立 3 waɡa kɯwawa dokoni aɾɯka   
5 共通語 この鎌は太郎のか。 備考 
5 大賀郷 1 kono maɡamawa taɾoːnoɡaka   
5 大賀郷 2 kono {kama / maɡama} wa taɾoːnoka   
5 三根 1 kono maɡamawa taɾoːɡaka   
5 三根 2 kono maɡamawa {seɴse͜iɡa / seɴse͜ino} daːjoː 太郎→先生 
5 末吉 kono maɡama wa totʨaŋɡaka   
5 中之郷 1 kono maɡamawa taɾoonoka   
5 中之郷 2 kono maɡamawa taɾoːɡa ka   
5 樫立 1 kono maɡamawa omʲaːnoɡaka.   
5 樫立 2 kono maɡamawa taɾoːnoɡaka   
5 樫立 3 kono kamawa taɾoːno ka   
6 共通語 どれがおまえの笠だ 備考 
6 大賀郷 1 doɾeɡa naɾeɡa kasadoː   
6 大賀郷 2 doɾeɡa omaeno kasadoː   
6 三根 1 doiɡa nːɡa kasadoː   
6 三根 2 doiɡa omeːno kasadoː   
6 末吉 doɾeɡa ɯŋɡa kasa daː   
6 中之郷 1 doɾeɡa omʲaːno kasa doː   
6 中之郷 2 doɾeɡa ɯŋɡa kasa do͡a   
6 樫立 1 doɾeɡa omʲaːno kasado   
6 樫立 2 
doɾeɡo omino {minodoa / minodoː} (対目下) / /  
omʲaːno minowa doɾede {oʥaɾo / oʥaɾijaɾoː}   
6 樫立 3 doɾeɡa omi no kasada   
7 共通語 その笠がおれのだ。 備考 
7 大賀郷 1 sono kasaɡa waɡadaɾa   
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7 大賀郷 2 sono kasawa waɡame daɾa   
7 三根 1 sono kasaɡa waɡadoːʑaː   
7 三根 2 sono kasawa {aɡa / waɡa} daːjoː   
7 末吉 sono kasaɡa aɡa daː ͩʑaː   
7 中之郷 1 sono kasaɡa aɡa dowa ͩʑa   
7 中之郷 2 
sono kasaɡa aɡa daɾa / soɾe ɡa aɡa kasa daɾa (それが私の
笠だ。) 
  
7 樫立 1  (soɾeɡa waɡa kasadoaʑa.) sono kasaɡa waɡadoaʑa.   
7 樫立 2 sono minowa waɡa minodaɾajoː   
7 樫立 3 sono kasaɡa waɾeno daɾa   
8 共通語 このふろしきはおまえのか。 備考 
8 大賀郷 1 kono ɸɯ̥ɾɯɕikiwa {naɾeɡaka / naɾeɡadoːka}   
8 大賀郷 2 
kono ɸɯɾoɕikiwa omaenodaː (「誰のだ」は daɡamedoː / 
daɾenodoː}   
8 三根 1 kono ɸɯɾɯɕikʲa ｛nːɡadaː / nːɡakaː}   
8 三根 2 kono ɸɯɾoɕikiwa omeːno {ɡakaː / kaː} 確認する時は omeːnodaːnoː 
8 末吉 kono ɸɯɾoɕikiwa ɯŋɡa ka.   
8 中之郷 1 kono ɸɯɾoɕikiwa omʲːɡaka.   
8 中之郷 2 kono ɸɯɾoɕikiwa {ɯ̃ŋɡa / ŋɡa} ka   
8 樫立 1 kono hɯɾɯɕikiwa omʲaːnoɡaka   
8 樫立 2 
kono ɸɯɾɯɕkiwa {ominoɡaka (対目下) /  omʲaːnoɡaka 
(対目上)} 
  
8 樫立 3 sono ɸɯɾoɕikiwa ominoka   
9 共通語 それはおとうとのかもしれない。 備考 
9 大賀郷 1 soɾewa kʲoːdeːnoɡa kamoɕiɾennaka 
「おとうとの」kʲoːdeːnoɡa, 
otoːtonoɡa でかなり迷う。結局
「太郎の」taɾoːnoɡa で採取 
9 大賀郷 2 
soɾewa {otoːtono kamo ɕiɾennakajo (ː) (かもしれない) / 
otoːtonodʑa neːka (ː) (弟のじゃないか) }   
9 三根 1 soiɡa kʲoːdeːnoɡa dakamoɕiɾennakajoː   
9 三根 2 soɾewa otoːtono dakamo ɕiɾennakanoː   
9 末吉 soɾe wa noː kʲoːdee no ɡa kamo ɕiɾennakaː   
9 中之郷 1 soɾewa kʲoːdʲaːɡa kamo ɕiɾennaka.   
9 中之郷 2 soɾewa kʲoːdjaːno kamo ɕiɾennaka no の代わりに ɡa は不可。
kjoːdjaːは kjoːde͡aːか 
9 樫立 1 soɾewa hɯmi (人名)noɡakamo ɕiɾenai.   
9 樫立 2 soɾa kʲoːʥaːnoɡakamo ɕiɾenakajoː   
9 樫立 3 soɾewa otoːtono kamo ɕiɾenakʲa   
10 共通語 沖縄には船で行くより飛行機で行ったほうがいい。 備考 
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10 大賀郷 1 
okinawanʲa ɸɯnede deɾojoɾi çi̥koːkide detahoːɡa 
jokannoːwa   
10 大賀郷 2 
okinawaniwa ɸɯnede ikɯjoɾi çi̥koːkide ittahoːɡa 
jokkʲajoː   
10 三根 1 okinawaɡeːwa ɸɯnede ikojoɾi çikoːkide ittahoːɡa jokkʲaː   
10 三根 2 
okinawaɡeː iko tokiwa ɸɯnede ikojoɾimo çikoːkide 
ikohoːɡa jokkʲanoː   
10 末吉 
okinawa ɡeːwa ɸɯne de ikojoɾi mo çikoːkide ittahoːɡa 
jokkʲaː   
10 中之郷 1 
okinawanʲa ɸɯnede ikojoɾikamo çikoːkide ittahoːɡa 
{jokannoːwa /  jokkʲajo}   
10 中之郷 2 okinawa niwa ɸɯnede ikojoɾi çikoːkide itta hoːɡa jokkʲa   
10 樫立 1 okinaːnʲa hɯnede ikojoɾimo hi̥koːkide iʔta hoːɡa joʔkʲajo.   
10 樫立 2 
okinawajewa ɸɯnede ikɯjoɾika hikoːkinohoːɡa {jokkʲajoː 
(実際に行ったことがある) / jokan nɯa jo. (想像で言う場
合 (と内省))} 
  
11 共通語 飛行機は一日に一回しかない。 備考 
11 大賀郷 1 çi̥koːkiwa iʨnʨini ikkaiɕi̥ka nakkʲa   
11 大賀郷 2 çikoːkiwa iʨiniʨini ikkaiɕi̥ka nakkʲajoː   
11 三根 1 çikoːkiwa iʨinʨini ikkaiɕika nakkʲaː   
11 三根 2 çikoːkiwa iʨiniʨini sambinɕika nakkʲa {joː / noː} 一回→三便。 
11 末吉 çikoːkiwa iʨiniʨini ikkaiɕika nakkʲajoː   
11 中之郷 1 çikoːkiwa jo iʨiniʨini ikkaiɕika nakkʲajoː   
11 中之郷 2 
çikoːkiwa iʨiniʨini ikkaiɕi̥ka {nakkʲa /  kinnaka (来な
い)} 
  
11 樫立 1 hi̥koːkiwa iʨiɴʨiɴ saŋkaiɕi̥ka naʔkʲajoː.   
11 樫立 2 çkoːkiwa iʨniʨi ikkaiɕika nakka joː   
12 共通語 空港ならこっちの道を行きなさい。 備考 
12 大賀郷 1 kɯkoːɡeː ikodaːba kotʨino miʨo ike   
12 大賀郷 2 
{çikoːdʑoː / kɯːkoː}ɡeː ikodaːba {kotʨino miʨiɡa 
jokkʲajo (ː) / kotʨije ikeba jokkʲajoː}   
12 三根 1 çikoːʑoːɡeːwa kotʨino miʨo ikeba jokkʲaː   
12 三根 2 
kɯːkoːɡeː ikodaːbaː kotʨino miʨio {ikijaɾeː / odʑaɾeː / 
ike} 
録音終了後、「空港」は
hikoːʑoː と言っていた。行き
なさい＝ikijaɾeː 
12 末吉 kɯːkoːnaɾa kotʨi no miʨoː{ ikeː /  ittahoːɡajokɯneːkaː}   
12 中之郷 1 çikoːʑͩoːnaɾa kotʨino miʨijo itta hoːɡa jokkʲajoː   
12 中之郷 2 çikoːʥoːewa kotʨino miʨio oʥaɾijaɾe   
12 樫立 1 hi̥koːʑoːnʲa koʔʨino miʨo ikeba joʔkeʑa.   
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12 樫立 2 
çkoːʥoːe {oʥaɾaba (目上) /  ikaba} kotʨino miʨiho 
{toːɾae joː (対目下) /  toːɾijaɾe joː (対目上)}   
13 共通語 道のまんなかをあるいてはいけない。 備考 
13 大賀郷 1 miʨino mannakoː mitʨa damedaɾa   
13 大賀郷 2 
miʨino mannaka (o) aɾɯitaːba damedoːdʑa. kotʨino 
miʨio {ikeː / ittaːba jokkedʑaː (行ったらいいよ)}   
13 三根 1 miʨino mannakaŏ eːʑa damedaɾaː   
13 三根 2 
miʨino mannakawo {eːmɯnaː / eːmazɯɴ / 
eːdʑadamedaːjoː} 
eːmazɯɴ は「歩かずに」とい
う意味。 
13 末吉 miʨi no mannakaː eːn ʑͩa damedaɾaː   
13 中之郷 1 miʨino mannakʷaː aɾitʨa damedaɾajoː   
13 中之郷 2 
miʨino mannakao {jadde /  jande とも} ittewa dame daɾa 
(jo) 
  
13 樫立 1 miʨino mannakoa jaʔʑa damedaɾajo.   
13 樫立 2 miʨino mannakao toːtʨa damedaɾajoː.   
14 共通語 道が広いなあ。 備考 
14 大賀郷 1 miʨiɡa çiɾokʲanoː / /  miʨiɡa çiɾosoː   
14 大賀郷 2 miʨiɡa çiɾokʲanoː   
14 三根 1 miʨiɡa çiɾosoːnoː   
14 三根 2 miʨiɡa çiɾokʲanoː   
14 末吉 miʨiɡa {çiɾokʲanaː /  çiɾokeʥaː}   
14 中之郷 1 aː miʨiɡa hiɾosʷaː   
14 中之郷 2 miʨiɡa çiɾokʲa no͡aˑ   
14 樫立 1 miʨiɡa hiɾoso͡a.   
14 樫立 2 waː miʨiɡa çiɾokʲa{noa /  noː}   
14 樫立 3 miʨiɡa çiɾokʲanoː   
15 共通語 あ、雨がふってきた。 備考 
15 大賀郷 1 ameɡa ɸɯttekitaɾa   
15 大賀郷 2 o ameɡa ɸɯtte ki̥toːdʑa   
15 三根 1 aijaijai ameɡa ɸɯttekitaːɾaː / o ameɡa ɸutte kitoːʑa   
15 三根 2 aː ameɡa ɸɯttekitaɾaː   
15 末吉 ameɡa ɸɯttekitaː ͩʑaː   
15 中之郷 1 waː ameɡa ɸɯttekitaɾaː   
15 中之郷 2 ameɡa ɸɯtte kitaɾa   
15 樫立 1 waː ameɡa hɯ̥ʔte ki̥toaʑa   
15 樫立 2 waː ameɡa ɸttekitaɾoː   
15 樫立 3 ameɡa {ɸɯttekitoːʥa /  ɸɯtte kitaɾa}   
16 共通語 いとこの布団がやねの上にほしてある。 備考 
16 大賀郷 1 itokono ɸɯtoŋɡa janeno weni hoɕitaaɾowa   
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16 大賀郷 2 itokono ɸɯtoŋɡa janeno ɯeni hoɕi̥te aɾodʑa   
16 三根 1 itokono ɸɯtoŋɡa janeno weini hoɕiteaɾowaː   
16 三根 2 itokono ɸɯtoŋɡa janeno weini hoɕiteaɾowaː   
16 末吉 
itoko no noː ɸɯtoŋɡa janeni {hoɕiteaɾodaːɡaː /  hosaɾete 
aɾoɡaː}   
16 中之郷 1 waː, itokono ɸɯtoŋɡa janeno weni hoɕitʲaɾɯ ͩʑa.   
16 中之郷 2 itokono ɸɯ̥toɴjo jane no ɯeni hoɕit (e)aɾowa (joː) no の代わりに ɡa は不可 
16 樫立 1 itokono hɯ̥toŋɡa janeno weni hoɕi̥te aɾowa.   
16 樫立 2 
itokono ɸtoŋɡa janeni {hoɕiteaɾowajoː (人に説明する時
と内省) /  hoɕiteaɾoʥa. (断定する時と内省)}   
17 共通語 きのうは今日より風が強かった。 備考 
17 大賀郷 1 kineːwa keːjoɾi kazeɡa ʦɯjokaɾaɾa   
17 大賀郷 2 kinoːwa kʲoːjoɾi kadzeɡa tsɯjokaɾaɾanoː   
17 三根 1 kineiwa keijoɾi kazeɡa ʦɯjokaɾaːnoː   
17 三根 2 kineiwa keijoɾiwa kazeɡa tsɯjokaɾanoː   
17 末吉 kinii wa noː kiijoɾi ka ͩzeɡa ʦɯjokaɾaɾa.   
17 中之郷 1 kiniiwa kiijoɾika ka ͩzeɡa tsɯjo kaɾo wa ͩʑaː   
17 中之郷 2 {kiniː /  kineː} wa kiːjoɾi kazeɡa tsɯjokatta no͡aː   
17 樫立 1 kiniːwa kiːjoɾi kazeɡa tsɯjokaɾaɾa.   
17 樫立 2 kiniːwa kiːjoɾi kazeɡa tsɯjokaɾoːʥa.   
17 樫立 3 kinoːwa kazeɡa tsɯjokaɾaɾanoː   
18 共通語 真っ白な鳥が空を飛んでいる。 備考 
18 大賀郷 1 matʨiɾodoː toɾimeɡa soɾoː tondaaɾowa   
18 大賀郷 2 maɕɕiɾoke toɾiɡa soɾao {tondaɾodʑa / tondaɾowano (ː)}   
18 三根 1 maɕɕiɾoke toɾimeɡa soɾoː {tondaɾoʑa /  tondeaɾoʑa}   
18 三根 2 maɕɕiɾona toɾi (me)ɡa soɾao tonde͜aɾowaːjoː  過去形：tondeaɾaɾaː 
18 末吉 
maɕɕiɾoke toɾimeɡa {soɾaː / tenniːjo} {maite aɾo ʑͩa /  
tonde aɾo ͩʑa joː}   
18 中之郷 1 maɕɕiɾo dʷa toɾiɡa soɾʷa tondjaɾɯ ͩʑaː   
18 中之郷 2 ɕiɾoke toɾimeɡa tenniːo tʰondaɾɔwa   
18 樫立 1 
wa. maʔɕiɾodoa toɾimeɡa soɾo͡a tonde aɾaajoː. (toʔde とは
言わない) 
  
18 樫立 2 
maɕɕiɾoke toɾimeɡa soɾao {tonde aɾowajo /  todde 
aɾaijoː}   
19 共通語 あの山にはいのししがいるそうだ。 備考 
19 大賀郷 1 ɯno jamaniwa inoɕiɕiɡa aɾɯteːja   
19 大賀郷 2 ɯno jama niwa inoɕiɕiɡa iɾɯteːdʑa   
19 三根 1 ɯno jamaɡeːwa inoɕiɕiɡa aɾɯtteijaː ɯno jamaɲiwa… 
19 三根 2 ɯno jamaniwa inoɕiɕiɡa aɾɯte͜ijanoː   
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19 末吉 ɯno noː jama niwa inoɕiɕiɡa aɾɯʨiːja (ː)joː   
19 中之郷 1 ɯno jamaniwasa inoɕiɕiɡa aɾɯtteijajoo   
19 中之郷 2 ɯno jamaniwa inoɕi̥ɕiɡa aɾɯttejajoː   
19 樫立 1 ono jamanʲa inoɕiɕiɡa aɾɯʔʨiːjajo   
19 樫立 2 ano jamanʲaː inoɕiɕiɡa aɾɯʨi (ː)jajoː.   
19 樫立 3 inoɕiɕiɡa {aɾɯʨiːja /  aɾaɾa}   
20 共通語 あれは学校だ。役場ではない。 備考 
20 大賀郷 1 ɯɾʲa ɡakkoːdaɾa. jakɯbaʑa nakkʲa   
20 大賀郷 2 
ɯɾewa {ɡakkoːda / ɡakkoːdeka aɾeɡa (学校であって)} 
jakɯba{dʑa / dewa} nakkʲa    
20 三根 1 ɯɾa ɡakkoɯdoːʑa jakɯbadewanakkʲaː   
20 三根 2 ɯɾewa ɡakkoːdaːjoː jakɯba {dʑa / dewa} nakkʲaː    
20 末吉 ɯɾʲaː noː ɡakkoː dekaːɾe, jakɯba dewa nakkʲaː   
20 中之郷 1 ɯɾewa (jo) ɡakkodaɾajoː, jakɯba ʑͩa nakkʲajoː   
20 中之郷 2 ɯɾewa ɡakkoːdekaɾe. jakɯba dewa nakkʲajoː   
20 樫立 1 ɯkɯwa ɡaʔkoːdekaɾe. jakɯbaʑa naʔkʲa.   
20 樫立 2 
oɾa ɡakkoːdatʨi (ː)ja. jakɯbaʥa {nakkʲa. /  
nakaʨiːjajoː.}   
20 樫立 3 aɾewa ɡakkoːdaɾa. jakɯba ʥa nakkʲa   
21 共通語 あれが役場だ。 備考 
21 大賀郷 1 ɯɾeɡa jakɯbadoːdaɾa / /  ɯɾeɡa jakɯbadoːdaɾe   
21 大賀郷 2 ɯɾeɡa jakɯbadeka aɾeɡa.   
21 三根 1 ɯiɡaka jakɯbadaɾeː   
21 三根 2 ɯiɡa jakɯba {daɾaː / daːjoː}   
21 末吉 ɯɾe ɡa ka jakɯba danneː   
21 中之郷 1 ɯɾeɡaka jakɯbadaɾeɡa.   
21 中之郷 2 ɯɾeɡa jakɯba daɾa   
21 樫立 1 ɯkɯɡaka jakɯbadaɾe.   
21 樫立 2 aɾeɡaka jakɯba{ʥa / da}nʲaː   
21 樫立 3 aɾeɡa jakɯba daɾa   
22 共通語 あの目のおおきい、色の白い男はだれだろう。 備考 
22 大賀郷 1 ɯno meno boːke iɾono maɕɕiɾoke otokowa daɾedatteː   
22 大賀郷 2 
ɯno meno {dekkake / boːke} iɾoɡa ɕiɾoke otokowa 
daɾedoː   
22 三根 1 ɯno mentamano boɯke iɾono ɕiɾoke otokowa daidaɾoɯ   
22 三根 2 ɯno meno bo͜ɯke iɾono ɕiɾoke otokowa daidaɾoːnoː   
22 末吉 
ɯno me no boːke iɾo no ɕiɾoke otokowa daɾe {dakanaː /  
da ɾoː}   
22 中之郷 1 ɯno meno booke çitode iɾono ɕiɾokeçitowa dokono çito   
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do͡a. 
22 中之郷 2 
ɯno manakono {boːke / dekkake とも} iɾono ɕiɾoke 
onokoɡowa daɾe daɾoː nɔː   
22 樫立 1 ono meno boːke iɾono ɕiɾoːke oto̥kowa daɾedaɾoː.   
22 樫立 2 ano meno boːke otokowa daidaɾoː.  
補：「色が白い」は
ironoʃirokeʤa. (言い切り）「色
の白い男」は出てこず。おそ
らく ironoʃiroke 
23 共通語 孫が去年から東京にいる。 備考 
23 大賀郷 1 maɡowa kʲoneŋkaɾa kɯnini aɾowa   
23 大賀郷 2 maɡoɡa kʲoneŋ kaɾa kɯnini aɾowa (ː) (いるよ)   
23 三根 1 maɡoɡa kʲoneŋkaɾa kɯnin aɾowa   
23 三根 2 maɡoɡa kʲoneŋkaɾa kɯniɡe (ː) (sɯnde)aɾowaː   
23 末吉 maɡome wa kʲonen kaɾa kɯnini aɾowa.   
23 中之郷 1 maɡoɡa kʲoneŋkaɾa kɯnini aɾɯ ͩʑa.   
23 中之郷 2 maɡoɡa kʲoneŋkaɾa kɯnini ittaɾo (w)a   
23 樫立 1 maɡoɡa kʲoneŋkaɾa kɯnini aɾowa.   
23 樫立 2 maɡoɡa kʲoneŋkaɾa kɯnini aɾoːʥa   
23 樫立 3 maɡoɡa kʲoneŋkaɾa kɯniː itteɾowa   
24 共通語 孫はいつ東京から帰るか。 備考 
24 大賀郷 1 maɡowa iʦɯ kɯnikaɾa {modoɾɯdaɾoː / modoɾodoː}   
24 大賀郷 2 maɡowa itsɯ kɯnikaɾa kaeɾodoː   
24 三根 1 maɡowa iʦɯ kɯnikaɾa keːte kɯɾɯkanoː   
24 三根 2 maɡowa itsɯ kɯnikaɾa ke͜ite kɯɾɯ kanoː   
24 末吉 maɡome wa iʦɯ kɯni kaɾa keːɾo   
24 中之郷 1 moɡowa itsɯ kɯnikaɾa kʲaːte {kɯɾɯka no. /  kɯɾodo͡a.}   
24 中之郷 2 maɡowa itsɯ kɯnikaɾa kʲaːtte kɯɾo (ː)↘↗   
24 樫立 1 maɡowa itsɯ kɯnikaɾa kʲaːɾo   
24 樫立 2 maɡowa itsɯ kɯnikaɾa kʲaːɾɯdaː   
24 樫立 3 maɡowa itsɯ toːkʲoːkaɾa kʲaːɾɯka   
25 共通語 八月には帰ってくるようだ。 備考 
25 大賀郷 1 haʨiɡaʦɯnʲa modottekɯɾɯnoːwa   
25 大賀郷 2 haʨiɡatsɯniwa kaette kɯɾɯndʑa neːka.   
25 三根 1 haʨiɡaʦɯnʲa keːte kɯɾoɡondaːjoː   
25 三根 2 haʨiɡatsɯniwa keːttekɯɾɯ te͜ijaː   
25 末吉 haʨiɡaʦɯ niwa keete kɯɾo ɡandaːɡai.   
25 中之郷 1 hoʨiɡatsɯniwa kʲaːtte kɯɾɯttiːja   
25 中之郷 2 haʨiɡatsɯnʲaː kʲaːtte kɯɾɯ joːdaɾajoː *kɯɾo は不可 
25 樫立 1 haʨiɡatsɯniwa kʲaːʔte kɯɾɯʨiːjajo.   
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25 樫立 2 haʨiɡatsɯniwa kʲannɯwajoː.   
25 樫立 3 natsɯjasɯminiwa kʲaːtte kɯɾɯjoːdaɾa   
26 共通語 かあさんはあした東京へむすこに会いにいく。 備考 
26 大賀郷 1 hoːdonowa aɕita kɯniɡeː mɯsɯkoni aini ikowa   
26 大賀郷 2 
kaːʨanwa aɕita kɯniɡe (ː) mɯsɯkoni {aini ikodaɾa / aini 
ikowa} 
  
26 三根 1 kaːʨanwa asɯ kɯniɡeː mɯsɯkoni aini ikɯteijaː   
26 三根 2 kaːʨanwa aɕita kɯniɡeː kodomoni ainiitte kɯɾowaː    
26 末吉 
ɯɾaɡa je no kaːʨanwa asɯ kɯnʲe kodomoni ai ni iko 
watte ittaɾaɾa.   
26 中之郷 1 kaːʨanwa (sa) asɯ kɯniː itte kodomoni atte kɯɾonte joi   
26 中之郷 2 okkaʨanwa asɯ kɯnie kodomoni ikɯ̥tteija   
26 樫立 1 oʔkaʨaɴwa asɯ kɯnie kodomoni aini ikowa   
26 樫立 2 hoawa asɯ kodomoni aine toːkʲoːni ikowa.   
27 共通語 大阪から東京までの汽車賃はいくらだろうか。 備考 
27 大賀郷 1 
oːsakakaɾa toːkʲoːmadeno kiɕaʨinwa ikɯɾaɡɯɾeː 
sɯɾɯdaɾoː   
27 大賀郷 2 
oːsaka kaɾa toːkʲoːmadeno kiɕaʨinwa {ikɯɾadoː / ikɯɾa 
sɯɾɯdoː}   
27 三根 1 oːsakakaɾa toɯkʲoːmadeno kiɕaʨinwa ikɯɾadaɾoːnoː   
27 三根 2 oːsakakaɾa toːkʲoːmadeno kiɕaʨinwa ikɯɾa daɾoːnoː   
27 末吉 
oːsaka kaɾa tokʲoːmade no denɕa ʨin wa {ikɯɾadaɾoː / 
ikɯɾadakanoː}   
27 中之郷 1 oːsaka kaɾa toːkʲoː made kiɕaʨinwa ikɯɾa daka no͡aː   
27 中之郷 2 oːsakakaɾa kɯnimadeno ki̥sɕaʨinwa ikɯɾadaka noː   
27 樫立 1 oːsḁkakaɾa toːkʲoːmadeno ki̥ɕaʨiɴwa ikɯɾadaɾoː   
27 樫立 2 
oːsakaɾa kiɕaʨinwa {ikɯɾadoː /  ikɯɾadaɾoː /  
ikɯɾadeoʥaɾoː (対目上)}   
28 共通語 四時まで駅でまっておれ。 備考 
28 大賀郷 1 joʑimade ekide maʨitaaɾe   
28 大賀郷 2 jodʑimade ekide {mattaɾejo / mattoːjo}   
28 三根 1 joʑimade ekide mattaːɾe   
28 三根 2 jodʑimade ekide {matteaɾejoː / maʨiteaɾejoː}   
28 末吉 jo ʑͩi made ekide mattaːɾeː   
28 中之郷 1 jo ʑͩimade sokode mattʲaɾe joː   
28 中之郷 2 joʥimade ekide mattaɾejoː   
28 樫立 1 jozimade jekide {maʨiɾojoi / maʨi̥te aɾejoi}   
28 樫立 2 
joʥimade {maʨite wase oʥaɾeː (より丁寧らしい) /  
maʨitewasejoː}   
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28 樫立 3 joʥimade ekide mattaːɾe   
29 共通語 五時までに帰らなくてはならない。 備考 
29 大賀郷 1 ɡoʑimadeni modoɾinnoːto naɾinnaka   
29 大賀郷 2 ɡodʑimadeni {kaeɾinnoːto daɾa / kaeɾinoːto dame daɾa}   
29 三根 1 ɡoʑimaden {keːɾinnaːbadaɾaː /  keːnaːbadaɾaː}   
29 三根 2 ɡodʑimadeni keːɾinnaːba naɾinnakajoː   
29 末吉 ɡ ͩʑi made ni keːɾin naːto {damedaːnte / damedoɾajoː.}   
29 中之郷 1 ɡo ʑͩinadeni kʲaːɾazɯnʲa dowaɡa   
29 中之郷 2 
ɡoʥimadeni (wa) kʲaː{ɾanakɯ̥tewa / ɾinnakɯtewa} 
naɾinnaka (joː / noː)   
29 樫立 1 ɡozimadeni kʲaːɾinnoato doadaɾa   
29 樫立 2 ɡoʥimadenʲa kʲaːɾanakʲadaɾajoː   
30 共通語 次郎、この荷物を家までかついで行ってくれ。 備考 
30 大賀郷 1 ʑiɾoː kono nimoʦɯː jemade kaʦɯnde motteike   
30 大賀郷 2 
dʑiɾoː kono nimotsɯo iemade katsɯide {motte ittoːjo / 
mottettoːjo}   
30 三根 1 ʥiɾoɯ, kono nimoʦɯː emade kaʦɯndeittekeɾo   
30 三根 2 dʑiɾoː kono nimotsɯo emade katsɯide {ittekeː / ittoːjoː} ittoːjoːは優しいいい方。 
30 末吉  ͩʑiɾoː, kono noː nimoʦɯː i͡ e made kaʦide ittekeɾoː   
30 中之郷 1 
 ͩʑiɾɯɯ, kono nimotsɯː waɡajamade katsɯide mottette 
keɾo.   
30 中之郷 2 ʥiɾoː kono nimotsɯo iemade katsɯide ittekeɾo   
30 樫立 1 ziɾoː kono nimotsɯː iemade katsɯʔde iʔtoː   
30 樫立 2 
ʥiɾoː, kono nimotse {katsɯide tabejo. /  katsɯide 
tamoːɾe (対目上) (「かついでくれ」のみか？)} 
補：「行ってくれ」のみでは、
waɕite tabe. (対同等) waɕite 
keɾo (対目下、希) 
waɕitetamoːɾe (対目上) 
31 共通語 荷物が重かったので、二人でもった。 備考 
31 大賀郷 1 nimoʦɯɡa omokaɾoːde ɸɯ̥taɾide motaɾa   
31 大賀郷 2 nimotsɯɡa omokente ɸɯtaɾide {mottaɾa / motoː daɾa}   
31 三根 1 nimoʦɯɡa omokaɾoːte ɸɯtaide saɡetaɾa   
31 三根 2 nimotsɯɡa omokaɾoːte ɸɯtaɾide {motteikaɾaː / motaɾaː}   
31 末吉 
kono noː nimoʦɯɡa {omokɯte /  omokede} ɸɯtaɾi de 
ka motaːda {ɾeː / ɡaː}   
31 中之郷 1 nimotsɯɡa omokede ɸɯtaɾide jattode moteikoɾa.   
31 中之郷 2 nimotsɯɡa omokente ɸɯtaɾide saɡetaɾa   
31 樫立 1 nimotsɯɡa omokɯ̥te (重くて) hɯ̥taɾide motaɾa   
31 樫立 2 nimotsɯɡa omokaɾoːjani ɸtaɾide motaɾa.   
32 共通語 この上着はこのまえ沖縄で二千円で買った。 備考 
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32 大賀郷 1 kono ɯwaɡiwa konomeː okinawade nisen ende kawaɾa   
32 大賀郷 2 kono ɯwaɡiwa konomae okinawade nisen̩eɴde kawaɾaː   
32 三根 1 
kono ɯwaɡiwa konomeː okinawade nisen ende {kattoːʑa 
/  kattaɾaː} 「買った」kaoːdoːʑa /  kaoːʑa
32 三根 2 
kono ɸɯkɯwa konomeː okinawaɡeː {ikoːtokini / 
nisen̩ende} {kattekitaɾaː / kawaɾaː}   
32 末吉 
kono noː ɯwaɡi wa konomeː okinawa de nisen.ende 
kawaː ʑͩa   
32 中之郷 1 
kono ɯwaɡi wa sa kono mʲaː okinawade nisen'ende katte 
kito͡a ʑͩa.   
32 中之郷 2 
kono hebiɾawa kono mʲaː okinawade nisenende {kattaɾa / 
kattekitaɾa}   
32 樫立 1 
kono ɯwaɡiwa konomʲaː okinawade niseɴende {kaʔtaɾa / 
kawaɾajoː}   
32 樫立 2 
kono ɕatsɯwa konomʲaː okinawade nisen jende kawaɾa 
(jo). 
  
33 共通語 沖縄にはめずらしい菓子がある。 備考 
33 大賀郷 1 okinaːnʲa mezɯɾaɕike kaɕiɡa aɾowa   
33 大賀郷 2 
okinawaniwa medzɯɾaɕike kaɕiɡa {aɾowa / aɾowanoː / 
aɾodʑa}   
33 三根 1 okinawanʲa mezɯɾaɕike kaɕiɡa aɾowa   
33 三根 2 okinawaniwa medzɯɾaɕike kaɕiɡa aɾowajoː   
33 末吉 okinawa niwa noː me ͩzɾaɕike kaɕi ɡa aɾowa   
33 中之郷 1 
okinaːniwa me ͩzɯɾaɕike kaɕiɡa {ippja /  sʲikkaɾi} aɾo 
wajo 
  
33 中之郷 2 okinawaniwa mezɯɾaɕike kaɕiɡa aɾɔ (w)a (noː)   
33 樫立 1 okinaːniwa mezɯɾaɕi̥ke kaɕiɡa aɾoʑa.   
33 樫立 2 okinawanʲaː medzɯɾaɕike kaɕi̥ɡa aɾowajoː.   
33 樫立 3 mezɯɾaɕike kaɕiɡa aɾowa   
34 共通語 孫はお菓子が好きだ。 備考 
34 大賀郷 1 maɡowa kaɕi̥ɡa sɯ̥kidaɾa   
34 大賀郷 2 maɡowa okaɕiɡa {sɯkidaɾa / sɯkidoːdaɾa}   
34 三根 1 maɡowa kaɕiɡa sɯkidaɾa   
34 三根 2 maɡowa kaɕiɡa sɯki {daːjoː / daɾa}   
34 末吉 maɡome wa kaɕiɡa sɯkidaː ʑͩa.   
34 中之郷 1 maɡowa kaɕɕiɡa daisɯki dʷaʥa.   
34 中之郷 2 maɡowa kaɕiɡa sɯ̥kidaɾa   
34 樫立 1 maɡowa kḁɕo sɯ̥kidaɾajoː   
34 樫立 2 maɡowa kaɕi̥ɡa sɯkidaɾajoː   
34 樫立 3 maɡowa okaɕiɡa sɯki daɾa   
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35 共通語 箱の中にまんじゅうがいくつあるとおもうか。 備考 
35 大賀郷 1 hakono nakan manʑɯːɡa ikɯʦɯ aɾɯto omoː   
35 大賀郷 2 
hakono nakaniwa mandʑɯːɡa ikɯtsɯ aɾoka{ɕittaɾoka / 
ɕokeka}   
35 三根 1 hakon nakani manʑɯːɡa ikɯʦɯ aɾɯto omoːɾo   
35 三根 2 hakononakani mandʑɯːɡa ikɯtsɯ aɾɯto omoɯka   
35 末吉 hakono noː nakani man ͩʑɯːɡa ikɯʦɯ aɾɯto omoː   
35 中之郷 1 hakononakanʲa (sa), man ͩʑɯɯɡa ikɯtsɯ aɾɯ to omoː   
35 中之郷 2 
hakono nakani ikɯtsɯ manʥɯːɡa aɾɯto omoː / ikɯtsɯ 
çaːttaɾɯto omoː (いくつ入っていると思うか。)   
35 樫立 1 hakoɴ nakaɴ manʑɯːwa ikɯ̥tsɯ aɾɯto omoː   
35 樫立 2 
hakononakani manʥɯːɡa ikɯ̥tsɯ aɾo (いくつある？) (「と
思うか？」は NR) 
  
36 共通語 孫はまんじゅうを皮だけ食べる。 備考 
36 大賀郷 1 maɡowa manʑɯːjo koːbedake kamɯwa   
36 大賀郷 2 
maɡowa mandʑɯːo kawadakeɕika {kaminnaka / 
kaminnoːdaɾa}   
36 三根 1 maɡowa manʑɯːjo koːbedake kamowa   
36 三根 2 waɡaino maɡowa mandʑɯːwo kawadake kamowa   
36 末吉 maɡo wa man ͩʑɯːjo kaːbe dake kamɯwa   
36 中之郷 1 maɡowa manʥɯɯno kʷaːbedakii ɯmaɡatte kamo ͩʑaː.   
36 中之郷 2 maɡowa manʥɯː{o /  no} kɔa dake kamo (w)a   
36 樫立 1 maɡowa manʑɯːjo koadake kamowajoː.   
36 樫立 2 maɡowa manʥɯːjo koabedake kamowa.   
37 共通語 じいさんは朝から海へ魚をとりにいった。 備考 
37 大賀郷 1 ʥiːʨaɴwa tommetekaɾa ɯmiɡeː joː toɾii detaɾa   
37 大賀郷 2 
dʑiːʨaɴwa asakaɾa ɯmi {ni / je} sakanao toɾini {ikaɾa / 
ittaɾajoː}   
37 三根 1 ʥiisaɴwa tommeteikaɾa ɯmiɡeː joɯtoɾi ikaɾa   
37 三根 2 waɡaino dʑiːʨaɴwa tommetekaɾa ɯmiɡeː joːtoɾini ikaɾa   
37 末吉  ͩʑiːsaɴwa noː tommetekaɾa ɯmiɡeː joː toɾini.ikaɾa.   
37 中之郷 1  ͩʑiːʨaɴwa tommetekaɾa hamʲaa sakano͡a toɾi ni ikɯ wa ͩʑa.   
37 中之郷 2 ʥiːsaɴ tõmmetekaɾa ɯmie joː toɾini i (k)kaɾa   
37 樫立 1 
ziːʨaɴwa tonːmetekaɾa ɯmiː sḁkanoa toɾiː {oʑaʔtaɾa / 
oʑaɾaɾa}   
37 樫立 2 ʥiːsaɴwa toNmetekaɾa joːtsɯɾi ikaɾa.   
38 共通語 ここは海にちかいので魚がうまい。 備考 
38 大賀郷 1 kokowa ɯmin ʨikakente joɡa nːmakʲa   
38 大賀郷 2 kokowa {ɯmini / ɯmiɡeː} ʨikakente sakanaɡa {ɯmakʲa   
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/ mːmakʲa}noː 
38 三根 1 kokowa ɯmiɡeː ʨikakente joɡa nːmakʲaː   
38 三根 2 kokowa ɯmini ʨikakente joɡa mːmakʲanoː   
38 末吉 
kokowa noː ɯmini ʨikakente joɡa {ɯmakedaɾa /  
mmakedaɾa}   
38 中之郷 1 kokowa (sa) hamani ʨikakede joɡa ɯmakʲa noː.   
38 中之郷 2 kokowa ɯmini ʨikakente joɡa mmakʲa   
38 樫立 1 ko̥kowa ɯmini ʨi̥kakade {jo / sḁkana} ɡa ɯmmakʲa.   
38 樫立 2 kokowa ɯmini ʨikakeite sakanaɡa ɯmmakʲa.   
39 共通語 魚より肉のほうが高い。 備考 
39 大賀郷 1 jojoɾi nikɯno hoːɡa takakʲa   
39 大賀郷 2 sakanajoɾi nikɯno hoːɡa takakʲajoː   
39 大賀郷 3 {sakana / jo (古)}joɾi nikɯno hoːɡa takakʲanoː. takakeʥa. (高い〈独白〉）
takakja. (高い） 
39 大賀郷 4 {jo / sakana} joɾi nikɯno hoːɡa takakʲa.   
39 三根 1 ijojoɾi nikɯnohoːɡa takakʲaː   
39 三根 3 jojoɾi nikɯno hoːɡa takakʲa (noː).  noːはやわらげ 
39 三根 4 jo joɾi nikɯno hoːɡa takakʲa noː   
39 末吉 jojoɾi nikɯno hoːɡa takakʲa   
39 末吉  jojoɾi nikɯno hoːɡa takakʲa.   
39 中之郷 1 jojoɾi nikɯno hooɡa takakʲa joː   
39 中之郷 2 jojoɾi nikɯno hoːɡa takakʲa   
39 中之郷 3 jojoɾi nikɯno hoːɡa takakʲanoː   
39 中之郷 4 
{sakana / jo} {joɾi / joɾiwa / joɾika / joɾikawa} {nikɯɡa / 
nikɯno hoʊ̯ɡa} takakʲa. 
joɾiwa を joɾʲa と言うのは古い
言い方。oʊ̯は弱い二重母音
で[oː]にも (以下同じ)。 
39 樫立 1 jojoɾi nikɯno hoːɡa tḁkakʲanoː   
39 樫立 4 jojoɾi nikɯɡahoː takakʲaːjoː   
40 共通語 おれは蛸のさしみが食べたい。 備考 
40 大賀郷 1 waɾʲa takomeno saɕimʲo kamitakʲa   
40 大賀郷 2 waja takono saɕimiɡa {kamitakʲa / tabetakʲa}noː   
40 大賀郷 3 ɰajaː takono saɕimiɡa kɯitakʲa (noː).   
40 大賀郷 4 waɾewa takono saɕimiɡa tabetakʲanoː   
40 三根 1 waiwa takono sasɯmiɡa kamitakʲa   
40 三根 3 waɾa takono saɕimiɡa {kamitakʲaː / tabetakʲaː}  s は口蓋化していない。[sɯ]
にも聞こえる) 
40 三根 aɾa takono saɕimiɡa kamitakʲa noː   
40 末吉 aɾa noː takomeno saɕimiɡa kamitakʲa   
40 末吉  aɾʲa tako (me)no saɕimʲo kamitakʲa.   
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40 中之郷 1 waɾa takomeno sasɯmʲo kamitakʲa.   
40 中之郷 2 aɾa takomeno saɕimiɡa tabetakʲa saɕimio も可 
40 中之郷 3 aɾa (ː) takono saɕimiɡa {kamitakʲanoː / kamitakʲajoː}   
40 中之郷 4 
{waɾa / aɾa} {takono / takomeno} saɕimʲo {tabetakʲa / 
kamitakʲa (古)}. 
takome は最近は言わない。
「俺」は waɾe / aɾe 
40 樫立 1 waɾa tḁkomeno saɕimʲo kamitakʲa   
40 樫立 3 waɾewa takono saɕimiɡa {tabetakʲa /  kamitakʲa}   
40 樫立 4 waɾa tḁkono sḁɕimʲo kamitakʲa   
41 共通語 おまえはこの魚の名まえを知っているか。 備考 
41 大賀郷 1 naɾʲa kono jono nameːjo ɕokeka   
41 大賀郷 2 omaewa kono sakanano namaeo {ɕokeka / ɕittaɾoka}   
41 大賀郷 3 omaeɰa kono sakanano namaeo ɕokeka. 
ome:. (〈目下に対して〉おま
え）ɯnnɯ (相手を軽んじたと
き） 
41 三根 1 ɯnʲa kono jono nameːo ɕjokeka   
41 三根 3 omeːwa kono jono nameːo ɕittaːɾokaː 
omeːは今は目上目下どちら
にも使う。昔は目上へは
ommiː 
41 三根 4 
omeːwa kono jono namaeo {ɕokoːdʑaɾokaː (対目上) / 
ɕokekaː (対同等)}    
41 末吉 ɯnʲaː kono jono namee jo ɕokeka.   
41 末吉  omaiwa kono jono nameːjo ɕokeka. omeːは年輩の人に使う。omiː
はさらに丁寧。 
41 中之郷 1 omʲaːwa konojono namʲaːjo ɕokeno͡a   
41 中之郷 2 ɯna kono jono namʲa (ː)o ɕokeka   
41 中之郷 3 omʲaːwa kono jono namʲaːwo ɕokeka   
41 中之郷 4 ɯna kono jono namʲaːjo ɕokeka (i).  「お前が」は ɯŋɡa。「お前を」
は ɯnɯː。 
41 樫立 1 omʲaːwa kono jono namʲaːjo obiːta (ɕokeka とは言わない)   
41 樫立 4 omiwa kono sakanano namʲaːjo obiːt͜ oaka   
42 共通語 これはかつおだろう。 備考 
41 大賀郷 4 omaewa kono{jo / sakana}no {namae / nameː}o ɕokeka   
42 大賀郷 1 koɾʲa kaʦɯː dannoːʑa   
42 大賀郷 2 koja {katsɯo daɾa (noː) / katsɯode neːka}   
42 大賀郷 3 koɾeɰa {kaʦɯo / kaʦɯː (古)} daɾoː.   
42 大賀郷 4 koɾewa katsɯo daɾa joː   
42 三根 1 koɾaː katʦɯɯ daɾoː   
42 三根 3 koɾʲa katsɯː daɾoː   
42 三根 4 koɾa katsɯo {doːdʑaɾoa noː (対目上) / daːnoː (対同等)}   
42 末吉 koɾʲaː kaʦɯː {dan noːʥa / daɾoː}   
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42 末吉  koɾʲa kaʦɯːdaɾoː.   
42 中之郷 1 koɾa katsɯɯ do͡a ʑͩa   
42 中之郷 2 koɾa katsɯo daɾoː   
42 中之郷 3 koɾa katsɯo daɾo   
42 中之郷 4 koɾa {kaʦɯo / kaʦɯː} {dannoːʑa / daɾoʊ̯}. kaʦɯːは漁師の言葉。 
42 樫立 1 koɾʲaː kḁtsɯː daɾoː   
42 樫立 4 koɾa katsɯː {daɾoː / d͜oadʑa (断定的ないい方)}   
43 共通語 酒はどうやってつくるかおまえは知っているだろう？ 備考 
43 大賀郷 1 sakeːwa adanɕite ʦɯkɯɾɯka naɾewa ɕokannoːʑa   
43 大賀郷 2 
sakewa doɡan{ɕite / jatte} tsɯkɯɾɯka omaewa 
{ɕittaɾoka / ɕokeka}   
43 大賀郷 3 sakeɰa adanɕi̥te ʦɯkɯɾɯka oameɰa ɕokeka.   
43 大賀郷 4 
kono sakewa doɡon jatte tsɯkɯttaɾɯka omaewa 
{ɕoidaɾoː / ɕokeka}    
43 三根 1 
sakeiwa {doɡon jatte / adaɴɕite} ʦɯkɯɾɯka omeːwa 
ɕokeka   
43 三根 3 
sakeːwa {doɡanjatte / doɡanɕite} tsɯkɯɾoka omeːwa 
ɕittaː「ɾɯː   
43 三根 4 
sakewa adan.jatte tsɯkɯɾɯdaɾoːnoː , omeːwa 
{ɕittoːdʑaɾoka / ɕokoːdʑaɾokaː}   
43 末吉  sakiːwa adanɕi̥te ʦɯkɯɾɯka omaiwa ɕiːdaɾoː. i は良く無声化するが ɯ は無
声化しにくい。 
43 中之郷 1 sakiːwa adan ɕite tsɯkɯɾɯka omʲaːwa ɕokeka.   
43 中之郷 3 
sakewa adanɕite tsɯkɯɾɯka omʲaːwa {ɕokeka / ɕiːdaɾoː 
(誘導)} 
ɕiːdaɾoːの方が良い。 
43 中之郷 4 
sakiːwa {doɡan / adan}ɕi̥te {ʦɯ̥kɯɾoka / ʦɯ̥kɯɾɯka 
(新?)} ɯna {ɕokannoːʑa (古) / ɕiːdaɾoː (新)}.   
43 樫立 1 sḁkewa adaɴɕi̥te tsɯ̥kɯɾɯka obiːtaɾoː   
43 樫立 3 
sakewa doːjatte tsɯkɯɾɯka {omiwa /  omʲaːwa} 
obiːtoːka   
43 樫立 4 sḁkiːwa adaɴɕite tsɯ̥kɯɾoka omiwa obiːtaɾoː   
44 共通語 酒は米からつくる。 備考 
44 大賀郷 1 sakewa komekaɾa ʦɯkɯɾowa   
44 大賀郷 2 
{sakewa / sakeiwa} komekaɾa {tsɯkɯɾɯ / tsɯkɯɾɯ 
dannoːdʑa}   
44 大賀郷 3 
sakeɰa komekaɾa {ʦɯkɯɾoɰa (つくるよ) / ʦɯkɯɾoʥa 
(つくる<断定>) / ʦɯkɯɾodoːʥa (つくるんだよ)}.   
44 大賀郷 4 
sakewa komekaɾa {tsɯkɯɾo (ː)dʑa / tsɯkɯttaɾowa 
(tsɯkɯttaɾodʑa 作っているだろう の意)}   
44 三根 1 sakewa komekaɾa ʦɯkɯɾoːwa   
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44 三根 3 sakeːwa komekaɾa tsɯkɯɾowa   
44 三根 4 sakewa komekaɾa tsɯ̥kɯɾowanoː   
44 末吉  sakiːwa komekaɾa ʦɯ̥kɯɾɯ.   
44 中之郷 1 sakiːwa komekaɾa tsɯkɯɾɯ do͡a ʑͩa.   
44 中之郷 3 sakewa komekaɾa tsɯkɯɾodʑaː   
44 中之郷 4 sakiːwa komekaɾa {ʦɯ̥kɯɾoʑa / ʦɯ̥kɯɾowa}. 
{ʦɯkɯttaɾoʑa / 
ʦɯkɯttaɾowa}「作っている
よ」。 
44 樫立 1 sḁkewa komekaɾa tsɯ̥kɯɾɯ noːʑa   
44 樫立 3 sakewa kome kaɾa tsɯkɯɾowa   
44 樫立 4 sḁkiːwa komekaɾa tsɯ̥kɯɾodʑa   
45 共通語 酒さえあればなにもいらぬ。 備考 
45 大賀郷 1 sakeseː aɾeba annimo iɾinnakkʲa   
45 大賀郷 2 sakeseː aɾeba a (ː)nnimo iɾinnaka   
45 大賀郷 3 
sake{ɡa / ɡaseː } aɾeba annimo { iɾinnaka (いらない) / 
iɾinnakkʲa (強い表現)}.   
45 大賀郷 4 sakeɡa aɾeba (noː) annimo nakɯte jokedʑa.   
45 三根 1 sakeseː aɾeba annimo jokkʲaː   
45 三根 3 sakeseː aɾeba annimo iɾinnaka (ː)   
45 三根 4 sake̥seː aɾeba annimo iɾinnakanoː   
45 末吉  sakeseː aɾeba annimo iɾinnaka.   
45 中之郷 1 sake ɕa aɾeba annimo jokkya.   
45 中之郷 3 sakesae aɾeba annimo {jokkʲa / iɾinnaka (誘導)} iɾinnaka の方が良い。 
45 中之郷 4 sakedake aɾeba annimo {iɾinakoʑa / iɾinnaka}. seːは使わない。 
45 樫立 1 sḁkeɕaː aɾeba annimo joʔkʲa   
45 樫立 3 sake sae aɾeba annimo iɾinnaka   
45 樫立 4 sḁkeɕaː aɾʲaː {annimo innaka / jokkʲaː}   
46 共通語 うちのじいさんは酒もたばこものまない。 備考 
46 大賀郷 1 waɡaino ʥiːʨaɴwa sakeːmo tabakoːmo nominnaka   
46 大賀郷 2 
waɡeːno dʑiːʨaɴwa sakemo tabakomo annimo 
nominnaka. 
  
46 大賀郷 3 
ɰaɡa eno ʥiːsaɴɰa sakemo tabakomo {nominnaka (飲ま
ない) / aɡaɾinnaka (召し上がらないː敬語)}.  (古）o:sama (じいさん） 
46 大賀郷 4 
waɡaeno dʑiːʨaɴwa sakemo tabakomo annimo 
{nominaka / nominnoːdʑa}   
46 三根 1 waɡaeno ʥiisaɴwa sakeimo tabakoɯmo nominnakaː   
46 三根 3 waɡeːno dʑiːsaɴwa sakeːmo tabakoːmo nominnaka   
46 三根 4 waɡeːno dʑiːʨaɴwa sakeːmo tabakoːmo nominnakanoː   
46 末吉  waɡaino ʥiːsaɴwa sakiːmo tabakoːmo nominnaka.   
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46 中之郷 1 waɡaeno ʑͩiːsaɴwa sakiːmo tabakoːmo nominnaka.   
46 中之郷 3 waɡaino dʑiːʨaɴwa sakemo tabakomo nominnaka   
46 中之郷 4 
waɡa (j)eno ʥiːʨaɴwa sakiːmo tabakoʊ̯mo {nominnaka / 
nominakoʑa}. 
「おじいさん」は totoːとも言う
か。「飲まない」の丁寧な言い
方 mʲaːɾinnaka。 
46 樫立 1 waɡiːno ziːʨaɴwa sḁkiːmo tabakoːmo aɡaɾinnaka (敬語)   
46 樫立 3 waɡajano ʥiːʨaɴwa sakemo tabakomo nominaka   
46 樫立 4 waɡiːno odʑiːʨaɴwa sakiːmo tabako̝ːmo nominnaka   
47 共通語 その水はのむな。のむならこの水をのめ。 備考 
47 大賀郷 1 sonomizɯwa nomɯna. nomodaːba kono mizɯː nome   
47 大賀郷 2 
sono midzɯwa {nomennaka / damedaɾa} nomodaːba 
kono midzɯo {nome / nomeba jokadʑa}   
47 大賀郷 3 
sono  mizɯɰa  nomɯnajo.  nomoɾaːba  kono  mizɯo
nomejo (ː).   
47 大賀郷 4 
sono mizɯwa nomɯnajoː {nomɯtokʲaː / nomɯndattaɾa} 
kono mizɯo nomejo:   
47 三根 1 sono mizɯːwa nomɯna. nomɯdaːba kono mizɯː nome   
47 三根 3 
sono mizɯːwa nomɯnajoˌ {nomodaɾa (ba) / nomɯndaɾa 
/ nomodaːbajo} kottɕino mizɯː {nome (目下へ) / 
nomijaɾe (目上へ} 
  
47 三根 4 
sono mizɯwa nominnakajoː. nomodaːba {kono / 
kotʨino} mizɯː nomijaɾejoː   
47 末吉  sono mizɯːwa nomɯna. nomodaɾaba kono mizɯː nome. daɾaba は[daːba]にも。 
47 中之郷 1 
sono mizɯwa nomɯnajoː, nomodaɾaba kotʨino mizɯɯ 
nome. 
  
47 中之郷 3 
sono midzɯwa nomɯna. {nomɯnaɾa / nomodaɾaba} 
kono midzɯo nome   
47 中之郷 4 
sono mizɯːwa nominajoː. nomodaɾaba kono mizɯː 
{nome / nomijaɾe / aɡaɾijaɾe}. 
{nomijare / aɡaɾijare}は丁寧
な言い方。 
47 樫立 1 sono mizɯːwa nomina. nomaba koʔʨino mizɯː nome.   
47 樫立 3 sono mizɯwa nomɯnajo. nomɯnaɾa kono mizɯo nome   
47 樫立 4 
sono midzɯwa nomɯna. nomitakaɾaba kono midzɯː 
nome 
  
48 共通語 なぜおまえはたべないのか。 備考 
48 大賀郷 1 ande naɾewa {kaminnoː /  kaminnoːdoː}   
48 大賀郷 2 ande omaewa kaminnoː   
48 大賀郷 3 ande omaeɰa kaminnoː.   
48 大賀郷 4 ande omaewa {tabennoːka / kaminnoː (ka)}   
48 三根 1 ande ɯnʲa kaminnoːdoː   
48 三根 3 ande (×adde) omeːwa {kamin「noː / kaminnoː「ka} 目上へは aɡaɾinnoːkaː 
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48 三根 4 ande omeːwa {aɡaɾinnoː / aɡaɾijaɾanainoː (丁寧)}   
48 末吉  
ande omaiwa {kaminnaːni / kaminnaːda / ( 目下に ) 
kaminnaː / (目上に) meːɾinnaːmi}.   
48 中之郷 1 ande omʲaːwa kaminnakodʷa.   
48 中之郷 3 ande omʲaːwa {kaminai / kaminakoka}   
48 中之郷 4 
{ande / adde (古)} ɯna {tabenako (ː) (i) / kaminako (ː) (i) 
(古)}. 
「お前」は ɯnɯ。「 (自分が)
食べない」は kaminaka。 
48 樫立 1 aʔde omʲaːwa kaminno͡a.   
48 樫立 4 
adde {omiwa / omʲa:wa (目上の人)} {kaminn͜oakaː / 
aɡannoːka / aɡan n͜oakaː}   
49 共通語 おれはさつまいもなんか食べないぞ。 備考 
49 大賀郷 1 waɾʲa kammonseː kaminnaka   
49 大賀郷 2 waja satsɯmaimonseː {kaminnaidzoː / kaminnakajoː}   
49 大賀郷 3 ɰaja kammonseːɰa kaminnaka.   
49 大賀郷 4 waiwa noː kammo (w)a kaminnakajoː   
49 三根 1 waːiwa kammonseː kaminnakajoː   
49 三根 3 waɾa kammonseːjowa {tabennakaː / kaminnakaː} tabennakaː は新しい言い方 
49 三根 4 aɾa kamoːwa {kaminnakkaː / kaminnaka}   
49 末吉  aɾʲa saʦɯmanʨeː (jo)wa kaminneː (zo).   
49 中之郷 1 waɾa satsɯmanɕaːwa, kaminnakajo.   
49 中之郷 3 aɾa satsɯmanɕaː kaminakajo   
49 中之郷 4 
{aɾa / waɾa} {saʦɯmanɕaːjowa / kammonɕaːjowa} 
{tabenakʲa / kaminakʲa}.   
49 樫立 1 waɾa sḁtsɯmo͡awa {kaminnaka / kaminaka}   
49 樫立 3 waɾewa satsɯma naŋka kaminaka   
49 樫立 4 
waɾaː {kammoɕaːwa / kammowa} {kaminaka / 
kɯinnnaka (ぞんざいな言い方)}   
50 共通語 もう食べられるものは全部食べた。 備考 
50 大賀郷 1 haja kameɾomonowa zembɯ kamaɾa   
50 大賀郷 2 
haja kameɾɯ monowa minna {kamoːte ɕimattaɾaː / 
kamaɾaɾa / kande ɕimaɾaɾa}   
50 大賀郷 3 haja kameɾomonoɰa zembɯ kamaɾajo.   
50 大賀郷 4 
moː kamo (ː)monowa minna kande {ɕimattaɾa / ɕimatta 
(joː) / ɕimoːɾaɾaː}   
50 三根 1 haː kameɾomonoɯwa zembɯ kande ɕimoɯɾaɾa   
50 三根 3 haɾa kameɾo monoːwa minna kamaɾa   
50 三根 4 moː kameɾɯ monowa zeːnbɯ kamaɾaː   
50 末吉  
haɾʲa {kameɾo / kameɾɯ (新)} monoːwa menna {kamaɾa / 
kanda (新)}. 
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50 中之郷 1 {kameɾo /  kamo} monowa haɾa minna kamo͡a ͩʑaː   
50 中之郷 3 
haɾa kameɾɯ monowa zembɯ {kandazo / kamowaːdʑa / 
kamaɾa}   
50 中之郷 4 haɾa tabeɾaɾeɾɯ monoʊ̯wa minna tabetaɾa. tabeɾaɾeɾɯを tabeɾaɾeɾo に近く
も発音。 
50 樫立 1 haɾa kameɾo monoːwa zembɯ kamaɾa.   
50 樫立 4 haɾa kameɾo monoːwa minna kamaɾa   
51 共通語 食べてねるだけならいぬやねことおなじだ。 備考 
51 大賀郷 1 kande neɾodakedaːba inɯmeja nekkometo onnaʑidoːʑa   
51 大賀郷 2 kande neɾɯdakedaːba inɯnekoto onnaɕidoːdʑa   
51 大賀郷 3 
kande neɾodake  daːba  inɯmeja  nekkometo
onnaʑidoːʥa.   
51 大賀郷 4 
kandotte {neɾɯdakenaɾa / neteɕimaeba} inɯme to 
nekkome to {iɕɕo / onnazi }doːdʑaː   
51 三根 1 kande neɾodakedaːba inɯmeja nekkometo onnaʑidaɾa   
51 三根 3 
kande (×kadde)neɾodake{daːba / daɾaba} inɯmeja 
nekkometo onnadʑi {daɾaː / doːdʑaː}   
51 三根 4 
kaːnde neɾodakenaɾa inɯmeja {nekkome / nekome} to 
onnadʑidaɾaː   
51 末吉  
{kande / kandotʨiː} neɾodakedaɾaba inɯmeja ne 
(k)kometo {onnaʑidaːʑa / onnaʑidaɾa}. kandotʨiː「食べてから」。 
51 中之郷 1 
kande neɾodake daɾaba inɯmeto nekkometo onna ͩʑi 
do͡a ͩʑaː   
51 中之郷 3 
kande neɾɯdake daːba inɯmeja nekkometo onnadʑi 
daɾajo   
51 中之郷 4 
tabete neɾodakedaɾaba inɯmeja nekkometo {onnaʑido̯aʑa 
/ onnaʑidaɾa}.   
51 樫立 1 kaʔde neɾodakedaɾaba inɯmeja nekometo onnazidaɾa.   
51 樫立 4 
kadde neɾodakedaɾaba {inɯnekoto / inɯme ja 
nekkometo} {onnadʑid͜oadʑaː / onnaɕid͜oadʑaː}   
52 共通語 さとうはあまい。くすりはあまくない。 備考 
52 大賀郷 1 satoːwa amakeni kɯsɯɾiwa amakɯnakkʲa   
52 大賀郷 2 
satoːwa amakeɡa kɯsɯɾiwa {amakɯ nakkʲanoː / 
niɡakʲanoː}   
52 大賀郷 3 
satoːɰa amakedʑa. konokaɕiɰa amakɯnakkeʥa. (こ
の菓子は あまくない。) 
  
52 大賀郷 4 
satoːwa {amakeɡa noː / amakedʑaː}, kɯsɯɾiwa 
{amakɯnakkedʑa / amakɯnakkedaɾaː / amakɯnakkʲa}   
52 三根 1 satoɯwa amakeɡa kɯsɯɾiwa amakɯnakkʲaː   
52 三根 3 satoːwa amakʲaː kɯsɯɾiwa amakɯ nakkʲanoː   
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52 三根 4 satoːwa amakʲanoː , kɯsɯɾiwa amakɯnakkʲanoː   
52 末吉  
satoːwa amakʲa. {kɯsɯɾiwa / kɯsɯɾʲa ( 古 )} 
amakɯnakkʲa. mːmakʲa「おいしい」。 
52 中之郷 1 satoːwa amakeɡa, kɯsɯɾiwa amakɯnakkʲa noː   
52 中之郷 3 satoːwa amakʲajoː kɯsɯɾiwa amakɯnakkʲa   
52 中之郷 4 satoʊ̯wa amakʲa. kɯ̥sɯɾiwa amakɯnakkʲa. 
◇「薬はいらない。」 
kɯsɯɾʲowa iɾinaka. ◇「うまく
ない」 ɯmmakɯnakkʲa. ◇ 
「うまいなあ。」 ɯmmakʲano̯a. 
◇「甘い菓子」 amake kaɕi. 
◇「この薬は苦い。」 kono 
kɯsɯɾiwa niɡakedaɾa. ◇「こ
の菓子はおいしい。」 kono 
kaɕiwa ɯmmakʲanno̯a. ◇「こ
の菓子は甘い。」 kono 
kaɕiwa{amakʲano̯a / 
amakeʑa}. 
52 樫立 1 sḁtoːwa amakʲa. kɯ̥sɯɾiwa amakɯ naʔkʲa.   
52 樫立 3 satoːwa amakʲa. kɯsɯɾiwa amakɯwa nakkʲa   
52 樫立 4 satoːwa amakʲa kɯ̥sɯɾiwa amakɯnakkʲa   
53 共通語 去年いとこが中学の先生になった。 備考 
53 大賀郷 1 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni naɾaɾa   
53 大賀郷 2 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni naɾaɾa.   
53 大賀郷 3 
kʲoneɴ itokoɡa  tɕɯːɡakkoːno  seɴseːni  {naɾoːʥa / 
naɾaɾajoː .}   
53 大賀郷 4 
kʲonen (noː) itokoɡa ʨɯːɡakkoːno seɴseːni (noː) {naɾaɾa / 
naɾaɾaː}   
53 三根 1 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakkoɯno seɴseːni naɾatteijaː 「なった」nattoɯʑa 
53 三根 3 kʲoneɴ itokoɡa tɕɯːɡakkoːno seɴseːni naɾaɾaː   
53 三根 4 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni naɾaɾaː   
53 末吉  kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni naɾaɾa.   
53 中之郷 1 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakkono seɴɕiːni naɾowa ͩʑano͡a   
53 中之郷 3 
kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni {naɾaɾaː / 
naɾowaːdʑa}   
53 中之郷 4 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni {naɾaɾa / naɾo̯aʥa}.   
53 樫立 1 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni naɾaɾa   
53 樫立 3 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni nattaɾa   
53 樫立 4 kʲoneɴ itokoɡa ʨɯːɡakɯno seɴseːni natta    
54 共通語 いとこは英語の本が読める。 備考 
54 大賀郷 1 itokowa eːɡono {honjo /  hoŋɡa} jomeɾowa   
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54 大賀郷 2 itokowa eiɡono hoŋɡa jomeɾowa   
54 大賀郷 3 itokoɰa eːɡono honɡɡa jomeɾoɰajoː.   
54 大賀郷 4 itokowanoː eːɡonohonɡa jomeɾodʑa.   
54 三根 1 itokowa eiɡono hoŋɡa jomeɾowa   
54 三根 3 itokowa eːɡono honnʲa jomeɾowa   
54 三根 4 itokowa eːɡono honɡa jomeɾodʑdʑa (ː)   
54 末吉  itokowa eːɡono hoŋɡa jomeɾowa.   
54 中之郷 1 itokowa iːɡono hoŋɡa jomeɾɯtʨii ja   
54 中之郷 3 itokowa eiɡono hoŋɡa jomeɾowa   
54 中之郷 4 itokowa iːɡono hoŋɡa {jomeɾowa / jomeɾoʥa}.   
54 樫立 1 itokowa jeːɡono honʲo jomeɾowajo.   
54 樫立 3 itokowa eːɡono hoŋɡa jomeɾowa   
54 樫立 4 itokowa eːɡono hoŋɡa jomeɾo (w)a   
55 共通語 あの人こそほんとうの金持ちだ。 備考 
55 大賀郷 1 {ɯno çitokoso /  ɯno çito ɡaː} hontoːno kanemoʨidaɾa   
55 大賀郷 2 
ɯno çi̥tokoso kanemoʨidaɾa / /  ɯno hitoɡaka kanemoʨi 
dekaɾeɡa   
55 大賀郷 3 
ɯno  çito{ɡa / ɡaka ( 係 り 助 詞 あ り )}  hontoːno
kanemotɕi {daɾa / daɾe (結び)}.   
55 大賀郷 4 ɯno çitoɡanoː hontoːno kanemoʨi {doːdʑaː / doːdaɾaː}   
55 三根 1 
ɯno çitowa hontono kanemoʨidaːnoː / /  ɯno çitoɡaka 
hontono kanemoʨidaɾe   
55 三根 3 
ɯno çitoɡa jappaɾi kanemotɕi daɾaː / /  ɯno çitoɡaka 
jappaɾi kanemotɕi daɾeː (係り結び)   
55 三根 4 ɯno hitowa hontoːno kanemoʨidaːnoː   
55 末吉  
{ɯno / (B) ano (?)} {çi̥tokoso hontoːno kanemoʨidaɾa / /  
çi̥toɡaka (jo) hontoːno kanemoʨidaɾe}.   
55 中之郷 1 ɯnɯçitokoso hontoːno kanemoʨi dannʲaː   
55 中之郷 3 ɯno çitokoso hontoːno kanemoʨi dannoːdʑa   
55 中之郷 4 
ɯno {çi̥toɡa hontoːno {kanemoʨidaɾa / 
kanemoʨido̯aʥa} / /  ɯno çi̥toɡaka hontoːno 
kamemoʨidaɾe. 
  
55 樫立 1 
ono hi̥tiwa hontoːno kanemoʨidaɾa. / /  onohi̥toɡaka 
hontoːno kanemoʨidaɾe.   
55 樫立 3 ano çitokoso hontoːno kanemoʨi daɾa   
55 樫立 4 ono çitoɡaka hontoːno kanemoʨi daɾe   
56 共通語 その話は妻にだけ聞かせた。 備考 
56 大賀郷 1 sono hanaɕowa jomenidake kikasetaɾa   
56 大賀郷 2 
sono hanaɕiwa {waɡaino jatsɯ / waɡeːno / waɡaino jome 
(新)}nidake ki̥kasetaɾa.   
180
八丈方言文法項目データ（音声記号表記） 
180 
 
56 大賀郷 3 sono hanaɕiɰa jomenidakeɰa kikaseteokaɾajo.   
56 大賀郷 4 
kono hanaɕiwa waɡaeno nʲoːboːnidake {jɯoːdʑa / 
hanaɕitoːdaɾaː / hanaɕitaɾaː}   
56 三根 1 sono hanaɕowa jomendake kikasetaɾa   
56 三根 3 
{soɡandoː / sono} hanaɕiwajoː {①jomenidake / ②
jomenidakeka} {①kikasetaɾaː / ②hanaɕitaɾeː (係り結
び)} 
  
56 三根 4 sono hanaɕowa tsɯmanidake kikasetaɾaː   
56 末吉  sono {hanaɕowa / (新)hanaɕiwa} jomenidake kikasetaɾa. kikasetaɾa の i は無声化せ
ず。 
56 中之郷 1 sono hanaɕiwa (sa) jomeni dakeka kikase taɾeɡa   
56 中之郷 3 sono hanaɕiwajoː jomenidake kikasetaɾa   
56 中之郷 4 
sono {hanaɕiwano̯a / hanaɕowano̯a} jomenidake 
kikase{to̯aʥa / taɾa}.   
56 樫立 1 sono hanaɕowa jomedakeŋka ki̥kasetaɾe   
56 樫立 4 sono hanaɕo (ː)wa jomendake ki̥kasetoadʑaː   
57 共通語 妻に夕飯を作らせる。 備考 
57 大賀郷 1 jomeni joːmeɕo ʦɯ̥kɯɾasetaɾa   
57 大賀郷 2 
{waɡeːno / waɡaino} ni joːmeɕio {koseːsaseɾowa (古) /  
tsɯkɯɾaseɾɯ (新)}   
57 大賀郷 3 ɰaɡaenoni jɯːmeɕio ʦɯkɯɾaseɾoɰa.   
57 大賀郷 4 waɡaeno nʲoːboni joːmeɕi tsɯkɯɾaseɾodaɾa.   
57 三根 1 jomeni joɯmeɕo ʦɯkɯɾaseɾowa   
57 三根 3 
jomeni {joɯmeɕo / joɯkeː (古)} {tsɯkɯɾaseɾowa (noː) 
(新) / ɕimatsɯsaseɾowa (noː)}    
57 三根 4 jomeni joːmeɕi͜  (o) tsɯkɯɾaseɾowa   
57 末吉  jomeni joːmeɕo ʦɯkɯɾaseɾowa.   
57 中之郷 1 kaːʨanni jɯmeɕowa ʦɯkɯɾasetaɾo{ ͩʑaː /  waː}   
57 中之郷 3 jomeni joːkeo koɕaːsaseɾɯ   
57 中之郷 4 jomeni jɯːmeɕo {ʦɯkɯɾa / ɕimaʦɯsa}se{ɾoʥa / ɾowa}.   
57 樫立 1  (名前)ni jw͡oːmeɕo tsɯ̥kɯɾaseɾoʑa.   
57 樫立 4 jomeni jo̝ːmeɕo tɯ̥kɯɾasetoadʑaː   
58 共通語 夫は竹でかごをつくった。 備考 
58 大賀郷 1 waɡeːno çi̥towa takede kaɡoː ʦɯkɯɾaɾa   
58 大賀郷 2 waɡeːnowa takede kaɡoː koseːɾaɾa (古)   
58 大賀郷 3 
ɰaɡaeno çitoɰa takede kaɡoː {ʦɯkɯɾaɾa. / ʦɯkɯɾo 
(ː)ʥa}.   
58 大賀郷 4 
waɡaeno dannawa (noː) takedenoː kaɡoó {tsɯkɯɾaɾa / 
tsɯkɯttaɾodaɾa (作っている) / tsɯkɯttaɾa (作った) / 
tsɯkɯttaɾowa (作っている)} 
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58 三根 1 dannawa takede koɡoɯ ʦɯkɯɾaɾa   
58 三根 3 
waɡeːno dannawa takede kaɡoː {tsɯkɯɾaɾa / 
tsɯkɯɾoːdʑa}   
58 三根 4 
{waɡeːno hito / otto}wa takede kaɡoo {tsɯkɯɾaː / 
tsɯkɯɾaɾa}jo   
58 末吉  waɡa (j)eno {çi̥towa / dannawa} takede kaɡoː ʦɯkɯɾaɾa.   
58 中之郷 1 waɡiːno çitowa takede kaɡowo ʦɯkɯɾowa ͩʑa   
58 中之郷 3 otoːʨan wa takede kaɡoː {koɕaːtajo / koɕaːtaɾa}   
58 中之郷 4 
waɡaeno çitowa takede kaɡoʊ̯ {ʦɯ̥kɯɾaɾa / 
ʦɯ̥kɯɾo̯aʥa}.   
58 樫立 1 waɡiːno ɕi̥towa tḁkede kaɡoː tsɯ̥kɯɾoʑa.   
58 樫立 3 ɯʨino çitowa takede kaɡoː{ tsɯkɯɾaɾa /  tsɯkɯttaɾa}   
58 樫立 4 waɡiːnoçitowa takede kaɡo̝ː koɕaːta (ɾa)   
59 共通語 次郎はおとうとの三郎とけんかした。 備考 
59 大賀郷 1 ʥoːwa otoːtono saboːto keŋkoːɕi̥taɾa   
59 大賀郷 2 dʑiɾoːwa otoːtono sabɯɾoːto keŋka ɕitaɾa.   
59 大賀郷 3 ʥiɾoːɰa otoːtono sabɯɾoːto keŋko (ː) {ɕitaɾa / ɕitoːʥa}.   
59 大賀郷 4 
dʑiɾoːwa noː otoːtono sabɯɾoːto keŋkoː {ɕitoːdaɾaː / 
ɕitoːdʑaː / ɕitatteːdʑaː}   
59 三根 1 ʥiɾoɯwa kʲoːdeːno sabɯɾoɯto keŋkoɯ ɕita   
59 三根 3 
dʑiɾoːwa otoːtono sabɯɾoːto {keŋkoː (ケンカを) / keŋka} 
ɕitaɾaː   
59 三根 4 dʑiɾoːwa otoːtono sabɯɾoːto keŋkaɕita   
59 末吉  
{ʥiɾoːwa / ʥoːwa} otoːtono {sabɯɾoːto / saboːto} keŋkaː 
ɕi̥taɾa. ʥoː「次男」， saboː「三男」。 
59 中之郷 1  ʑiɾɯːto otoːto sabɯɾoo to keŋko͡a ɕito͡a ͩʑa   
59 中之郷 3 dʑiɾoːwa otoːtono sabɯɾoːto {keŋkaɕita / keŋkaɕitaɾa joː}   
59 中之郷 4 
ʥiɾoʊ̯wa sabɯɾoʊ̯to keŋko̯a {ɕi̥to̯aʥa / ɕi̥taɾa / ɕi̥taɾaɾa / 
ɕi̥taɾajo / ɕi̥taɾaɾajoː}. 
「弟の」があると不自然とのこ
とで訳にナシ。 
59 樫立 1 ziɾoːwa kʲoːʑaːno sabɯɾoːto keŋko͡a ɕi̥taɾa   
59 樫立 4 dʑiɾoːwa kʲo̝ːdʑaːno sabɯɾoːto keŋk͜oa ɕi̥ta (ɾa)   
60 共通語 三郎は次郎に棒でなぐられた。 備考 
60 大賀郷 1 saboːwa ʥoːni boːde bɯnnaɡɯɾaɾetaɾa   
60 大賀郷 2 
sabɯɾoːwa dʑiɾoːni boːde {bɯnnaɡɯɾaɾetaɾa / 
bɯnnaɡɯɾaɾeɾaɾa}   
60 大賀郷 3 sabɯɾoːɰa ʥiɾoːni boːde bɯnnaɡɯɾaɾe {taɾa / toːʥa}.   
60 大賀郷 4 sabɯɾoːwa dʑiɾoːni boːde bɯnnaɡɯɾaɾetaɾa.   
60 三根 1 sabɯɾoɯwa ʥiɾoɯni boɯde bɯnnaɡɯɾaɾeta 「なぐられた」bɯtaɾetaɾa 
60 三根 3 sabɯɾoːwa dʑiɾoːni boːde bɯnnaɡɯɾaɾetaɾaː    
60 三根 4 sabɯɾoːwa dʑiɾoːni boːde bɯnnaɡɯɾaɾetaː jo   
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60 末吉  saboːwa ʥoːni boːde {bɯtaɾetaɾa / bɯnnaɡɯɾaɾetaɾa}.   
60 中之郷 1 sabɯɾo (狭)ːwa ͩʑiɾɯɯni boode bɯtaɾetaɾa   
60 中之郷 3 sabɯɾoːwa dʑiɾoːni boːde {bɯtaɾeta / bɯtaɾetaɾa (誘導)}   
60 中之郷 4 
sabɯɾoʊ̯wa ʥiɾoʊ̯ni boʊ̯de {bɯtaɾetaɾa (joː) / 
bɯtaɾeto̯aʥa}.   
60 樫立 1 sabɯɾoːwa anʨanni boːde bɯnnaɡɯɾaɾetaɾa.   
60 樫立 4 
sabɯɾoːwa dʑiɾoːni boːde {bɯnnaɡɯɾaɾetaɾa / 
bɯtaɾetaɾa} 人に話す時は taɾa を使う 
61 共通語 次郎はじいさんにしかられた。 備考 
61 大賀郷 1 ʥoːwa ʑiːsamani soːɡaɾetaɾa   
61 大賀郷 2 dʑiɾoːwa dʑiːʨanni {soːɡaɾetaɾa / soːɡaɾeɾaɾa}   
61 大賀郷 3 ʥiɾoːɰa ʥiːsanni {iʥimeɾaɾetaɾa / soːɡaɾetaɾa}.   
61 大賀郷 4 dʑiɾoːwa dʑiːʨanni {okoɾaɾetatteːwaː / soːɡaɾetaɾa}   
61 三根 1 ʥiɾoɯwa ʥiisanni {waikʲɯːɾaɾeta / waikʲuːɾetaɾa}   
61 三根 3 
dʑiɾoːwa dʑiːʨanni {ɕikaɾaɾetaɾaː (新しい言い方) / 
jominnatta}. 
  
61 三根 4 dʑiɾoːwa dʑiːʨanni waikʲɯɾaɾetaːjo   
61 末吉  ʥoːwa ʥiːsanni iʥimeɾaɾetaɾa.   
61 中之郷 1  ͩʑiɾɯːwa ͩʑiːsanni i ʑͩimeɾaɾetaɾajo   
61 中之郷 3 
dʑiɾoːwa dʑiːʨanni {idʑimeɾaɾeta / idʑimeɾaɾetaɾa (誘
導)} 
  
61 中之郷 4 
ʥiɾoʊ̯wa {totoʊ̯ni / oʥiːsanni} {iʥimeɾaɾetaɾa (joː) / 
iʥimeɾaɾeto̯aʥa}.   
61 樫立 1 ziɾoːwa ziːʨanni izimeɾaɾetaɾa   
61 樫立 4 
dʑiɾoːwa dʑiːsanni { soaɡaɾeta / soaɡaɾetʨiːja (伝聞「〜っ
てよ」)} 
人に話す時は taɾa を使う 
62 共通語 おれはきのうは新聞をよまなかった。 備考 
62 大賀郷 1 waɾʲa kineːwa ɕimbɯɴjo jominʑaɾaɾa   
62 大賀郷 2 waja kinoːwa ɕimbɯɴwo jominnakaɾaɾa.   
62 大賀郷 3 ɰaja kinoːɰa ɕimbɯnno jomin nakaɾaɾa.   
62 大賀郷 4 
waɾewa kinoː ɕimbɯɴ o {jominnak (k)ja / jominnakedaɾa 
/ jominnakaɾaɾa}   
62 三根 1 aɾa kineiwa ɕimbɯɴwa jominnaɾaɾa   
62 三根 3 waɾa kineːwa ɕimbɯmjo{hominnaɾaɾaː / jominnatta}.   
62 三根 4 aɾa kineː (kinei) wa ɕinbɯɴ o jominnaɾaːjo   
62 末吉  aɾʲa kiniːwa ɕimbɯnʲo jominʥaɾaɾa.   
62 中之郷 1 waɾa kiniːwa ɕimbɯɴjo {jominʥaɾaɾa / jominnakaɾaɾa}   
62 中之郷 3 aɾa kiniːwa ɕimbɯɴwa jominakaɾaɾajo   
62 中之郷 4 aɾa kiniːwa ɕimbɯnʲo {jominakaɾaɾa / jominakaɾo̯aʥa}.   
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62 樫立 1 waɾa kiniːwa ɕimbɯnʲo {jominnakaʔtaɾa / jominʑaɾaɾa}   
62 樫立 3 
waɾewa kinoː ɕimbɯɴ {jominʥaɾaɾa / jominnakaɾaɾa / 
jomanakʲa}   
62 樫立 4 waɾaː kiniːwa ɕimbɯɴo {jominnakaɾaɾa /  jominakatta}   
63 共通語 その新聞はきょうのだ。きのうのはこれだ。 備考 
63 大賀郷 1 sono ɕimbɯɴwa keːnodaɾa. kineːnoɡawa koɾedaɾa.   
63 大賀郷 2 sono ɕimbɯɴwa kʲoːnodaɾa kinoːnowa koɾedaɾa   
63 大賀郷 3 sono ɕimbɯɴɰa kʲoːno daɾajoː. kineːnoɰa koɾedaɾa.   
63 大賀郷 4 
sono ɕimbɯnɴwa kʲoːno {daɾa / dai}, kinoː nowa koɾe 
daɾaː   
63 三根 1 sono ɕimbɯɴwa keinodaɾa. kineinowa koidoːʑa   
63 三根 3 {sono / kono} ɕimbɯɴwa keːnodaɾa. kineːnowa koidaɾa.   
63 三根 4 sono ɕinbɯɴwa keinoɡadaːjo. kineinoɡawa koɾe daːjoː   
63 末吉  
sono ɕimbɯɴwa kiːnoɡadaɾa. kiniːnoɡawa {koɾedaɾa (ɾa) 
/ koɾedaːʥa}.   
63 中之郷 1 
sono ɕimbɯɴwajo kiːno dekaˑɾe, kiniinowa 
koɾedekaɾeɡajo   
63 中之郷 3 sono ɕimbɯɴwa kiːnɯda kiniːnowa koɾed͜oaː dʑa    
63 中之郷 4 
sono ɕimbɯɴwa kiːnoɡadaɾa. kiniːnoɡawa {koɾedaɾaɾa / 
koɾedo̯aʥa / koɾedekaɾe}.   
63 樫立 1 sono ɕimbɯɴwa kiːnodaɾa. kiniːnowa koɾedaɾa.   
63 樫立 3 kono ɕimbɯɴwa kʲoːnodaɾaː. kinoːnowa koɾe daɾa   
63 樫立 4 sono ɕimbɯɴwa kiːnodaɾa kiniːnowa koidaɾa   
64 共通語 雨のふる日にはばあさんは家でテレビばかり見ている。 備考 
64 大賀郷 1 ameno ɸɯ̥ɾoçinʲa baːʨaɴwa iede teɾebibakkaɾi mitaaɾowa   
64 大賀郷 2 
{ameɡa ɸɯɾɯ tokiwa / ameno çinʲa} baːsaɴwa jede teɾebi 
bakkaɾi mitaɾowa   
64 大賀郷 3 
ameno Φɯɾoçiniɰa  baːsaɴɰa  jede teɾebi  bakkaɾi
{mitaɾoɰa / miteaɾoɰa}.   
64 大賀郷 4 
ameno çiwa baːʨaɴwa ɯʨide teɾebibakkaɾi {miteaɾowa / 
mitaːɾowa}   
64 三根 1 ameno ɸɯɾohinʲa bammawa ede teɾebibakkaɾʲo mitaaɾowa   
64 三根 3 
ameɡa ɸɯɾo çiwa baːtɕaɴwa jede teɾebibakkaɾi 
mitaːɾowaː   
64 三根 4 
ameno ɸɯɾɯ çiniwa baːʨaɴwa jede teɾebibakkaɾi 
{mitaːɾowajo / mitaːɾowaː}   
64 末吉  
ameɡa ɸɯɾo çinʲa baːsaɴwa jede {teɾebʲobakkaɾi / 
teɾebibakkaɾi (新)} { (A)mitaːɾowa / (B)mitaɾowa}.  (A)， (B)は個人の差。 
64 中之郷 1 ameno ɸɯɾoçinʲa teɾebi bakkaɕi mitjaɾowa   
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64 中之郷 3 
ameno ɸɯɾɯçi wa baːʨaɴwa ede teɾebibakkaɾi 
{mitaɾowajo / miteaɾowa}   
64 中之郷 4 
ameɡa ɸɯɾo {çiniwa / çinʲa} baːʨaɴwa jede 
teɾebʲobakkaɾi {mitaɾowa / mitaɾoʥa / mite oʥaɾowa}.   
64 樫立 1 
ameno hɯɾo hinʲa baːʨaɴwa iede teɾebibaʔkaɾi mite 
oʑaɾowa (敬語)   
64 樫立 4 
ameno ɸɯɾɯçinʲa baːsaɴwa jede teɾebʲobakkaɾi {mitaɾ͜oa / 
ɡoːdʑaɾowa / ɡoːdʑatte odʑaɾowa} 
ɡo:ʥa〜は目上の人に対する
言葉 
65 共通語 お祝いのときにはばあさんまでおどった。 備考 
65 大賀郷 1 jɯweːno tokiniwa baːʨammade odoɾaɾa   
65 大賀郷 2 iwainʲa baːsammade odoɾaɾa   
65 大賀郷 3 jɯɰeːno tokinʲa baːsammadeɡa {odoɾaɾa / odoɾoːʥa}.   
65 大賀郷 4 
jɯwaino {tokiwano / tokiː} baːʨammade {odoɾaɾa / 
odotta (ː)ɾowa}   
65 三根 1 jɯweːno tokinʲa bammamade {odottaɾa / odoɾaɾa}   
65 三根 3 jɯweːno tokʲa baːtɕammade (ɡa) odoɾaɾaː   
65 三根 4 
{iweː / jɯweː} no tokiniwa baːʨammade {odoɾaːjo / 
odoɾaɾa}   
65 末吉  
{iweː / jɯweː}no {tokiniwa / tokinʲa} baːsammade 
odoɾaɾa.   
65 中之郷 1 jɯwjaːno tokinʲa baːʨam madeɡa odoɾaɾwa ͩʑa.   
65 中之郷 3 iwaino tokiwa baːʨammade odoɾaɾajo   
65 中之郷 4 
{iwjaː / jɯwjaː}no tokinʲa (no̯a) {obaːʨammade / 
obaːʨammo} {odoɾaɾa / odoɾo̯aʥa / odotte ketaɾa / /  
odotte {ketaɾejo / tamoːɾaɾa / tamoːɾo̯aʥa}}. 
  
65 樫立 1 jɯjaːno tokiwa baːʨammade odoɾaɾa.   
65 樫立 4 jɯjaːno tokinʲaː obaːʨammade {odoɾaɾa / odotta}   
66 共通語 花子はきのうから病気でねている。 備考 
66 大賀郷 1 hanakowa kineːkaɾa jande netaaɾowa   
66 大賀郷 2 hanakowa kinoːkaɾa bʲoːkide netaɾowa   
66 大賀郷 3 hanakoɰa kineːkaɾa {jande / bʲoːkide} netaɾoɰa.   
66 大賀郷 4 hanakowa kinoːkaɾa (noː) bʲoːkide netaːɾowa.   
66 三根 1 hanakowa kineikaɾa jande neteaɾowa   
66 三根 3 hanakowa kineːkaɾa jande (×jadde) netaːɾowa   
66 三根 4 hanakowa kineikaɾa tsɯɾakɯte netaːɾowajo   
66 末吉  
hanakowa kiniːkaɾa {jande / jadde (古)} { (A)netaːɾowa / 
(B)netaɾowa}.  (A)， (B) は個人の差。 
66 中之郷 1 hanaʨanwa kiniikaɾa {bʲoːkide /  jande} nete͡aɾo (tiː) ͩʑa   
66 中之郷 3 hanakowa kiniːkaɾa jande{ netaːɾowa / netaɾowajo}   
66 中之郷 4 hanakowa kiniːkaɾa {jande / jadde (古)} netaɾowa.   
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66 樫立 1 hanakowa kiniːkaɾa jaʔde nete͡aɾowa   
66 樫立 4 hanakowa kiniːkaɾa jande netaaɾowa   
67 共通語 花子はかあさんにごはんをたべさせてもらった。 備考 
67 大賀郷 1 hanakowa hoːdononi meɕo kamasete mɯɾoːɾaɾa   
67 大賀郷 2 hanakowa kaːʨanni meɕio kamasete {moɾaːɾa / moɾatta}   
67 大賀郷 3 hanakoɰa kaːtɕanni meɕo kaɰasete moɾaɰaɾa.   
67 大賀郷 4 
hanakowa kaːʨanni ɡohaɴ o {kamasete / tabesaɕite} 
moɾattaɾowa.   
67 三根 1 hanakowa kaːʨanni meɕo kamasete mɯɾoːɾaɾa   
67 三根 3 hanakowa kaːtɕanni meɕo kamasete moɾoːɾaɾaː   
67 三根 4 
hanakowa kaːʨanni {meɕio / meɕo} kamasete 
{moɾawaːjo / moɾawaɾa}   
67 末吉  
hanakowa {kakaːni / kaːʨanni (新 )} meɕo kamasete 
{moɾaːɾa / mɯɾaːɾa}.   
67 中之郷 1 
hanakowa kaːʨanni meɕo kamasete {mɯɾattʲaɾo (三人称) 
/  mɯɾowaɾaɾa /  mɯɾowaɾowa ʑͩa}   
67 中之郷 3 hanakowa kaːʨanni meɕo kamasete moɾattaɾowa   
67 中之郷 4 
hanakowa kaːʨanni meɕo hoʊ̯mete {moɾo̯aɾa / moɾo̯aʥa / 
moɾattaɾaɾa (新?) / moɾattaɾowa (新?)}. 
順に、完成非過去、継続過
去、継続非過去か。 
67 樫立 1 
hanakowa kaːʨanni meɕo kamase̥te {mɯɾoaɾa / 
mɯɾoaɾaɾa}   
67 樫立 4 hanakowa okaːʨanni meɕo {kamasete / hoːmete} moɾatta ho:mete〜は手で食べさせて
もらうような感じ 
68 共通語 医者がくれたくすりをのめばなおるだろう。 備考 
68 大賀郷 1 iɕaɡa ketoː kɯsɯɾʲo nomeba naoɾɯnoːwa   
68 大賀郷 2 iɕaɡa ketoː kɯsɯɾio nomeba naoɾɯ noːwa   
68 大賀郷 3 iɕaɡa keta kɯsɯɾiː nomeba {naoɾɯdaɾoː / naoɾoʥa}.   
68 大賀郷 4 
iɕaɡa ketoː kɯsɯɾi o nomeba {naoɾɯdoːdʑaː / 
naoɾɯnoːwa}   
68 三根 1 iɕaɡa ketoː kɯsɯɾʲo nomeba naoɾɯnoːwa   
68 三根 3 iɕaɡa ketoː kɯsɯɾʲo nomeba naoɾodaɾaː   
68 三根 4 iɕaɡa ketoː kɯ̥sɯɾio nomeba naoɾɯdaɾoː   
68 末吉  iɕaɡa ketaː kɯsɯɾʲo nomeba naoɾɯdaɾoː.   
68 中之郷 1 bʲoːinde mɯɾowaɾɯ kɯsɯɾʲo nomeba naoɾodo͡a ͩʑa.   
68 中之郷 3 iɕaɡa keta kɯsɯɾio nomeba naoɾɯnnoːwa   
68 中之郷 4 
oiɕasaŋɡa {keta / keto̯a} kɯsɯɾʲo nomeba {naoɾɯdaɾoː / 
naoɾo̯ano̯a / naoɾodo̯aʥa / naoɾiːtasowa}.   
68 樫立 1 
iɕakaɾa mɯɾo͡a kɯ̥sɯɾʲo {nomeba / nomaba} 
naoɾɯnɯːwa   
68 樫立 4 iɕaɡa {keta / ket͜ oa} kɯsɯɾio nomeba naoɾɯnɯːdʑa    
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69 共通語 かあさんは市場へ買物に行った。 備考 
69 大賀郷 1 hoːdonowa miseɡe kaimon ikaɾa   
69 大賀郷 2 
kaːʨaɴwa {iʨibani / iʨibae} {kaimononi / kaimonoɡeː} 
ikaɾaɾa   
69 大賀郷 3 kaːtɕaɴɰa mise{ɡe / e} kaimonni {ikaɾa / ikaɾaɾa}.   
69 大賀郷 4 
kaːʨaɴ wa miseɡeː kaimononi {ittoːdʑaː / ittaɾaː / ikaɾaː / 
ittadʑaː}   
69 三根 1 kaːʨaɴwa miseɡeː kaimononi ikaɾa   
69 三根 3 
kaːtɕaɴwa {miseɡeː / miseje (新しい表現)} kaimononi 
ikaɾaː   
69 三根 4 kaːʨaɴwa iʨibaɡeː {kaimononi / otsɯkaini} ikaɾaː   
69 末吉  kaːʨaɴwa misʲeː kaimononi ikaɾa.   
69 中之郷 1 kaːʨaɴwa misee (狭) kaimononi ikaɾa   
69 中之郷 3 kaːʨaɴwa iʨibae kaimononi {detannoːwajo / detaɾa}   
69 中之郷 4 kaːʨaɴwa iʨibʲaː kaimononi {iko̯aʥa / ikaɾaɾa}. ikodo̯aʥa「 (これから)行くよ」
69 樫立 1 kaːʨaɴwa {miɕiː / miseː} kaimononi ikaɾa.   
69 樫立 3 okkaʨaɴwa miseni kaimononi {ikaɾa /  ittaɾa}   
69 樫立 4 okaːʨaɴwa iʨibʲa (ː) kaimononi ikaɾaː   
70 共通語 道で学校の先生に会った。 備考 
70 大賀郷 1 miʨide ɡakkoːno seɴseːni awaɾa   
70 大賀郷 2 miʨide ɡakkoːno seɴseːni awaɾaɾa   
70 大賀郷 3 mitʨide ɡakkoːno seɴseːni aɰaɾajo.   
70 大賀郷 4 miʨide (noː) ɡakkoːno seɴseːni {attaɾaː / awaɾaː / aoːdʑa}   
70 三根 1 miʨide ɡakkoɯno seɴseːni ikioːɾaɾa   
70 三根 3 
toːɾide ɡakkoːno seɴseːni {awaɾaɾa (何日か前に) / awaɾa 
(ついさっき)} 
  
70 三根 4 miʨide ɡakkoːno seɴseːni awaɾaː   
70 末吉  miʨide ɡakkoːno seɴseːni awaɾa.   
70 中之郷 1 miʨide ɡakkoono seɴɕiini aowa ͩʑa   
70 中之郷 3 miʨide ɡakkoːno seɴseːni {ikʲiaːɾa / ik͜iaɾaɾa / ikʲaːɾaɾa}   
70 中之郷 4 
miʨide ɡakkoʊ̯no {seɴseːni / seɴsɪːni (古)} {awo̯aʥa / 
awaɾa / awaɾaɾa / aiːtaɕi̥taɾa}. 
 (古)seɴsɪːを[seɴɕiː]とも。
awaɾaɾa の方が awaɾa より前を
指す？ 
70 樫立 1 miʨide ɡaʔkoːno {seɴseː / seɴɕiː} ni awaɾa   
70 樫立 3 miʨide ɡakkoːno seɴseːni {awaɾa /  attaɾa}   
70 樫立 4 
miʨide ɡakkoːno seɴseːni {bɯtsɯkwatte / 
bɯtsɯkwattaɾa}   
71 共通語 なにを買おうか。 備考 
71 大賀郷 1 anʲo kaɯdaɾoːka   
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71 大賀郷 2 aniː kaɯdaɾoː   
71 大賀郷 3 anʲo kaoːkanoː. / anʲoka kaoːka (noː).   
71 大賀郷 4 anʲo kaoːkanoː. / /  ani kaoːkanoː.   
71 三根 1 anʲo kaoɯkanoː   
71 三根 3 anʲo kaoːkanoː   
71 三根 4 anʲo kaoːkanoː / anʲo kaoː   
71 末吉  anʲo kaoːkana.   
71 中之郷 1 kiːwa anʲo kawokka no͡aa   
71 中之郷 3 anʲoː kaoːkanoː   
71 中之郷 4 anʲo kaoːkano̯a.   
71 樫立 1 anʲo kaoːka.   
71 樫立 3 anʲoː kao (ː)ka   
71 樫立 4 anʲo kaoːkanoː    
72 共通語 和子のとおなじげたを花子にもかってやろう。 備考 
72 大賀郷 1 kazɯkonoto onnaʑi ɡetoː hanakonimo kattekeɾoɡon   
72 大賀郷 2 kadzɯkonoto onnadʑi ɡetaː hanakonimo kattekeɾɯkanoː   
72 大賀郷 3 
kazɯko{ɡa / no}to onnaʑi ɡetoː hanakonimo {kattejaɾoː / 
kattekeɾoːkanoː 
 / kattejaɾodoːʥa}. 
備考：kazɯkoɡato と
kazɯkonoto でニュアンスに差
があるようである。ɡa を用いる
と「差をつけていない」というこ
とが強調されるようである。 
72 大賀郷 4 kazɯkonoto onnadʑi ɡetao hanakonimo kattejaɾoɡon.   
72 三根 1 kazɯkonoɡato onnaʑi ɡetoː hanakommo kattekeɾoː   
72 三根 3 kazɯkoɡato onnadʑi ɡetoː hanakommo katte keɾodʑaː   
72 三根 4 
kazɯkonoto onnadʑi{ɡetao / ɡetaː}hanakonimo 
kaoɡonnoː ɡetaː は末吉的な感じ 
72 末吉  kazɯkoɡato onnaʑi ɡetaː hanakonimo kattekeɾoː.   
72 中之郷 1 ka ͩzɯkoto onna ͩʑi ɡeto͡a hanakonimo kattejaɾodaɾa   
72 中之郷 3 kadzɯkoto onnadʑi ɡetao hanakonimo katte keɾoɡaɴ   
72 中之郷 4 kazɯkoɡato onnaʑi ɡeto̯a hanakonimo kattekeɾoɡaɴ.   
72 樫立 1 kazɯkoɡato onnazi ɡeto͡a hanakonimo kaʔte jaɾowa   
72 樫立 4 kazɯkoto onnadʑi ɡet͜ oa hanakommo katte keɾodʑa   
73 共通語 和子と花子は友だちだ。 備考 
73 大賀郷 1 kazɯkoto hanakowa hoːbeːdaɾa   
73 大賀郷 2 kadzɯkoto hanakowa tomodaʨi daːno   
73 大賀郷 3 kazɯkoto hanakoɰa tomodatɕi daɾa.   
73 大賀郷 4 
kazɯkoto hanakowa {tomodaʨidaɾaː / 
tomodaʨidatteːwa}   
73 三根 1 kazɯkoto hanakowa hoɯbeːdaɾa   
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73 三根 3 kazɯkoto hanakowa hoːbeː {daɾa (joː) / doːdʑaː}   
73 三根 4 kazɯkoto hanakowa hoːbeːdaɾaː   
73 末吉  kazɯkoto hanakowa hoːbeːdaɾa.   
73 中之郷 1 kazɯkoto hanakowa hoːbʲaː {do͡a ͩʑa /  dattiː ʑͩa}   
73 中之郷 3 kadzɯkoto hanakowa hoːbʲaː {d͜oadʑa / doːdʑa}   
73 中之郷 4 kazɯkoto hanakowa hoːbʲaːdaɾa. 
hoːbʲaːを数回[hoːbʲo̯a]とも言
っているが言い間違いと判
断。あるいは[aː]が[o̯a]となる
ことの類推か。 
73 樫立 1 kazɯkoto hanakowa hoːbi͡ a daɾajo   
73 樫立 3 kazɯkoto hanakowa hoːbai daɾa   
73 樫立 4 kadzɯkoto hanakowa hoːbʲaːd͜oadʑa   
74 共通語 花子は顔がかあさんによく似ている。 備考 
74 大賀郷 1 hanakowa kaoɡa hoːdononi jokɯ nitaaɾowa   
74 大賀郷 2 
hanakowa kaoɡa kaːʨanni jokɯ {nitaɾowanoː (似ている
ね) / nitaɾowa}   
74 大賀郷 3 
hanakoɰa  kaodatɕiɡa  kaːsanni  jokɯ  {nitoːʥa / 
niteiɾoʥa / niteaɾoɰa}.   
74 大賀郷 4 hanakowa (noː) kaoɡa kaːʨanni sokkɯɾidaɾaː.   
74 三根 1 hanakowa kaoɡa kaːʨanni jokɯ nitaaɾowa   
74 三根 3 hanakowa kaoɡa kaːtɕanni jokɯ nitaːɾowanoː   
74 三根 4 hanakowa kaoɡa kaːʨanni jokɯ nitaːɾowanoː   
74 末吉  
hanakowa kaoɡa kaːʨanni jokɯ {nitaːɾowa (A) / / 
nitaɾowa (B)}. sokkɯɾidaɾa.  (A)， (B) は個人の差。 
74 中之郷 1 
hanaʨan, omʲaawa kaoɡa kaːʨanni {nita.aɾo ͩʑa / 
sokkɯɾido͡a ͩʑa}   
74 中之郷 3 hanakowa kaoɡa kaːʨanni jokɯ {nitaɾ͜oanoː / nitaːɾodʑa}   
74 中之郷 4 
hanakowa {ʦɯɾaɡa / kaoɡa} kaːʨanni jokɯ {nitaɾoʥa / 
nitaɾowa / sokkɯɾido̯aʥa}.   
74 樫立 1 hanakowa kaoɡa kaːʨanni jokɯ nite͡aɾowano   
74 樫立 4 
hanakowa kaoɡa kaːʨanni {jokɯnitaɾaː / nitaɾ͜oadʑa (意
外性や驚きが強い) / nitaɾ͜oano}   
75 共通語 
◆たぶんあの人は「飲まないだろうな～飲まないと思う
よ。」といった意味で、「ノミンジャンノウワ (中之郷：ノミン
ジャンノーワ)」といいますか。 
備考 
75 大賀郷 1 いまでも使う。 
「来ないだろう」キンジャンノウ
ワ 
75 大賀郷 2 今でも使う。nominnakannoːwa を使う。   
75 大賀郷 3 いまでも使う？ nominnakannoːɰa.   
75 大賀郷 4 今でも使う。nominnakaː / ikindʑannoːwa / ikinnannoːwa   
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75 三根 1 いまでも使う。   
75 三根 3 いまでも使う。 nominnan noːwa 
75 三根 4 知らない。   
75 末吉 1 知らない。   
75 末吉 2 いまでも使う。 nominnannoːwa とも言う。 
75 中之郷 1 知らない。   
75 中之郷 2 聞いたことはある。   
75 中之郷 3 知らない。 (※これは大賀郷の言葉)   
75 中之郷 4 聞いたことはある。   
75 樫立 1 今でも使う。   
75 樫立 3 いまでも使う。   
75 樫立 4 知らない。樫立では nominnakanɯːwa / nomindʑaɾaɾa   
76 共通語 
◆きのうはだれも「飲まなかったよ。」といった意味で、「ノ
ミンジャララ」といいますか。 
備考 
76 大賀郷 1 いまでも使う。 
「しないだろう」シンナカンノウ
ワ 
76 大賀郷 2 
今でも使う。 / 聞いたことはある。 (人によっては使う) 
nominnakaɾaɾa   
76 大賀郷 3 いまでも使う。nominnaɾaɾa.   
76 大賀郷 4 今でも使う。nomindʑaɾaɾa / nominnakkʲa   
76 三根 1 いまでも使う。   
76 三根 3 いまでも使う。 nominnaɾaɾa 
76 三根 4 聞いたことはある (上の世代が使用)   
76 末吉 1 知らない。   
76 末吉 2 いまでも使う。 nominnaɾaɾa とも言う。 
76 中之郷 1 知らない。   
76 中之郷 2 聞いたことはある。   
76 中之郷 3 知らない。 (※これは大賀郷の言葉) 中之郷では nominnakaɾaɾa 
76 中之郷 4 聞いたことはある。 nominnakaɾaɾa。 
76 樫立 1 今でも使う。   
76 樫立 3 いまでも使う。   
76 樫立 4 今でも使う。nomindʑaɾaɾa も   
77 共通語 
◆ (上記 76 の質問で「知らない」と答えた人以外に対す
る質問。)「来なかった、見なかった」は、キンジャララ、ミ
ンジャララですか。 
備考 
77 大賀郷 1 キンジャララ、ミンジャララ 
「見ないだろう」ミンナカンノウ
ワ / ミンジャンノーワ (言うか
もしれないが使わない） 
77 大賀郷 2 kinnakaɾaɾa   
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77 大賀郷 4 キンジャララ、ミンジャララ   
77 三根 1 キンジャララ、ミンジャララですか。Yes (キンナララも)   
77 三根 3 キンジャララ、ミンジャララですか。   
77 三根 4 
キンジャララ・ミンジャララ。上の世代 (祖母：当時 100
才、現在なら 130 才)が使用。 
  
77 末吉 1 キンジャララ、ミンジャララですか。   
77 中之郷 2 キンジャララ、ミンジャララですか。OK, OK   
77 中之郷 3 kinnakatta / kinnakaɾaɾe / minnakaɾaɾa   
77 樫立 1 キンジャララ、ミンジャララ   
77 樫立 3 キンジャララ、ミンジャララ   
78 共通語 
◆むかしよくあの人と「飲んだっけなあ。」といった意味
で、「ノンジガー (あるいはノマッチガー、ノマラッチガ
ー)」といいますか。 
備考 
78 大賀郷 1 知らない。   
78 大賀郷 2 知らない。nomaɾoːɡanoː   
78 大賀郷 3 知らない。nomaɾaɾajoː.を使う。   
78 大賀郷 4 知らない。nomaɾoːɡanoː   
78 三根 1 知らない。   
78 三根 3 いまでも使う。 
 (nondeɾoːɡanoː) 
nomaɾatteːɡaː 
78 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
78 末吉 1 知らない。   
78 末吉 2  (A)いまでも使う。 /  (B)以前は使っていた。  (A)， (B) は個人の差。 
78 中之郷 1 知らない。   
78 中之郷 2 聞いたことはある。   
78 中之郷 3 ノマッチガー：聞いた事はある。以前使っていた。   
78 中之郷 4 知らない。 nomakaɾakkeɡaː。 
78 樫立 1 以前は使っていた。   
78 樫立 3 いまでも使う。   
78 樫立 4 知らない。   
79 共通語 
◆むかしあの人と「飲んだとき」といった意味で、「ノンジ 
トキ (あるいは、ノマッチ トキ、ノマラッチ トキ)」といいま
すか。  
備考 
79 大賀郷 1 知らない。   
79 大賀郷 2 知らない。nomoːtoki   
79 大賀郷 3 知らない。nomoːtoki を使う。   
79 大賀郷 4 知らない。nomoːtoki   
79 三根 1 知らない。   
79 三根 3 知らない。  (nomo:toki） 
191
 国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」 
『八丈方言調査報告書』2013 年 10 月 国立国語研究所 
191 
 
79 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
79 末吉 1 知らない。   
79 末吉 2 知らない。 
nomaɾa toki と言う。 (nomaɾo 
または nomoː が予測される
が、終止形の連体用法？ 
79 中之郷 1 知らない。   
79 中之郷 2 NR   
79 中之郷 3 知らない   
79 中之郷 4 知らない。   
79 樫立 1 知らない。   
79 樫立 3 ?   
79 樫立 4 知らない。   
80 共通語 
◆あの人はむかし足が「はやかったなあ。」といった意味
で、「ハヤカッチガー (あるいは、ハヤカラッチガー)」とい
いますか。 
備考 
80 大賀郷 1 知らない。   
80 大賀郷 2 知らない。hajakaɾaːno / hajakaɾoːdʑanoː   
80 大賀郷 3 知らない。hajakaɾaɾa を使う。   
80 大賀郷 4 知らない。hajakattoːɡa / hajakaɾoːɡanoː   
80 三根 1 知らない。   
80 三根 3 知らない。  (najakaɾaːnoː) 
80 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
80 末吉 1 知らない。   
80 末吉 2  (A)いまでも使う。 / (B)以前は使っていた。  (A)， (B) は個人の差。 
80 中之郷 1 知らない。   
80 中之郷 2 聞いたことはある。   
80 中之郷 3 聞いた事はある。 (※昔のことば)   
80 中之郷 4 聞いたことはある。   
80 樫立 1 聞いたことはある。   
80 樫立 3 いまでも使う。   
80 樫立 4 知らない。樫立では hajakaɾoːɡa / hajakaɾaɾa (早かった)   
81 共通語 ◆「あっちとき」というのはどんな意味ですか。 備考 
81 大賀郷 1 知らない。   
81 大賀郷 2 知らない。ɯnokoɾowa / ɯnotoki   
81 大賀郷 3 知らない。   
81 大賀郷 4 知らない。ɯntoki (あの時の意味)   
81 三根 1 知らない。   
81 三根 3 知らない。   
81 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
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81 末吉 1 知らない。   
81 末吉 2  (A)知らない。 /  (B)昔，以前   
81 中之郷 1 聞いたことはあるがわからない。   
81 中之郷 2 知っている。 「あの時」   
81 中之郷 3 昔、以前のこと。 
意味は分かるが、90 代とかで
ないと使わない 
81 中之郷 4 過ぎた時，昔。   
81 樫立 1 以前。   
81 樫立 3 あの時。   
81 樫立 4 知らない。   
82 共通語 
◆あの人、さっきまでここで「飲んでいたけど」どこに行っ
たかな、といった意味で、「ノンドロガ (あるいは、ノマット
ロガ、ノマラットロガ)」といいますか。 
備考 
82 大賀郷 1 知らない。   
82 大賀郷 2 知らない。sakkimade nonde aɾoːɡa dokoɡeː itteɕimattoː.   
82 大賀郷 3 知らない。nondeaɾoːɡa を使う。   
82 大賀郷 4 知らない。nomaɾoːɡanoː / nondaɾoːɡanoː   
82 三根 1 以前は使っていた。 母の時代 
82 三根 3 知らない。 
cf. nondaːɾoːɡa maʥiketaːnoː 
どっか行っちゃった 
82 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
82 末吉 1 知らない。   
82 末吉 2 知らない。 nondaɾaːga と言う。 
82 中之郷 1 知らない。   
82 中之郷 2 知らない。   
82 中之郷 3 
ノマットロ：今でも使う。 nomattoɾoɡa doki iko͜aː (飲んで
たけどどこに行ったのか) 
  
82 中之郷 4 知らない。   
82 樫立 1 知らない。   
82 樫立 3 いまでも使う。   
82 樫立 4 知らない。樫立では nonda aɾowaɡa   
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八丈方言文法項目データ（かな表記） 
（ . は母音が無声化していることを表す） 
1 共通語 おれはきょうはいそがしい 備考 
1 大賀郷 1 ワリャ ケーワ イソガシキャ   
1 大賀郷 2 
{ワヤ / ワレワ} キョーワ {イソガシ.キャ / イソガシキャヨ
ー} 
  
1 三根 1 アラ ケーワ イソガシキャ   
1 三根 2 ワイワ ケイワ {イソガシクテ  ー / イソガシキャー}   
1 末吉 アリャ  ー キーワ イソガシケダラ  ー   
1 中之郷 1 アラ キーワ イソガシキャ   
1 中之郷 2 アラ ケーワ イソガシキャ 後に「今日」をキーというと訂正 
1 樫立 1 ワラ キーワ イソガシ.キャ 
※共通語形が出るのが多く，方
言形を引き出すのに苦労した 
1 樫立 2 ワラ キョーワ イソガシキャヨ  ー   
1 樫立 3 ワレワ キョーワ イソガシキャ   
2 共通語 おまえが畑へ行け。 備考 
2 大賀郷 1 ナレワ ヤマゲ  ー イケ (ナレは同等以下)   
2 大賀郷 2 オマエガ ハタケ  ー {イケ / イケバヨケヂャ}   
2 三根 1 ンーガ {ヤマゲ  ー /  ヤメー} イケ ンーガ同等の人 
2 三根 2 オメワ ヤマエ {オヂャレ  ー / イケ} オヂャレーは丁寧な形 
2 末吉 ウンガ ヤメ  ー {イケ / イケバヨケ ヂャ}   
2 中之郷 1 オミャ ワ ヤミャ  ー イケ   
2 中之郷 2 {ウンガ / ンガ} ヤミャ  ー イケ   
2 樫立 1 
オミャワ ヤミャ イケバ ヨッケジャ (「行けばいい (命令)」
はイケ) 
  
2 樫立 2 
オミワ ヤマエ イケ (対目下) / オミャワ ヤマエ オヂャレ
ヨ  ー (対目上) 
  
2 樫立 3 オミガ ヤマエ イケ   
3 共通語 うん，畑へはおれがいく。 備考 
3 大賀郷 1 オ  ー ショゲーワ ワガ イクワ   
3 大賀郷 2 
ワカララ  ソイヂャ ワガ {ハタケ ニ / ハタケー} イコワ / 
/  オ  ー ワガ {ハタケ ニ / ハタケー} イコワ 
  
3 三根 1 ホイジャ アガ ヤメ  ー イコワ  ー   
3 三根 2 
{ウン / ンー} {ヤマイェ / ヤマゲー}ワ {ワガ / アガ} イ
コワ  ー  
  
3 末吉  (ウンガ) ヤマゲーワ アガ イコワ   
3 中之郷 1 ヤミャ  ー ワ アガ イコワ   
3 中之郷 2 オ  ー ヤミャーワ アガ イコワ   
3 樫立 1 ワラ ヤミャ イコワヨ   
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3 樫立 2 オ  ー ワガ ヤマエ イコヂャ   
3 樫立 3 オ  ー ヤマエワ ワーガ イコワ   
4 共通語 おれの鍬はどこにある。 備考 
4 大賀郷 1 ワガ テガワ ドコニ アロ   
4 大賀郷 2 {ワガ /  アガ} クワワ ドコニ アロ   
4 三根 1 アガ テガワ {ドコン /  ドコドー} アロ アガ テガワ ドコド 
4 三根 2 {ワガ / アガ} クワワ ドコニ {アルダロ  ー / アロ}   
4 末吉 アガ マガマワ ドコニ アロ 鍬でなく鎌 
4 中之郷 1 アガ クワワ ドコニ アロド   
4 中之郷 2 アガ テガワ ドコニ アロ↘↗   
4 樫立 1 ワガ カワ {ドコダッタロ  ー / ドコニ アルダロー}   
4 樫立 2 ワガ クワワ ドコニ アロ   
4 樫立 3 ワガ クワワ ドコニ アルカ   
5 共通語 この鎌は太郎のか。 備考 
5 大賀郷 1 コノ マガマワ タローノガ カ   
5 大賀郷 2 コノ {カマ / マガマ} ワ タローノ カ   
5 三根 1 コノ マガマワ タローガ カ   
5 三根 2 コノ マガマワ {センセイガ / センセイノ} ダーヨ  ー 太郎→先生 
5 末吉 コノ マガマワ トッチャンガ カ   
5 中之郷 1 コノ マガマワ タロオーノ カ   
5 中之郷 2 コノ マガマワ タローガ カ   
5 樫立 1 コノ マガマワ オミャノガ カ   
5 樫立 2 コノ マガマワ タローノガ カ   
5 樫立 3 コノ カマワ タローノ カ   
6 共通語 どれがおまえの笠だ 備考 
6 大賀郷 1 ドレガ ナレガ カサ ド  ー   
6 大賀郷 2 ドレガ オマエノ カサ ド  ー   
6 三根 1 ドイガ ンーガ カサ ド  ー   
6 三根 2 ドイガ オメノ カサ ド  ー   
6 末吉 ドレガ ウンガ カサ ダ  ー   
6 中之郷 1 ドレガ オミャノ カサ ド  ー   
6 中之郷 2 ドレガ ウンガ カサ ドア   
6 樫立 1 ドレガ オミャノ カサ ド   
6 樫立 2 
ドレゴ オミノ {ミノドア / ミノドー} (対目下) / /  オミャノ ミ
ノワ ドレデ {オヂャロ / オヂャリヤロー} 
  
6 樫立 3 ドレガ オミ ノ カサダ   
7 共通語 その笠がおれのだ。 備考 
7 大賀郷 1 ソノ カサガ ワガダラ   
7 大賀郷 2 ソノ カサワ ワガメ ダラ   
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7 三根 1 ソノ カサガ ワガドージャ  ー   
7 三根 2 ソノ カサワ {アガ / ワガ} ダーヨ  ー   
7 末吉 ソノ カサガ アガ ダ  ー ヂャ  ー   
7 中之郷 1 ソノ カサガ アガ ドワ ヂャ   
7 中之郷 2 
ソノ カサガ アガ ダラ / ソレ ガ アガ カサ ダラ (それが
私の笠だ。) 
  
7 樫立 1  (ソレガ ワガ カサドアジャ) ソノ カサガ ワガドアジャ   
7 樫立 2 ソノ ミノワ ワガ ミノダラヨ  ー   
7 樫立 3 ソノ カサガ ワレノ ダラ   
8 共通語 このふろしきはおまえのか。 備考 
8 大賀郷 1 コノ フ.ルシキワ {ナレガカ / ナレガドーカ}   
8 大賀郷 2 
コノ フロシキワ オマエノダ  ー (「誰のだ」はダガメ ド  ー / 
ダレノ ドー} 
  
8 三根 1 コノ フルシキャ ｛ンーガ ダ  ー / ンーガ カー}   
8 三根 2 コノ フロシキワ オメノ {ガカ  ー / カー} 確認する時はオメノダーノ  ー
8 末吉 コノ フロシキワ ウンガ カ   
8 中之郷 1 コノ フロシキワ オミャーガ カ   
8 中之郷 2 コノ フロシキワ {ウンガ / ンガ} カ   
8 樫立 1 コノ フルシキワ オミャノガカ   
8 樫立 2 
コノ フルシ.キワ {オミノガカ (対目下) /  オミャノガカ (対
目上)} 
  
8 樫立 3 ソノ フロシキワ オミノカ   
9 共通語 それはおとうとのかもしれない。 備考 
9 大賀郷 1 ソレワ キョーデーノガ カモシレンナカ 
「おとうとの」キョーデーノガ, オト
トノガでかなり迷う。結局「太郎
の」タローノガで採取 
9 大賀郷 2 
ソレワ {オトトノ カモ シレンナカヨ (ー) (かもしれない) / 
オトトノヂャ ネーカ (ー) (弟のじゃないか) } 
  
9 三根 1 ソイガ キョーデーノガ ダカモシレンナカヨ  ー   
9 三根 2 ソレワ オトトノ ダカモ シレンナカノ  ー   
9 末吉 ソレ ワ ノ  ー キョーデエ ノ ガ カモ シレンナカ  ー   
9 中之郷 1 ソレワ キョーヂャーガ カモ シレンナカ   
9 中之郷 2 ソレワ キョーヂャーノ カモ シレンナカ 
ノの代わりにガは不可。「キョーヂ
ャー」は「キョーデアー」か 
9 樫立 1 ソレワ フミ (人名)ノガカモ シレナイ   
9 樫立 2 ソラ キョーヂャーノガカモ シレナカヨ  ー   
9 樫立 3 ソレワ オトトノ カモ シレナキャ   
10 共通語 沖縄には船で行くより飛行機で行ったほうがいい。 備考 
10 大賀郷 1 
オキナワニャ フネデ デロヨリ ヒ.コーキデ デタホーガ ヨ
カンノーワ 
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10 大賀郷 2 
オキナワニワ フネデ イクヨリ ヒ.コーキデ イッタホーガ ヨ
ッキャヨ  ー
  
10 三根 1 
オキナワゲーワ フネデ イコヨリ ヒコーキデ イッタホーガ 
ヨッキャ  ー
  
10 三根 2 
オキナワゲ  ー イコ トキワ フネデ イコヨリモ ヒコーキデ 
イコホーガ ヨッキャノ  ー
  
10 末吉 
オキナワ ゲーワ フネ デ イコヨリ モ ヒコーキデ イッタ
ホーガ ヨッキャ  ー
  
10 中之郷 1 
オキナワニャ フネデ イコヨリカモ ヒコーキデ イッタホー
ガ {ヨカンノーワ /  ヨッキャヨ} 
  
10 中之郷 2 
オキナワ ニワ フネデ イコヨリ ヒコーキデ イッタ ホーガ 
ヨッキャ 
  
10 樫立 1 
オキナーニャ フネデ イコヨリモ ヒ.コーキデ イッタ ホー
ガ ヨッキャヨ 
  
10 樫立 2 
オキナワイェワ フネデ イクヨリカ ヒコーキノホーガ {ヨッ
キャヨ  ー (実際に行ったことがある) / ヨカン ヌア ヨ(想像
で言う場合 (と内省))} 
  
11 共通語 飛行機は一日に一回しかない。 備考 
11 大賀郷 1 ヒ.コーキワ イチンチニ イッカイシ.カ ナッキャ   
11 大賀郷 2 ヒコーキワイチニチニ イッカイシ.カ ナッキャヨ  ー   
11 三根 1 ヒコーキワイチンチニ イッカイシカ ナッキャ  ー   
11 三根 2 
ヒコーキワイチニチニ サンビンシカ ナッキャ {ヨ  ー / ノ
ー} 
一回→三便。 
11 末吉 ヒコーキワイチニチニ イッカイシカ ナッキャヨ  ー   
11 中之郷 1 ヒコーキワ ヨイチニチニ イッカイシカ ナッキャヨ  ー   
11 中之郷 2 
ヒコーキワイチニチニ イッカイシ.カ {ナッキャ /  キンナ
カ (来ない)} 
  
11 樫立 1 ヒ.コーキワイチンチン サンカイシ.カ ナッキャヨ  ー   
11 樫立 2 ヒ.コーキワ イチニチ イッカイシカ ナッカ ヨ  ー   
12 共通語 空港ならこっちの道を行きなさい。 備考 
12 大賀郷 1 クコーゲ  ー イコダーバ コッチノ ミチョ イケ   
12 大賀郷 2 
{ヒコーヂョ  ー / クーコー}ゲ  ー イコダーバ {コッチノ ミチ
ガ ヨッキャヨ (ー) / コッチェ イケバ ヨッキャヨー} 
  
12 三根 1 ヒコージョーゲーワ コッチノ ミチョ イケバ ヨッキャ  ー   
12 三根 2 
クーコーゲ  ー イコダーバ  ー コッチノ ミチオ {イキヤレ  ー
/ オヂャレー / イケ} 
録音終了後，「空港」はヒコージョ
 ー と言っていた。行きなさい＝
イキヤレ  ー
12 末吉 
クーコーナラ コッチ ノ ミチョー{ イケ /  イッタホーガヨ
クネーカー} 
  
12 中之郷 1 ヒコーヂョーナラ コッチノ ミチヨイッタ ホーガ ヨッキャヨ   
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 ー
12 中之郷 2 ヒコーヂョーエワ コッチノ ミチオ オヂャリヤレ   
12 樫立 1 ヒ.コージョーニャ コッチノ ミチョ イケバ ヨッケジャ   
12 樫立 2 
ヒ.コーヂョーエ {オヂャラバ (目上) / イカバ} コッチノ ミ
チホ {トーラエ ヨ  ー (対目下) /  トーリヤレ ヨ  ー (対目
上)} 
  
13 共通語 道のまんなかをあるいてはいけない。 備考 
13 大賀郷 1 ミチノ マンナコ  ー ミッチャ ダメダラ   
13 大賀郷 2 
ミチノ マンナカ (オ) アルイターバ ダメドーヂャ. コッチノ 
ミチオ {イケ /イッタバ ヨッケヂャ  ー (行ったらいいよ)} 
  
13 三根 1 ミチノ マンナカオ エージャ ダメダラ  ー   
13 三根 2 
ミチノ マンナカウォ {エームナ  ー / エーマズン / エーヂ
ャダメダーヨー} 
エーマズン は「歩かずに」という
意味。 
13 末吉 ミチ ノ マンナカ  ー エーン ヂャ ダメダラ  ー   
13 中之郷 1 ミチノ マンナクヮー アリッチャ ダメダラヨ  ー   
13 中之郷 2 
ミチノ マンナカオ {ヤッデ /  ヤンデとも} イツテワ ダメ 
ダラ (ヨ) 
  
13 樫立 1 ミチノ マンナコア ヤッジャ ダメダラヨ   
13 樫立 2 ミチノ マンナカオ トーッチャ ダメダラヨ .ー   
14 共通語 道が広いなあ。 備考 
14 大賀郷 1 ミチガ ヒロキャノ  ー / /  ミチガ ヒロソ  ー   
14 大賀郷 2 ミチガ ヒロキャノ  ー   
14 三根 1 ミチガ ヒロソーノ  ー   
14 三根 2 ミチガ ヒロキャノ  ー   
14 末吉 ミチガ {ヒロキャナ  ー /  ヒロケヂャー}   
14 中之郷 1 ア  ー ミチガ ヒロスヮー   
14 中之郷 2 ミチガ ヒロキャ ンオア   
14 樫立 1 ミチガ ヒロソア   
14 樫立 2 ワ  ー ミチガ ヒロキャ{ノア /  ノー}   
14 樫立 3 ミチガ ヒロキャノ  ー   
15 共通語 あ，雨がふってきた。 備考 
15 大賀郷 1 アメガ フッテキタラ   
15 大賀郷 2 オ アメガ フッテ キ.トーヂャ   
15 三根 1 
アイヤイヤイ アメガ フッテキターラ  ー / オ アメガ フッテ 
キトージャ 
  
15 三根 2 ア  ー アメガ フッテキタラ  ー   
15 末吉 アメガ フッテキタ  ー ヂャ  ー   
15 中之郷 1 ワ  ー アメガ フッテキタラ  ー   
15 中之郷 2 アメガ フッテ キタラ   
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15 樫立 1 ワ  ー アメガ フ.ッテ キ.トアジャ   
15 樫立 2 ワ  ー アメガ フッテキタロ  ー   
15 樫立 3 アメガ {フッテキトーヂャ /  フッテ キタラ}   
16 共通語 いとこの布団がやねの上にほしてある。 備考 
16 大賀郷 1 イトコノ フトンガ ヤネノ ウェニ ホシタアロワ   
16 大賀郷 2 イトコノ フトンガ ヤネノ ウエニ ホシ.テ アロヂャ   
16 三根 1 イトコノ フトンガ ヤネノ ウェイニ ホシテアロワ  ー   
16 三根 2 イトコノ フトンガ ヤネノ ウェイニ ホシテアロワ  ー   
16 末吉 
イトコ ノ ノ  ー フトンガ ヤネニ {ホシテアロダーガ  ー /  
ホサレテ アロガー} 
  
16 中之郷 1 ワ  ー  イトコノ フトンガ ヤネノ ウェーニ ホシチャル ヂャ   
16 中之郷 2 イトコノ フ.トンヨ ヤネ ノ ウエニ ホシタ (テ)アロワ (ヨー) ノの代わりにガは不可 
16 樫立 1 イトコノ フ.トンガ ヤネノ ウェニ ホシ.テ アロワ   
16 樫立 2 
イトコノ フ.トンガ ヤネニ {ホシテアロワヨ  ー (人に説明す
る時と内省) /  ホシテアロヂャ. (断定する時と内省)} 
  
17 共通語 きのうは今日より風が強かった。 備考 
17 大賀郷 1 キネーワ ケーヨリ カゼガ ツヨカララ   
17 大賀郷 2 キノーワ キョーヨリ カヅェガ ツヨカララノ  ー   
17 三根 1 キネイワ ケイヨリ カゼガ ツヨカラーノ  ー   
17 三根 2 キネイワ ケイヨリワ カゼガ ツヨカラノ  ー   
17 末吉 キニイ ワ ノ  ー キイヨリ カヅェガ ツヨカララ   
17 中之郷 1 キニイワ キイヨリカ カヅェーガ ツヨ カロ ワ ヂャ  ー   
17 中之郷 2 
{キニ  ー /  キネー} ワ キーヨリ カゼガ ツヨカッタ ンオ
ア  ー
  
17 樫立 1 キニーワ キーヨリ カゼガ ツヨカララ   
17 樫立 2 キニーワ キーヨリ カゼガ ツヨカローヂャ   
17 樫立 3 キノーワ カゼガ ツヨカララノ  ー   
18 共通語 真っ白な鳥が空を飛んでいる。 備考 
18 大賀郷 1 マッチロド  ー トリメガ ソロ  ー トンダアロワ   
18 大賀郷 2 
マシ.シロケ トリガ ソラオ {トンダロヂャ / トンダロワノ 
(ー)} 
  
18 三根 1 
マシ.シロケ トリメガ ソロ  ー {トンダロジャ /  トンデアロジ
ャ} 
  
18 三根 2 マシ.シロナ トリ (メ)ガ ソラオ トンデアロワーヨ  ー  過去形：トンデアララ  ー
18 末吉 
マシ.シロケ トリメガ {ソラ  ー /  テンニーヨ} {マイテ アロ 
ヂャ /  トンデ アロ ヂャ ヨー} 
  
18 中之郷 1 マシ.シロ ドヮ トリガ ソロヮ トンヂャル ヂャ  ー   
18 中之郷 2 シロケ トリメガ テンニーオトンダロワ   
18 樫立 1 ワ. マッシロドア トリメガ ソロア トンデ アラアヨ .ー (トッデ   
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とは言わない) 
18 樫立 2 
マシ.シロケ トリメガ ソラオ {トンデ アロワヨ /  トッデ ア
ライヨー} 
  
19 共通語 あの山にはいのししがいるそうだ。 備考 
19 大賀郷 1 ウノ ヤマニワイノシシガ アルテーヤ   
19 大賀郷 2 ウノ ヤマ ニワイノシシガイルテーヂャ   
19 三根 1 ウノ ヤマゲーワイノシシガ アルッテイヤ  ー ウノ ヤマニワ… 
19 三根 2 ウノ ヤマニワイノシシガ アルテイヤノ  ー   
19 末吉 ウノ ノ  ー ヤマ ニワイノシシガ アルチーヤ (ー)ヨ  ー   
19 中之郷 1 ウノ ヤマニワサイノシシガ アルッテイヤヨオ   
19 中之郷 2 ウノ ヤマニワイノシ.シガ アルッテヤヨ  ー   
19 樫立 1 オノ ヤマニャイノシシガ アルッチーヤヨ   
19 樫立 2 アノ ヤマニャーイノシシガ アルチ (ー)ヤヨ  ー   
19 樫立 3 イノシシガ {アルチーヤ /  アララ}   
20 共通語 あれは学校だ。役場ではない。 備考 
20 大賀郷 1 ウリャ ガッコダラ. ヤクバジャ ナッキャ   
20 大賀郷 2 
ウレワ {ガッコダ / ガッコデカ アレガ (学校であって)} 
ヤクバ{ヂャ / デワ} ナッキャ  
  
20 三根 1 ウラ ガッコドージャ ヤクバデワナッキャ  ー   
20 三根 2 ウレワ ガッコダーヨ  ー ヤクバ {ヂャ / デワ} ナッキャ  ー   
20 末吉 ウリャ  ー ノ  ー ガッコ デカーレ  ヤクバ デワ ナッキャ  ー   
20 中之郷 1 ウレワ (ヨ) ガッコダラヨ  ー  ヤクバ ヂャ ナッキャヨ  ー   
20 中之郷 2 ウレワ ガッコデカレ. ヤクバ デワ ナッキャヨ  ー   
20 樫立 1 ウクワ ガッコーデカレ. ヤクバジャ ナッキャ   
20 樫立 2 
オラ ガッコダッチ (ー)ヤ. ヤクバヂャ {ナッキャ /  ナカ
チーヤヨー} 
  
20 樫立 3 アレワ ガッコダラ. ヤクバ ヂャ ナッキャ   
21 共通語 あれが役場だ。 備考 
21 大賀郷 1 ウレガ ヤクバドーダラ / /  ウレガ ヤクバドーダレ   
21 大賀郷 2 ウレガ ヤクバデカ アレガ   
21 三根 1 ウイガカ ヤクバダレ  ー   
21 三根 2 ウイガ ヤクバ {ダラ  ー / ダーヨー}   
21 末吉 ウレ ガ カ ヤクバ ダンネ  ー   
21 中之郷 1 ウレガカ ヤクバダレガ   
21 中之郷 2 ウレガ ヤクバ ダラ   
21 樫立 1 ウクガカ ヤクバダレ   
21 樫立 2 アレガカ ヤクバ{ヂャ /  ダ}ニャ  ー   
21 樫立 3 アレガ ヤクバ ダラ   
22 共通語 あの目のおおきい，色の白い男はだれだろう。 備考 
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22 大賀郷 1 ウノ メノ ボーケイロノ マシ.シロケ オトコワ ダレダッテ   
22 大賀郷 2 
ウノ メノ {デッカケ / ボーケ}イロガ シロケ オトコワ ダレ
ド  ー
  
22 三根 1 ウノ メンタマノ ボウケイロノ シロケ オトコワ ダイダロウ   
22 三根 2 ウノ メノ ボウケイロノ シロケ オトコワ ダイダローノー   
22 末吉 
ウノ メ ノ ボーケイロ ノ シロケ オトコワ ダレ {ダカナ  ー
/  ダ ロー} 
  
22 中之郷 1 ウノ メノ ボオケ ヒトデイロノ シロケヒトワ ドコノ ヒト ドア   
22 中之郷 2 
ウノ マナコノ {ボーケ / デッカケとも}イロノ シロケ オノ
コゴワ ダレ ダロ  ー ノ  ー
  
22 樫立 1 オノ メノ ボーケイロノ シローケ オトコワ ダレダロ  ー   
22 樫立 2 アノ メノ ボーケ オトコワ ダイダロ  ー
補：「色が白い」はイロノ シロケ
ヂャ (言い切り）「色の白い男」は
出てこず。おそらくイロノ シロケ 
23 共通語 孫が去年から東京にいる。 備考 
23 大賀郷 1 マゴワ キョネンカラ クニニ アロワ   
23 大賀郷 2 マゴガ キョネン カラ クニニ アロワ (ー) (いるよ)   
23 三根 1 マゴガ キョネンカラ クニン アロワ   
23 三根 2 マゴガ キョネンカラ クニゲ (ー) (スンデ)アロワ  ー   
23 末吉 マゴメ ワ キョネン カラ クニニ アロワ   
23 中之郷 1 マゴガ キョネンカラ クニニ アル ヂャ   
23 中之郷 2 マゴガ キョネンカラ クニニイッタロ ワア   
23 樫立 1 マゴガ キョネンカラ クニニ アロワ   
23 樫立 2 マゴガ キョネンカラ クニニ アロヂャ   
23 樫立 3 マゴガ キョネンカラ クニ  ー イツテロワ   
24 共通語 孫はいつ東京から帰るか。 備考 
24 大賀郷 1 マゴワイツ クニカラ {モドルダロ  ー / モドロドー}   
24 大賀郷 2 マゴワ イツ クニカラ カエロド  ー   
24 三根 1 マゴワイツ クニカラ ケーテ クルカノ  ー   
24 三根 2 マゴワ イツ クニカラ ケイテ クル カノ  ー   
24 末吉 マゴメ ワ イツ クニ カラ ケーロ   
24 中之郷 1 モゴワ イツ クニカラ キャーテ {クルカ ノ /  クロドア}   
24 中之郷 2 マゴワ イツ クニカラ キャーッテ クロ (ー)↘↗   
24 樫立 1 マゴワ イツ クニカラ キャーロ   
24 樫立 2 マゴワ イツ クニカラ キャールダ  ー   
24 樫立 3 マゴワ イツ トーキョーカラ キャールカ   
25 共通語 八月には帰ってくるようだ。 備考 
25 大賀郷 1 ハチガツニャ モドッテクルノーワ   
25 大賀郷 2 ハチガツニワ カエッテ クルンヂャ ネーカ.   
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25 三根 1 ハチガツニャ ケーテ クロゴンダーヨ  ー   
25 三根 2 ハチガツニワ ケーッテクル テイヤ  ー   
25 末吉 ハチガツ ニワ ケエテ クロ ガンダーガイ   
25 中之郷 1 ホチガツニワ キャーッテ クルッティーヤ   
25 中之郷 2 ハチガツニャ  ー キャーッテ クル ヨーダラヨ  ー *クロは不可 
25 樫立 1 ハチガツニワ キャーッテ クルチーヤヨ   
25 樫立 2 ハチガツニワ キャンヌワヨ  ー   
25 樫立 3 ナツヤスミニワ キャーッテ クルヨーダラ   
26 共通語 かあさんはあした東京へむすこに会いにいく。 備考 
26 大賀郷 1 ホードノワ アシタ クニゲ  ー ムスコニ アイニ イコワ   
26 大賀郷 2 
カーチャンワ アシタ クニゲ (ー) ムスコニ {アイニ イコ
ダラ / アイニ イコワ} 
  
26 三根 1 
カーチャンワ アス クニゲ  ー ムスコニ アイニ イクテイヤ
 ー
  
26 三根 2 
カーチャンワ アシタ クニゲ  ー コドモニ アイニイツテ ク
ロワ  ー  
  
26 末吉 
ウラガ イェ ノ カーチャンワ アス クンイェ コドモニ アイ 
ニ イコ ワッテイッタララ 
  
26 中之郷 1 
カーチャンワ (サ) アス クニ  ー イツテ コドモニ アッテ ク
ロンテ ヨイ 
  
26 中之郷 2 オッカチャンワ アス クニエ コドモニ イク.ッテイヤ   
26 樫立 1 オッカチャンワ アス クニエ コドモニ アイニ イコワ   
26 樫立 2 ホアワ アス コドモニ アイネ トーキョーニ イコワ   
27 共通語 大阪から東京までの汽車賃はいくらだろうか。 備考 
27 大賀郷 1 
オーサカカラ トーキョーマデノ キシャチンワ イクラグレ  ー
スルダロ  ー
  
27 大賀郷 2 
オーサカ カラ トーキョーマデノ キシャチンワ {イクラド  ー
/ イクラ スルドー} 
  
27 三根 1 
オーサカカラ トウキョーマデノ キシャチンワ イクラダロー
ノ  ー
  
27 三根 2 
オーサカカラ トーキョーマデノ キシャチンワ イクラ ダロ
ーノ  ー
  
27 末吉 
オーサカ カラ トキョーマデ ノ デンシャ チン ワ {イクラ
ダロ  ー / イクラダカノー} 
  
27 中之郷 1 
オーサカ カラ トーキョ  ー マデ キシャチンワ イクラ ダカ 
ンオア  ー
  
27 中之郷 2 オーサカカラ クニマデノ キシャチンワ イクラダカ ノ  ー   
27 樫立 1 
オーサカカラ トーキョーマデノ キ.シャチンワ イクラダロ
 ー
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27 樫立 2 
オーサカラ キシャチンワ {イクラド  ー /  イクラダロ  ー /  
イクラデオヂャロー (対目上)} 
  
28 共通語 四時まで駅でまっておれ。 備考 
28 大賀郷 1 ヨジマデ エキデ マチタアレ   
28 大賀郷 2 ヨヂマデ エキデ {マッタレヨ / マットヨ}   
28 三根 1 ヨジマデ エキデ マッタレ   
28 三根 2 ヨヂマデ エキデ {マッテアレヨ  ー / マチテアレヨー}   
28 末吉 ヨヂ マデ エキデ マッタレー   
28 中之郷 1 ヨヂマデ ソコデ マッティァレ ヨ  ー   
28 中之郷 2 ヨヂマデ エキデ マッタレヨ  ー   
28 樫立 1 ヨジマデ イェキデ {マチロヨイ / マチ.テ アレヨイ}   
28 樫立 2 
ヨヂマデ {マチテ ワセ オヂャレ  ー (より丁寧らしい) /  
マチテワセヨー} 
  
28 樫立 3 ヨヂマデ エキデ マッタレ   
29 共通語 五時までに帰らなくてはならない。 備考 
29 大賀郷 1 ゴジマデニ モドリンノート ナリンナカ   
29 大賀郷 2 
ゴヂマデニ {カエリンノート ダラ / カエリノート ダメ ダ
ラ} 
  
29 三根 1 
ゴジマデン {ケーリンナーバダラ  ー /  ケーナーバダラ
ー} 
  
29 三根 2 ゴヂマデニ ケーリンナーバ ナリンナカヨ  ー   
29 末吉 
ゴヂ マデ ニ ケーリン ナート {ダメダーンテ / ダメドラヨ
ー} 
  
29 中之郷 1 ゴヂナデニ キャーラズニャ ドワガ   
29 中之郷 2 
ゴヂマデニ (ワ) キャー{ラナク.テワ / リンナクテワ} ナリ
ンナカ (ヨ  ー / ノー) 
  
29 樫立 1 ゴジマデニ キャーリンノアト ドアダラ   
29 樫立 2 ゴヂマデニャ キャーラナキャダラヨ  ー   
30 共通語 次郎，この荷物を家までかついで行ってくれ。 備考 
30 大賀郷 1 ジロ  ー コノ ニモツ  ー イェマデ カツンデ モッテイケ   
30 大賀郷 2 
ヂロ  ー コノ ニモツオイエマデ カツイデ {モッテイットヨ / 
モッテットヨ} 
  
30 三根 1 ヂロウ  コノ ニモツ  ー エマデ カツンデイツテケロ   
30 三根 2 
ヂロ  ー コノ ニモツオ エマデ カツイデ {イツテケ  ー /イッ
トヨー} 
イットヨーは優しいいい方。 
30 末吉 
ヂジロー  コノ ノ  ー ニモツ  ーi͡ エ マデ カツイデ イツテ
ケロー 
  
30 中之郷 1 
ヂルウ  コノ ニモツ ワガヤマデ カツイデ モッテッテ ケ
ロ 
  
30 中之郷 2 ヂロ  ー コノ ニモツオ イエマデ カツイデ イツテケロ   
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30 樫立 1 ジロ  ー コノ ニモツ イエマデ カツッデイットー   
30 樫立 2 
ヂロ  ー  コノ ニモツェ {カツイデ タベヨ. /  カツイデ タ
モーレ (対目上) (「かついでくれ」のみか?)} 
補：「行ってくれ」のみでは，ワシ
テ タベ (対同等) ワシテ ケロ 
(対目下，希) ワシテタモーレ 
(対目上) 
31 共通語 荷物が重かったので，二人でもった。 備考 
31 大賀郷 1 ニモツガ オモカローデ フ.タリデ モタラ   
31 大賀郷 2 ニモツガ オモケンテ フタリデ {モッタラ / モト  ー ダラ}   
31 三根 1 ニモツガ オモカローテ フタイデ サゲタラ   
31 三根 2 
ニモツガ オモカローテ フタリデ {モッテイカラ  ー / モタ
ラー} 
  
31 末吉 
コノ ノ  ー ニモツガ {オモクテ /  オモケデ} フタリ デ カ 
モターダ {レ  ー / ガー} 
  
31 中之郷 1 ニモツガ オモケデ フタリデ ヤットデ モテイコラ   
31 中之郷 2 ニモツガ オモケンテ フタリデ サゲタラ   
31 樫立 1 ニモツガ オモク.テ (重くて) フタリデ モタラ   
31 樫立 2 ニモツガ オモカローヤニ フ.タリデ モタラ   
32 共通語 この上着はこのまえ沖縄で二千円で買った。 備考 
32 大賀郷 1 コノ ウワギワ コノメ  ー オキナワデ ニセン エンデ カワラ   
32 大賀郷 2 コノ ウワギワ コノマエ オキナワデ ニセネンデ カワラ  ー   
32 三根 1 
コノ ウワギワ コノメ  ー オキナワデ ニセン エンデ {カット
ジャ /  カッタラー} 
「買った」カオードージャ /  カオ
ージャ 
32 三根 2 
コノ フクワ コノメ  ー オキナワゲ  ー {イコトキニ / ニセネン
デ} {カッテキタラ  ー / カワラー} 
  
32 末吉 
コノ ノ  ー ウワギ ワ コノメ  ー オキナワ デ ニセネンデ カ
ワ  ー ヂャ 
  
32 中之郷 1 
コノ ウワギ ワ サ コノ ミャ  ー オキナワデ ニセン'エンデ 
カッテ キトア ヂャ 
  
32 中之郷 2 
コノ ヘビラワ コノ ミャ  ー オキナワデ ニセネンデ {カッタ
ラ / カッテキタラ} 
  
32 樫立 1 
コノ ウワギワ コノミャ  ー オキナワデ ニセンエンデ {カッ
タラ / カワラヨー} 
  
32 樫立 2 
コノ シャツワ コノミャ  ー オキナワデ ニセン イェンデ カ
ワラ (ヨ) 
  
33 共通語 沖縄にはめずらしい菓子がある。 備考 
33 大賀郷 1 オキナーニャ メズラシケ カシガ アロワ   
33 大賀郷 2 
オキナワニワ メヅラシケ カシガ {アロワ / アロワノ  ー / 
アロヂャ} 
  
33 三根 1 オキナワニャ メズラシケ カシガ アロワ   
33 三根 2 オキナワニワ メヅラシケ カシガ アロワヨ  ー   
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33 末吉 オキナワ ニワ ノ  ー メヅラシケ カシ ガ アロワ   
33 中之郷 1 
オキナーニワ メヅラシケ カシガ {イッピャ /  シッカリ} 
アロ ワ ヨ 
  
33 中之郷 2 オキナワニワ メズラシケ カシガ アロ (ワ) (ノー)   
33 樫立 1 オキナーニワ メズラシ.ケ カシガ アロジャ   
33 樫立 2 オキナワニャ  ー メヅラシケ カシ.ガ アロワヨ  ー   
33 樫立 3 メズラシケ カシガ アロワ   
34 共通語 孫はお菓子が好きだ。 備考 
34 大賀郷 1 マゴワ カシ.ガ ス.キダラ   
34 大賀郷 2 マゴワ オカシガ {スキダラ / スキドーダラ}   
34 三根 1 マゴワ カシガ スキダラ   
34 三根 2 マゴワ カシガ スキ {ダーヨ  ー / ダラ}   
34 末吉 マゴメ ワ カシガ スキダ  ー ヂャ   
34 中之郷 1 マゴワ カシ.シガ ダイスキ ドヮヂャ   
34 中之郷 2 マゴワ カシガ ス.キダラ   
34 樫立 1 マゴワ カ.ショ ス.キダラヨ  ー   
34 樫立 2 マゴワ カシ.ガ スキダラヨ  ー   
34 樫立 3 マゴワ オカシガ スキ ダラ   
35 共通語 箱の中にまんじゅうがいくつあるとおもうか。 備考 
35 大賀郷 1 ハコノ ナカン マンジューガ イクツ アルト オモ  ー   
35 大賀郷 2 
ハコノ ナカニワ マンヂューガ イクツ アロカ{シッタロカ / 
ショケカ} 
  
35 三根 1 ハコン ナカニ マンヂューガ イクツ アルト オモーロ   
35 三根 2 ハコノナカニ マンヂューガ イクツ アルト オモウカ   
35 末吉 ハコノ ノ  ー ナカニ マン ヂューガ イクツ アルト オモー   
35 中之郷 1 
ハコノナカニャ (サ)  マンヂューガ イクツ アル ト オモ
 ー
  
35 中之郷 2 
ハコノ ナカニ イクツ マンヂューガ アルト オモ  ー / イク
ツ ヒャーッタルト オモ  ー (いくつ入っていると思うか。) 
  
35 樫立 1 ハコン ナカン マンヂューワ イク.ツ アルト オモ  ー   
35 樫立 2 
ハコノナカニ マンヂューガ イク.ツ アロ (いくつある) (「と
思うか」は NR) 
  
36 共通語 孫はまんじゅうを皮だけ食べる。 備考 
36 大賀郷 1 マゴワ マンジューヨ コーベダケ カムワ   
36 大賀郷 2 
マゴワ マンヂューオ カワダケシカ {カミンナカ / カミンノ
ーダラ} 
  
36 三根 1 マゴワ マンジューヨ コーベダケ カモワ   
36 三根 2 ワガイノ マゴワ マンヂューウォ カワダケ カモワ   
36 末吉 マゴ ワ マンヂューヨ カーベ ダケ カムワ   
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36 中之郷 1 
マゴワ マンヂュウノ クヮーベダキイイ ウマガッテ カモ 
ヂャ  ー
  
36 中之郷 2 マゴワ マンヂュー{オ / ノ} コア ダケ カモ ワ   
36 樫立 1 マゴワ マンジューヨ コアダケ カモワヨ  ー   
36 樫立 2 マゴワ マンヂューヨ コアベダケ カモワ   
37 共通語 じいさんは朝から海へ魚をとりにいった。 備考 
37 大賀郷 1 ヂーチャンワ トンメテカラ ウミゲ  ー ヨ  ー トリイ デタラ   
37 大賀郷 2 
ヂーチャンワ アサカラ ウミ {ニ / イェ} サカナオ トリニ 
{イカラ / イッタラヨー} 
  
37 三根 1 ヂイサンワ トンメテイカラ ウミゲ  ー ヨウトリ イカラ   
37 三根 2 
ワガイノ ヂーチャンワ トンメテカラ ウミゲ  ー ヨートリニ イ
カラ 
  
37 末吉 ヂーサンワ ノ  ー トンメテカラ ウミゲ  ー ヨ  ー トリニ.イカラ   
37 中之郷 1 
ヂーチャンワ トンメテカラ ハミャア サカンオア トリ ニ イ
ク ワ ヂャ 
  
37 中之郷 2 ヂーサン トンメテカラ ウミエ ヨ  ー トリニ イ(カ)ラ   
37 樫立 1 
ジーチャンワ トンーメテカラ ウミ サカノア トリ  ー {オヂャ
ッタラ / オヂャララ} 
  
37 樫立 2 ヂーサンワ トンメテカラ ヨーツリ イカラ   
38 共通語 ここは海にちかいので魚がうまい。 備考 
38 大賀郷 1 ココワ ウミン チカケンテ ヨガ ンーマキャ   
38 大賀郷 2 
ココワ {ウミニ / ウミゲー} チカケンテ サカナガ {ウマキ
ャ / ンマキャ}ノ  ー
  
38 三根 1 ココワ ウミゲ  ー チカケンテ ヨガ ンーマキャ  ー   
38 三根 2 ココワ ウミニ チカケンテ ヨガ ンマキャノ  ー   
38 末吉 
ココワ ノ  ー ウミニ チカケンテ ヨガ {ウマケダラ /  ンマ
ケダラ} 
  
38 中之郷 1 ココワ (サ) ハマニ チカケデ ヨガ ウマキャ ノ  ー   
38 中之郷 2 ココワ ウミニ チカケンテ ヨガ ンマキャ   
38 樫立 1 ココワ ウミニ チ.カカデ {ヨ / サカナ} ガ ウンマキャ   
38 樫立 2 ココワ ウミニ チカケイテ サカナガ ウンマキャ   
39 共通語 魚より肉のほうが高い。 備考 
39 大賀郷 1 ヨヨリ ニクノ ホーガ タカキャ   
39 大賀郷 2 サカナヨリ ニクノ ホーガ タカキャヨ  ー   
39 大賀郷 3 {サカナ / ヨ (古)}ヨリ ニクノ ホーガ タカキャノ  ー
タカケヂャ (高い〈独白〉）タカキ
ャ (高い） 
39 大賀郷 4 {ヨ / サカナ} ヨリ ニクノ ホーガ タカキャ   
39 三根 1 イヨヨリ ニクノホーガ タカキャ  ー   
39 三根 3 ヨヨリ ニクノ ホーガ タカキャ (ノー)   ノーはやわらげ 
39 三根 4 ヨ ヨリ ニクノ ホーガ タカキャ ノ  ー   
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39 末吉 ヨヨリ ニクノ ホーガ タカキャ   
39 末吉  ヨヨリ ニクノ ホーガ タカキャ   
39 中之郷 1 ヨヨリ ニクノ ホオーガ タカキャ ヨ  ー   
39 中之郷 2 ヨヨリ ニクノ ホーガ タカキャ   
39 中之郷 3 ヨヨリ ニクノ ホーガ タカキャノ  ー   
39 中之郷 4 
{サカナ / ヨ} {ヨリ / ヨリワ / ヨリカ / ヨリカワ} {ニクガ / 
ニクノ ホウガ} タカキャ 
ヨリワをヨリャと言うのは古い言い
方。オウは弱い二重母音で[オ
ー]にも (以下同じ)。 
39 樫立 1 ヨヨリ ニクノ ホーガ タ.カキャノ  ー   
39 樫立 4 ヨヨリ ニクガホ  ー タカキャーヨー   
40 共通語 おれは蛸のさしみが食べたい。 備考 
40 大賀郷 1 ワリャ タコメノ サシミョ カミタキャ   
40 大賀郷 2 ワヤ タコノ サシミガ {カミタキャ / タベタキャ}ノ  ー   
40 大賀郷 3 ワヤー タコノ サシミガ クイタキャ (ノー)   
40 大賀郷 4 ワレワ タコノ サシミガ タベタキャノー   
40 三根 1 ワイワ タコノ サスミガ カミタキャ   
40 三根 3 ワラ タコノ サシミガ {カミタキャー / タベタキャー}  サは[ス]にも聞こえる。 
40 三根 アラ タコノ サシミガ カミタキャ ノ  ー   
40 末吉 アラ ノ  ー タコメノ サシミガ カミタキャ   
40 末吉  アリャ タコ (メ)ノ サシミョ カミタキャ   
40 中之郷 1 ワラ タコメノ サスミョ カミタキャ   
40 中之郷 2 アラ タコメノ サシミガ タベタキャ サシミオ も可 
40 中之郷 3 
アラ (ー) タコノ サシミガ {カミタキャノー / カミタキャヨ
ー} 
  
40 中之郷 4 
{ワラ / アラ} {タコノ / タコメノ} サシミョ {タベタキャ / カ
ミタキャ (古)} 
タコメ は最近は言わない。「俺」
はワレ / アレ 
40 樫立 1 ワラ タ.コメノ サシミョ カミタキャ   
40 樫立 3 ワレワ タコノ サシミガ {タベタキャ /  カミタキャ}   
40 樫立 4 ワラ タ.コノ サシミョ カミタキャ   
41 共通語 おまえはこの魚の名まえを知っているか。 備考 
41 大賀郷 1 ナリャ コノ ヨノ ナメーヨ ショケカ   
41 大賀郷 2 
オマエワ コノ サカナノ ナマエオ {ショケカ / シッタロ
カ} 
  
41 大賀郷 3 オマエワ コノ サカナノ ナマエオ ショケカ 
オメ (〈目下に対して〉おまえ）ウ
ンヌ (相手を軽んじたとき） 
41 三根 1 ウニャ コノ ヨノ ナメーオ シ.ヨケカ   
41 三根 3 オメワ コノ ヨノ ナメーオ シッタロカ  ー
オメは今は目上目下どちらにも使
う。昔は目上へはオンミ  ー
41 三根 4 
オメワ コノ ヨノ ナマエオ {ショコーヂャロカ  ー (対目上) / 
ショケカ  ー (対同等)}  
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41 末吉 ウニャ  ー コノ ヨノ ナメエ ヨ ショケカ.   
41 末吉  オマイワ コノ ヨノ ナメーヨ ショケカ 
オメは年輩の人に使う。オミはさ
らに丁寧。 
41 中之郷 1 オミャワ コノヨノ ナミャーヨ ショケノア   
41 中之郷 2 ウナ コノ ヨノ ナミャ (ー)オ ショケカ   
41 中之郷 3 オミャワ コノ ヨノ ナミャーウォ ショケカ   
41 中之郷 4 ウナ コノ ヨノ ナミャーヨ ショケカ (イ) 
「お前が」はウンガ。「お前を」は
ウヌー。 
41 樫立 1 
オミャワ コノ ヨノ ナミャーヨ オビータ (ショケカとは言わ
ない) 
  
41 樫立 4 オミワ コノ サカナノ ナミャーヨ オビートアカ   
42 共通語 これはかつおだろう。 備考 
41 大賀郷 4 
オマエワ コノ{ヨ / サカナ}ノ {ナマエ / ナメー}オ ショ
ケカ 
  
42 大賀郷 1 コリャ カツ  ー ダンノージャ   
42 大賀郷 2 コヤ {カツオ ダラ (ノー) / カツオデ ネーカ}   
42 大賀郷 3 コレワ {カツオ / カツ  ー (古)} ダロ  ー   
42 大賀郷 4 コレワ カツオ ダラ ヨ  ー   
42 三根 1 コラ  ー カッツウ ダロ  ー   
42 三根 3 コリャ カツ ダロ  ー   
42 三根 4 
コラ カツオ {ドーヂャロア ノ  ー (対目上) / ダーノー (対
同等)} 
  
42 末吉 コリャ  ー カツ  ー {ダン ノーヂャ / ダロー}   
42 末吉  コリャ カツーダロ  ー   
42 中之郷 1 コラ カツウ ドア ヂャ   
42 中之郷 2 コラ カツオ ダロ  ー   
42 中之郷 3 コラ カツオ ダロ   
42 中之郷 4 コラ {カツオ / カツー} {ダンノージャ / ダロウ} カツーは漁師の言葉。 
42 樫立 1 コリャ  ー カ.ツ ダロ  ー   
42 樫立 4 コラ カツ {ダロ  ー / ドアヂャ (断定的ないい方)}   
43 共通語 酒はどうやってつくるかおまえは知っているだろう？ 備考 
43 大賀郷 1 サケーワ アダンシテ ツクルカ ナレワ ショカンノージャ   
43 大賀郷 2 
サケワ ドガン{シテ / ヤッテ} ツクルカ オマエワ {シッタ
ロカ / ショケカ} 
  
43 大賀郷 3 サケワ アダンシ.テ ツクルカ オアメワ ショケカ   
43 大賀郷 4 
コノ サケワ ドゴン ヤッテ ツクッタルカ オマエワ {ショイ
ダロ  ー / ショケカ}  
  
43 三根 1 
サケイワ {ドゴン ヤッテ / アダンシテ} ツクルカ オメワ 
ショケカ 
  
43 三根 3 サケーワ {ドガンヤッテ / ドガンシテ} ツクロカ オメワ シ   
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ッタ「ル  ー
43 三根 4 
サケワ アダン.ヤッテ ツクルダローノー   オメワ {シット
ヂャロカ / ショコーヂャロカー} 
  
43 末吉  サキーワ アダンシ.テ ツクルカ オマイワ シーダロ  ー
イは良く無声化するがウは無声
化しにくい。 
43 中之郷 1 サキーワ アダン シテ ツクルカ オミャワ ショケカ   
43 中之郷 3 
サケワ アダンシテ ツクルカ オミャワ {ショケカ / シーダ
ロ  ー (誘導)} 
シーダローの方が良い。 
43 中之郷 4 
サキーワ {ドガン / アダン}シ.テ {ツ.クロカ / ツ.クルカ 
(新？)} ウナ {ショカンノージャ (古) / シーダロー (新)} 
  
43 樫立 1 サ.ケワ アダンシ.テ ツ.クルカ オビータロ  ー   
43 樫立 3 
サケワ ドーヤッテ ツクルカ {オミワ /  オミャワ} オビート
ーカ 
  
43 樫立 4 サ.キーワ アダンシテ ツ.クロカ オミワ オビータロ  ー   
44 共通語 酒は米からつくる。 備考 
44 大賀郷 1 サケワ コメカラ ツクロワ   
44 大賀郷 2 
{サケワ / サケイワ} コメカラ {ツクル / ツクル ダンノー
ヂャ} 
  
44 大賀郷 3 
サケワ コメカラ {ツクロワ (つくるよ) / ツクロヂャ (つくる<
断定>) / ツクロドーヂャ (つくるんだよ)} 
  
44 大賀郷 4 
サケワ コメカラ {ツクロ (ー)ヂャ / ツクッタロワ (ツクッタ
ロヂャ 作っているだろう の意)} 
  
44 三根 1 サケワ コメカラ ツクローワ   
44 三根 3 サケーワ コメカラ ツクロワ   
44 三根 4 サケワ コメカラ ツ.クロワノ  ー   
44 末吉  サキーワ コメカラ ツ.クル   
44 中之郷 1 サキーワ コメカラ ツクル ドア ヂャ   
44 中之郷 3 サケワ コメカラ ツクロヂャ  ー   
44 中之郷 4 サキーワ コメカラ {ツ.ロジャ / ツ.クロワ} 
{ツクッタロジャ / ツクッタロワ}
「作っているよ」。 
44 樫立 1 サケワ コメカラ ツ.クル ノージャ   
44 樫立 3 サケワ コメ カラ ツクロワ   
44 樫立 4 サキーワ コメカラ ツ.クロヂャ   
45 共通語 酒さえあればなにもいらぬ。 備考 
45 大賀郷 1 サケセ  ー アレバ アンニモ イリンナッキャ   
45 大賀郷 2 サケセ  ー アレバ ア (ー)ンニモ イリンナカ   
45 大賀郷 3 
サケ{ガ / ガセー } アレバ アンニモ { イリンナカ (い
らない) / イリンナッキャ (強い表現)} 
  
45 大賀郷 4 サケガ アレバ (ノー) アンニモ ナクテ ヨケヂャ.   
45 三根 1 サケセ  ー アレバ アンニモ ヨッキャ  ー   
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45 三根 3 サケセ  ー アレバ アンニモ イリンナカ (ー)   
45 三根 4 サケセ  ー アレバ アンニモ イリンナカノ  ー   
45 末吉  サケセ  ー アレバ アンニモ イリンナカ   
45 中之郷 1 サケ シャ アレバ アンニモ ヨッキャ   
45 中之郷 3 
サケサエ アレバ アンニモ {ヨッキャ / イリンナカ (誘
導)} 
イリンナカ の方が良い。 
45 中之郷 4 サケダケ アレバ アンニモ {イリナコジャ / イリンナカ} セーは使わない。 
45 樫立 1 サケ.シャ  ー アレバ アンニモ ヨッキャ   
45 樫立 3 サケ サエ アレバ アンニモ イリンナカ   
45 樫立 4 サケシャ  ー アリャ  ー {アンニモ インナカ / ヨッキャー}   
46 共通語 うちのじいさんは酒もたばこものまない。 備考 
46 大賀郷 1 ワガイノ ヂーチャンワ サケーモ タバコーモ ノミンナカ   
46 大賀郷 2 
ワゲーノ ヂーチャンワ サケモ タバコモ アンニモ ノミン
ナカ 
  
46 大賀郷 3 
ワガ エノ ヂーサンワ サケモ タバコモ {ノミンナカ (飲ま
ない) / アガリンナカ (召し上がらないー敬語)} 
 (古）オーサマ (じいさん） 
46 大賀郷 4 
ワガエノ ヂーチャンワ サケモ タバコモ アンニモ {ノミ
ナカ / ノミンノーヂャ} 
  
46 三根 1 ワガエノ ヂイサンワ サケイモ タバコウモ ノミンナカ  ー   
46 三根 3 ワゲーノ ヂーサンワ サケーモ タバコーモ ノミンナカ   
46 三根 4 
ワゲーノ ヂーチャンワ サケーモ タバコーモ ノミンナカノ
 ー
  
46 末吉  ワガイノ ヂーサンワ サキーモ タバコーモ ノミンナカ.   
46 中之郷 1 ワガエーノ ヂーサンワ サキーモ タバコーモ ノミンナカ   
46 中之郷 3 ワガイノ ヂーチャンワ サケモ タバコモ ノミンナカ   
46 中之郷 4 
ワガ イェ ヂーチャンワ サキーモ タバコウモ {ノミンナカ 
/ ノミナコジャ} 
「おじいさん」はトトーとも言うか。
「飲まない」の丁寧な言い方。 ミ
ャーリンナカ。 
46 樫立 1 
ワギーノ ジーチャンワ サキーモ タバコーモ アガリンナ
カ (敬語) 
  
46 樫立 3 ワガヤノ ヂーチャンワ サケモ タバコモ ノミナカ   
46 樫立 4 ワギーノ オヂチャンワ サキーモ タバコーモ ノミンナカ   
47 共通語 その水はのむな。のむならこの水をのめ。 備考 
47 大賀郷 1 ソノミズワ ノムナ. ノモダーバ コノ ミズ  ー ノメ   
47 大賀郷 2 
ソノ ミヅワ {ノメンナカ / ダメダラ} ノモダーバ コノ ミヅ
オ {ノメ / ノメバ ヨカヂャ} 
  
47 大賀郷 3 ソノ ミズワ ノムナヨ. ノモラーバ コノ ミズオ ノメヨ (ー)   
47 大賀郷 4 
ソノ ミズワ ノムナヨ  ー {ノムトキャ  ー / ノムンダッタラ} コ
ノ ミズオ ノメヨ  ー
  
47 三根 1 ソノ ミズーワ ノムナ. ノムダーバ コノ ミズ  ー ノメ   
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47 三根 3 
ソノ ミズーワ ノムナヨ  ˌ{ノモダラ (バ) / ノムンダラ / ノモ
ダーバヨ} コッチノ ミズ  ー {ノメ (目下へ) / ノミヤレ (目上
へ} 
  
47 三根 4 
ソノ ミズワ ノミンナカヨ .ー ノモダーバ {コノ / コッチノ} 
ミズ  ー ノミヤレヨ  ー
  
47 末吉  ソノ ミズーワ ノムナ. ノモダラバ コノ ミズ  ー ノメ ダラバは[ダーバ]にも。 
47 中之郷 1 ソノ ミズワ ノムナヨ  ー  ノモダラバ コッチノ ミズウ ノメ   
47 中之郷 3 
ソノ ミヅワ ノムナ. {ノムナラ / ノモダラバ} コノ ミヅオ ノ
メ 
  
47 中之郷 4 
ソノ ミズーワ ノミナヨ .ー ノモダラバ コノ ミズ  ー {ノメ / 
ノミヤレ / アガリヤレ} 
{ノミヤレ / アガリヤレ}は丁寧な
言い方。 
47 樫立 1 ソノ ミズーワ ノミナ. ノマバ コッチノ ミズ  ー ノメ   
47 樫立 3 ソノ ミズワ ノムナヨ. ノムナラ コノ ミズオ ノメ   
47 樫立 4 ソノ ミヅワ ノムナ. ノミタカラバ コノ ミヅ ノメ   
48 共通語 なぜおまえはたべないのか。 備考 
48 大賀郷 1 アンデ ナレワ {カミンノ  ー /  カミンノードー}   
48 大賀郷 2 アンデ オマエワ カミンノー   
48 大賀郷 3 アンデ オマエワ カミンノ  ー   
48 大賀郷 4 アンデ オマエワ {タベンノーカ / カミンノー (カ)}   
48 三根 1 アンデ ウニャ カミンノード  ー   
48 三根 3 アンデ (×アッデ) オメワ {カミン「ノ  ー / カミンノー「カ} 目上へはアガリンノーカ  ー
48 三根 4 
アンデ オメワ {アガリンノ  ー / アガリヤラナイノ  ー (丁
寧)} 
  
48 末吉  
アンデ オマイワ {カミンナーニ / カミンナーダ / (目下に)
カミンナ  ー / (目上に) メーリンナーミ}. 
  
48 中之郷 1 アンデ オミャワ カミンナコドヮ   
48 中之郷 3 アンデ オミャワ {カミナイ / カミナコカ}   
48 中之郷 4 
{アンデ / アッデ (古)} ウナ {タベナコ (ー) (イ) / カミナ
コ (ー) (イ) (古)} 
「お前」はウヌ。「 (自分が)食べな
い」はカミナカ。 
48 樫立 1 アッデ オミャワ カミンノア   
48 樫立 4 
アッデ {オミワ / オミャワ (目上の人)} {カミンノアカ  ー / 
アガンノーカ / アガン ノアカー} 
  
49 共通語 おれはさつまいもなんか食べないぞ。 備考 
49 大賀郷 1 ワリャ カンモンセ  ー カミンナカ   
49 大賀郷 2 
ワヤ サツマイモンセ  ー {カミンナイヅォ  ー / カミンナカヨ
ー} 
  
49 大賀郷 3 ワヤ カンモンセーワ カミンナカ   
49 大賀郷 4 ワイワ ノ  ー カンモ ワ(ア) カミンナカヨ  ー   
49 三根 1 ワイワ カンモンセ  ー カミンナカヨ  ー   
49 三根 3 ワラ カンモンセーヨワ {タベンナカ  ー / カミンナカー} タベンナカ  ー は新しい言い方 
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49 三根 4 アラ カモーワ {カミンナッカ  ー / カミンナカ}   
49 末吉  アリャ サツマンチェ  ー (ヨ)ワ カミンネー (ゾ)   
49 中之郷 1 ワラ サツマンシャーワ  カミンナカヨ   
49 中之郷 3 アラ サツマンシャ  ー カミナカヨ   
49 中之郷 4 
{アラ / ワラ} {サツマンシャーヨワ / カンモンシャーヨワ} 
{タベナキャ / カミナキャ} 
  
49 樫立 1 ワラ サツモアワ {カミンナカ / カミナカ}   
49 樫立 3 ワレワ サツマ ナンカ カミナカ   
49 樫立 4 
ワラ  ー {カンモシャーワ / カンモワ} {カミナカ / クインン
ナカ (ぞんざいな言い方)} 
  
50 共通語 もう食べられるものは全部食べた。 備考 
50 大賀郷 1 ハヤ カメロモノワ ゼンブ カマラ   
50 大賀郷 2 
ハヤ カメル モノワ ミンナ {カモーテ シマッタラ  ー / カ
マララ / カンデ シマララ} 
  
50 大賀郷 3 ハヤ カメロモノワ ゼンブ カマラヨ.   
50 大賀郷 4 
モ  ー カモ (ー)モノワ ミンナ カンデ {シマッタラ / シマッ
タ (ヨー) / シモーララー} 
  
50 三根 1 ハ  ー カメロモノウワ ゼンブ カンデ シモウララ   
50 三根 3 ハラ カメロ モノーワ ミンナ カマラ   
50 三根 4 モ  ー カメル モノワ ゼンブ カマラ  ー   
50 末吉  
ハリャ {カメロ / カメル (新)} モノーワ メンナ {カマラ / 
カンダ (新)} 
  
50 中之郷 1 {カメロ /  カモ} モノワ ハラ ミンナ カモア ヂャ  ー   
50 中之郷 3 
ハラ カメル モノワ ゼンブ {カンダゾ / カモワーヂャ / 
カマラ} 
  
50 中之郷 4 ハラ タベラレル モノウワ ミンナ タベタラ 
タベラレルをタベラレロに近くも
発音。 
50 樫立 1 ハラ カメロ モノーワ ゼンブ カマラ   
50 樫立 4 ハラ カメロ モノーワ ミンナ カマラ   
51 共通語 食べてねるだけならいぬやねことおなじだ。 備考 
51 大賀郷 1 
カンデ ネロダケダーバ イヌメヤ ネッコメトオンナジドージ
ャ 
  
51 大賀郷 2 カンデ ネルダケダーバ イヌネコトオンナシドーヂャ   
51 大賀郷 3 
カンデ ネロダケ ダーバ イヌメヤ ネッコメトオンナジド
ーヂャ 
  
51 大賀郷 4 
カンドッテ {ネルダケナラ / ネテシマエバ} イヌメ ト ネッ
コメ ト {イシ.ショ /オンナジ }ドーヂャ  ー
  
51 三根 1 カンデ ネロダケダーバ イヌメヤ ネッコメトオンナジダラ   
51 三根 3 
カンデ (×カッデ)ネロダケ{ダーバ / ダラバ} イヌメヤ ネ
ッコメトオンナヂ {ダラ  ー / ドーヂャー} 
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51 三根 4 
カーンデ ネロダケナラ イヌメヤ {ネッコメ / ネコメ} トオ
ンナヂダラ  ー
  
51 末吉  
{カンデ / カンドッチ} ネロダケダラバ イヌメヤ ネ ッコメ
ト {オンナジダージャ /オンナジダラ} 
カンドッチ「食べてから」。 
51 中之郷 1 
カンデ ネロダケ ダラバ イヌメト ネッコメトオンナ ヂ ドア 
ヂャ  ー
  
51 中之郷 3 
カンデ ネルダケ ダーバ イヌメヤ ネッコメトオンナヂ ダ
ラヨ 
  
51 中之郷 4 
タベテ ネロダケダラバ イヌメヤ ネッコメト {オンナジドア
ジャ /オンナジダラ} 
  
51 樫立 1 カッデ ネロダケダラバ イヌメヤ ネコメトオンナジダラ   
51 樫立 4 
カッデ ネロダケダラバ {イヌネコト / イヌメ ヤ ネッコメト} 
{オンナヂドアヂャ  ー /オンナシドアヂャー} 
  
52 共通語 さとうはあまい。くすりはあまくない。 備考 
52 大賀郷 1 サトーワ アマケニ クスリワ アマクナッキャ   
52 大賀郷 2 
サトーワ アマケガ クスリワ {アマク ナッキャノー / ニガ
キャノー} 
  
52 大賀郷 3 
サトーワ アマケヂャ. コノカシワ アマクナッケヂャ. (この
菓子は あまくない。) 
  
52 大賀郷 4 
サトーワ {アマケガ ノ  ー / アマケヂャー}  クスリワ {ア
マクナッケヂャ / アマクナッケダラ  ー / アマクナッキャ} 
  
52 三根 1 サトウワ アマケガ クスリワ アマクナッキャ  ー   
52 三根 3 サトーワ アマキャ  ー クスリワ アマク ナッキャノ  ー   
52 三根 4 サトーワ アマキャノ  ー   クスリワ アマクナッキャノ  ー   
52 末吉  
サトーワ アマキャ. {クスリワ / クスリャ (古)} アマクナッキ
ャ 
ンマキャ「おいしい」。 
52 中之郷 1 サトーワ アマケガ  クスリワ アマクナッキャ ノ  ー   
52 中之郷 3 サトーワ アマキャヨ  ー クスリワ アマクナッキャ   
52 中之郷 4 サトウワ アマキャ ク.スリワ アマクナッキャ 
◇「薬はいらない。」 クスリョワ イ
リナカ ◇「ウまくない」 ウンマク
ナッキャ ◇ 「ウまいなあ。」 ウン
マキャノ ◇「甘い菓子」 アマケ 
カシ ◇「この薬は苦い。」 コノ 
クスリワ ニガケダラ ◇「この菓
子はおいしい。」 コノ カシワ ウ
ンマキャンノ ◇「この菓子は甘
い。」 コノ カシワ{アマキャノ / 
アマケジャ} 
52 樫立 1 サトーワ アマキャ. ク.スリワ アマク ナッキャ   
52 樫立 3 サトーワ アマキャ. クスリワ アマクワ ナッキャ   
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52 樫立 4 サトーワ アマキャ ク.スリワ アマクナッキャ   
53 共通語 去年いとこが中学の先生になった。 備考 
53 大賀郷 1 キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ ナララ   
53 大賀郷 2 キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ ナララ   
53 大賀郷 3 
キョネン イトコガ チューガッコーノ センセーニ {ナロー
ヂャ / ナララヨー} 
  
53 大賀郷 4 
キョネン (ノー) イトコガ ツーガッコーノ センセーニ (ノ
ー) {ナララ / ナララー} 
  
53 三根 1 
キョネン イトコガ ツーガッコウノ センセーニ ナラッテイヤ
 ー
「なった」ナットウジャ 
53 三根 3 キョネン イトコガ チューガコーノ センセーニ ナララ  ー   
53 三根 4 キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ ナララ  ー   
53 末吉  キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ ナララ   
53 中之郷 1 
キョネン イトコガ ツーガ コノ センシーニ ナロワ ヂャン
オア 
  
53 中之郷 3 
キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ {ナララ  ー / ナ
ロワーヂャ} 
  
53 中之郷 4 
キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ {ナララ / ナロ
アヂャ} 
  
53 樫立 1 キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ ナララ   
53 樫立 3 キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ ナッタラ   
53 樫立 4 キョネン イトコガ ツーガクノ センセーニ ナッタ   
54 共通語 いとこは英語の本が読める。 備考 
54 大賀郷 1 イトコワ エーゴノ {ホンヨ /  ホンガ} ヨメロワ   
54 大賀郷 2 イトコワ エイゴノ ホンガ ヨメロワ   
54 大賀郷 3 イトコワ エーゴノ ホンガ ヨメロワヨー   
54 大賀郷 4 イトコワノー エーゴノホンガ ヨメロヂャ   
54 三根 1 イトコワ エイゴノ ホンガ ヨメロワ   
54 三根 3 イトコワ エーゴノ ホンニャ ヨメロワ   
54 三根 4 イトコワ エーゴノ ホンガ ヨメロヂャ (ー)   
54 末吉  イトコワ エーゴノ ホンガ ヨメロワ   
54 中之郷 1 イトコワ イーゴノ ホンガ ヨメルッチイ ヤ   
54 中之郷 3 イトコワ エイゴノ ホンガ ヨメロワ   
54 中之郷 4 イトコワ イーゴノ ホンガ {ヨメロワ / ヨメロヂャ}.   
54 樫立 1 イトコワ イェーゴノ ホニョ ヨメロワヨ   
54 樫立 3 イトコワ エーゴノ ホンガ ヨメロワ   
54 樫立 4 イトコワ エーゴノ ホンガ ヨメロア (ワ)   
55 共通語 あの人こそほんとうの金持ちだ。 備考 
55 大賀郷 1 {ウノ ヒトコソ /  ウノ ヒト ガー} ホントーノ カネモチダラ   
214
八丈方言文法項目データ（かな表記） 
214 
 
55 大賀郷 2 
ウノ ヒ.トコソ カネモチダラ / /  ウノ ヒトガカ カネモチ デ
カレガ 
  
55 大賀郷 3 
ウノ ヒト{ガ / ガカ (係り助詞あり)} ホントーノ カネモチ
{ダラ / ダレ (結び)} 
  
55 大賀郷 4 
ウノ ヒトガノ  ー ホントーノ カネモチ {ドーヂャ  ー / ドーダ
ラー} 
  
55 三根 1 
ウノ ヒトワ ホントノ カネモチダーノ  ー / /  ウノ ヒトガカ 
ホントノ カネモチダレ 
  
55 三根 3 
ウノ ヒトガ ヤッパリ カネモチ ダラ  ー / /  ウノ ヒトガカ ヤ
ッパリ カネモチ ダレ  ー (係り結び) 
  
55 三根 4 ウノ ヒトワ ホントーノ カネモチダーノー   
55 末吉  
{ウノ / (B) アノ (?)} {ヒ.トコソ ホントーノ カネモチダラ / / 
ヒ.トガカ (ヨ) ホントーノ カネモチダレ} 
  
55 中之郷 1 ウヌヒトコソ ホントーノ カネモチ ダンニャー   
55 中之郷 3 ウノ ヒトコソ ホントーノ カネモチ ダンノーヂャ   
55 中之郷 4 
ウノ {ヒ.トガ ホントーノ {カネモチダラ / カネモチドアヂ
ャ} / /  ウノ ヒ.トガカ ホントーノ カメモチダレ 
  
55 樫立 1 
オノ ヒ.ティワ ホントーノ カネモチダラ / /  オノヒ 
トガカ ホントーノ カネモチダレ 
  
55 樫立 3 アノ ヒトコソ ホントーノ カネモチ ダラ   
55 樫立 4 オノ ヒトガカ ホントーノ カネモチ ダレ   
56 共通語 その話は妻にだけ聞かせた。 備考 
56 大賀郷 1 ソノ ハナショワ ヨメニダケ キカセタラ   
56 大賀郷 2 
ソノ ハナシワ {ワガイノ ヤツ / ワゲーノ / ワガイノ ヨメ 
(新)}ニダケ キ.カセタラ 
  
56 大賀郷 3 ソノ ハナシワ ヨメニダケワ キカセテオカラヨ   
56 大賀郷 4 
コノ ハナシワ ワガエノ ニョーボーニダケ {ユオーヂャ / 
ハナシトーダラ  ー / ハナシタラー} 
  
56 三根 1 ソノ ハナショワ ヨメンダケ キカセタラ   
56 三根 3 
{ソガンド  ー / ソノ} ハナシワヨ  ー {①ヨメニダケ / ②ヨメ
ニダケカ} {①キカセタラ  ー / ②ハナシタレー (係り結び)}
  
56 三根 4 ソノ ハナショワ ツマニダケ キカセタラ  ー   
56 末吉  ソノ {ハナショワ / (新)ハナシワ} ヨメニダケ キカセタラ 
キカセタラ の イ は無声化せ
ず。 
56 中之郷 1 ソノ ハナシワ (サ) ヨメニ ダケカ キカセ タレガ   
56 中之郷 3 ソノ ハナシワヨ  ー ヨメニダケ キカセタラ   
56 中之郷 4 
ソノ {ハナシワンオア/ ハナショワノア} ヨメニダケ キカセ
{トアヂャ / タラ} 
  
56 樫立 1 ソノ ハナショワ ヨメダケンカ キ.カセタレ   
56 樫立 4 ソノ ハナショ (ー)ワ ヨメンダケ キ.カセトアヂャー   
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57 共通語 妻に夕飯を作らせる。 備考 
57 大賀郷 1 ヨメニ ヨーメショ ツ.クラセタラ   
57 大賀郷 2 
{ワゲーノ / ワガイノ} ニ ヨーメシオ {コセーサセロワ 
(古) /  ツクラセル (新)} 
  
57 大賀郷 3 ワガエノニ ユーメシオ ツクラセロワ.   
57 大賀郷 4 ワガエノ ニョーボニ ヨーメシ ツクラセロダラ.   
57 三根 1 ヨメニ ヨウメショ ツクラセロワ   
57 三根 3 
ヨメニ {ヨウメショ / ヨウケ  ー (古)} {ツクラセロワ (ノー) 
(新) / シマツサセロワ (ノー)}  
  
57 三根 4 ヨメニ ヨーメシ.イ (オ) ツクラセロワ   
57 末吉  ヨメニ ヨーメショ ツクラセロワ   
57 中之郷 1 カーチャンニ ユメショワ ツクラセタロ{ ヂャ  ー /  ワー}   
57 中之郷 3 ヨメニ ヨーケオ コシャーサセル   
57 中之郷 4 ヨメニ ユーメショ {ツクラ / シマツサ}セ{ロヂャ / ロワ}   
57 樫立 1  (名前)ニ イョーメショ ツ.クラセロジャ   
57 樫立 4 ヨメニ ヨーメショ トウクラセトアヂャ  ー   
58 共通語 夫は竹でかごをつくった。 備考 
58 大賀郷 1 ワゲーノ ヒ.トワ タケデ カゴ  ー ツクララ   
58 大賀郷 2 ワゲーノワ タケデ カゴ  ー コセーララ (古)   
58 大賀郷 3 
ワガエノ ヒトワ タケデ カゴー {ツクララ. / ツクロ (ー)ヂ
ャ} 
  
58 大賀郷 4 
ワガエノ ダンナワ (ノー) タケデノ  ー カゴó {ツクララ / ツ
クッタロダラ (作っている) / ツクッタラ (作った) / ツクッタロ
ワ (作っている)} 
  
58 三根 1 ダンナワ タケデ コゴウ ツクララ   
58 三根 3 
ワゲーノ ダンナワ タケデ カゴ  ー {ツクララ / ツクローヂ
ャ} 
  
58 三根 4 
{ワゲーノ ヒト / オット}ワ タケデ カゴオ {ツクラ  ー / ツク
ララ}ヨ 
  
58 末吉  ワガ (イ)エノ {ヒ.トワ / ダンナワ} タケデ カゴ  ー ツクララ   
58 中之郷 1 ワギーノ ヒトワ タケデ カゴウォ ツクロワ ヂャ   
58 中之郷 3 
オトチャン ワ タケデ カゴ  ー {コシャータヨ / コシャータ
ラ} 
  
58 中之郷 4 ワガエノ ヒトワ タケデ カゴウ{ツ.クララ / ツ.クロアヂャ}.   
58 樫立 1 ワギーノ シ.トワ タ.ケデ カゴ  ー ツ.クロジャ   
58 樫立 3 ウチノ ヒトワ タケデ カゴー{ ツクララ /  ツクッタラ}   
58 樫立 4 ワギーノヒトワ タケデ カゴ  ー コシャータ (ラ)   
59 共通語 次郎はおとうとの三郎とけんかした。 備考 
59 大賀郷 1 ヂョーワ オトトノ サボート ケンコシ.タラ   
59 大賀郷 2 ヂローワ オトトノ サブロート ケンカ シタラ   
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59 大賀郷 3 
ヂローワ オトトノ サブロート ケンコ (ー) {シタラ / シトー
ヂャ} 
  
59 大賀郷 4 
ヂローワ ノ  ー オトトノ サブロート ケンコ {シトーダラ  ー / 
シトーヂャ  ー / シタッテヂャー} 
  
59 三根 1 ヂロウワ キョーデーノ サブロウト ケンコ シタ   
59 三根 3 
ヂローワ オトトノ サブロート {ケンコ (ケンカを) / ケンカ} 
シタラ  ー
  
59 三根 4 ヂローワ オトトノ サブロート ケンカシタ   
59 末吉  
{ヂローワ / ヂョーワ} オトトノ {サブロート / サボート} 
ケンカ シ.タラ 
ヂョー「次男」， サボー「三男」。 
59 中之郷 1 ヂルート オトト サブロオ ト ケンコア シトア ヂャ   
59 中之郷 3 
ヂローワ オトトノ サブロート {ケンカシタ / ケンカシタラ 
ヨー} 
  
59 中之郷 4 
ヂロウワ サブロウト ケンコア {シ.トアヂャ / シ.タラ / シ.
タララ / シ.タラヨ / シ.タララヨー} 
「弟の」があると不自然とのことで
訳にナシ。 
59 樫立 1 ジローワ キョージャーノ サブロート ケンコア シ.タラ   
59 樫立 4 ヂローワ キョーヂャーノ サブロート ケンコア シ.タ (ラ)   
60 共通語 三郎は次郎に棒でなぐられた。 備考 
60 大賀郷 1 サボーワ ヂョーニ ボーデ ブンナグラレタラ   
60 大賀郷 2 
サブローワ ヂローニ ボーデ {ブンナグラレタラ / ブン
ナグラレララ} 
  
60 大賀郷 3 
サブローワ ヂローニ ボーデ ブンナグラレ {タラ / トー
ヂャ} 
  
60 大賀郷 4 サブローワ ヂローニ ボーデ ブンナグラレタラ   
60 三根 1 サブロウワ ヂロウニ ボウデ ブンナグラレタ 「なぐられた」ブタレタラ 
60 三根 3 サブローワ ヂローニ ボーデ ブンナグラレタラ  ー    
60 三根 4 サブローワ ヂローニ ボーデ ブンナグラレタ  ー ヨ   
60 末吉  
サボーワ ヂョーニ ボーデ {ブタレタラ / ブンナグラレタ
ラ} 
  
60 中之郷 1 サブロ (狭)ーワヂルウニ ボオーデ ブタレタラ   
60 中之郷 3 
サブローワ ヂローニ ボーデ {ブタレタ / ブタレタラ (誘
導)} 
  
60 中之郷 4 
サブロウワ ヂロウニ ボウデ {ブタレタラ (ヨー) / ブタレト
アヂャ} 
  
60 樫立 1 サブローワ アンチャンニ ボーデ ブンナグラレタラ.   
60 樫立 4 
サブローワ ヂローニ ボーデ {ブンナグラレタラ / ブタレ
タラ} 
人に話す時はタラを使う 
61 共通語 次郎はじいさんにしかられた。 備考 
61 大賀郷 1 ヂョーワ ジーサマニ ソーガレタラ   
61 大賀郷 2 ヂローワ ヂーチャンニ {ソーガレタラ / ソーガレララ}   
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61 大賀郷 3 ヂローワ ヂーサンニ {イヂメラレタラ / ソーガレタラ}   
61 大賀郷 4 
ヂローワ ヂーチャンニ {オコラレタッテワ  ー / ソーガレタ
ラ} 
  
61 三根 1 
ヂロウワ ヂイサンニ {ワイキューラレタ / ワイキューレタ
ラ} 
  
61 三根 3 
ヂローワ ヂーチャンニ {シカラレタラ  ー (新しい言い方) / 
ヨミンナッタ} 
  
61 三根 4 ヂローワ ヂーチャンニ ワイキュラレターヨ   
61 末吉  ヂョーワ ヂーサンニ イヂメラレタラ   
61 中之郷 1 ヂルーワヂーサンニ イヂメラレタラヨ   
61 中之郷 3 
ヂローワ ヂーチャンニ {イヂメラレタ / イヂメラレタラ (誘
導)} 
  
61 中之郷 4 
ヂロウワ {トトウニ / オヂーサンニ} {イヂメラレタラ (ヨー) 
/ イヂメラレトアヂャ} 
  
61 樫立 1 ジローワ ジーチャンニ イジメラレタラ   
61 樫立 4 
ヂローワ ヂーサンニ { ソアガレタ / ソアガレッチヤ (伝
聞「〜ってよ」)} 
人に話す時はタラを使う 
62 共通語 おれはきのうは新聞をよまなかった。 備考 
62 大賀郷 1 ワリャ キネーワ シンブンヨ ヨミンジャララ   
62 大賀郷 2 ワヤ キノーワ シンブンウォ ヨミンナカラ   
62 大賀郷 3 ワヤ キノーワ シンブンノ ヨミン ナカララ   
62 大賀郷 4 
ワレワ キノ  ー シンブン オ {ヨミンナ(ッ)キャ / ヨミンナケ
ダラ / ヨミンナカララ}  
  
62 三根 1 アラ キネイワ シンブンワ ヨミンナララ   
62 三根 3 ワラ キネーワ シンブンヨ{ホミンナララ  ー / ヨミンナッタ}   
62 三根 4 アラ キネ  ー (キネイ) ワ シンブン オ ヨミンナラーヨ   
62 末吉  アリャ キニーワ シンブニョ ヨミンヂャララ   
62 中之郷 1 
ワラ キニーワ シンブンヨ {ヨミンヂャララ / ヨミンナカラ
ラ} 
  
62 中之郷 3 アラ キニーワ シンブンワ ヨミナカララヨ   
62 中之郷 4 
アラ キニーワ シンブニョ {ヨミナカララ / ヨミナカロアヂ
ャ}. 
  
62 樫立 1 
ワラ キニーワ シンブニョ {ヨミンナカッタラ / ヨミンジャラ
ラ} 
  
62 樫立 3 
ワレワ キノ  ー シンブン {ヨミンヂャララ / ヨミンナカララ / 
ヨマナキャ} 
  
62 樫立 4 
ワラ  ー キニーワ シンブンオ {ヨミンナカララ /  ヨミナカッ
タ} 
  
63 共通語 その新聞はきょうのだ。きのうのはこれだ。 備考 
63 大賀郷 1 ソノ シンブンワ ケーノダラ. キネーノガワ コレダラ   
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63 大賀郷 2 ソノ シンブンワ キョーノダラ キノーノワ コレダラ   
63 大賀郷 3 ソノ シンブンワ キョーノ ダラヨ .ー キネーノワ コレダラ   
63 大賀郷 4 
ソノ シンブンンワ キョーノ {ダラ / ダイ}  キノ  ー ノワ コ
レ ダラ  ー
  
63 三根 1 ソノ シンブンワ ケイノダラ. キネイノワ コイドージャ   
63 三根 3 {ソノ / コノ} シンブンワ ケーノダラ. キネーノワ コイダラ   
63 三根 4 
ソノ シンブンワ ケイノガダーヨ. キネイノガワ コレ ダーヨ
 ー
  
63 末吉  
ソノ シンブンワ キーノガダラ. キニーノガワ {コレダラ
(ラ) / コレダーヂャ}. 
  
63 中之郷 1 
ソノ シンブンワヨ キーノ デカˑレ  キニイノワ コレデカレ
ガヨ 
  
63 中之郷 3 ソノ シンブンワ キーヌダ キニーノワ コレドア  ー ヂャ    
63 中之郷 4 
ソノ シンブンワ キーノガダラ. キニーノガワ {コレダララ / 
コレドアヂャ / コレデカレ} 
  
63 樫立 1 ソノ シンブンワ キーノダラ. キニーノワ コレダラ   
63 樫立 3 コノ シンブンワ キョーノダラ .ー キノーノワ コレ ダラ   
63 樫立 4 ソノ シンブンワ キーノダラ キニーノワ コイダラ   
64 共通語 雨のふる日にはばあさんは家でテレビばかり見ている。 備考 
64 大賀郷 1 
アメノ フ.ロヒニャ バーチャンワ イエデ テレビバッカリ ミ
タアロワ 
  
64 大賀郷 2 
{アメガ フル トキワ / アメノ ヒニャ} バーサンワ イェデ 
テレビ バッカリ ミタロワ 
  
64 大賀郷 3 
アメノ フ.ロヒニワ バーサンワ イェデ テレビ バッカリ
{ミタロワ / ミテアロワ} 
  
64 大賀郷 4 
アメノ ヒワ バーチャンワ ウチデ テレビバッカリ {ミテアロ
ワ / ミターロワ} 
  
64 三根 1 
アメノ フロヒニャ バンマワ エデ テレビバッカリョ ミタアロ
ワ 
  
64 三根 3 
アメガ フロ ヒワ バーチャンワ イェデ テレビバッカリ ミタ
ーロワ  ー
  
64 三根 4 
アメノ フル ヒニワ バーチャンワ イェデ テレビバッカリ 
{ミターロワヨ / ミターロワー} 
  
64 末吉  
アメガ フロ ヒニャ バーサンワ イェデ {テレビョバッカリ / 
テレビバッカリ (新)} {(Ａ)ミターロワ / (B)ミタロワ} 
(Ａ)， (B)は個人の差。 
64 中之郷 1 アメノ フロヒニャ テレビ バッカシ ミチャロワ   
64 中之郷 3 
アメノ フルヒ ワ バーチャンワ エデ テレビバッカリ {ミタ
ロワヨ / ミテアロワ} 
  
64 中之郷 4 
アメガ フロ {ヒニワ / ヒニャ} バーチャンワ イェデ テレ
ビョバッカリ {ミタロワ / ミタロヂャ / ミテ オヂャロワ} 
  
219
 国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」 
『八丈方言調査報告書』2013 年 10 月 国立国語研究所 
219 
 
64 樫立 1 
アメノ フロ ヒニャ バーチャンワ イエデ テレビバッカリ ミ
テ オヂャロワ (敬語) 
  
64 樫立 4 
アメノ フルヒニャ バーサンワ イェデ テレビョバッカリ {ミ
タロア / ゴーヂャロワ / ゴーヂャッテ オヂャロワ} 
ゴーヂャ〜は目上の人に対する
言葉 
65 共通語 お祝いのときにはばあさんまでおどった。 備考 
65 大賀郷 1 ユウェーノ トキニワ バーチャンマデ オドララ   
65 大賀郷 2 イワイニャ バーサンマデ オドララ   
65 大賀郷 3 
ユɰエーノ トキニャ バーサンマデガ {オドララ / オドロ
ーヂャ} 
  
65 大賀郷 4 
ユワイノ {トキワノ / トキー} バーチャンマデ {オドララ / 
オドッタ (ー)ロワ} 
  
65 三根 1 ユウェーノ トキニャ バンママデ {オドッタラ / オドララ}   
65 三根 3 ユウェーノ トキャ バーチャンマデ (ガ) オドララ  ー   
65 三根 4 
{イウェ  ー / ユウェー} ノ トキニワ バーチャンマデ {オド
ラーヨ / オドララ} 
  
65 末吉  
{イウェー / ユウェー}ノ {トキニワ / トキニャ} バーサン
マデ オドララ 
  
65 中之郷 1 
ユウィアーノ トキニャ バーチャン マデガ オドラルヮ ヂ
ャ 
  
65 中之郷 3 イワイノ トキワ バーチャンマデ オドララヨ   
65 中之郷 4 
{イウィア  ー / ユウィアー}ノ トキニャ (ノア) {オバーチャ
ンマデ / オバーチャンモ} {オドララ / オドロアヂャ / オ
ドッテ ケタラ / /  オドッテ {ケタレヨ / タモーララ / タモ
ーロアヂャ}} 
  
65 樫立 1 ユヤーノ トキワ バーチャンマデ オドララ.   
65 樫立 4 
ユヤーノ トキニャ  ー オバーチャンマデ {オドララ / オド
ッタ} 
  
66 共通語 花子はきのうから病気でねている。 備考 
66 大賀郷 1 ハナコワ キネーカラ ヤンデ ネタアロワ   
66 大賀郷 2 ハナコワ キノーカラ ビョーキデ ネタロワ   
66 大賀郷 3 ハナコワ キネーカラ {ヤンデ / ビョーキデ} ネタロワ   
66 大賀郷 4 ハナコワ キノーカラ (ノー) ビョーキデ ネターロワ.   
66 三根 1 ハナコワ キネイカラ ヤンデ ネテアロワ   
66 三根 3 ハナコワ キネーカラ ヤンデ (×ヤッデ) ネターロワ   
66 三根 4 ハナコワ キネイカラ ツラクテ ネターロワヨ   
66 末吉  
ハナコワ キニーカラ {ヤンデ / ヤッデ (古)} {(Ａ)ネター
ロワ / (B)ネタロワ} 
(Ａ)， (B) は個人の差。 
66 中之郷 1 
ハナチャンワ キニイカラ {ビョーキデ /  ヤンデ} ネテア
ロ (ティー) ヂャ 
  
66 中之郷 3 ハナコワ キニーカラ ヤンデ{ ネターロワ / ネタロワヨ}   
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66 中之郷 4 ハナコワ キニーカラ {ヤンデ / ヤッデ (古)} ネタロワ   
66 樫立 1 ハナコワ キニーカラ ヤッデ ネテアロワ   
66 樫立 4 ハナコワ キニーカラ ヤンデ ネタアロワ   
67 共通語 花子はかあさんにごはんをたべさせてもらった。 備考 
67 大賀郷 1 ハナコワ ホードノニ メショ カマセテ ムローララ   
67 大賀郷 2 
ハナコワ カーチャンニ メシオ カマセテ {モラーラ / モ
ラッタ} 
  
67 大賀郷 3 ハナコワ カーチャンニ メショ カワセテ モラワラ.   
67 大賀郷 4 
ハナコワ カーチャンニ ゴハン オ {カマセテ / タベサシ
テ} モラッタロワ 
  
67 三根 1 ハナコワ カーチャンニ メショ カマセテ ムローララ   
67 三根 3 ハナコワ カーチャンニ メショ カマセテ モローララ  ー   
67 三根 4 
ハナコワ カーチャンニ {メシオ / メショ} カマセテ {モラ
ワーヨ / モラワラ} 
  
67 末吉  
ハナコワ {カカーニ / カーチャンニ (新)} メショ カマセ
テ {モラーラ / ムラーラ} 
  
67 中之郷 1 
ハナコワ カーチャンニ メショ カマセテ {ムラッティァロ 
(三人称) /  ムロワララ /  ムロワロワ ヂャ}  
67 中之郷 3 ハナコワ カーチャンニ メショ カマセテ モラッタロワ   
67 中之郷 4 
ハナコワ カーチャンニ メショ ホウメテ {モロアラ / モロ
アヂャ / モラッタララ (新?) / モラッタロワ (新?)} 
順に，完成非過去，継続過去，継
続非過去か。 
67 樫立 1 
ハナコワ カーチャンニ メショ カマセテ {ムロアラ / ムロ
アララ} 
  
67 樫立 4 
ハナコワ オカチャンニ メショ {カマセテ / ホーメテ} モ
ラッタ  
ホーメテ〜は手で食べさせてもら
うような感じ 
68 共通語 医者がくれたくすりをのめばなおるだろう。 備考 
68 大賀郷 1 イシャガ ケト  ー クスリョ ノメバ ナオルノーワ   
68 大賀郷 2 イシャガ ケト  ー クスリオ ノメバ ナオル ノーワ   
68 大賀郷 3 
イシャガ ケタ クスリー ノメバ {ナオルダロー / ナオロ
ヂャ} 
  
68 大賀郷 4 
イシャガ ケト  ー クスリ オ ノメバ {ナオルドーヂャー / ナ
オルノーワ} 
  
68 三根 1 イシャガ ケト  ー クスリョ ノメバ ナオルノーワ   
68 三根 3 イシャガ ケト  ー クスリョ ノメバ ナオロダラー   
68 三根 4 イシャガ ケト  ー ク.スリオ ノメバ ナオルダロ  ー   
68 末吉  イシャガ ケタ  ー クスリョ ノメバ ナオルダロー.   
68 中之郷 1 ビョーインデ ムロワル クスリョ ノメバ ナオロドア ヂャ   
68 中之郷 3 イシャガ ケタ クスリオ ノメバ ナオルンノーワ   
68 中之郷 4 
オイシャサンガ {ケタ / ケトア} クスリョ ノメバ {ナオルダ
ロ  ー / ナオロアンオア / ナオロドアヂャ / ナオリータソ
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ワ} 
68 樫立 1 
イシャカラ ムロア ク.スリョ {ノメバ / ノマバ} ナオルヌー
ワ 
  
68 樫立 4 イシャガ {ケタ / ケトア} クスリオ ノメバ ナオルヌーヂャ   
69 共通語 かあさんは市場へ買物に行った。 備考 
69 大賀郷 1 ホードノワ ミセゲ カイモン イカラ   
69 大賀郷 2 
カーチャンワ {イチバニ / イチバエ} {カイモノニ / カイ
モノゲー} イカララ 
  
69 大賀郷 3 
カーチャンワ ミセ{ゲ / エ} カイモンニ {イカラ / イカラ
ラ} 
  
69 大賀郷 4 
カーチャン ワ ミセゲ  ー カイモノニ {イットヂャー / イッタ
ラ  ー / イカラ  ー / イッタヂャー} 
  
69 三根 1 カーチャンワ ミセゲ  ー カイモノニ イカラ   
69 三根 3 
カーチャンワ {ミセゲ  ー / ミセイェ (新しい表現)} カイモ
ノニ イカラ  ー
  
69 三根 4 
カーチャンワ イチバゲ  ー {カイモノニ / オツカイニ} イカ
ラ  ー
  
69 末吉  カーチャンワ ミシェ  ー カイモノニ イカラ.   
69 中之郷 1 カーチャンワ ミセエ (狭) カイモノニ イカラ   
69 中之郷 3 
カーチャンワ イチバエ カイモノニ {デタンノーワヨ / デ
タラ} 
  
69 中之郷 4 
カーチャンワ イチビャ  ー カイモノニ {イコアヂャ / イカラ
ラ} 
イコドアヂャ「 (これから)行くよ」 
69 樫立 1 カーチャンワ {ミシ  ー / ミセー} カイモノニ イカラ.   
69 樫立 3 オッカチャンワ ミセニ カイモノニ {イカラ / イッタラ}   
69 樫立 4 オカチャンワ イチビャ (ー) カイモノニ イカラ  ー   
70 共通語 道で学校の先生に会った。 備考 
70 大賀郷 1 ミチデ ガッコノ センセーニ アワラ   
70 大賀郷 2 ミチデ ガッコノ センセーニ アワララ   
70 大賀郷 3 ミッチデ ガッコノ センセーニ アワラヨ   
70 大賀郷 4 
ミチデ (ノー) ガッコノ センセーニ {アッタラ  ー / アワラ
 ー / アオーヂャ} 
  
70 三根 1 ミチデ ガッコノ センセーニ イキオーララ   
70 三根 3 
トーリデ ガッコノ センセーニ {アワララ (何日か前に) / 
アワラ (ついさっき)} 
  
70 三根 4 ミチデ ガッコノ センセーニ アワラ  ー   
70 末吉  ミチデ ガッコノ センセーニ アワラ.   
70 中之郷 1 ミチデ ガッコノ センシイニ アオワ ヂャ   
70 中之郷 3 ミチデ ガッコノ センセーニ {イキアラ / イキアララ / イキ   
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ャーララ} 
70 中之郷 4 
ミチデ ガッコウノ {センセーニ / センシーニ (古)} {アウ
ォアヂャ / アワラ / アワララ / アイータシ.タラ} 
 (古)センシーを[センシー]とも。
アワララの方がアワラより前を指
す？ 
70 樫立 1 ミチデ ガッコーノ {センセ  ー / センシー} ニ アワラ   
70 樫立 3 ミチデ ガッコノ センセーニ {アワラ /  アッタラ}   
70 樫立 4 
ミチデ ガッコノ センセーニ {ブツクヮッテ / ブツクヮッタ
ラ} 
  
71 共通語 なにを買おうか。 備考 
71 大賀郷 1 アニョ カウダローカ   
71 大賀郷 2 アニ カウダロ  ー   
71 大賀郷 3 アニョ カオーカノ .ー/ アニョカ カオーカ (ノー)   
71 大賀郷 4 アニョ カオーカノ  ー / /  アニ カオーカノ  ー   
71 三根 1 アニョ カオウカノ  ー   
71 三根 3 アニョ カオーカノ  ー   
71 三根 4 アニョ カオーカノ  ー / アニョ カオ  ー   
71 末吉  アニョ カオーカナ   
71 中之郷 1 キーワ アニョ カウォッカ ノアア   
71 中之郷 3 アニョ  ー カオーカノ  ー   
71 中之郷 4 アニョ カオーカンオア   
71 樫立 1 アニョ カオーカ   
71 樫立 3 アニョ  ー カオ (ー)カ   
71 樫立 4 アニョ カオーカノ  ー    
72 共通語 和子のとおなじげたを花子にもかってやろう。 備考 
72 大賀郷 1 カズコノトオンナジ ゲト  ー ハナコニモ カッテケロゴン   
72 大賀郷 2 カヅコノトオンナヂ ゲタ  ー ハナコニモ カッテケルカノ  ー   
72 大賀郷 3 
カズコ{ガ / ノ}トオンナジ ゲトー ハナコニモ {カッテヤ
ロ  ー / カッテケローカノー 
 / カッテヤロドーヂャ} 
備考ーカズコガトとカズコノトでニ
ュアンスに差があるようである。ガ
を用いると「差をつけていない」と
いうことが強調されるようである。 
72 大賀郷 4 カズコノトオンナヂ ゲタオ ハナコニモ カッテヤロゴン.   
72 三根 1 カズコノガトオンナジ ゲト  ー ハナコンモ カッテケロー   
72 三根 3 カズコガトオンナヂ ゲト  ー ハナコンモ カッテ ケロヂャー   
72 三根 4 
カズコノトオンナヂ{ゲタオ / ゲター}ハナコニモ カオゴン
ノ  ー
ゲタ  ー は末吉的な感じ 
72 末吉  カズコガトオンナジ ゲタ  ー ハナコニモ カッテケロー   
72 中之郷 1 カヅコトオンナヂ ゲトア ハナコニモ カッテヤロダラ   
72 中之郷 3 カヅコトオンナヂ ゲタオ ハナコニモ カッテ ケロガン   
72 中之郷 4 カズコガトオンナジ ゲトア ハナコニモ カッテケロガン   
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72 樫立 1 カズコガトオンナジ ゲトア ハナコニモ カッテ ヤロワ   
72 樫立 4 カズコトオンナヂ ゲトア ハナコンモ カッテ ケロヂャ   
73 共通語 和子と花子は友だちだ。 備考 
73 大賀郷 1 カズコト ハナコワ ホーベーダラ   
73 大賀郷 2 カヅコト ハナコワ トモダチ ダーノ   
73 大賀郷 3 カズコト ハナコワ トモダチ ダラ   
73 大賀郷 4 カズコト ハナコワ {トモダチダラ  ー / トモダチダッテワ}   
73 三根 1 カズコト ハナコワ ホウベーダラ   
73 三根 3 カズコト ハナコワ ホーベ  ー {ダラ (ヨー) / ドーヂャー}   
73 三根 4 カズコト ハナコワ ホーベーダラ  ー   
73 末吉  カズコト ハナコワ ホーベーダラ   
73 中之郷 1 
カズコト ハナコワ ホービャ  ー {ドア ヂャ /  ダッティ  ー
ヂャ} 
  
73 中之郷 3 カヅコト ハナコワ ホービャ  ー {ドアヂャ / ドーヂャ}   
73 中之郷 4 カズコト ハナコワ ホービャーダラ 
ホービャーを数回[ホービョア]と
も言っているが言い間違いと判
断。あるいは[アー]が[オア]となる
ことの類推か。 
73 樫立 1 カズコト ハナコワ ホーベィア ダラヨ   
73 樫立 3 カズコト ハナコワ ホーバイ ダラ   
73 樫立 4 カヅコト ハナコワ ホービャードアヂャ   
74 共通語 花子は顔がかあさんによく似ている。 備考 
74 大賀郷 1 ハナコワ カオガ ホードノニ ヨク ニタアロワ   
74 大賀郷 2 
ハナコワ カオガ カーチャンニ ヨク {ニタロワノー (似て
いるね) / ニタロワ} 
  
74 大賀郷 3 
ハナコワ カオダチガ カーサンニ ヨク {ニトーヂャ / ニ
テイロヂャ / ニテアロワ} 
  
74 大賀郷 4 ハナコワ (ノー) カオガ カーチャンニ ソックリダラ  ー   
74 三根 1 ハナコワ カオガ カーチャンニ ヨク ニタアロワ   
74 三根 3 ハナコワ カオガ カーチャンニ ヨク ニターロワノ  ー   
74 三根 4 ハナコワ カオガ カーチャンニ ヨク ニターロワノ  ー   
74 末吉  
ハナコワ カオガ カーチャンニ ヨク {ニターロワ(Ａ) / / 
ニタロワ (B)}. ソックリダラ 
(Ａ)， (B) は個人の差。 
74 中之郷 1 
ハナチャン  オミャアワ カオーガ カーチャンニ {ニタ.ア
ロ ヂャ / ソックリドア ヂャ} 
  
74 中之郷 3 
ハナコワ カオガ カーチャンニ ヨク {ニタロアノー / ニタ
ーロヂャ} 
  
74 中之郷 4 
ハナコワ {ツラガ / カオガ} カーチャンニ ヨク {ニタロヂ
ャ / ニタロワ / ソックリドアヂャ} 
  
74 樫立 1 ハナコワ カオガ カーチャンニ ヨク ニテアロワノ   
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74 樫立 4 
ハナコワ カオガ カーチャンニ {ヨクニタラ  ー / ニタロア
ヂャ (意外性や驚きが強い) / ニタロアノ} 
  
75 共通語 
◆たぶんあの人は「飲まないだろうな～飲まないと思う
よ。」といった意味で，「ノミンジャンノウワ (中之郷ーノミン
ジャンノーワ)」といいますか。 
備考 
75 大賀郷 1 いまでも使う。 「来ないだろう」キンジャンノウワ 
75 大賀郷 2 今でも使う。ノミンナカンノーワを使う。   
75 大賀郷 3 いまでも使う？ ノミンナカンノーワ   
75 大賀郷 4 
今でも使う。ノミンナカ  ー / イキンヂャンノーワ / イキンナ
ンノーワ 
  
75 三根 1 いまでも使う。   
75 三根 3 いまでも使う。 ノミンナン ノーワ 
75 三根 4 知らない。   
75 末吉 1 知らない。   
75 末吉 2 いまでも使う。 ノミンナンノーワとも言う。 
75 中之郷 1 知らない。   
75 中之郷 2 聞いたことはある。   
75 中之郷 3 知らない。 (※これは大賀郷の言葉)   
75 中之郷 4 聞いたことはある。   
75 樫立 1 今でも使う。   
75 樫立 3 いまでも使う。   
75 樫立 4 知らない。樫立では ノミンナカヌーワ / ノミンヂャララ   
76 共通語 
◆きのウはだれも「飲まなかったよ。」といった意味で，「ノミ
ンジャララ」といいますか。 
備考 
76 大賀郷 1 いまでも使う。 「しないだろう」シンナカンノウワ 
76 大賀郷 2 
今でも使う。 / 聞いたことはある。 (人によっては使う) ノミ
ンナカララ 
  
76 大賀郷 3 いまでも使う。ノミンナララ.   
76 大賀郷 4 今でも使う。ノミンヂャララ / ノミンナッキャ   
76 三根 1 いまでも使う。   
76 三根 3 いまでも使う。 ノミンナララ 
76 三根 4 聞いたことはある。 (上の世代が使用)   
76 末吉 1 知らない。   
76 末吉 2 いまでも使う。 ノミンナララとも言う。 
76 中之郷 1 知らない。   
76 中之郷 2 聞いたことはある。   
76 中之郷 3 知らない (※これは大賀郷の言葉) 中之郷では ノミンナカララ 
76 中之郷 4 聞いたことはある。 ノミンナカララ。 
76 樫立 1 今でも使う。   
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76 樫立 3 いまでも使う。   
76 樫立 4 今でも使う。ノミンヂャララも   
77 共通語 
◆ (上記 76 の質問で「知らない」と答えた人以外に対する
質問。)「来なかった，見なかった」は，キンジャララ，ミンジ
ャララですか。 
備考 
77 大賀郷 1 キンジャララ，ミンジャララ 
「見ないだろう」ミンナカンノウワ / 
ミンジャンノーワ (言うかもしれな
いが使わない） 
77 大賀郷 2 キンナカララ   
77 大賀郷 4 キンジャララ，ミンジャララ   
77 三根 1 キンジャララ，ミンジャララですか。Yes (キンナララも)   
77 三根 3 キンジャララ，ミンジャララですか。   
77 三根 4 
キンジャララ・ミンジャララ。上の世代 (祖母ー当時 100 才，
現在なら 130 才)が使用。 
  
77 末吉 1 キンジャララ，ミンジャララですか。   
77 中之郷 2 キンジャララ，ミンジャララですか。OK, OK   
77 中之郷 3 キンナカッタ / キンナカラレ / ミンナカララ   
77 樫立 1 キンジャララ，ミンジャララ   
77 樫立 3 キンジャララ，ミンジャララ   
78 共通語 
◆むかしよくあの人と「飲んだっけなあ。」といった意味で，
「ノンジガ  ー (あるいはノマッチガー，ノマラッチガー)」とい
いますか。 
備考 
78 大賀郷 1 知らない。   
78 大賀郷 2 知らない。ノマローガノ  ー   
78 大賀郷 3 知らない。ノマララヨーを使う。   
78 大賀郷 4 知らない。ノマローガノ  ー   
78 三根 1 知らない。   
78 三根 3 いまでも使う。 
 (ノンデローガノー) ノマラッテガ
 ー
78 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
78 末吉 1 知らない。   
78 末吉 2 (Ａ)いまでも使う。 /  (B)以前は使っていた。 (Ａ)， (B) は個人の差。 
78 中之郷 1 知らない。   
78 中之郷 2 聞いたことはある。   
78 中之郷 3 ノマッチガー：聞いた事はある。以前使っていた。   
78 中之郷 4 知らない。 ノマカラッケガー。 
78 樫立 1 以前は使っていた。   
78 樫立 3 いまでも使う。   
78 樫立 4 知らない。   
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79 共通語 
◆むかしあの人と「飲んだとき」といった意味で，「ノンジ ト
キ (あるいは，ノマッチ トキ，ノマラッチ トキ)」といいます
か。  
備考 
79 大賀郷 1 知らない。   
79 大賀郷 2 知らない。ノモートキ   
79 大賀郷 3 知らない。ノモートキを使う。   
79 大賀郷 4 知らない。ノモートキ   
79 三根 1 知らない。   
79 三根 3 知らない  (ノモートキ） 
79 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
79 末吉 1 知らない。   
79 末吉 2 知らない。 
ノマラ トキ と言う。 (ノマロ また
は ノモ  ー が予測されるが，終止
形の連体用法？ 
79 中之郷 1 知らない。   
79 中之郷 2 NR   
79 中之郷 3 知らない。   
79 中之郷 4 知らない。   
79 樫立 1 知らない。   
79 樫立 3 ？   
79 樫立 4 知らない。   
80 共通語 
◆あの人はむかし足が「はやかったなあ。」といった意味
で，「ハヤカッチガ  ー (あるいは，ハヤカラッチガー)」とい
いますか。 
備考 
80 大賀郷 1 知らない。   
80 大賀郷 2 知らない。ハヤカラーノ / ハヤカローヂャノ  ー   
80 大賀郷 3 知らない。ハヤカララを使う。   
80 大賀郷 4 知らない。ハヤカットガ / ハヤカローガノ  ー   
80 三根 1 知らない。   
80 三根 3 知らない。  (ナヤカラーノー) 
80 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
80 末吉 1 知らない。   
80 末吉 2 (Ａ)いまでも使う。 / (B)以前は使っていた。 (Ａ)， (B) は個人の差。 
80 中之郷 1 知らない。   
80 中之郷 2 聞いたことはある。   
80 中之郷 3 聞いた事はある (※昔のことば)   
80 中之郷 4 聞いたことはある。   
80 樫立 1 聞いたことはある。   
80 樫立 3 いまでも使う。   
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80 樫立 4 
知らない。樫立ではハヤカローガ / ハヤカララ (早かっ
た) 
  
81 共通語 ◆「あっちとき」というのはどんな意味ですか。 備考 
81 大賀郷 1 知らない。   
81 大賀郷 2 知らない。ウノコロワ / ウノトキ   
81 大賀郷 3 知らない。   
81 大賀郷 4 知らない。ウントキ (あの時の意味)   
81 三根 1 知らない。   
81 三根 3 知らない。   
81 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
81 末吉 1 知らない。   
81 末吉 2 (Ａ)知らない。 /  (B)昔，以前   
81 中之郷 1 聞いたことはあるがわからない。   
81 中之郷 2 知っている。「あの時」   
81 中之郷 3 昔，以前のこと。 
意味は分かるが，90 代とかでな
いと使わない 
81 中之郷 4 過ぎた時，昔。   
81 樫立 1 以前。   
81 樫立 3 あの時   
81 樫立 4 知らない。   
82 共通語 
◆あの人，さっきまでここで「飲んでいたけど」どこに行った
かな，といった意味で，「ノンドロガ (あるいは，ノマットロ
ガ，ノマラットロガ)」といいますか。 
備考 
82 大賀郷 1 知らない。   
82 大賀郷 2 
知らない。サッキマデ ノンデ アロガ ドコゲ  ー イツテシマ
ット 
  
82 大賀郷 3 知らない。ノンデアロガを使う。   
82 大賀郷 4 知らない。ノマローガノ  ー / ノンダローガノ  ー   
82 三根 1 以前は使っていた。 母の時代 
82 三根 3 知らない。 
cf. ノンダーローガ マヂケターノ
ー どっか行っちゃった 
82 三根 4 知らない。三根以外の地域ではないか。   
82 末吉 1 知らない。   
82 末吉 2 知らない。 ノンダラーガ と言う。 
82 中之郷 1 知らない。   
82 中之郷 2 知らない。   
82 中之郷 3 
ノマットロー今でも使う。 ノマットロガ ドキ イコア  ー (飲ん
でたけどどこに行ったのか) 
  
82 中之郷 4 知らない。   
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82 樫立 1 知らない。   
82 樫立 3 いまでも使う。   
82 樫立 4 知らない。樫立ではノンダ アロワガ   
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八丈方言基礎語彙 共通語索引  
あ 
あおさ 植物 123
垢 （あか） 人体 66
明かり 天地 211
あくび 人体 58
顎 （あご） 人体 17
朝 （あさ） 時間 271
浅瀬 （あさせ） 天地 215
朝食 （あさめし） 食 333
足 （あし） 人体 40
味 （あじ） 食 329
汗 （あせ） 人体 65
畦道 （あぜ） 天地 230
あそこ 指示 525
暖かい 形容詞 548
頭 （あたま） 人体 1
跡 （あと） 空間 245
穴 （あな） 住 350
あなた 人間 480
あなたたち 人間 481
兄，おにいさん 人間 452
姉，おねえさん 人間 453
油 （あぶら） 食 325
甘い 食 312
網 （あみ） （魚を獲るあみ） 道具 414
雨 （あめ） 天地 205
綾,模様 （あや） 衣 298
アリ 虫 156
あれ 指示 522
粟 （あわ） 植物 92
泡 （あわ） 天地 222
い 
家 （いえ） 食 339
イカ 動物 126
息 （いき） 人体 55
いくつ 不定詞 519
いくら 数詞 512
石 （いし） 天地 227
板 （いた） 住 348
苺 （いちご） 植物 110
いつ 不定詞 513
五つ 数詞 496
一昨日（いっさくじつ） 時間 258
一昨年（いっさくねん） 時間 264
糸 （いと） 道具 407
井戸 （いど） 住 357
従兄弟 （いとこ） 人間 466
稲光 （いなびかり） 天地 208
犬 （いぬ） 動物 151
稲 （いね） 植物 84
命 （いのち） 人体 73
今 （いま） 時間 267
芋 （いも） 植物 94
妹 （いもうと） 人間 455
イルカ 動物 141
刺青 （いれずみ） もの 539
色 （いろ） もの 281
いろり 住 346
う 
上 （うえ） 空間 247
魚 （さかな） 動物 135
ウサギ 動物 153
牛 （うし） 動物 145
蛆 （うじ） 虫 165
後ろ （うしろ） 空間 244
臼 （うす） 道具 386
ウズラ 鳥 180
嘘 （うそ） もの 541
歌 （うた） もの 531
内 （うち） 空間 251
腕 （うで） 人体 33
ウナギ 動物 137
ウニ 動物 129
ウニの身 動物 130
馬 （うま） 動物 146
海 （うみ） 天地 218
梅 （うめ） 植物 115
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裏 （うら） 衣 297
瓜 （うり） 植物 103
漆 （うるし） 道具 397
うろこ 動物 136
え 
柄 （え） 道具 377
枝 （えだ） 植物 76
エビ 動物 128
襟 （えり） 衣 285
お 
緒 （お） 衣 294
甥 （おい） 人間 464
お祝い 人間 486
大きい 形容詞 543
丘 （おか） 天地 197
奥 （おく） 空間 253
桶 （おけ） 道具 373
水桶 （みずおけ） 道具 374
叔父 （おじ） 人間 462
夫 （おっと） 人間 459
おでき 人体 63
音 （おと） もの 282
弟 （おとうと） 人間 454
男 （おとこ） 人間 470
踊り （おどり） もの 532
同じ 形容詞 545
鬼 （おに） もの 527
斧 （おの） 道具 388
叔母 （おば） 人間 463
帯 （おび） 衣 288
お前 人間 482
お前たち 人間 483
表 （おもて） 衣 296
母屋 （おもや） 住 340
親 （おや） 人間 429
親子 （おやこ） 人間 448
女 （おんな） 人間 471
か 
蚊 （か） 虫 157
貝 （かい） 動物 131
櫂 （舟のカイ） 道具 413
蚕 （かいこ） 虫 170
カエル 虫 162
顔 （かお） 人体 20
踵 （かかと） 人体 47
鏡 （かがみ） 道具 398
垣 （かき） 住 355
蔭 （かげ） 天地 190
崖 （がけ） 天地 234
篭 （かご） 道具 423
笠・傘 （かさ） 道具 405
粕 （かす） 食 314
風 （かぜ） 天地 206
家族 （かぞく） 人間 468
肩 （かた） 人体 22
型 （かた） もの 535
形 （かたち） もの 536
カタツムリ 虫 161
刀 （かたな） 道具 383
カツオ 動物 139
角 （かど） 空間 254
カニ 動物 133
金 （かね） （金属・お金） 道具 409
黴 （かび） 植物 111
かぼちゃ 植物 102
釜 （かま） 道具 378
鎌 （かま） 道具 419
カマキリ 虫 171
竈 （かまど） 住 345
紙 （かみ） 道具 394
雷 （かみなり） 天地 212
髪の毛 人体 2
カメ 動物 132
瓶 （かめ） 道具 371
水瓶 （みずがめ） 道具 372
茅 （かや 植物 91
粥 （かゆ） 食 304
カラス 鳥 179
体 （からだ） 人体 48
皮 （かわ） 人体 51
川 （かわ） 天地 195
瓦 （かわら） 住 353
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き 
木 （き） 植物 74
きくらげ 植物 106
傷 （きず） 人体 70
煙管 （きせる） 道具 408
北 （きた） 天地 238
杵 （きね） 道具 387
茸 （きのこ） 植物 105
肝 （きも） 人体 27
着物 （きもの） もの 284
灸 （きゅう） 人体 72
急須・鉄瓶 （きゅうす） 道具 380
休息 もの 537
九男 人間 439
きゅうり 植物 97
今日 （きょう） 空間 256
兄弟 （きょうだい，しまい） 人間 456
霧 （きり） 天地 203
錐 （きり） 道具 391
く 
茎 （くき） 植物 122
釘 （くぎ） 住 352
草 （くさ） 植物 80
鎖 （くさり） 道具 362
櫛 （くし） 道具 399
クジラ 動物 138
薬 （くすり） 人体 71
糞 （くそ） 人体 61
果物 （くだもの） 食 324
口 （くち） 人体 12
唇 （くちびる） 人体 13
九人 数詞 510
首 （くび） 人体 21
蜘蛛 （くも） 虫 158
雲 （くも） 天地 202
クモの巣 虫 159
くるぶし 人体 44
桑 （くわ） 植物 117
鍬 （くわ） 道具 416
クワズイモ 食 322
け 
毛 （け） 人体 19
怪我 （けが） 人体 67
結婚 （けっこん） 行事 487
煙 （けむり）  天地 214
喧嘩 （けんか） 行事 489
げ 
下駄 （げた） 衣 292
こ 
粉 （こ・こな） 食 319
子 （こ） 人間 430
麹 （こうじ） 植物 111
麹 （こうじ） 食 316
肛門 （こうもん） 人体 31
声 （こえ） 人体 54
小刀 （こがたな） 道具 384
ここ 指示 523
九つ 数詞 500
心 （こころ） もの 528
腰 （こし） 人体 29
梢 （こずえ） 植物 77
今年 （ことし） 時間 262
言葉 （ことば） もの 530
ご飯 食 331
拳 （こぶし） 人体 36
米 （こめ） 植物 86
暦 （こよみ） 時間 279
これ 不定詞 520
ご 
脱穀用ゴザ 道具 418
五女 人間 445
五男 人間 435
五人 数詞 506
胡麻 （ごま） 植物 109
さ 
竿 （さお） 道具 403
坂 （さか） 天地 235
昨日 （さくじつ） 時間 257
昨年 （さくねん） 時間 263
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酒 （さけ） 食 315
甘藷 （さつまいも） 植物 95
砂糖 （さとう） 食 311
砂糖黍 （さとうきび） 食 313
寒い 形容詞 549
皿 （さら） 道具 366
再来年（さらいねん） 時間 266
珊瑚礁 天地 225
三女 人間 443
三男 人間 433
三人 数詞 504
ざ 
笊 （ざる） 道具 422
し 
潮 （しお） 天地 213
塩 （しお） 食 309
塩辛い 食 310
舌 （した） 人体 14
下 （した） 空間 248
七男 人間 437
七人 数詞 508
二男 人間 432
島 （しま） 天地 223
三味線 （しゃみせん） 道具 410
しゃもじ 道具 379
食事 （しょくじ） 食 332
白髪 （しらが） 人体 5
シラミ 虫 168
尻 （しり） 人体 30
汁 （しる） 食 308
印 （しるし） 道具 396
親戚 （しんせき） 人間 469
じ 
地震 （じしん） 天地 209
二女 人間 442
十男 人間 440
十人 数詞 511
す 
巣 （す） 鳥 183
末っ子 人間 447
鋤 （牛にひかすすき） 道具 417
鋤 （すき） 道具 420
筋 （すじ） 人体 37
煤 （すす） 住 359
すすき 植物 119
雀 （すずめ） 鳥 177
裾 （すそ） 衣 287
砂 （すな） 天地 226
脛 （すね） 人体 45
相撲 （すもう） 行事 491
せ 
青年 （せいねん） 人間 474
咳 （せき） 人体 56
背丈 （せたけ） 人体 49
背中 （せなか） 人体 26
ぜ 
膳 （ぜん） 食 336
そ 
相互扶助 （農作業など） 行事 490
底 （そこ） 空間 250
そこ 指示 524
袖 （そで） 衣 286
ソテツ 植物 112
外 （そと） 空間 252
傍 （そば） 空間 255
祖父（そふ） 人間 457
祖母（そぼ） 人間 458
空 （そら） 天地 186
それ 指示 521
ぞ 
雑炊 （ぞうすい） 食 306
草履 （ぞうり） 衣 293
た 
田 （た） 天地 229
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太陽（たいよう） 天地 188
鷹 （たか） 鳥 181
宝 （たから） もの 534
薪 （たきぎ） 道具 427
竹 （たけ） 植物 114
タコ 動物 127
竜巻 （たつまき） 天地 207
棚 （たな） 住 344
種 （たね） 植物 82
足袋 （たび） 衣 290
食べ物 食 338
食べる 食 337
卵 （たまご） 鳥 182
魂 （たましい） もの 538
盥 （たらい） 道具 375
俵 （たわら） 道具 425
たんこぶ 人体 64
だ 
大工 （だいく） 人間 475
大根 （だいこん） 植物 100
台所 （だいどころ） 住 341
だれ 不定詞 514
ち 
血 （ち） 人体 69
小さい もの 542
力 （ちから） 人体 35
乳 （ちち） 人体 24
父（ちち），おとうさん 人間 450
茶 （ちゃ） 食 302
茶碗 （ちゃわん） 道具 368
頂上 （ちょうじょう） 天地 236
長女 人間 441
蝶々 （ちょうちょ） 虫 160
長男 人間 431
つ 
杖 （つえ） 道具 404
月 （つき） 天地 201
土・地面 天地 199
鼓 （つづみ） もの 533
綱 （つな） 道具 363
角 （つの） 動物 149
唾 （つば） 人体 57
粒 （つぶ） 食 317
壷 （つぼ） 道具 369
妻 （つま） 人間 460
つむじ 人体 3
爪 （つめ） 人体 39
冷たい 形容詞 550
露 （つゆ） 天地 204
て 
手 （て） 人体 32
手ぬぐい、タオル 衣 299
天井 （てんじょう） 住 342
天ぷら 食 326
と 
戸 （と） 住 347
とうがらし 植物 107
冬瓜 （とうがん） 植物 101
動物 動物 185
十 （とお） 数詞 501
遠浅 （とおあさ） 天地 216
時 （とき） 時間 277
とさか 動物 150
とさか 鳥 176
年 （とし） 時間 278
トビウオ 動物 140
友だち 人間 476
鳥 （とり） 鳥 174
トンボ 虫 172
ど 
洞窟 （どうくつ） 天地 217
どこ 不定詞 515
どれ 不定詞 516
な 
菜 （な） 植物 99
名 （な） 人間 485
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苗 （なえ） 植物 83
中 （なか） 空間 249
情け （なさけ） もの 529
なぜ 不定詞 517
夏 （なつ） 時間 269
七つ 数詞 498
なに 不定詞 518
ナマコ 動物 142
波 （なみ） 天地 221
涙 （なみだ） 人体 53
縄 （なわ） 住 361
に 
荷 （に） 道具 365
匂い （におい） 食 328
にがうり 植物 108
肉 （にく） 食 323
西 （にし） 天地 239
虹 （にじ） 天地 210
尿 （にょう） 人体 62
韮 （にら） 植物 104
庭 （にわ） 住 356
ニワトリ 鳥 175
にんにく 食 320
ぬ 
糠 （ぬか） 食 318
布 （ぬの） 衣 295
ね 
根 （ね） 植物 79
猫 （ねこ） 動物 152
ネズミ 動物 154
の 
野 （の） 天地 232
鋸 （のこ） 道具 389
蚤 （のみ） 虫 166
鑿 （のみ） 道具 390
  
は 
歯 （は） 人体 15
葉 （は） 植物 75
灰 （はい） 食 327
蝿 （はえ） 虫 164
墓 （はか） 住 358
袴 （はかま） 衣 291
歯茎 （はぐき） 人体 16
箱 （はこ） 道具 392
鋏 （はさみ） 道具 395
橋 （はし） 天地 196
箸 （はし） 道具 381
柱 （はしら） 住 351
畑 （はたけ） 天地 231
蜂 （はち） 虫 163
鉢 （はち） 道具 370
八男 人間 438
八人 数詞 509
鳩 （はと） 鳥 178
鼻 （はな） 人体 9
花 （はな） 植物 81
鼻血（はなぢ） 人体 10
羽 （はね） 鳥 184
母，おかあさん 人間 451
浜 （はま） 天地 224
腹 （はら） 人体 25
針 （はり） 道具 406
ば 
バッタ 虫 173
ひ 
日 （ひ） 天地 187
火 （ひ） 天地 192
稗 （ひえ） 植物 93
東 （ひがし） 天地 237
光 （ひかり） 天地 189
低い 形容詞 544
髭 （ひげ） 人体 18
膝 （ひざ） 人体 43
肘 （ひじ） 人体 34
ひしゃく 道具 376
額 （ひたい） 人体 8
左 （ひだり） 空間 242
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人 （ひと） 道具 428
一つ 行事 492
ヒトデ 動物 143
一人 数詞 502
暇 （ひま） 時間 276
紐 （ひも） 衣 289
病気 人体 68
昼 （ひる） 時間 272
昼食 （ひるめし） 食 334
び 
びろう樹 植物 120
ふ 
夫婦 （ふうふ） 人間 461
ふくら脛 人体 46
袋 （ふくろ） 道具 364
ふけ 人体 4
節 （ふし） 住 349
二つ 数詞 493
二人 数詞 503
筆 （ふで） 道具 393
布団 （ふとん） 道具 400
船 （ふね） 道具 411
冬 （ふゆ） 時間 270
篩 （ふるい） 道具 424
  
  
ぶ 
豚 （ぶた） 動物 148
へ 
屁 （へ） 人体 60
臍 （へそ） 人体 28
箆 （へら） 道具 421
べ 
便所 （べんじょ） 住 354
ほ 
穂 （ほ） 植物 85
帆 （ほ） 道具 412
箒 （ほうき） 道具 402
包丁 （ほうちょう） 道具 382
ほくろ 人体 52
埃 （ほこり） 住 360
星 （ほし） 天地 200
骨 （ほね） 人体 50
ま 
前 （まえ） 空間 243
巻き貝（まきがい） 動物 134
枕 （まくら） 道具 401
孫 （まご） 人間 449
股 （また） 人体 42
松 （まつ） 植物 113
まな板 道具 385
真似 （まね） もの 540
まぶしい 天地 191
豆 （まめ） 植物 96
眉 （まゆ） 人体 7
丸い 形容詞 547
  
み 
実 （み） 植物 78
ミカン 植物 121
右 （みぎ） 分類 241
短い 形容詞 546
水 （みず） 天地 193
水溜り、池 天地 219
味噌 （みそ） 食 307
溝 （みぞ） 天地 228
道 （みち） 天地 233
三つ 数詞 494
皆 （みな） 人間 484
港 （みなと） 天地 220
南 （みなみ） 天地 240
蓑 （みの） 衣 300
耳 （みみ） 人体 11
ミミズ 虫 167
明後日（みょうごにち） 時間 260
明日（みょうにち） 時間 259
明明後日（みょうみょうごにち） 時間 261
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む 
昔 （むかし） 時間 268
ムカデ 虫 169
麦 （むぎ） 植物 88
麦わら 道具 90
婿 （むこ） 人間 467
虫 （むし） 虫 155
筵 （むしろ） 道具 426
若い娘 人間 477
六つ 数詞 497
胸 （むね） 人体 23
め 
目 （め） 人体 6
芽 （め） 食 321
姪 （めい） 人間 465
目上 （の男） 人間 472
飯 （めし） 食 303
目下 （弟、妹） 人間 473
も 
藻 （も） 植物 125
モズク 植物 124
餅 （もち） 食 305
物 （もの） 時間 280
籾 （もみ） 植物 87
腿 （もも） 人体 41
桃 （もも） 植物 116
や 
ヤギ 動物 147
八つ 数詞 499
ヤドカリ 動物 144
山 （やま） 天地 194
槍 （やり） 道具 415
ゆ 
湯 （ゆ） 衣 301
結納 （ゆいのう） 行事 488
夕方 （ゆうがた） 時間 273
夕食 （ゆうめし） 食 335
床 （ゆか） 住 343
指 （ゆび） 人体 38
夢 （ゆめ） もの 283
よ 
横 （よこ） 空間 246
涎 （よだれ） 人体 59
四つ 数詞 495
夜中 時間 275
四人 数詞 505
蓬 （よもぎ） 植物 98
夜 （よる） 時間 274
四女 人間 444
四男 人間 434
ら 
来年（らいねん） 時間 265
り 
陸地 （りくち） 天地 198
料理 （りょうり） 食 330
ろ 
六女 人間 446
六男 人間 436
六人 数詞 507
わ 
技・仕事 指示 526
私 （わたし）  人間 478
私たち 人間 479
藁 （わら） 植物 89
椀 （わん） 道具 367
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八丈方言文法項目 一覧  
1 おれはきょうはいそがしい 
2 おまえが畑へ行け。 
3 うん，畑へはおれがいく。 
4 おれの鍬はどこにある。 
5 この鎌は太郎のか。 
6 どれがおまえの笠だ 
7 その笠がおれのだ。 
8 このふろしきはおまえのか。 
9 それはおとうとのかもしれない。 
10 沖縄には船で行くより飛行機で行ったほうが
いい。 
11 飛行機は一日に一回しかない。 
12 空港ならこっちの道を行きなさい。 
13 道のまんなかをあるいてはいけない。 
14 道が広いなあ。 
15 あ，雨がふってきた。 
16 いとこの布団がやねの上にほしてある。 
17 きのうは今日より風が強かった。 
18 真っ白な鳥が空を飛んでいる。 
19 あの山にはいのししがいるそうだ。 
20 あれは学校だ。役場ではない。 
21 あれが役場だ。 
22 あの目のおおきい，色の白い男はだれだろ
う。 
23 孫が去年から東京にいる。 
24 孫はいつ東京から帰るか。 
25 八月には帰ってくるようだ。 
26 かあさんはあした東京へむすこに会いにい
く。 
27 大阪から東京までの汽車賃はいくらだろう
か。 
28 四時まで駅でまっておれ。 
29 五時までに帰らなくてはならない。 
30 次郎，この荷物を家までかついで行ってく
れ。 
31 荷物が重かったので，二人でもった。 
32 この上着はこのまえ沖縄で二千円で買った。 
33 沖縄にはめずらしい菓子がある。 
34 孫はお菓子が好きだ。 
35 箱の中にまんじゅうがいくつあるとおもうか。 
36 孫はまんじゅうを皮だけ食べる。 
37 じいさんは朝から海へ魚をとりにいった。 
38 ここは海にちかいので魚がうまい。 
39 魚より肉のほうが高い。 
40 おれは蛸のさしみが食べたい。 
41 おまえはこの魚の名まえを知っているか。 
42 これはかつおだろう。 
43 酒はどうやってつくるかおまえは知っている
だろう？ 
44 酒は米からつくる。 
45 酒さえあればなにもいらぬ。 
46 うちのじいさんは酒もたばこものまない。 
47 その水はのむな。のむならこの水をのめ。 
48 なぜおまえはたべないのか。 
49 おれはさつまいもなんか食べないぞ。 
50 もう食べられるものは全部食べた。 
51 食べてねるだけならいぬやねことおなじだ。 
52 さとうはあまい。くすりはあまくない。 
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53 去年いとこが中学の先生になった。 
54 いとこは英語の本が読める。 
55 あの人こそほんとうの金持ちだ。 
56 その話は妻にだけ聞かせた。 
57 妻に夕飯を作らせる。 
58 夫は竹でかごをつくった。 
59 次郎はおとうとの三郎とけんかした。 
60 三郎は次郎に棒でなぐられた。 
61 次郎はじいさんにしかられた。 
62 おれはきのうは新聞をよまなかった。 
63 その新聞はきょうのだ。きのうのはこれだ。 
64 雨のふる日にはばあさんは家でテレビばかり
見ている。 
65 お祝いのときにはばあさんまでおどった。 
66 花子はきのうから病気でねている。 
67 花子はかあさんにごはんをたべさせてもらっ
た。 
68 医者がくれたくすりをのめばなおるだろう。 
69 かあさんは市場へ買物に行った。 
70 道で学校の先生に会った。 
71 なにを買おうか。 
72 和子のとおなじげたを花子にもかってやろ
う。 
73 和子と花子は友だちだ。 
74 花子は顔がかあさんによく似ている。 
75 ◆たぶんあの人は「飲まないだろうな～飲ま
ないと思うよ。」といった意味で，「ノミンジャン
ノウワ(中之郷：ノミンジャンノーワ)」といいま
すか。 
76 ◆きのうはだれも「飲まなかったよ。」といった
意味で，「ノミンジャララ」といいますか。 
77 ◆(上記76の質問で「知らない」と答えた人以
外に対する質問。)「来なかった，見なかった」
は，キンジャララ，ミンジャララですか。 
78 ◆むかしよくあの人と「飲んだっけなあ。」とい
った意味で，「ノンジガー(あるいはノマッチガ
ー，ノマラッチガー)」といいますか。 
79 ◆むかしあの人と「飲んだとき」といった意味
で，「ノンジ トキ(あるいは，ノマッチ トキ，ノ
マラッチ トキ)」といいますか。  
80 ◆あの人はむかし足が「はやかったなあ。」と
いった意味で，「ハヤカッチガー(あるいは，
ハヤカラッチガー)」といいますか。 
81 ◆「あっちとき」というのはどんな意味ですか。 
82 ◆あの人，さっきまでここで「飲んでいたけど」
どこに行ったかな，といった意味で，「ノンドロ
ガ(あるいは，ノマットロガ，ノマラットロガ)」と
いいますか。 
 
239
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」八丈方言調査報告書 
2013 年 10 月 国立国語研究所 
239 
 
 
「八丈・島ことば調査のつどい」講演記録 
 
 調査の最終日に島の方々へ向けて「八丈・島ことば調査のつどい」を開催した。そのときの
ポスターを次にあげる。 
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 プログラムの前半は「島ことばかるた」を使った５集落のことばの紹介，後半は八丈語に関
する講演とパネルディスカッションである。後半の講演とディスカッションの記録を以下にあ
げておく。 
 
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 
 
（木部） それでは，第 2部を始めたいと思います。第 2部では，私たちが勉強したことを，
ここで発表したいと思います。最初に千葉大学の金田先生，よろしくお願いします。（拍手） 
 
（金田） 千葉大学の金田です。よろしくお願いします。私の方でご用意したのは，ホチキス
で留めてある両面 2枚のものです。私は以前から南海タイムスに書かせていただいたり，こち
らに来ていろいろ話をさせていただいたりする中で，この八丈の方言というのは非常に古いん
だと。あ，今日はですね，八丈方言ではなくて八丈語というのを使わせていただきます。今，
危機「言語」の調査ということでやっていますので，八丈の言葉も八丈語というふうに呼びた
いと思います。今までいろいろ，古いんだ，古いんだということを申し上げてきましたが，万
葉集との関係でどういうところが八丈の言葉と共通しているかというのを，覚えていらっしゃ
る人はいますか。今日また新鮮な気持ちで聞いていただけますか。ということで，最初に少し
おさらいをしたいと思います。 
 万葉集には奈良時代に詠まれた歌が 4，500 ぐらい入っていて，全部で 20 巻ありますけれど
も，14 巻目と 20 巻目に，当時の関東周辺に住んでいた人たちが詠んだ歌がたくさん集められ
ていて，第 14 巻が東歌，第 20 巻が防人歌という名前で呼ばれています。その東歌，防人歌と
八丈語とで共通するところが，主につぎの 4点です。 
 まず，動詞の「～する～」というときの形を連体形と言いますが，八丈だったら，「降る雨」
と言わずに，「フロ雨」，あるいは「行くとき」と言わずに「イコとき」，あるいは「飲む酒」と
言わずに「ノモ酒」，これは旧 5 カ村共通ですよね。その言い方は，この万葉集の 14 巻と 20
巻の中にそのままたくさん出てきます。2つだけ例を挙げておきました。 
 原文はもちろん，万葉集ですから漢字でぜんぶ書かれています。ふつうは意味が分かりやす
いように，漢字と仮名を混ぜて書いて読んでいるんですけれども，今日は文庫本になっている
万葉集の原文，これを白文といいますけれども，漢字だけのものを持ってきていますので，も
しご覧になりたいかたがいらっしゃいましたら，あとでご覧になってください。 
 それを見ると，最初の歌ですけれども，「降ろ（布路）雪」というふうにありまして，布と道
路の路を書いて，フロというふうに読ませています。ふろ雪（よき）。この「雪（よき）」とい
うのも，この当時の関東周辺の人たちの方言的な，簡単に言うとなまりですね。方言的な音の
違いです。 
 
上 野
かみつけの
伊香保の嶺ろに降ろ（布路）雪
よき
の 行き過ぎかてぬ妹が家のあたり（14: 3423） 
 
 次の「行く先」というのも，「行こ（由古）先」というふうに，ちゃんと音が分かるように漢
字で書かれています。万葉集の場合は，こういうふうに 1音 1文字で書かれている歌がたくさ
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んありますが，そうではない，漢字の意味を使って短く書いた歌というのもたくさんあります。
ですけれども，とくに東歌，防人歌というのは，中央の発音と違うものですから，1 文字 1 音
という，元の音が分かりやすい書き方で書かれています。 
 
行こ（由古）先に波なとゑらひ 後方
しるへ
には子をと妻をと置きてとも来ぬ（20: 4385） 
 
 1 つ目がこの動詞の連体形ですね。「フロ雨」，「イコ時」，「ノモ酒」。もう 1 つが形容詞の連
体形です。八丈語だったら「アカケ花」，「タカケ山」。これが万葉集だと，「悩ましけ人妻」，こ
れは浮気の歌らしいんですけどね。あるいは 2 つ目の歌，「かなしけ（可奈師家）児ら」。島で
今でも，「カナシイ」というのを「かわいい」という意味で使いますね。「カナシゴ」というの
で「かわいい子ども」というのをむかしは使っていたようなんですね。今の標準語の「悲しい」
と違うんですね。で，万葉の時代の「かなしけ」というのも，もちろんその古い意味で使われ
ているわけです。形も中央だったら「かなしき」になるところが，「かなしけ」というふうに八
丈と同じ形で出てきます。 
 
悩ましけ（奈夜麻思家）人妻かもよ 漕ぐ舟の忘れはせなな いや思ひ増すに（14: 3557） 
上毛野久路保
か み つ け の く ろ ほ
の嶺ろの葛葉がた かなしけ（可奈師家）児らにいや離
ざか
り来も（14: 3412） 
 
 もう 1つ，八丈語だと「飲んだ」というときに「ノマラ」，「行った」というときに「イカラ」，
字を「書いた」というのは「カカラ」という言い方がありますけれども，これが非常に古い形
でして，中学とか高校で，「つ・ぬ・たり・り」なんていうのをやったのを覚えていらっしゃい
ます？ 「つ・ぬ・たり・り」，意味は忘れていても，その音の連続だけは覚えていらっしゃる
かもしれません。問題は「たり・り」の「り」の形です。その「たり・り」の「たり」の形の
「飲みたり」というのが現代語の「飲んだ」に変わるんですが，この「たり・り」の「り」の
ほう，「飲む」だと「飲めり」というのが奈良時代まではあったんですが，平安時代以降になる
となくなるんです。それが，八丈ではいまもそのまま使われています。 
 で，万葉集の例だと，「夕占にも今夜と告らろ（乃良路）」，この「のる」は占いをするという
意味で，占いの結果が出るんですね。思っている人が今夜来ると占いに出たのに，なぜか来な
いのかという，この「告らろ」というところがその形です。この「告らろ」のうしろに「ノモ
ワ」の「ワ」をくっつけると，「飲む」だと「ノマロ」に「ワ」をくっつけると融合して「飲ん
だ」の意味の「ノマラ」になる，これと同じ形ですね。これがそのまま残っています。 
 
夕
ゆふ
占
け
にも今夜
こよひ
と告
の
らろ（乃良路） 我が背
せ
なは あぜそも今夜
こよひ
よしろ来まさぬ（14: 3469） 
 
 次のが「青柳のはらろ（波良路）川門」。これは柳の芽が膨らんでいるという「張る」，「膨ら
む」。これも「膨らんでいる」という意味で，この「はらろ」という形が出てきています。こう
いう，「つ・ぬ・たり・り」の「り」の系列が残っているというのは，本当に非常に古い文法現
242
242 
 
象なんですね。 
 
青柳のはらろ（波良路）川門に汝を待つと 清水
せみど
は汲まず 立ち処
ど
平
なら
すも（14: 3546） 
 
 最後が，「何々だろう」に当たる推量の言い方で，これは三根の発音だと「飲むノウワ」。さ
っき，音を伸ばすとか伸ばさないとか，ありましたけれども，これが大賀郷だと「飲むノーワ」
になります。樫立，中之郷だと「飲むヌーワ」になりますかね，「ヌ」に近いような。新しい発
音だと「飲むノーワ」になるんですけれども，かなり古い発音だと「飲むヌーワ」のような発
音がありました。 
 この「ノウ」のところ，「ノウ」だけ見るとよく分からないんですが，これをさかのぼってい
くと，万葉集の最初の例だと「我をか待つなも」，「私を持っているんだろうか」という，この
「なも」のところなんですね。この「だろう」に当たる「なも」の音が変化して，八丈語では
「ノウワ」とか「ノウジャ」とかいう形で出てきているということです。最後の例もおなじよ
うに，「児らは逢はなも」が「逢うだろう」。 
 
比多潟の磯のわかめの立ち乱え 我をか待つなも（麻都那毛） 昨夜
き そ
も今夜も（14: 3563） 
上毛
かみつけ
野
の
乎度
お ど
の多杼
た ど
里
り
が川路にも 児らは逢はなも（安波奈毛）ひとりのみして（14: 3405） 
 
奈良時代の奈良というのは当時の中央なわけですけれども，当時の関東周辺というのは，い
わゆる田舎。今でもそうですけれども，中央よりは周辺のほうに古い言葉が残っています。当
時もやはり奈良中央よりも周辺のほうに古い言葉が残っている。奈良時代の言葉の使い方がち
ゃんと分かっているのは，中央以外では関東周辺の言葉だけなんですね。つまり万葉集の東歌
とか防人歌というふうな形で残されていたから，それがわかるわけです。まさに今，八丈語を
使える皆さんというのは，その奈良時代の関東周辺の人たちの言葉をかなりの程度に受け継い
でいる，非常に文化財的な方がたなわけですね。 
 
以上が八丈語の非常に重要な文法的な特徴なんですが，こういうことというのは，別に私が
1 人で勝手に言っているわけではなくて，かなり以前から，八丈語の特徴というのは非常に注
目されてきています。今日は，これまでどういうふうに注目されてきたか，いつごろから注目
されてきたかというのを，簡単に見ていただきたいと思います。 
 最初にご紹介するのが，120 年以上前の外国人なんですね。アーネスト・サトウ，この人は
非常に有名な人ですけれども，この人とディケンズという人が八丈に来ました。言葉について
も記録していますが，植物とか自然関係のものについても英語で論文を書いています。（1878：
Dikins and Satow："NOTES OF A VISIT TO HACHIJO IN 1878."） 
 で，言葉のところの，とくにその形容詞の「～け」という，その部分だけ原文を用意しまし
た（省略）。このころから，八丈語と万葉集との関係というのがいろいろ指摘をされてきた。面
白いのが，近藤富蔵の『八丈実記』なんですけれども，2ページ目の上のところですね。『やた
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けの寝覚め草』の中に「ういでいわい」というのがあったんですね。ですが，今出版されてい
る，簡単に見られる形になっている『やたけの寝覚め草』には「ういでいわい」はありません。
近藤富蔵の『八丈実記』の中に載っているんですけれども，このあたり，どういうことなのか
というのはちょっと分からないんですが。 
 近藤富蔵とアーネスト・サトウたちというのは，一度島で会っています。おそらくそのとき
に，この「ういでいわい」というのを近藤富蔵が自分でどうも，読んできかせたか，話してき
かせたかしているんじゃないかと思うんですね。それは，近藤富蔵の実記に入っている仮名漢
字で書かれた「ういでいわい」の話よりも，アーネスト・サトウたちが書いたものの方が，発
音が自然なんです。耳で聞いたものをたぶん書いたんじゃないかなと。それで，より方言的な
表記で残されているんじゃないかと思います。 
 下の補足（省略）のところは，誤訳のせいで，サトウと富蔵が会ったのが 1年ずれていると
いうのをちょっと書いておきました。1977 年ではなくて 1978 年に 2人は会っています。 
この時代，120 年以上前ですけれども，明治の初めのころというのは，ヨーロッパのほうか
らたくさん外国人の方が来まして，沖縄の方言を記録したチェンバレンはあれ何年ぐらいです
か。チェンバレンという方も，琉球の方言を記録しているんですね。本格的な記録というのは
その人が最初。で，私，高校が米沢なんですけれども，米沢にも外国人教師のダラスという人
が行ってまして，米沢の方言を記録しています。このころは日本の各地で，そういう形で外国
人が日本のいろいろな方言に注目していた，そういう時代だったと思います。 
 次にあらわれる重要な論文（「八丈島方言」『言語学雑誌』）というのが 1900 年ちょうど，保
科孝一という人ですが，実際に八丈に来まして，2～3週間ぐらいですかね，八丈に来て論文を
書いています。実はこの保科孝一という人は米沢の私の高校の大先輩だった，というのを後で
知りました。 
 で，いろいろ細かいことを書いているんですけれども，非常に大事なのが，当時の大衆小説，
クニの方で出た本だと思うんですけれども，それを八丈語に訳しているんです。小説ですから
当然会話もたくさん出てきます。非常に面白いです。明治のころの，当時の八丈の言葉使いと
いうのがよく分かります。非常に興味深いです。 
 このあと論文が何件かありまして，そのあと非常に大事なのが 1948 年の北条忠雄さんという
方の論文（「八丈島方言の研究－特に上代性の遺存について－」『日本の言葉』，ほか）。この方
は八丈には来ていないんですけれども，いろいろな文献を調べて，万葉集との関係とか，今言
われている八丈語の特徴というものをだいたい指摘しています。このころにはだいたい様子が
見えてきたかなという感じです。 
 で，次が 1950 年の国語研究所の，先ほど紹介のありました，『八丈島の言語調査』ですね。
ただこれは，単語とか音声，音韻というのが中心ですので，文法については，なくはないんで
すけれども，ほとんどありません。ただデータの量は非常に豊富ですので，そういう点では参
考になると思います。 
 次の 2つ，星印を付けてありますけれども，これは八丈語の評価という点で非常に大事な論
文ですので，後でコメントします。次の 1959 年の飯豊毅一さんの「八丈島方言の語法」（『国立
国語研究所論集 1 ことばの研究』），これは 1950 年に出された国語研究所の報告書が，主に音
声，音韻中心だとすると，こちらは，その調査をしたときの同じデータをもとにした，文法，
語法についての論文なんですね。これは八丈語の基本的な語形とか，その意味とかを非常にた
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くさん載せています。もうこの段階で八丈語の文法に関する限り，基本的なところはかなり分
かってきている，そういう段階です。ですから，1949 年の国語研究所の調査というのは，そう
いう点でも非常に大事だったということが言えると思います。 
次にまた星印 2つありますけれども，これも非常に大事な論文でして，前の 2つと一緒に後
でお話しします。 
 最後のページ，このあたりになってやっと私が八丈に来始めまして，1990 年のこれは一番最
初に雑誌に載せた論文（｢八丈島三根方言 動詞の形態論 アスペクトをめぐって｣『国文学解
釈と鑑賞』）です。このあといろいろあるんですけれども，これはいちばん最初なので，これだ
け挙げておきました。奥山熊雄さん，昨日ホームに行ってお会いしてきましたけれども，お元
気でした。ちょうど夕飯の直前で食堂にいらっしゃって，前よりも何だかお元気そうで安心し
ました。 
 これのあとは 2000 年の工藤真由美先生の論文（｢八丈方言のアスペクト・テンス・ムード｣
『阪大日本語研究』12）とかですね。 
で，熊雄さんから聞いた話をいろいろと整理して出したのが 2001 年の私の本（『八丈方言動
詞の基礎研究』）で，この本は自力で立てるぐらいの厚さにやっとなりました。値段が高いので，
お買いになる必要はまったくありません。 
 最後に，八丈語の評価ということですけれども，非常に大事だということが，今までどんな
形で言われてきたか。まず 1955 年の金田一春彦さん（｢日本語｣『世界言語概説』下巻），もう
亡くなられたかたですけれども，｢八丈島の方言は，語法に著しい特色を有し，特色の幾つかは，
全国の他のすべての方言に対して対立する｣，ということをおっしゃっています。 
 その 3年後の平山輝男さん（｢青ヶ島方言の所属｣『国学院雑誌』）。この方は音のほうが中心
のかたですが，八丈語を，東部，西部，九州とならぶ，4 本柱の 1 区画として位置付けた。現
地調査を行った研究者による区画であることに大きな意味があります。 
 で，この 10 年後ですね，服部四郎さん（｢八丈島方言について｣『ことばの宇宙』11）。この
かたが非常に興味深いことを言っていらっしゃいます。東歌とか防人歌のことをさす東国方言，
万葉集に出てくるものですね。東国方言が非日本祖語的な特徴を保存しているという可能性で
す。非日本祖語的な特徴ということは，日本語の古いものと別の系統です。このあたりを私は，
もしかしたら縄文系では，というふうに言っているんですが，まあ，それはちょっと言い過ぎ
かもしれませんけれども。そういう可能性に以前から注目していて，「残存的特徴を含む非日本
祖語的特徴を，少なくとも現代の東日本の諸方言に見出すことが，長い間私の関心事の１つで
あった｣といいます。その土台にあるのは，｢東歌・防人歌の東国方言と日本祖語との分岐の年
代は，現在の近畿方言と琉球方言の分岐年代よりも古い，という仮説｣です。まあ，一般に琉球
方言は一番古いといわれているんですけれども，それよりも前に分かれたんじゃないか，とい
う仮説なんですね。 
 服部さんはこの年に八丈島にいらっしゃって，｢予想通り｢八丈島方言は東歌東国方言の系統
をひく非日本祖語的方言が現在の(日本祖語系の)本州東部方言の同化的影響を著しく受けつつ
成立したもので，まだいくたの非日本語的特徴を保存している｣という仮説を支持すると見做し
得る資料が得られた｣と書いています。形容詞の「け」とか，動詞の「お」とかですね，これは
非常に古いんだということを言っているわけです。この「非日本祖語的特徴」，非常に興味深い
表現だと思います。 
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 その後 1971 年になって，上村幸雄先生（｢なぜ方言を研究するか｣『教育国語』26），私もお
世話になっている先生なんですが，八丈語の重要性を強調しています。｢八丈島の方言は，奈良
時代の奈良の日本語よりもさらにふるいかもしれない要素をもちつづけてきた可能性があって，
方言学的にみてたいへんに貴重な方言だといえるのである｣と。この上村先生は，この時期にも
国語研究所の調査があったんですね，前のよりは規模が小さいんですが。で，この調査を元に
して，会話を文字にしたものを論文に発表していらっしゃいます。このときの国語研究所の調
査に刺激されて，のちに方言集を出された大賀郷の浅沼良次先生が，あちこちの人の録音をた
くさん取りました。それを私が全部いただいているんですけれども，非常に貴重な記録になっ
ています。そういうものの分析が進めば，今の皆さん方の八丈語と，何十年か前のとの比較が
できるわけですね。ですから，これからどんどんいろいろなことがもっと分かってくると思い
ます。 
 ということで，八丈語というのが，中の人から見るとなかなか，何がそんなに大事なんだみ
たいな，あまりにも普通すぎて，見えてないというのがあるのかもしれないんですけれども，
我々のようなよそから来たものにとっては，たいへん魅力的で興味深い，で，重要なものであ
る，それが八丈語であるということが言えます。これからも，私なんかにできることというの
は大してないんですけれども，できる限り，精いっぱい，あんまり言っちゃうとだめなんです
けどね，頑張りたいと思います。これからもどうぞよろしくお願いします。（拍手） 
 
（木部） どうもありがとうございました。では，2 番目のお話。今回一番遠くから参加して
います，フランス国立科学研究所のトマ・ペラール先生です。よろしくお願いします。（拍手） 
 
（ペラール） はい，皆さんこんにちは。今回の調査に協力していただいて，また，今日はお
忙しい中，ここに来てくださって本当にありがとうございます。僕は，金田先生から先ほど話
があったように，八丈島だけではなく，いろいろな方言，日本語の古い特徴，八丈島の言葉が
どれぐらい古いのかとか，そういう問題に興味があって，言葉の歴史を専門として研究してい
ます。日本語がいつごろ日本列島に入ってきて，どういうふうに列島全体，本土，八丈，あと
琉球列島に広まっていったかが僕の関心の，興味のあるところです。 
 今までは主に，琉球列島の言葉の研究をやってきました。なぜかというと，先ほど金田先生
がおっしゃったように，琉球の言葉には大変古い特徴が残されているからです。八丈島の言葉
にもそういう古い特徴があるというのが以前から知られていて，それで，八丈島の方言にも大
変興味があって，今回まいりました。 
 僕は，先生の資料にあったような万葉集の東歌とか防人歌の研究も少しやっています。その
ときに八丈島の言葉にも同じようなものが残っていることを知りました。調査をしていてよく
聞かれることは，――琉球でも，また今回八丈島でも，時々聞かれたんですけれども――何で
ここの言葉はこんなに違うのか。明らかに共通語と違いますよね。単語の面でも発音の面でも
文法の面でも，いろいろ違うんですけれども，なぜ，そんなに違うのかという問題があって。
で，まあ，やっぱり島というのが大きいですね。昔は飛行機もなかったし，船も遅くて頻繁に
人が来ることもなかったので，島で，何か言葉が新しい言葉がはやると，それが島の外に広が
ることがありません。あとは人口も少ないので，だいたいみんな身内で，知り合いなので，新
しい言葉が使われ始めると，それが全員に広がっていくんです。 
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 逆に本土で起こった変化は，島にはなかなか届かないですね。あまり交流がないので。本土
の人との交流も少なく，そういう新しいものがなかなか入ってこない時代がずっと，まあ，現
代今まで続いてきたと思います。 
 島の言葉ももちろん，昔から少しずつ変わってきています。それと同時に本土でもいろいろ
変化が起こっていますが，交流がないので，それぞれ別の変化が起こったりして，だんだん分
岐して姿が変わってきます。そういうことがあって，八丈島，琉球もそうですが，非常に本土
の言葉とは異なる状態になってきたかと思います。 
 今回の調査で，いくつか面白いことに気が付きました。先ほど言ったように，ぼくはずっと
琉球の言葉の研究をやってきましたが，八丈のことばには琉球の言葉と似ているところがたく
さんあります。まずは，やはり島という環境が，同じ「黒潮文化圏」といわれて，環境が非常
に似ているんですけれども，言葉も共通点がいくつかあって，それが非常に面白かったんです。 
 じゃあ，なぜ八丈島の言葉と琉球の言葉に共通点があるのか，何で似ているのかというのを
考えると，理由は場合によって，３つの説明が考えられると思います。 
 まず，1 つ目は，後で実際の例をいくつか見ていきますが，偶然，ただの偶然，たまたま似
ているだけ，そういう例も，少しはあります。２番目は，借用。どっちかがもう片方の言葉を
借りたというような場合。それはしかし，八丈島と琉球の島の間には交流があんまりなかった
んじゃないかなと思いますので，その可能性は低いかと思います。３つ目は，それが古い形だ
という説明です。本土ではなくなったが，八丈と琉球には残っているということです。 
 まず，ただの偶然の類似を紹介していきます。今回の調査では「庭」のことを八丈島のこと
ばで「にゃー」と言うことがわかりました。この「にゃー」という語形は，琉球でもあちこち
の島に見られます。でもよく考えてみたら，「にわ」から「にゃー」に変わるのはそんなに難し
いことじゃなくて，わりと自然な変化だと思います。言語の変化には，変わりやすいもの，自
然な変化というものがあって，あちこちで同じ変化が起こったりします。この場合も「にわ」
が「にゃー」になるのは，非常に自然な変化ですから，ただの偶然だと思います。 
 同じように，「皮」のこと，「縄」のことを「かわ」とか「なわ」じゃなくて「こう」とか「の
う」とか言います。母音[a]のところが[o]になっている単語がいくつかあったんですけれども，
例えば，奄美の言葉にも同じような語形があります。「皮」を「こう」とか，「縄」を「のう」
とかいうのが。 [awa] という連続が [oo] になることはごく自然な変化で，たまたま，奄美で
も八丈でも同じ変化が起こっただけだと考えています。 
 次は，「きょう（今日）」のことを，集落によって違うそうですが，「きぃ」というところもあ
るそうです。僕が長い間，研究してきた宮古の大神島（おおがみじま）という方言でも，まっ
たく同じく，「今日」のことを「きぃ」と言います。発音がまったく同じなんですけれども，両
方ともやはり「きょう」という発音が元で，たまたま同じ発音に変わっただけかと思います。 
 偶然の例の最後に，「涙」のことをこちらでは「めなだ」と言うそうですが，沖縄，奄美でも
「涙」のことを「なだ」，または「みぃなだ」といいます。「めのなみだ（目の涙）」というのが
語源だと思うんですけれども，「なみだ」から「なだ」になるのは母音が落ちて，涙が「なんだ」
になって，それが「なだ」に短くなっただけかと思います。これもそんなに起こりにくい変化
ではないので，たまたま２つの遠く離れている地域で変化が起こっただけだと思います。 
 次に，本土ではなくなったが，八丈と琉球には残っている例，現代の共通語などにはないが，
非常に古い文献，さっきの話の万葉集とか古事記とか，そういう古い文献には出ているものの
247
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」八丈方言調査報告書 
2013 年 10 月 国立国語研究所 
247 
 
例をいくつか紹介していきます。 
 まずは，「地面」のことをこちらでは「みじゃ」と言います。琉球でも似たような言葉があっ
て，「にちゃ」とか「んちゃ」とか「んた」とか言います。島によって発音が異なるんですけれ
ども，もともと同じ言葉だと思います。これはおそらく，文献にもたぶん出ていません。奈良
時代の文献にも出ていないし，現代の本土のどの方言にも，どうもなさそうです。じゃあ，な
ぜ八丈島と琉球にあるのか，考えてみましょう。 
 この場合，たまたま「にちゃ」という言葉が生まれて，たまたまそれが土を指す言葉になっ
たというのは，なかなか考えにくいですね。やっぱり，もともと非常に古い言葉だったのです
が，本土からなくなり，八丈と琉球には残ったというふうに考えられるかと思います。 
 それから，本土の言葉で「この・その・あの」というのがありますが，こちらでは，「この・
その・うぬ」ですよね。「う」で始まる単語が出てきて，彼のことも「うれ」と言ったりします
よね。これはもちろん，本土にはないんですけれども，琉球にはあります。意味が若干ずれて
いて，遠くにあるものを指すんじゃなくて，だいたい，相手の方を指すんですけれども，「うり」
とか「うぬ」とかと言います。古代語にも現代語にもないですが，非常に古いと思います。 
 それから，「頭」のことを八丈島では「つぶり」と言いますが，琉球でもあちこちで，「つぶ
り」といいます。現代語の「あたま」というのは，実は新しい言葉で，もっと古い平安時代の
文献には，頭のことを「つむり」という人がいるというふうに書いてあります。共通語でも，
普段は「あたま」と言うんですけれども，例えば「おつむ」と言ったりして，それは同じ言葉
で，やっぱり頭を指す非常に古い言葉でしょう。 
 さらに，自分のことを「あれ」とか「あい」，「あが」と言いますよね，八丈島では。琉球で
も自分のことを「ああ」，「あぬ」とか「あが」と言います。これは現代語では使いませんけれ
ども，古代語では自分のことを「あれ」とか「あ」と言っていました。やはりこれも，現代語，
本土の方言ではなくなった言い方ですが，八丈と琉球には残っています。 
 さらにいくつか例を取り上げてみますと，そうですね，物を数えるときは，現代語では，例
えば「ひとつ」で，人を数えるときは「ひとり」，どちらの場合でも，「ひとつ」，「ひとり」で，
最初のところが同じ「ひと」ですが，八丈島では，1人は「とり」，なのに 1つの場合は「とつ」
じゃなくて，「てつ」ですよね。母音が違っているのが非常に興味深いです。琉球でも，いろい
ろ変化しているんですけれども，もともとは，なぜか「つ」の前だけば「ひと」じゃなくて「ひ
て」に当たる発音だったというふうに考えられています。実は，平安時代の文献にも，そうで
すね，地方だったかな，俗に「ひとつ」じゃなくて「ひてつ」という人もいるというふうに書
いてあります。これもやはり，もともとそういう，ちょっと変わった言い方，なぜか「つ」の
前だけでは「ひと」じゃなくて「ひて」だった，というのが非常に古い特徴だというふうに考
えています。 
 そのほかに，「ミミズ」のことを「メメズ」または「メメズメ」と言いますが，琉球でも「メ
メズ」。「ミミ」じゃなくて。母音が [e] になっています。これは，八丈島や琉球で「ミミズ」
が「メメズ」に変わったのではなくて，もともと「メメズ」だったのが，本土で「ミミズ」に
なったというのが適切かと思います。要するに，八丈島の言葉がなまったのではなくて，共通
語の方がなまっています。 
 同じく，「魚」のことを「よ」と言いますが，琉球でもだいたい「ゆー」とか「いゆ」とか，
そういう発音です。これも，日本語の「うお」，「飛び魚」「太刀魚」の「うお」に対応する言葉
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ですが，現代では「うお」ですが，もともとは「いよ」，古代語では「いを」という発音です。
それが，八丈島ではちょっと短くなって「よ」になったんです。これも本土の方が大きく変わ
って「いを」から「うお」になった。これも，本土の方がなまっています。 
 八丈島の言葉と琉球の言葉に共通する部分には，奈良時代よりも古い日本語の特徴を保って
いるところがたくさんあります。ただ，八丈島の言葉の全部が古いというわけではなく，やは
り，八丈の言葉もいろいろ変化していて，おそらく，江戸時代からいろいろな言葉が入ってき
たかと思います。例えば，「だれ」という言い方，「誰ですか」の「誰」ですけれども，この「誰」
というのは，古代語では「たれ」と濁ってなかったんですけれども，濁るようになったのが平
安時代以降で，それは新しい特徴です。または，「どこ」という，場所を聞く言葉もわりと新し
い言い方です。相手のことを「お前」とか「おみ」という言葉も，それは新しい言い方なので
はないかと思います。そういうふうに考えてみますと，非常に古い特徴があると同時に，古代
語にはなく，後の時代に発達してきた特徴も重なっているというのが非常に面白くて……。 
 僕が考えている仮説としては，もともと古い，非常に古い言葉，まさに金田先生が話したよ
うな，奈良時代以前の古い言葉が八丈島に入ってきて，それで非常に古い特徴が今でも残って
いるんですけれども，その後，江戸時代になって，たくさんの人が流されてきて，その人たち
が自分の言葉を持ってきた。その中にやはり身分の高い人もいたので，八丈島の人は，身分の
高い人の言葉をまねて，自分たちの言葉に江戸の人の言葉を取り入れた。さらに，現代では本
土の共通語も入ってきて，それがさらに上に重なって，今の八丈島の言葉ができたのではない
かというふうに思っております。以上，ありがとうございました。（拍手） 
 
（木部） どうもありがとうございました。はい，では 3 人目です。我々のグループでは若き
ホープ，京都大学大学院博士後期課程の平子さん，お願いします。 
 
（平子） あんまりはじっこでしゃべっても何なので，ここで話させていただきます。京都か
ら来ました平子といいます。皆さんこんにちは。どうぞよろしくお願いします。（拍手） 
 じゃあ，ちょっと座らせていただきます。僕は，もともと，大学院に進んだときには京都の
方言をうつしたと思われる，平安時代とか奈良時代の文献資料を使って，古い日本語の姿を研
究していました。その後，研究を進めていく中で，いろいろな方言の中に古代の日本語と共通
しているところが少し見られる。特に前々から，八丈の言葉には興味を持っていました。金田
先生の話にもありましたように，八丈とか琉球には，万葉集との共通点，万葉集の東歌との共
通点とか，トマさんからありましたけれども，平安時代の文献に載っていて，本土，いわゆる
共通語では使われてない言葉とかがいろいろあるわけです。 
 僕は文献をやっていたときから，アクセントというものに興味を持ってやっていました。八
丈にはいろいろな報告があるんですけれども，アクセントで単語を区別することがない，例え
ば，「お箸」の「はし」と，川にかかっている「はし」と，「端っこ」の「はし」とをアクセン
トによってあんまり区別をしないというふうにいわれています。 
 けれども，先ほどカルタを読んでいるのを聞いていたりですとか，今回の調査で聞いてみた
りして，集落によってイントネーションというんですか，何かこう，抑揚というのはだいぶん
違うんだなというふうに感じました。で，どういうふうに違うのかというのは，これからの僕
たちにとっての課題なのだと思います。 
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 その話は今回はできませんが，古代日本語と八丈語ということでお題をいただいたので，そ
れでお話をさせていただきたいと思います。今回のカルタの中に，もう何個かそういう単語が
出てきました。例えば，今日いただいたＡ３の紙の「え」のところに，「エビズルは 昔は よ
く食べたもんだよ」という共通語があります。その最初に出てきます「えべず」という形です。
おそらく「エビズル」とかそういう形から変化をしてきたんだと思います。古代の辞書とか，
そういう文献を見てみますと，「エビ」という形で「ブドウ」を指すというふうに書かれていま
す。 
 この「エビズル」とか，植物に対して「エビ」のような単語を使うというのは，それなりに
古い言葉が残っているんだろうなというふうに思いました。例えば，三根では「えべずは む
かしは よく かもうもんだら」というふうに，「食べる」というのを「かむ」と言いますね。
本土の方で「かむ」というのを使って「食べる」ということを意味することはありません。こ
れも古代の，例えば『源氏物語』とか，そういう文献には，「かむ」というので食べるというの
を意味します。これも，八丈語に残っている古代の言葉の一つだと思います。 
 その次に，お茶碗のことを「ごき（御器）」ということがあると思います。現代の言葉に「ご
き」，共通語に「ごき」そのものが残っているわけではありませんけれども，このカルタにあり
ます「ごきぶり」の「ごき」というのは，お茶碗のことを指しています。「ごきぶり」の語源は
「ごきかぶり」，「お茶碗をかぶる」に当たります。昔，百科事典を書いた人が，「ごきかぶり」
と書くべきところを，「ごきぶり」と間違えて書いてしまって，それが今，共通語で広まって「ご
きぶり」と呼ばれているわけです。 
 今の八丈の方言では，「ごきぶり」のことを「かきじゃるめ」とか「かきじゃりめ」というふ
うに言うんですよね。「ごき」という言葉は，ものすごく古い文献ですと出てきますけれども，
今では「ごきぶり」という単語の中に，痕跡的に残っているに過ぎません。例えば「ごき」は，
平安時代の文献に，『讃岐典侍日記』という日記の中に「ごきなくて」というふうにあります。 
 平安時代よりもう少し古い文献と八丈の言葉で共通するなと思って報告を聞いてみてみます
と，まあ，ちょっと汚い話になるかもしれませんけど，「にっとうまる」という言い方，「まる」
とかいう言い方があります。これはあの，大便とか便をすることですよね。これは，実は『古
事記』の中に「くそまりちらしき」というふうな形，「まり」という形で出てきます。もしかし
たら，琉球とか，そっちの方にも出てきたりするのかもしれません。ものすごく古い言葉です
よね。ちょっととりとめのない話になってきましたけれども……。 
 また，カルタの，「朝早く畑に行ったんだけど」という中で「とんめて」とか「とんめてぃ」
とかいう単語が出てきました。これは，皆さんよくご存じの『枕草子』の中に出てきます。「春
はあけぼの」という中で，その同じ段のところで「冬はつとめて」。「冬は早朝がいい」という
ふうな言い方で出てきます。この「つとめて」という単語が変化したのがカルタの中に出てく
る「とんめて」とか「とんめてぃ」という形になります。琉球の方にもあるんですかね。ちょ
っと僕は琉球の方は分かりませんので，トマさんに……。 
 
（ペラール） ありまーす。 
 
（平子） はい，あるそうです。こんなふうに，古代の文献，八丈，そして琉球と，共通して
いる単語というのがまあまあ見られます。 
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 ほかにも，「めならべ」という言葉，一般に女の人のことですかね，女の子ですかね，若い人
ですかね，僕が調査したときには，25 歳までぐらいしか言わないというふうに，言われたんで
すけれども，これも『源氏物語』の中で，「めのわらわべ」とか，「めのわらべ」というふうな
形で出てきます。琉球の方に同じような単語があります。「めら」とかいう単語，「めえらび」
というような言葉で出てきます。非常に古い言葉の 1つだと思います。 
 僕が 1つ非常に気になったのは，「しょけ」という単語です。「何か知っているか」というと
きに，「しょけか」というふうに聞きますよね。これは，古代の「しろし」とか「しるし」とい
う単語にさかのぼるんだと思います。「し」に「ら，り，る，れ，ろ」が続いたときに，「しょ」
とか「しゃ」というように音が変化します。例えば，「シラミ」のことを「しゃんめ」と言いま
すよね。「し」の後に「ら」が続いて「しゃ」になる。他に，「白髪」のことを「しゃが」と言
います。これも「し」の後に「ら」が続いていて，それが「しゃ」になった。「しろし」の場合
は「しょ」になる。これは同じ音の変化の仕方をしていて，もともと「しろし」だったんだな
ということが分かる単語です。「しろし」は万葉集にも出てくる単語です。 
 今日，僕の前にお話をしてくださった金田先生とトマさんと一緒に調査したときに，この「し
ょけか」という形が出てきました。ちょっと複雑な話になるかもしれませんけれども，「しょけ」
というのは形容詞で，動詞ではないんです。「赤い」とかいう語と同じ系列になります。標準語
では「知っている」というのは動詞ですが，八丈では形容詞です。それなのに，「うにゃ この
よのなめよ しょけか（お前はこの魚の名前を知ってるか）」の「なめよ（名前を）」のように，
その前に標準語の「を」に当たる形が出てきます。「赤い」「赤きゃ」とかの前に「よ」という
のはあんまり来ないですよね。「このリンゴよ赤きゃ」とかいうふうな言い方をしないと思うん
です。ですから，「しょけか」という単語は八丈特有の使い方をしているのかなというふうに思
いました。 
 あともう 1つ，古代語の特徴をしっかり残しているんだなと思ったのは，「人がいる」という
ことを「人がある」と言うことです。「孫が去年から国にあるじゃ」という文が調査の中に出て
きて，「孫がある」という言い方をします。共通語では，生きているものに対しては「いる」で
はなくて「ある」を使います。生きているものに対して「いる」を使うようになるのは，非常
に新しく、文献で調べる限りでは 18 世紀，19 世紀ぐらいのことです。八丈はそれ以前の形を
残して使っているわけです。 
 こんなふうに，古い言葉が残っていて，僕ら，古代の文献を使って日本語の歴史を勉強して
いる人間にとって，こういう経験はとても大事です。例えば，僕がこの調査に参加せずに，今
回調査されたものを読んで，「ああ，こういう言葉が八丈にもあるのか」と単に感じているだけ
ではだめです。文献をやっている人間も，生で方言に接しますと，本当に「ああ，生きた言葉
として昔もたぶん使われていたんだろうな」というのが非常に実感できます。 
 例えば，先ほどの金田先生の話にあった，形容詞の連体形の形ですとかも，報告書では知っ
ていたけれども，今回ここに来て初めて，本当に話しているのに接して，文献で書かれていた
言葉も本当にこうやって使われていたんだなと，ひしひしと感じることができました。 
 単に，古い言葉が残っていて，珍しいとかそういうことで終わらせるのは本当にもったいな
いことだと思います。それを記録して，研究をして，例えば今，トマさんが話されたみたいに，
八丈語というのがどういうふうな成立のしかたをしてきたのか，それがひいては日本語，日本
全体の言葉の成り立ちとか関係の研究につながっていくと思いますし，できれば，いろいろな
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方にそういうことを少しでもいいので，興味を持っていただきたいというふうな考えでいます。 
 僕は八丈の言葉を今回初めて聞いて，非常に興味深く聞きました。いろいろなところに方言
調査に行っていますけれども，またここにもやってきたいなというふうに思います。ちょっと
早いですけれども，これで終わりたいと思います。ありがとうございました。（拍手） 
 
（木部） ありがとうございました。あと少し時間が少しありますので，何かご質問があれば，
この機会ですから，ぜひお聞きください。はい，じゃあ，そこの方。 
 
（Ｑ１） 八丈島に来てからですね，地名の読み方なんですけれども，普通は，今こっちでは
大賀郷（おおかごう）というところを，本土の人の読み方だったら「おおがごう」って言いま
す。また，樫立のことを「かしだて」って，つい読んでしまいます。八丈島は内地で濁音で言
うような地名が濁音になってない読み方をするところが多いんですけれども，それは何か理由
があるんでしょうか。 
 
（木部） 私も金田先生に叱られました。「かしだて」と言ったら，違うと。濁音と正音は，非
常に難しくて，地域によっても違います。例えば，八丈の地名に護神（ごしん）というのがあ
りますね。「ごじん」じゃなくて「ごしん」。私は九州の出身ですが，「神社」を「じんしゃ」と
いう地域が九州には広く広がっています。「じんじゃ」と濁らないんですね。それから，食べ物
のオクラ。八丈のオクラは非常に立派ですね。八丈語でオクラは何て言うんでしたっけ。 
 
（会場から） ネリ。 
 
（木部） ネリ。あの，ネリのことを九州ではオグラと言うんです，鹿児島では。あっ，これ
は濁りますから逆ですね。濁ると澄むは，なかなか難しいところがあるんです。八丈は，澄む
のが多い。まあ，それがなぜかはちょっと今後の課題にさせていただきたいと思います。じゃ
あ，ほかにどなたかいらっしゃいませんか。 
 
（Ｑ２） ここ最近なんですが，韓国の時代劇とかに興味がありまして，古代朝鮮時代に七支
刀というのがあって，おそらく奈良，平安の時代かと思うんですが，一時期，日本と仲の良い
時代があったようです。そのとき交流があったとすると，まあ，韓国というか日本から見たら
外国の言葉の影響もあったかと思うんですけれども。自分のおふくろが樫立出身で，自分は今，
大賀郷で三根出身になるんですけれども，その樫立の言葉を聞いたときに，韓国のその，意思
表示というか，感嘆符というか，それに似ていると感じました。島ことばで言うと「あいこい
がの まったく」といったようなときの表現が大変似ているように感じるんですが。そういっ
たほかの国からの影響とか，その，言葉とか言語とか，そういうものは何かあるんでしょうか。
それとも，その，今日のお話にあったような，八丈語のルーツというか，そういったものがあ
って，それによって今の八丈のことばができているととらえられるでしょうか。その点，いか
がでしょうか。 
 
（金田） えー，非常に難しい問題でして，実際にはそういうふうな，日本の古い方言と，ほ
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かの近いところの言語との関係がどうだったかというのは，まさにこれから研究されていくん
だと思います。今までは，八丈語がどういうものだったかというのも，よく分からなかったわ
けですね。何十年か前までは所属不明の方言だというふうにも言われていたわけです。当時は
研究者がそういうふうに，もうお手上げの状態だったわけです。 
 ですから，日本語の中のいろいろな言語，マイナー言語がだんだん分かってくれば，かつ近
隣の，例えば韓国だったら韓国のいろいろ方言ですね，特に南の方。そういうところの方言の
実態が分かってくれば，比べることができるようになる。同じ程度に詳しく分かっていれば，
同じ程度の比較ができる。日本の中だけでなくて，韓国など近いところと比較するというのは
これからの大きな課題だと思います。 
 
（木部） はい，ありがとうございます。もうお一方ぐらい時間がありそうですが，いかがで
しょう。あっ，はい。 
 
（Ｑ３） すみません。あの，方言と言いますけれども，要するに男女とありますよね。住む
場所も違っている男と女が結婚して，その中でまあ，お互いにしゃべることばも違うことがあ
りますよね。そうすると，方言がどんどん途絶えていくということが考えられるんですが。要
するに混じり，混じり合ってしまうわけですね。その辺は，これから先の研究では，どういう
ふうに考えられるんでしょう。 
 
（金田） 混ざるのはしょうがないですよね。三根の人と樫立の人が結婚して，話をするなと
いうわけにいかないですから。それはそういうふうに，混ざったものとして，客観的にとらえ
るしかないと思います。しょうがないです。 
 
（木部） 昔と違って，人の交流が非常に盛んになりましたから。また，遠くの人とも交流し
たり，お嫁さんが遠くから来たり，こちらからもお嫁に行ったり。時代の流れでこれは仕方の
ないことですね。ですから，方言も今までの話であったように，古いまま化石的にずっと変わ
らないわけではなくて，時代の流れの中で変わりながら，外からの影響も受けながら，今の方
言がある，今の八丈語があるわけです。琉球の言葉もそうですし，どこも同じです。だから，
方言が変わるというの
は当たり前のことだと
思います。でも，その
中で古いものも残って
いくことがある。それ
はとっても大事なこと
だとお考えいただけれ
ばいいんじゃないかと
思います。それでは，
どうも長い時間ありが
とうございました。（拍
手） 
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